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はしがき

　今日，教育課程の編成に関して根本的な再検討が行なわれつつあります。その中で，特に社会科は，

平成元年の学習指導要領の改訂に際して，低学年のそれは廃止となり，高等学校は地理歴史科，公民

科に再編され，その存続の意義が厳しく問われています。

　昨年11月には，新学習指導要領が発表され，『総合的な学習の時間』が新設されることになりまし

た。その教育内容として例示されているものの中には，国際理解教育・環境・福祉など社会科の教育

内容としても重要な構成要素となると考えられるものが多数含まれ，社会科及びその関連科目の固有

の目標・領域の存在意義と，及び他の教科・科目（総合的な学習の時間・道徳なども含む）との関連

を再検討することが緊急に課題となっています。

　本研究は，小・中・高等学校の一貫による社会科関連科目の連携に基づくフレームワークを研究課

題とするものですが，上記の如き今日の状況を踏まえて，単にその領域におけるフレームワークを作

成することをめざすだけではなく，教育課程全体の中で児童生徒の社会認識の形成に当たるべき教

科・科目の在り方も含め，かつその国内外における動向の分析を踏まえて，視野を広げて基礎的研究

を進め，その成果を報告書としてまとめました。社会科関連科目の教育課程改革を検討する際の一助

となれば幸甚です。なお，本報告書に関し，忌悼のないご意見等をお寄せ下さいますようお願い申し

上げます。

　平成9年度は，上記研究の基礎作業として，平成8年11月に教育課程審議会が発表した『中間まと

め』の分析・検討を，日本社会科教育学会の下記会員の協力を得て行い，昨年3月に中間研究成果報

告書として，『社会科カリキュラムの改善に関する研究』を発行しました。本報告書には，重複を避け

てそれに関連するものを掲載しませんでしたが，本研究はその成果に立脚して進められたものです。

ご協力頂いた方の氏名を記して謝意を表します。

　また，本報告書に論文執筆，資料収集にご助力頂いた研究協力者，及び授業研究などでご協力いた

だきました関係各位に深く感謝申し上げます。

　　平成11（1999）年3月

研究代表者　　市　川　　　博

〈『中間報告書』作成協力者〉

　相沢善雄（都立国立高教諭），桑原正子（横浜市立川和束小校長），小山茂喜（長野市若山中教諭），

　高野尚好（筑波大学教授），小林宏己（前東京学芸大学附属世田谷小学校教諭・現同大学助教授），

　近藤由紀彦（慶応大学附属幼稚舎教諭），坂井俊樹（東京学芸大学教授），杉山哲也（秦野市堀川小

　教諭），竹内裕一（千葉大学助教授），戸田善治（前国立教育研究所研究員・現千葉大学助教授），二

　川正浩（東京学芸大学附属世田谷中教諭），谷田部湿生（前お茶の水女子大学附属高等学校教諭・現

　国立教育研究所研究員）
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〈第1部〉

1．社会科関連カリキュラムフレームワークの考察
　　　一文部省研究開発指定校等における実践報告の検討一

思　川 博（横浜国立大学教育人間科学部）

1、文部省研究開発指定校等における教科再編の試み

　文部省は，昭和40年代までは，教育課程の研究開発指定校に対して，教科の枠組みを崩さない範

囲で教育課程の開発・研究を許可してきた。昭和50年代に入り，低学年社会科などを廃止し，新た

な教科の設置を検討する必要から，新教科の設置を含む研究開発を許可するようになった。かくて，

平成元年に，戦後初期の改革以来はじめて新教科・生活科の誕生となったが，それ以降，従来の教

育課程を大胆に再構成する試みが文部省研究開発指定校を中心に試みられてきている。

　本稿の課題は，社会科関係のカリキュラムフレームワークの研究・開発の動向を明らかにするも

のであるが，その前提として，教育課程全体の枠組みを検討する必要があると考え，これまでの試

みを類型化して概観して置きたい。（＊印は，本書『資料編』に枠組みの一部を掲載）

（D　小学校における試み

　　1）教科の統合による新教科の設置

　　　a．記号科一小学校1，2年の国語と算数を統合。（兵庫教育大附小）

　　　b．環境関係の教科の新設

　　　　●環境科一理科中心に改編（東京・錦華小）

　　　　●地球科一同上（福島大附小）

　　　　●地域・環境万一3，4年は社会科を廃止，理科の一部と統合して新設。理科は時間数を削

　　　　減して存続。5，6年は社会科・家庭科，及び理科の一部を統合して新設。理科・社会科

　　　　　も時間を削減して存続。（大阪・滝川小）

　　　c．人間科一社会科と家庭科を統合。外国人，障害者，地域の人々との関わりや人間の営みに

　　　ついての理解と態度の形成を図る。（東京・錦華小，福島大鴨脚＊）

　　d．表現科一音楽・図工の統合だけではなく，討論・文章表現・舞踊・演劇・パフォーマンス

　　　　も含む。（東京・錦華小，福島大附小）

　　2）教科の新設

　　　a．生活体験科一町学年で実施。生活体験：を重視。国際文化，産業技術，福祉交流，情報活用

　　　　を盛り込んだ総合的内容。（滋賀・治田東小）

　　　b．英語科（国際科など）一平成6年度4校，7年度12校　8年度より各県に一校を指定。

　　　c．情報科一情報をつくる喜びを味わう。（鹿児島大附小）

　　3）既成の教科を変えずに教育内容を改革

　　　a．教科名を変更一「体育」を「運動遊戯科」へ改称。（兵庫教育大附小）

　　　b．既設の教科構造を動かさずに教育内容を改革（横浜国立大附属横浜小＊）

　　4）特別教育活動の時間を廃止一特別教育活動の内容を各教科の中に組み入れる。（福島大附小＊）

　　5）教科の体系を崩して総合化

　　　a．学力を内容知・方法知・自分知に構成し，各教科学習，総合学習，心の教育活動，集団活
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動・児童会活動・クラブ活動・学校行事の4領域に統合。（東京学芸大学附属大泉小＊）

b．教科の学習と総合単元との連携

　●1年一教科活動（国語・算数・音楽・体育），総合単元活動

　●2，3年一教科活動（上記の教科に理科・社会の一部），総合単元活動，集団活動

　●4～6年一全教科の活動，総合教科活動，心の活動，集団活動（上越教育大附小＊）

c．“ ｵごと”，“けいこ”，“なかよし”の3学習活動に統合（奈良女子大附属小＊）

d．生活・環境，言語，数量・図形，総合科学，創造表現，身体・健康，自分・集団の7単元

群に統合。（新潟県下手前小＊）

e．学校の教育課程全体を総合学習として位置付け，子ども・学級ごとの学びの跡を「足跡カ

　リキュラム」として作成し，それを基にカリキュラムを学級ごとに編成（横浜国立大附属鎌

倉小＊）

f．既設の教科を完全に撤廃・再構成一9つの活動単元（探検，調べ，育て，創造，習い，運

動，交流，働くの8つの学習の時間と，みんなの時間）に改編。（愛媛大附小）

（2）中学・高等学校における試み

　　中学・高等学校は，教科担任制と上級学校への入試の制約が厳しく，カリキュラム編成は，学

　習指導要領に規定されている教科構成・内容を前提として，総合学習，選択の時問及び教科外活

　動の時間を新設・活用する工夫に止どまっているのが現状である。

　1）音楽・美術を統合して芸術科。技術・家庭科，保健体育科の保健分野，社会科と理科の一部

　　を統合して生活文化科を新設。各教科間のカリキュラムを連携。（宮城教育大附中＊）

　2）総合学習（生き方学習・WORLD　TIME・卒業研究）を設置。（福岡教育大福岡附中＊）

　3）未来総合科（基礎学習・領域別学習・領域総合学習）を設置。（鳴門教育大附中＊）

　4）社会人交流・生き方学習・選択方式学習。（千葉県館山市立館山第二中＊）

　5）既成の教科の中に「総合的な学びの場」を挿入。（岩手大学附中＊）

　6）合科型自由学習（ディスカバーふるさと・讃岐〈国・社〉，瀬戸内歴史絵巻〈社・美〉，数学

　　で検証・瀬戸大橋効果〈社・数〉，香川の未来学一21世紀の香川の進むべき道は一〈社・数〉な

　　’ど無学年制・TTで）。（香川大坂出附中）

　7）びわ湖学習（郷土の自然・歴史・文化・産業など無学年制・小集団学習で）。（滋賀大附中）

　8）探求科（1年生対象，環境学，福祉と共生，海外事情，やまと学から1科目選択）（奈良県立

　　高田高）

　9）○○学（長崎学，五島学，対馬学など郷土の歴史・文化の研究）。（長崎県研究指定高校）

（3）幼稚園～高等学校の一貫性を図る試み

　1）神戸大学明石附属＊

　　　幼稚園一総合的な遊び

　　　小学一身体健康，心の表現，環境探求，数理表現の4領域に統合

　　　中学一生活実践学習（儀式的活動・自治的活動・健康安全活動）・探求学習（環境・国際理

　　　　　　解・人間学習）・選択総合学習，教科学習

　2）名古屋大附属＊

　　　中・高校一教科の他に，総合人間科（国際理解・平和・環境・人権・生命・性・共生・進
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　　　　　路・生き方）を設置。

3）お茶の水女子大附属

　小学一既設の教科の外に子どもの関心を追究する学習を設定一自主学習（個々人の関心に基

　　　　　づいた活動）・課題学習（テーマを教師が設定，または児童の話合いで決定し，共同

　　　　　で活動）・共同学習（学級・学年を超えた活動）

　　中学一探求科（自主研究）・総合カリキュラムの時間。前者は，生徒がテーマを設定。異学

　　　　　年でグループを組んで実施（3年後期はなし）。後者は，道徳・学級活動・生徒会活動

　　　　　を統括。生徒会・学校行事の他に，情報・人権・環境・国際教育など。

　高校一国際理解・情報科学（1年生対象，各1単位必須），特設講座（選択，2単位。写真，

　　　　　フランス語，ジェンダーフリーを学ぶ，日本文学と女性，折り紙など）

2．社会科関連カリキュラム改革の試み

　　文部省の研究開発指定校におけるカリキュラム開発は，21世紀を展望して激動する社会の課題に

応える人間の育成を志向して，従来の教科の枠に囚われず，新たなカリキュラム編成を生み出さん

　とするものであるが，社会科関連のカリキュラムは，総合的な学習の時間の教育内容として例示さ

れている国際理解・環境・福祉・情報などを新たに編入させたものに止どまっており，学習指導要

領に示されている既成の教育内容の再編の域を出ていない。これは，各研究開発指定校自身が文部

省の意向を先取りして大胆な発想を自制することもあろうが，文部省自身も学習指導要領の内容を

逸脱することを抑制する指導が直接・間接的になされていることにも起因していると考える。

　各校のカリキュラム改革の特色については，各校の紹介の冒頭に記載したが，その中で社会科関

連のカリキュラム編成で特にユニークな工夫が行なわれている事例を類型化し，紹介したい。

（D　社会科関連カリキュラムの類型

　1）既成の社会科の教科の枠を動かさず，新たな社会的課題を編入（横浜国立大附属横浜小＊）

　　●あくまでも地域に立脚し，地域社会への行動・参加・実践を軸にして，「共に生き抜く力」を

　　　育成することをめざすことに力点を置き，思い切った視点で内容を厳選し，編成している。

　　℃3年は，“特別教育活動と結合し，目の不自由な訓盲学院の子どもたちとの交流を深めなが

　　　ら，福祉”を中心にした活動などで教育内容を編成。

　　●4年も「00JAパトロール」と称して町巡りして自分の目で“勉強”の材料を探し地域を学

　　　習。その後，「他地域調査隊」へと入る。

　　●5年は，まちで生産されるものの調査活動をした上で，自然との関わる生産活動，原料を加

　　　草して製品を作る工業の生産活動の，二つの生産活動を運輸・通信などの問題も組み込んで

　　　学習。最後に森林ボランティアで活躍している人々と交流して環境問題に取り組む。

　　●6年は，まず，政治の学習から入る。歴史は“戦争と横浜”というテーマで現代史を学習し，

　　　“開港と横浜”“吉田新田”（江戸時代），“鎌倉みち”“緑が丘貝塚”と地域に素材を求め得る

　　　ものに限定して展開。最後に，横浜にある様々な外国の人々が通う学校と交流したりして，

　　　諸外国の人々の理解と共に生きることの意義と課題を内容としている。

　2）教科内及び他教科との関連（宮城教育大指中＊）

　　●1，2年社会科はπ型で連携。他教科との関連については生活文化科しか掲載できなかった

　　　が，例えば，英語科では「異文化理解」の単元を各学年3，4つ設定して，1年社会科で
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　　「様々な地域」の単元で中国を取り上げ，英語でも「アジアについて知る」と連携，3年6～

　　8月に社会科で「人間の尊重と日本国憲法」，8月に英語で「ヒロシマ」，8，『9月に国語で

　　「ヒロシマ神話」を取り上げるなど，横並びの連携を考慮したカリキュラム構成となってい

　　る。

3）社会科の中に「総合的な学びの場」を各学年18，9時間設定（岩手大附中＊）

　●1学期のはじめにその活動を設定し，共同で調べ発表することによって，その学年で学習に

　　取り組む問題意識を高め，広げる学びの場として設定されている。昨年の6月のあるクラス

　　では，鞘鳴文字，黄河文明，中国のうどんなどのテーマに取り組んでいた。

4）家庭科・社会科・特別教育活動との統合による人間科の新設（福島大学附属小＊）

　●スコープとして，家庭生活・学校生活，生産・消費・環境，文化・伝統，公共・福祉，国際

　　理解の5領域を設定し，人聞科という新たな教科の視点から，各学年の内容の系統性を考慮

　　してカリキュラムを作成している。

5）教科の再構成による社会認識教育の領域の設定（奈良女子大附小など＊）

　●奈良女子大膳小は，戦後初期から“しごと”“けいこ”“なかよし”で領域を設定して，社会

　　科的な学習は“しごと”で実施してきたが，神戸大明石附小をはじめ教科の枠を崩し，柔軟

　　に授業を展開しようとした試みが他校でも行なわれはじめている。

6）“総合的な学習”の設置と社会科との連携・住み分け（東京学芸大附属大泉小など＊）

　●既設の教科の他に“総合的な学習”を設定している学校は1に上記したように多い。各学校

　　の特色については資料編に記載したので割愛するが，“総合的な学習”の教育内容には，社会

　　科で重視したい内容がかなり多く含まれている。

7）幼稚園～高校までの一貫したカリキュラムの編成（神戸大学附属明石小＊など）

　●神戸大学明石附属では，研究推進委員長を全体で一名にして幼稚園・小学・中学のカリキュ

　　ラムを統括して研究を進める体制を組んでいる。

8）学級ごとに異なるカリキュラム（横浜国立大鎌倉見小など＊）

　●上越教育大曲小も学級ごとに異なるカリキュラム編成をしているが，子どもに即してカリキ

　　ュラムを編成していくことを徹底していくならば，教科の枠をあらかじめ設定するのではな

　　く，教育課程全体を総合学習として捉え，子ども・学級の学びの跡を記録し，「足跡カリキュ

　　ラム」を作成し，子ども・学級の実態に即したカリキュラムを編成していく必要がある。

　●もちろん，必要に応じて教科の枠を設けて学習を進めていく場合もある。しかし，その場合

　　も，子どもの学習の必要に応じて教科の枠を柔軟に展開していく。例えば，5年社会科で，

　　自動車産業の発展によって，排気ガス汚染・地球の温暖化が学習の問題になった場合，それ

　　を解明するためにいわゆる理科の領域の学習が必要となってくる。それは，子ども自身の切

　　実な問題の解決を保障するために，また，その問題に対する自分の考え，態度などをとらえ

　　直し，新たな関わりを図っていくために不可欠な学びである判断するからである。

②　カリキュラム開発の今後の課題

　1）前述の如く，学習指導要領の枠を出ないカリキュラム開発に止どまっている。今後，学習指

　　導要領の枠から大胆に踏み出したカリキュラム開発が期待される。　　　　　　『

　2）カリキュラムをいくら精緻に編成しても意義がない。授業実践との綿密な連携の下でのカリ

　　キュラム研究を進めていくことが肝要であり，まだプランづくりの段階に止どまっている。
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3）幼・小・中・高の一貫したカリキュラムの編成を検討していく研究体制の在り方をどう構築

　していくかも研究課題の一つである。

4）あらゆる教科とも授業として成立していくためには，教科の枠を越えた内容を取り込んでい

　くことによって学習対象を認識し，問題の解決を図っていくことが可能となる。特に，社会科

　はそうした総合的な性格を持つ教科として発足し実践を重ねてきた。そもそも教育とは，人間

　としてのトータルな発展を図ることをめざすものであり，各教科が孤立して教育されるべきも

　のではない。ここで紹介したカリキュラムも，社会科という教科の中だけで完結させるとは考

　えず，社会科関係の他領域の内容，及び他教科の内容とも関連させて教科の学習を進める視点

　を堅持していくことが重要であり，各教科の教師との緊密な連携も重視したい。

5）総合的な学習の教育内容として例示されている内容は，本来，社会科で取り扱うべきものが

　多い。特に，中学において社会科との関連が見えにくく，社会科が知識注入の教科に陥る危険

　がある。

6）社会科以外の教科を新設することを否定しないが，公民的資質の的確な育成に支障を来さな

　いか検討する必要がある。例えば，人間科は公民的資質の育成にとって重要な政治学習の比重

　が軽くなっていないか。楽しい学校という単元が各学期に設定されているが公民的資質の系統

　的な育成にとって支障となっていないだろうか。

7）横浜二二のように，教科の枠を動かさず，かなり思い切った再編は興味深いが，例えば，6

　年の歴史学習において地域教材に立脚する学習はよしとした場合，北海道など地域の歴史教材

　を探しにくい場合も，手持ちの資料に立脚して展開していくのか検討課題であろう。

8）岩手大附中の場合，文字の発明・活用の研究は文明の源泉として意義がある。19世紀前半の

　イギリスのローリンソンなどの懊二文字の解読によってオリエント研究が発展した。歴史が解

　明されていく事例の学習として生かすことができよう。また，この文字の研究は，国語・外国

　語と連携して発展させる可能性を持っている。なお，この時間ですぐに取り上げなくともよい。

　生徒が取り組んでいる問題の中に，そうした発展を図る可能性を含んでいることを教師が感得

　し，個別指導で，或いは別の機会に生かしていこうとする目配りが指導に当たる者の力量とし

　て重要である。

9）各教科の横並びの連携はもとより重視すべきであるが，学期・学年，教科・科目を越えて，

　時間差のある縦系列の，或いは他教科との斜めの連携への目配りも重要である。

10）個々の子どもに即してカリキュラムは編成されるべきであり，作成されたカリキュラムも子

　どもの実態に即して柔軟に再編されていくべきものである。そのためには，子どもについての

　奥深い把握，教材研究に基づく，木目の細かい柔軟な指導計画と指導の技術が必要とされるこ

　とを特に強調して置きたい。
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H．社会科関連カリキュラムと社会科
　　一平成10年版小学校学習指導要領の場合一

森分孝治（広島大学教育学部）

1．問題の所在

　社会科は，社会認識形成を通して市民的資質を育成する教科である。しかし，学校教育において，

社会認識形成，市民的資質育成は，他教科，他領域でもなされている。ここでいう社会科関連カリ

キュラムとは，教育課程のなかで社会認識形成，市民的資質育成にかかわる部分の総体である。す

なわち，社会科と他教科，他領域における，これらの形成・育成にかかわる，教育内容の系統と組

織のことである。ここでの問題は，学校教育における社会認識形成・市民的資質育成における社会

科の意義は何かである。社会科関連カリキュラムのなかにおける社会科の独自性，固有の価値と他

教科・他領域との関係のあり方の問題である。

　　ここでは，これからの教育実践への一つの指針となることを願い，平成10年版小学校学習指導要

領の批判的検討を通して，こらの問題を考察してゆきたい。新学習指導要領において社会認識形

成・市民的資質育成にかかわる教科，領域は国語，社会，生活，家庭，道徳，特別活動，総合的な

学習の時間の7つの教科，領域である。上述の問題から，これら7つの教科，領域における社会認

識形成と市民的資質形成の特質と関係が問われよう。

2．他教科，領域における社会認識形成，市民的資質育成

（1）国語科

　　　国語は，話すこと・聞くこと，書くこと，読むことを「内容」とし，それぞれの能力を育成す

　　ることを目的としている。これらの言語活動は，必ず，なにかについてなされる。その話し，聞

　　き，書き，読む内容は，一定の教育部をもっている。そこで，教材の選定にあたっては，国語科

　　の本来の目的である言語能力の育成とともに，内容のもつ教育力を観点とすることを求めている。

　教材選定の内容的観点として掲げられている10項目の内，社会認識形成・市民的資質育成にかか

　　わるものは，ウ，エ，ク，ケ，コの5項目である。国語科においても，科学的に認識する態度を

　育て，世界における日本の国家・社会の一員としての理解や態度を育成することをねらいとして

　　いる。社会科の目標と大きく重なっているのである。

　　　国語科における社会認識形成，市民的資質育成は，各項目の「に役立つこと」にみられるよう

　　に直接的ではない。選定される文芸作品や説明文，論説・評論文などを教材とする指導は話す，

　　聞く，書く，読むという言語能力の育成をねらいとしてなされ，その結果として認識・資質の形

　成・育成に資することを求めているだけである。認識・資質の形成・育成は，内容の面からみる

　　と，部分的・断片的であり，組織的でない。取り上げられる古典教材が「我が国の文化と伝統に

　対する理解と愛情を育てる」のに役立っことがあっても，理解と愛情を育てるように教材を系統

　　的に選定・組織して指導することはなされない。方法の面からみると，共感的理解を主体とし，

　正確な理解も「伝聞」のそれに留まり，形成・育成される認識・資質の科学性に問題がある。聞

　　き読む内容の理解は，登場人物や筆者に同化した，あるいは，反発した立場からの理解であり，

　感情の教育には直接的であっても，人間や社会の客観的な認識とはならない。また，説明文，論
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　説・評論文の学習の場合も話され書かれている内容の正確な把握がねらいとされ，話され書かれ

　ている事象や解釈を事実に当たって調べ，その真偽を検討することはなされない。話し書く内容

　づくりのために調べることがあっても，調べる指導は目的とされない。国語科における社会認識

　形成，市民的資質育成は，原理的に価値注入となる。

（2）生活科

　　生活科は，第1・2学年の社会科と理科の内容を新たな理念のもとに統合したものであり，社

　会認識形成・市民的資質育成を目標の中に含んでいる。第3学年以後の社会科における，所謂同

　心円拡大的内容編成による認識・資質の系統的な形成・育成の前段階に位置づき，家庭と学校と

　学区レベルの地域とについての認識とそれらの構成員としての資質の形成と育成をねらいとして

　いる。しかし，理科と統合することによって，さらに，平成10年版で総合的な学習の時間が第

　1・2学年に設けられていないことにみられるように，生活科における社会認識・市民的資質の

　性質と形成・育成の方法は，社会科におけるそれらとは異なっている。

　　第一に，認識形成よりも資質の育成を重要視し，行動習得を直接的な目標としている。「楽しく

　安心して遊びや生活ができるようにする」（内容（1））「自分の役割を積極的に果たすとともに，規

　則正しく健康に気を付けて生活することができるようにする」（内容（2））と述べられる。家庭や学

　校，地域の社会の一員として適切に行動できるようにすることが，指導の直接的な目標とされて

　いるわけである。

　　第二に，認識形成は，行動習得によって限定され方向づけられている。対象は自分とかかわり

　のある人々や場所，公共物に限られ，自分や自分たちの生活がそれらによって支えられているこ

　ととそれらに対する自分の役割ととるべき態度とを分からせることがねらいとされる。「学校の施

　設の様子及び先生など学校生活を支えている人々や友達」（内容（1））「家庭生活を支えている家族」

　（内容（2））が内容とされる。家庭，学校，地域で「適切な行動」ができるようになるうえで必要な

　認識の指導を求めているわけである。

　　第三に，社会認識形成，市民的資質形成は，直接，学校や地域における物，施設，場所，人と

　かかわる活動を通してなされることである。指導計画の作成に当たっては，「地域の人々，社会及

　び自然を生かす」活動，「校外での活動」，「必要に応じて手紙や電話などを用い伝えあう活動」

　「多様な人々と触れ合う」活動などを積極的に取り入れることを求めている。

　　教室での，特定の教材を媒介とした知識・理解の指導を通して，家庭，学校，地域の一員とし

　ての資質を育成するのではなく，市民的な活動の場における直接的活動を通して，知識・理解，

　態度，能力の総合的な育成を行なうわけである。

（3）家庭科

　　家庭科は，社会の最も基本的な集団である家族とその生活の場である家庭の成員としての資質

　の育成を目的としているが，第5・6学年では，広く社会の中で家庭を捉える視点はなく，目標

　とされる認識は家庭に限定され，資質は衣食住にかかわる技能を中心としている。社会認識，市

　民的資質にかかわる内容を強いて挙げれば，内容（1）ア，（7）イ，（8）があるが，それらは社会科にお

　ける認識指導を基盤とするものとなっている。

（4）道　徳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　領域道徳の内容は，「自分自身」「他の人とのかかわり」「自然や崇高なものとのかかわり」「集

　団や社会とのかかわり」の4つの柱建てから構成されている。これらの内，「自分自身」と「他の

　人とのかかわり」の指導と学習は，社会認識を一つの基盤とするが，社会認識形成，市民的資質
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育成にかかわっているのは，第4の「主として集団や社会とのかかわりに関すること」である。

この項目の指導における認識，資質とそれらの形成，育成の特質をみるために，各学年段階の認

識対象を，内容の対応する項目ごとに示すと，次の通りである。

第1・2学年 第3・4学年 第5・6学年

みんなが使う物，約束，きま 約束
ﾐ会のきまり

身近な集団，自分の役割，協力，
ﾓ任，法，きまり，自他の権利，
`務，差別，偏見，正義

働くことの大切さ 働くことの意義，社会奉仕

父母，祖父母，家の手伝い，家族

父母，祖父母，家族の協力
yしい家庭

父母，祖父母，家族

先生，学校の人々，学級の生
?，学校の生活

先生，学校の人々，みんなの
ｦ力，楽しい学級

先生，学校，協力

郷土の文化・生活 郷土の伝統 郷土の文化，伝統

我が国の文化・伝統
O国の人々・文化

我が国の文化・伝統，先人の努
ﾍ，外国の人々・伝統，日本人，
｢界の人々

　　生活科，社会科の内容編成にほぼ対応して，入れ子型の同心円的拡大となっているが，これに

　かかわる指導にあてられる時間は，道徳の年間34時間の内，おおよそ4分の！にすぎない。この

　内容項目の場合も，基本的には，社会科や日常生活で形成される認識を基盤とし，事象に対する

　とるべき態度，身の処し方の指導を行うことを原則とする編成となっている。取り上げられてい

　る社会的事象にかんする指導も，可能で必要のかぎりでなされようが，それは，「大切にし」「敬

　愛し」「愛着をもつ」などの態度や「義務を果たし」「責任を果たす」などの身の処し方を形成し

　習得するように，内容は自分との「かかわり」に限定され，方法は感情教育をふくむ共感的な理

　解を原理としている。人間性の陶冶をねらいとする領域道徳における市民的資質育成は態度形成

　を直接なねらいとし，そのため子どもの認識を閉ざし，価値注入を行なうことになる仕組みとな

　っている。

（5）　特別活動

　　特別活動では，学級活動，児童会活動，クラブ活動，学校行事に参加し，活動するなかで，学

　級やクラブ，学校について様々な認識を獲得し，それらに参加し活動する能力と意志を形成して

　ゆこう。いつれの活動についても，児童が自主的民主的に運営すれば，資質の育成は一層促され

　よう。それぞれの集団の一員としての資質を実践的活動を通して直接的に育成するわけである。

（6）総合的な学習の時間

　　諸教科・領域を横断的にまたがってなされる「総合的な学習の時間」には，当然，社会に関わ

　る内容が含まれ，その認識やそれにたいする態度の指導もなされる。学習指導要領では，各学校

　の主体的な取り組みを求めて，その内容を規定せず，学習課題の種類として，国際理解，情報，

　環境，福祉・健康などの横断的・総合的な課題，児童の興味・関心に基づく課題，地域や学校の

　特色に応じた課題を例示するに留めている6これらの課題の解決には，いずれも多かれ少なかれ

　社会認識を必要とし，解決過程で認識が促進され，広く深く正確な認識が解決を容易にする。学

　習方法としては，ボランティア活動などの社会的体験：，見学・調査，発表や討論，生産活動など

　の体験的活動，問題解決的な学習を積極的に取り入れることを要請している。課題はいつれも，
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児童の生活に直接かかわるものであり，それへの体験的・問題解決的取り組みは，学校や地域，

国の一員としての資質を直接的に育成することになろう。

3．社会科における社会認識形成，市民的資質育成

　教育課程において社会認識形成・市民的資質形成を直接教科の目標として掲げ，教科存立の根拠

　としているのは，社会科だけである。

　社会科における社会認識形成・市民的資質育成の特色は，第一に，市民的資質の育成をねらいと

　しているが，それはあくまで社会認識形成を通して図っていくにある。平成10年版でも，社会生活，

我が国の国土と歴史についての理解をより直接的な目標とし，その達成を通して市民的資質の基礎

を培うことを目的としている。生活科や道徳，特別活動のように集団の一員として行動することや

行動できるようになることを目標とはしていない。社会生活や国土，歴史についての理解が，市民

的資質の重要かつ中心的な構成要素であり，理解の獲得が資質の育成であり，その理解内容が基礎

的であるということである。

　第二に，社会認識形成を系統的に行なうようになっているということである。生活科における家

庭，学校，学区を受けて，市町村，都道府県，国と空間的に，そして，自分が生まれてから今まで，

過去百年，江戸時代から今まで約四百年，原始時代から現代までと時間的に，同軸円筒拡大的に広

がってゆく社会について，地理，歴史，政治，経済（消費，商業，農業，漁業，工業），文化と領域

を網羅して知り理解できるように内容が組織されている。子どもの社会的意識の空間的時間的に拡

大する発達に応じて，二段階の社会について可能なかぎり広く深く正確に理解させようとするもの

　になっているのである。

　第三に，社会を対象化し，社会的事象それ自体の認識を目的としていることである。同じく認識

　を通して資質を育成する学習を含む生活科や道徳においては，地域の物や人々や場所といった事象

それ自体ではなく，事象に対する望ましき態度や行動を習得できるようにそれらとの「かかわり」

が分かる対象となっていた。これに対し社会科では，事象の特色，起因，結果，影響，意味，意義，

構造，変動など，自分の生き方とは直接には関係しない，事象自体の諸特性の解明・理解をめざし

　ている。

　　第四に，社会の科学的認識をめざすとともに，認識能力の育成を図ろうとしている。平成10年版

指導要領の特徴は，「内容」の示し方にある。内容の大項目が，すべて，「～して調べ，～を考える

　ようにする」となっていることにある。「地域の人々の生産や販売について，次のことを見学したり

調査したりして調べ，それらの仕事に携わっている人々の工夫を考えるようにする」（第3・4学年

内容（2））「我が国の国土の自然などの様子について，次のことを地図その他の資料を活用して調べ，

国土の環境が人々の生活や産業と密接な関連をもっていることを考える」（第5学年内容（4））といわ

　れる。「地域の生産や販売」，「国土の自然」といった事象について主体的に調べ，「仕事の特色」，

「産業との関連」など事象の諸特性をより広く深く正確に解明させるとともに，解明できる力を習得

　させようとしているわけである。

　　第五に，社会科で育成される市民的資質は，社会的事象について，自己の感情をまじえないで，

合理的に判断し意思決定し行動できる力である。生活科や道徳では，環境としての社会によりょく

適応できるように自己を変え形成していくのに対し，社会科ではよりよき社会生活ができるように，

社会を変え形成していく「市民」としての資質を育成しようとするわけであり，その資質の中核と

　なるのが科学的社会認識である。「社会的事象を公正に判断できるようにするとともに，個々の児童
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に社会的なものの見方や考え方が養われるようにすること」がもとめられる所以である。

4．結　語

　社会科関連カリキュラムの基盤には，児童の，空間的時間的に段階を追って拡大する社会的経験

　とそれをもとに形成される社会意識がある。それはいわば同軸円筒拡大的に発達すると考えられて

いる。日常生活のなかで，意識を形成してきている社会，それを構成する諸事象について，形成し

ているその期をとらえて，可能なかぎりより広く深く正確に知り理解させ，それに対してとるべき

態度と能力を習得させ，適切に行動できるようにさせようとするのが，社会科関連カリキュラムで

ある。その中核をなすのが，社会科であり，その教科としての独自性は科学的認識の系統的形成に

ある。他教科，他領域における社会科関連の指導は，社会科で形成される認識を基盤とし，それを

補強し，態度や行動に結びつける働きをし，社会科指導に対しては学習の意義を知らしめ，理解の

ための一つの基礎を培う立場にある。

　平成10年版指導要領社会科は，「地域社会に対する誇りと愛情」「国土に対する愛情」「国を愛す

る心情」という感情教育も目的とすることによって，道徳と性格が重なり，教科としての独自性が

曖昧になり，社会科関連カリキュラムにおける本来の役割を果たせないものとなっている。

　参考文献

①拙稿「社会科の本質一市民的資質教育における科学性一」日本社会科教育学会『社会科教育研究』

　NQ74　1996年　60～70頁

②拙稿「社会科における社会認識の論理一現行学習指導要領の分析から一」『広島大学教育学記紀

　要』第一部　23号　257～267頁
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　　　　皿．「総合的学習」と社会科カリキュラム

ーコア・カリキュラム論議と社会科教育との関わりの検討を踏まえて一

臼井嘉一（福島大学教育学部）

1．はじめに一コア・カリキュラム論議検討の意義と課題

　1998（平成10）年12月14日告示の小学校および中学校の学習指導要領は，今回初めて提示された

「総合的な学習の時間の取扱い」について，それぞれ次のように述べている。

「1　総合的な学習の時間においては，各学校は，地域や学校，児童（小学校，中学校は「生徒」一

　引用者注）の実態等に応じて，横断的・総合的な学習や児童（小学校，中学校は「生徒」一引用

　旧注）の興味・関心等に基づく学習など創意工夫を生かした教育活動を行うものとする。」（小・

　　中）

「2　総合的な学習の時問においては，次のようなねらいをもって指導を行うものとする。

　（1）自ら課題を見付け，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，よりょく問題を解決する資質や

　　能力を育てること。

　（2）学び方やものの考え方を身に付け，問題の解決や探究活動に主体的，創造的に取り組む態度

　　　を育て，自己の生き方を考えることができるようにすること。」（小・中）

「3　各学校においては，2に示すねらいを踏まえ，例えば国際理解，情報，環境，福祉・健康など

　の横断的・総合的な課題，児童（小学校，中学校は「生徒」一引用者注）の興味・関心に基づく

　課題，地域や学校の特色に応じた課題などについて，学校の実態に応じた学習活動を行うものと

　する。」（小・中）

「4　各学校における総合的な学習の時間の名称については，各学校において適切に定めるものとす

　　る。」（小・中）

「5　総合的な学習の時間の学習活動を行うに当たっては，次の事項に配慮するものとする。

　（1）自然体験やボランティア活動などの社会体験，観察・実験，見学や調査，発表や討論，もの

　　づくりや生産活動など体験的な学習，問題解決的な学習を積極的に取り入れること。

　（2）グループ学習や異年齢集団による学習などの多様な学習形態，地域の人々の協力も得つつ全

　　教師が一体となって指導に当たるなどの指導体制，地域の教材や学習環境の積極的な活用など

　　　について工夫すること。

　（3）国際理解に関する学習の一環としての外国語会話等を行うときは，学校の実態等に応じ児童

　　が外国語に触れたり，外国の生活や文化などに慣れ親しんだりするなど小学校段階にふさわし

　　い体験的な学習が行われるようにすること。（この3の項目は「小学校」のみ。一引用者注）」

　　　（1・2の項目一一・中，3の項目一小）

　以上の，小・中学校双方に新設された「総合的な学習の時間」（以下「総合的学習」とする）は一

方で「横断的・総合的な学習」というカリキュラム全体に関わる側面を持つとともに，他方で「総

合的な学習の時間」という文字通り，独自に設定されたカリキュラムの一領域の時間という側面を

持っている。この前者の側面は，カリキュラムのすべての領域・部分に関わるところであるが，後

者の側面は，カリキュラムの一領域として，その領域の時間において，文字通り総合的な学習が展

開されるところである。
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　併せて，この二つの側面の問題とともに，この「総合的学習」の時間の内容的側面として「例え

ば国際理解，情報，環境，福祉・健康など」という，いわゆる社会的課題が位置づけられているこ

とにも着目する必要がある。そしてこの内容的側面は，上記のようにカリキュラムのすべての領

域・部分に関わるという横断的・総合的な学習の中核的テーマになっていることにも注意する必要

があるが，この点とともに，この社会的課題に関わるテーマは，社会科カリキュラムの内において

も位置づけられるべきものでもあることに注意する必要がある。

　すなわち，今回の「総合的学習」の提起は，内容的には社会科内容とも重なる社会的課題の学習

論を提起しつつ，そのような学習のカリキュラムのあり方として，横断的・総合的ないわばクロス

学習論と，総合学習の時間設定をする「総合的学習」領域論が提起されたわけである。

　これらの「総合的学習」の提起は，ややもすると，その時間を形式的に設定することが先行した

り，クロス学習ということで教科連携が機械的に実施されたりすることが危惧される。もちろんそ

のような試みも全く無意味であるとはいえないし，そのような試みも一定程度積み重ねることによ

って，真の「総合的学習」が創造されていくともいえないことはない。しかしながら少なくともこ

のような貴重な試みを意味あるものとして位置づけていくためにも，「総合的学習」の理論的な位置

づけ・検討は不可欠の課題といえる。

　その点で今回，小論で検討する戦後初期のコア・カリキュラム論議は，以上に述べた三つの方法

論的視角（①社会科内容とも重なる社会的課題の学習論，②横断的・総合的ないわばクロス学習論，

③総合学習の時間設定をする「総合的学習」領域論）を，ある意味で含みこんでいる論議でもあり，

その論議の結果，日本生活教育連盟の「日本社会の基本問題」という社会科カリキュラム論をも生

み出したものである。

　コア・カリキュラム論議を，この三つの方法論的視角を踏まえて吟味・検討することを通して，

今日の「総合的学習」のあり方と，それとの関わりで社会科カリキュラムをどうとらえ位置づける

かという問題の基礎的考察を試みたい。

2．戦後初期のコア・カリキュラム論議と三つの方法論的視角

　戦後初期のコア・カリキュラム論議とは，1948（昭和23）年10月30日に結成された民間教育研究

団体である「コア・カリキュラム連盟」（略称コア連）におけるカリキュラム編成に関わる理論的・

実践的な論議のことを指しているが，この論議は単にコア連内部の論議にとどまらないで，外部か

　らの批判やそれに関わる論争なども含みこむような戦後初期日本（1948年～1955年頃）における注

　目すべき論議である。このような論議について磯田一雄は「学校教育の機能を，とくに生活と教育

　との関連の視点から，総体的に認識しようとするならば，コア・カリキュラムの構造論の提起した

問題そのものは，やはり戦後教育改革の一つの遺産であったといえる」としつつ，「その遺産が，そ

の後の運動の展開のなかで必ずしも有効にひきつがれているとはいえない」とも述べている。（注

　1）

　　　（注1）磯田一雄「コア・カリキュラム運動におけるカリキュラム構造理論の展開」（肥田・稲

　　　　　国国『教育課程総論』東京大学出版会1971年）542頁

　　コア・カリキュラムという用語は，歴史的にはヘルバルト派の中心統合法における「中心教科」，

　中等教育の大衆化にともなう選択科目の増大に対応して社会的連帯の態度を養うために生じた「必

修学習」，すべての学習を総合する「中心学習」という三つの類型があると整理されているが，この

三つの類型はすべて「コアとしての」カリキュラムとなっていることである。
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　それに対して，戦後初期のコア・カリキュラム論議においてはコア連独自の規定がなされており，

それは「コアを有するカリキュラム」という，いわば構造的なカリキュラム論であったといえる。

それゆえに，このコア・カリキュラム論議は「カリキュラムの全体構造論とつねにかかわること」

になったと思われる。（注2）

　　（注2）磯田一雄『同書』543頁

　さて，先述の三つの方法論的視角からみると，戦後初期のコア・カリキュラム論議はどうとらえ

られるのであろうか。

（1）社会的課題の学習論という視角からみる

　　まず社会的課題の学習論という視角からみると，このコア・カリキュラム論議はカリキュラム

　の全体構造としての「コア」（中心課程）と「周辺課程」における「コア」をどうとらえ，その中

　に社会的課題を正面から位置づけるか否かという問題の論議となる。

　　コア連においては，当初のいわゆる「作業単元」「経験単元」重視の時期においては，この社会

　的課題は必ずしも正面から位置ついておらず，したがってその批判者から「牧歌的カリキュラム」

　論として厳しい批判が展開された。しかし，その批判に対してコア連内部からその自己批判がな

　され（注3），カリキュラムにおいて現代日本の課題を正面から位置づけるべきことが論議されて

　いくようになる。

　　（注3）広岡亮蔵「牧歌的カリキュラムの自己批判」（『カリキュラム15号』1950年3月）

　　そして，新たな「三層四領域論」というカリキュラム構造論において，三つの「層」の一つと

　して「問題単元課程」を位置づけることになる。なお他の二つは「生活単元課程」「系統単元課

　程」となっている。（注4）

　　（注4）ここの「問題単元課程」を，梅根悟は「教科以前の，超教科的な課程」である，と勝田

　　　　　守一との論争で主張し，なおかつ，この課程を「社会科」と名付けている。そのような，

　　　　　いわば「領域としての社会科」観に対して，勝田は「教科としての社会科」観を対置し

　　　　　ている（「梅根・勝田論争」）。

　　しかしその後，以上のようなコア・カリキュラム論議を一歩進めた日本生活教育連盟（略称・

　日生連，1953年改称）のカリキュラム構i想では「日本社会の基本問題」を正面から位置づけつつ

　も1なおかつ地理・歴史・公民（政治・経済・社会分野）の系統的学習も組み合わせて，「教科と

　しての社会科」観に立つ社会科カリキュラム構想が位置づけられるようになる。（注5）

　　（注5）1953年9月14日本部常任委員研究会「社会科改善についての提案」（『カリキュラム59

　　　　　号』1953年11月）。なお以上の提案を発展させてまとめられたのが『生活教育の前進V［

　　　　　社会科指導計画〈総説編〉』（1955年5月）及び『生活教育の前進W社会科指導実践編』

　　　　　（！956年6月）においてである。

（2）横断的・総合的なクロス学習論という視角からみる

　　次に横断的・総合的なクロス学習論という視角からみると，コア・カリキュラム論議はカリキ

　ュラムにおける「コア」と「周辺課程」との関連づけというとらえ方において，その横断的・総

　合的なクロス学習という観点が位置ついているともいえる。そして，次の「三層四領域論」にお

　いてもその「問題単元課程」「生活単元課程」「系統単元課程」との関連づけが中心課題となって

　おり，とりわけ「系統単元課程」は他の二つの課程との相互関連性が重視されていたといえる。

　以上のコア・カリキュラム論議におけるクロス学習という観点は，その後の諸教科学習における

　横断的・総合的学習という観点とは決して同等の観点とは言い難いが，それにも通じるような問
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　題が提起されていたととらえうる。

（3）　「総合的学習」領域論という視角からみる

　　最後に「総合的学習」領域論という視角からみると，コア・カリキュラム論議はそもそもカリ

　キュラム領域論をその内に含めているといえるが，具体的には「コア」も「周辺課程」もそれぞ

　れ領域といえるし，次の「三層四領域論」における三つの「層」（「問題単元課程」「生活単元課

　程」「系統単元課程」）はそれぞれ領域ととらえうる。なお，「四つの領域論」の提起は，四つの目

　標論に対応するもので（「生産の高度化と経済の自立」→「経済（自然）」領域，「前近代の払拭に

　よる民主主義の確立」→「社会」領域，「平和愛好と国際協調」→「表現」領域，「窮乏よりの解

　放と生活水準の向上」→「健康」領域），先に整理した三つの「層」の領域論とはレベルの異なる

　ものである。

　さて，以上に述べた三つの「層」と「教科」との関わりであるが，「生活単元課程」はいわゆる

「教科外」領域（特別活動・自治的活動領域），「系統単元課程」はいわゆる「教科」領域に，それぞ

れほぼ対応するのに対し，「問題単元課程」は，ややそれらとレベルを異とする領域であり，これこ

そがコア連における，まさに中心課程としての領域であったといえる。

　先に梅根悟が勝田守一との論争において，「問題単元課程」のことを，「領域」としての社会科と

名付けていたと述べたが，まさにこのような「問題単元課程」をいわば「総合的学習」領域として

位置づけていたことがうかがえる。（この領域としての「総合的学習」論を，「教科としての社会科」

と混同しかねない，梅根の主張は再整理する課題が残されていたが。）

　ところが，この領域としての「総合的学習」論は，コア・カリキュラム論時代の産物であって，

コア・カリキュラム論から一歩前進した「日本社会の基本問題」社会科論においては，既に領域と

しての「総合的学習」論から，社会科カリキュラムにおける「総合的学習」論へと移行していった

ととらえうる。したがって，後に日本教職員組合（日教組）の教育課程改革案で提起されるような，

教科領域・自治活動領域（教科外領域）と並立して，「総合学習」領域が構想されるのはその後の新

しい試みであると位置づけうる。（注6）

　　（注6）日教組中央教育課程検討委員会『教育課程改革試案』一ツ橋書房！976年12月

　以上の整理からでもうかがえるように，この整理の作業は，今日の「総合的学習」論をとらえる

視角及びそれらと社会科カリキュラムとの関わりについて検討する上での，基本的論点を析出する

ことにそのねらいがあった。

　その基本的論点とは，今後の「総合的学習」において社会的課題の学習はいかなるものとしてイ

メージしうるかということであり，具体的にはこの社会的課題の学習は「教科」領域・「教科外」

（道徳も含む）領域においてはどう関わり，併せて以上の二大領域に加えて新たに「総合的学習」領

域を設定する意義はどこにあるのか，という点である。以下において，この基本的論点を踏まえて，

戦後初期コア・カリキュラム論議から何を学ぶべきかについての基礎的考察を試みたい。

3．社会的課題学習における「総合的学習」論と社会科カリキュラム論

（1）〈梅根・勝田論争〉の意義と課題

　　〈梅根・勝田論争〉の詳細な検討はここでは省略するが，この論争は一方の梅根悟はコア連の立

　　場を代表して「問題単元課程」領域（「領域としての『社会科？』」）の意義を主張し，他方の勝田

　　守一は教育科学研究会全国連絡協議会（教科研）の立場を代表して「教科としての社会科」の意

　　義及び系統的な地理・歴史教育の意義を主張しているものであり，そのことを通して互いに「生
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　活指導と教科課程」の統一の意義及び「生活課程と教科課程」の統一の意義を確認しあったこと

　に意義があったといわれている。（注7）

　　（注7）たとえば今野喜清「解説」（『日本教育論争史録第四巻現代編（下）』第一法規出版株式

　　　　　会社1980年7月）など参照

　　このような意義に加えて，確認しておきたいことは第一に本論争においてはコア連の「問題単

　元課程」領域の設定の意味が両者において一定程度理解しあえたこと，第二にコア連の名称改称

　後の日生連において「教科としての社会科」という立場から「日本社会の基本問題」という社会

　科カリキュラム構想が提起されるきっかけをつくった論争であったということである。

　　もっとも，以上の社会的課題の学習の二通りのカリキュラム的対応は，二律背反的にとらえが

　ちではあるが，今日的視点から，これらを統一的にとらえることに意義を見いだしえないかとい

　うことである。そのような統一的なとらえ方は今回の「総合的学習」論を豊かにとらえ直す上で

　重要な意味づけをしてくれるように思える。その点について以下に述べてみる。

（2）社会的課題学習における「総合的学習」論と社会科カリキュラム論

　　社会的課題学習はコア連の研究史及び日生連の「教科としての社会科」構想の研究成果を踏ま

　えれば次のような学習類型として整理できる。

　①カリキュラム全体におけるコアとしての「問題単元課程」の学習類型一「総合的学習」領域と

　　しての「総合的な学習の時間」

　②「教科としての社会科」の日本社会の基本問題の学習類型一「教科としての社会科」における社

　　会的課題学習領域の設定（筆者が従来から提起している「融合社会科」領域で，戦後初期社会

　　科における「一般社会科」領域とほぼ重なるもの）

③コアとしての「問題単元課程」の学習は，まさにコアとしての役割を果たしながら「生活単元

　　課程」（いわば教科外領域・自治的活動領域。）や「系統単元課程」（いわば教科領域。ただしコ

　　ア連段階では教科領域は原則的には認めていない。）の諸領域との相互関連的学習を全体として

　　保障する学習類型一横断的・総合的ないわばクロス的学習

　　以上において整理したように，社会的課題の学習は，①「総合的学習」領域として，②「教科

　としての社会科」として，③「総合的学習」領域がコアとなってカリキュラム全体の横断的総合

　的学習・クロス学習を保障するものとして，それぞれ展開されているととらえうる。
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IV．生活科と社会科

片上宗二（広島大学教育学部）

1．はじめに

　生活科と社会科の関係をどう考えるか。これが，本稿の課題である。

　　ところで，「生活科と社会科の関連」という課題は，次のような問いに分節されよう。

①生活科と社会科の教科としての違いは何か。

②生活科と社会科の問に，どのような社会認識形成上の（方法や内容の）違いがあるか。

③生活科と社会科の間に，どのような接続性をもたせるべきか。

以下，これらの問いに答えていこう。

2．生活科と社会科の相違点

（1）生活科の受け止め方の変容

　　　生活科は，周知のように，低学年社会科と理科にかわって設けられた教科である。しかし，生

　　活科は，「社会科と理科の合科」ではない。賛成するにせよ反対するにせよ，生活科は，全く新し

　　い教科なのである。

　　　だが，生活科発足当初には，生活科新設への反対という異議申し立ても込めて，例えば歴史学

　　育者協議会（歴教協）などでは，低学年社会科で行われてきたすぐれた実践のエッセンスや内容

　　構成の観点などを取り出し，それを生活科の中に内容的に盛り込む形で実践するといった動きも

　　見られた。また，社会認識の基礎の保障という観点から，生活科を自主編成し，つくりかえて実

　　践するといった動きも見られた1）。しかし今日では，そのような動きは影をひそめ，「生活科は全

　　く新しい教科だ」という立場からの実践となっている。

（2）生活科と社会科の違い

　　では，生活科と社会科の違いは何か。次のようになろう。

　生活科は，「自立への基礎」を養う教科である。

　社会科は，「社会認識の育成（社会生活の理解）」を通して「市民的（公民的）資質」を養う

教科である。

　問題は，「自立への基礎」とは何かである。その捉え方は，学習指導要領に示されたものから各論

者によるものまで多様であるが，一般的には，次のようであると思われる。

①有能感や自信　　　　　　②ものごとの基礎的な学び方

③人やものごとへの接し方　　④基本的な生活習慣・技能や実践的態度

もう一点見落としてならないことがある。「具体的な活動や体験」の位置づけられ方の違いである。

低学年社会科……もちろん重視されてきたが，社会（生活）の理解を促すための方法，手段と

　　　　　　　　してであった。

生　活　科……目的でもあり方法でもある。内容として位置づけられている場合も多い。
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　以上の2点をふまえると，どうなるか。生活科では，社会科と違って，理解させるべき特定の

内容や内容領域を求めてない，ということになる。したがって生活科では，実に多様な実践が展

開されることになる。それゆえ，生活科の実践を捉え分析する場合，主な活動（体験）によって，

次のようにくくるやり方が一般的なのである。

・遊び　・探検　　・飼育　・栽培　　・製作

表1　「遊び」単元の類型化2）

遊び（活動する） 方法（分かる） 工夫（できる）

遊び体験型

遊び体験
遊び方法体験型

遊び工夫体験型

遊び創造型

遊び創造
遊び方法創造型

遊び工夫創造型

（3）「社会的」単元

　　しかし本稿では，あえて，「社会的」単元を抽出し，検討することにしよう。主なものを挙げる

　と次のようである。

学校　公園　家族　町　乗り物　郵便　自分の成長（1年）　自分の成長（2年）

3．社会認識形成上の相違点
（1）’u社会認識」と「社会への気づき」

　　社会科では，子どもに育てるべき知的側面を「社会認識」と表現できても，生活科では無理で

　　あろう。「社会認識の基礎」といった表現も見られないわけではないが，子どもに育っている内容

　　からみて，「社会への気づき」とでも表現した方が望ましいと考えられる。

　　ところで，「気づき」とは，次のように定義される3）。

気づきとは知識・理解と同様の認識的な成果を示すものだが，萌芽的なものである。

気づきは，特定のことを理解しようとして成り立つのではなく，むしろ活動の結果として生

まれるものである。

　以下生活科では，社会科と異なった表現である「社会への気づき」を用い，「社会への気づき」が

どのような方法で育てられているのか，またその中身はどのようなものであるのかを明らかにしたい。

（2）社会的自己認識としての「社会への気づき」

　①自己認識の中に芽ばえる「社会への気づき」

　　　生活科で求められる「社会への気づき」のひとつは，子どもに自己認識を培う中で育てられる
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それである。そのことが最もよく表れているのが，1年生の単元「自分の成長」の場合である。

　例えば，渡辺克之氏の実践は次のようである4）。

　単元構成は，第1次「小さいころに戻ろう」，第2次「小さいころのわたしあなた」，第3

次「わたしからわたしへの手紙」。

　第1次では，小さいころから見たテレビ番組を見て，小さいころの遊びを思い出し，遊びの

変化に気付かせる。また実際にその遊びをして当時の状況を思い出させ家族とのつながりを想

起させる。この活動から児童は「小さいころ」に関心を持つ。

　第2次では，小さいころの自分について書いたカードを用いて，「わたしはだれ」ゲームをす

る。これによって，自分自身と他人（友達）の違いに気付く。また，友達のカードをきっかけ

に自分自身の忘れていたことも思い出す。この活動をもとに，「小さいころの私」のまとめとし

て「私から私への記録」をつくる。この時，「小さいころの私は…だったの」という具合に書き

しるしていく。

　そして，第3次では，その記録を友達に紹介し，最後に「小さいころの私」に手紙を書く活

動となるのである。

　　この単元名が，「わたしからわたしへ」となっていることに注目してほしい。

　　子どもたちは，自分の成長を実感し，そのことを通して家族や社会の動き（遊び）とのかか

　わりに気づくとともに，自己と他者との違いにも気づくことになっている。

　　しかし，最終的には自己認識を深めるところへ帰る構成になっていることが知られよう。「自

　分→他者（社会）→自分」という展開なのである。

②方法的個人主義のよる社会的自己認識の育成

　　もちろんこのような実践だけではない。むしろ，反対側に位置する，「『1階級の思い出を振り

　返ろう（第1次）』，『お世話になった人たちを紹介しよう（第2次）』，『2年生に進級する準備を

　しよう（第3次）』からなる井上尚武実践『もうすぐ2年生5）』のようなものもなされている。

　　井上実践では，自分の成長が「他者との関係の深まり」として捉えられるようになっている

　とも考えられる。それが第2次に端的に表れているが，第3次も，自分たちだけの進級の準備

　でなく，新1年生のためのプレゼント作り等々となっているのである。したがって，この実践

　では，社会的自己認識ではなく，社会的自己認識の育成が目ざされているといえよう。

　　そのことを押さえた上で，ここで指摘したいのは，それらの社会的自己認識の育成方法の共

　通性についてである。渡辺実践はもとよりその対極に位置する井上実践でも，その育成方法は，

　いわば方法的個人主義となっているからである。例えば，第！次では，「私が1番思い出に残っ

　ているものを自分なりの表現方法で表していく」というようにである。

③　「わかる」ことではなくて「できる」ことによる方法

　　ところで，子ども1人1人による社会的自己認識の形成という方法は，具体的には，「わか

　る」というアプローチではなく「できる」というアプローチをその内容とする。

　　「『！年間を思い出そう（第1次）』，『できるようになったことをさがそう（第2次）』，『1年

　生をむかえよう（第3次）』」からなる宮真由美実践6）や「『今の自分をみつめる活動（第1次）』，

　『自分の小さな頃を調べる活動（第2次）』，『絵本を作る活動（第3次）』」からなる堀田吉宏実

　践7）などがその典型であるが，そこでは，「できるようになったこと」や「自慢できること」を

　中心に，それがいつ頃からか，が追求され，自身豆記者となって活動が展開され，その過程で
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　　いろいろな人の支えがあったことに気がつくことになっているのである。

（3）社会と自然の未分化的な「気づき」

　　生活科で求められる「気づき」の第二の特質は，「社会への気づき」と「自然への気づき」が区

　別されず，いわば一体的なものとして捉えられている点である。

　　その点がよく表れているのが，「学校単元」や「公園単元」や「町単元」である。ここでは，

　「学校単元」の場合を取り上げてみよう。事例にするのは，棚橋尚子氏の実践『がっこうたんけ

　ん8）』である。その概略は，次のようである。

学　　習　　活　　動

第1次（6時間）こうしゃないたんけん

①校舎内の部屋の探検をし，地図作りをする。
A教室や部屋の道具の違いや学校で働く人の仕事やその役割を知
@る。
i自分たちの書いた道具類を整理し，大きな地図に貼っていく。）

第2次（3時間）あそびどうぐたんけん
①校庭の道具を実際に使って遊ぶ。
A校庭にある遊具の地図作りをする。（第一次でつくった大地図に
@書きこむ。

第3次（2時間）いきものさがしたんけん

8　校庭にいる生き物を探す。　うさぎと遊ぶ。③校庭にいる生き物の地図作りをする。（第一次で作った大地図に　書き込む。）

第4次（2時間）くさばなたんけん

①草花や木の様子を探検する。
A草花で遊ぶ。
B校庭にある草花や木の地図作りをする。（第一次で作った大地図
に書き込む。）

　「学校」単元の実践は，他の単元の場合と同様に多様であるが，この棚橋実践はそれらの中では

特殊な位置を占めそいる。というのも棚橋氏は，「方法的能力9）」の育成に焦点化して，実践を展

開しているからである。そのことが，地図づくりを3度繰り返させることにもなっている。

　一般的な実践は，次の大手町小学校のように，探検活動と遊びにひたらせるタイプが多いが，

どの実践にも共通するのは，「社会への気づき」と「自然への気づき」を一体的に育てようとして

いる点である。

　　　　　　　　　　　「学校って楽しいな」（大手町小学校）10）

第1次「友達をつくろう（3）」　第2次『学校探検しよう（4）」　第3次「1日探検をしよう（5）」

　　棚橋実践では，地図作りを通して，校内の様子を一体的に捉えさせようとしているし，大手町

　小学校の場合は，自由探検や「それぞれの場所で，人やものにかかわりながら，自分で1日を過ご

　す」というやり方で未分化的に捉えさせようとしているといえよう。・つまり生活科では，「学校」

　を身近で共通の一つの環境として，一体的（未分化的）に捉えさせていることが知られるのであ

　る。

（4）構成主義的手法による「社会への気づき」

　①「条件制約」と子どもの自由な活動展開による「社会への気づき」

　　　生活科の実践は多様であるが，その中でも注目したいのは，「社会への気づき」を，かかわる

　　対象を子どもが自ら構城する形で深めさせようとする実践である。そのひとつの類型が，杉山

　　幸子氏の「乗り物」単元の実践『100円玉の小さな絵11）』である。その単元構成は，次のようで

　　ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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第1次「小さな旅の始まり（4時間）」　第2次「100円玉の旅をしよう（4時間）」

第3次「小さな旅のお話（4時間）」　　第4次「思い出をありがとう（2時間）」

　この実践は，広島市の中で「片道100円で行けるところ」という条件制約を加えた上で，子

どもの自由な目的的活動（どこでも，バスでも電車でも自由に計画を立てて行ってくる）を保

障し，100円で行ってきた所をクイズ等々を使って発表し合い，今度行ってみたい所を見つけ

合いながら，100円で行ってきた空問を広島市の中に合成・構成することで彼らの空間意識を

育てることが目ざされている。

　さらに第4次では，楽しかった旅の思い出を，100円で行けない所に住んでいる親類の方な

どへ手紙を書いたり，電話をしたりすることでさらに距離認識を広げ続けられることにもなっ

ているのである。

　この生活科の実践では，「条件制約」つまりは「限定を加えること」が，かえって子どもの活

動意欲を高めることにもつながつたことが報告されている。そしてこの実践は，一般的になさ

れがちな「乗り物にのって目的地に行ける」ことをねらいとする「乗り物目的型」ではなく，

乗り物を使って子どもが空間を自由に作れる「乗り物手段型」となっているのである。

乗り物目的型

バスに乗って○○へ行こう

目的地までいろいろな方法
で行こう

〉目的地に到着

乗り物手段型

乗り物を手段として，子どもの活動範囲を
広げる

活動をひろげることで子どもの空間意識を
育てる

②場の内部構造分析と場の自由な構成による「社会への気づき」

　　もう1つの類型を紹介しよう。加藤寿朗氏の「公園」単元『夢の公園を作ろう12）』である。

単元構成を図化すると次のようである。

　　　　　　　　　　　　　　生活へ、後の学習へ

か

か

わ

り

の

深

ま

り

3

　この実践のポイントは，「公園」を身近

な環境というように漠然と捉えるのではな

駿
簡

　　　公園で遊ぼう（2＞

にんな公園があったらいいな（⇔i

2
～冬休み～

　　　i落葉や木の実で作ろう（4）1

晒調鋸騎r
i公園で遊ぼう（2）

く，1年生にもわかる「公共物」として，

つまりは次のような「公共性」をもつもの

として捉えられるようになっている点であ

る。

譲

邉

署

8 公園

第1
～夏休み～

八

口

言

9

　　　i絵地図を作ろう（5）i

　，＿＿＝z■膠【；……’

　i公園で遊ぼう（2）；

．＿＿コ■匠：＝；’璽’”一一…

幽へ行・う（2）i

みんなのために

みんなが作って

みんなが使う

気づ　き　の深　ま　り
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　つまり，このような公共性を捉えられるような活動が子どもに展開できてはじめて，授業自

体も，発展的に展開できると考えられているのである。

　子どもたちは，第1次から第3次まで，目的意識を変えながら公園で遊ぶことになる。そし

て，その遊びを通して公園への「かかわり」を強めながら，公園にある施設とその配置や公園

で出会う人々（お年寄りなどの利用する人々や掃除に来る人等々）の存在を知ることになる。

　その一方で，第3次では，学習対象の公園（附属小学校のすぐ近くの）と近所で遊ぶ公園

（自宅近くの）とを比べ，さらにはそれらの公園と家族につれて行ってもらった「遊園地」との

比較を行う。

　公園だからこそ必要な施設があること等々をふまえ，「こんなこうえんがあったらいいな」の

設計を行っていく。そして最後は，「出来あがつた公園はみんなが楽しめる公園になったかどう

か」話し合い，もしそうなっていない場合は「どうしたら作れるか」を考えながら，公園で遊

んで終わることになるのである。

4．生活科から社会科への接続・発展

（1）従来の研究・実践

　　以上のように生活科で育つ「社会の気づき」の中身と方法を捉える時，生活科から社会科への

　接続・発展は，どのように考えられてくるであろうか。

　　　この点についての従来の研究・実践の整理を行った伊藤裕康氏によると，両者の接続・発展関

　係は，主として方法的側面において，しかも，社会科は生活科の成果を生かしたりそれを発展さ

　せたりすべきだという考え方に立って，捉えられている13）。

　　　いうまでもなく，生活科でなされている具体的な活動や体験等，身体全体を使っての学びを社

　　会科でもより一層重視する必要がある。あるいは，生活科の自己目的達成型の学習をどう取りこ

　　むかが社会科の課題になる，等々といった形である。

（2）究明すべき課題

　　　だが，両者の問の接続・発展問題は，上のように大まかな方法的側面でのみ論じられるべきで

　　あろうか。

　　’今回のきわめて不十分な考察からでも，生活科での「社会への気づき」の方法は，方法的個人

　　主義を主軸にしながら構成主義的な手法も見られること。さらにその中身は，社会的自己認識か

　　ら社会的自己認識へそしてさらに「社会への気づき」そのものを含むこと，が見えてきた。

　　　つまり社会科で育てる「社会認識」とは，その方法及び内容の両側面において，大きく異なる

　　ことが明らかになった。その意味でも両者は，全く別の教科だと考えるべきなのである。

　　　とすれば，両者の接続・発展は，簡単に考えるべきではないであろう。また，認識形成（わか

　　る）と資質育成（できる）の関係も，生活科では，「できる」→「わかる」へ，社会科では「わか

　　る」→「できる」へと，正反対なのである。

　　接続・発展問題の検討はこれからだ，と言えよう。

注

1）例えば和歌山歴教協和歌山市支部「わたしたちの考える生活科カリキュラム試案　生活科の自主

編　成をすすめよう」『歴史地理教育』NQ454，1990年。

2）平賀修一「生活科授業モデルの開発」第44回全国社会科教育学会発表レジメ，1994年。
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3）中野重人他編『生活科事典』東京書籍，1996年，62頁。

4）渡辺克之「わたしからわたしへ」『生活科の構i想と実践』第一法規，1989年。

5）井上尚武「もうすぐ二年生」今谷順重『子どもが生きる生活科の授業設計』ミネルヴァ書房，

　1994年。

6）宮真由美「もうすぐ二年生」中野重人編『小学校生活科指導案　第1学年』明治図書，1993年。

7）堀田吉宏「私の記録を作ろう」中野重人編『生活科授業づくりのヒント』明治図書，1990年。

8）棚橋尚子「がっこうたんけん」広島大学附属小学校『方法的能力を培う生活科の授業』学校教育

　研究会，1992年。

9）「方法的能力」については，同上書8頁一12頁。

10）大手町小学校『さあ生活科をはじめましょう』日本教育新聞社，1998年。

11）杉山幸子「100円玉の小さな旅」片上宗二編著『オープンエンド化による生活科授業の創造』明

　治図書，1995年。

12）加藤寿朗「夢の公園をつくろう」同上書。

13）伊藤裕康「社会認識教育の体系化に関する基礎1的研究」『社会科研究』第44号，1996年。
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V．社会科カリキュラムと国際理解教育

西脇保幸（横浜国立大学教育人間科学部）

1．国際理解教育の動向

　　国際理解教育を視野に置いたり，目標としたりする社会科のカリキュラムを検討するためには，

国際理解教育がどんなものであるのかを，まず確認しておかなければならない。従来広く国際理解

教育と呼ばれてきた教育動向を，まず概観しておきたい。

　戦後の日本における国際理解教育をリードしてきたのが，ユネスコであった。ユネスコ憲章の前

文に「相互の風習と生活を知らないことは，人類の歴史を通じて世界の諸民族の間に疑惑と不信を

おこした共通の原因であり，この疑惑と不信のために，諸民族の不一致があまりにもしばしば戦争

となった」と記されているように，風習と生活を理解させる異文化理解が，ユネスコ国際理解教育

の中心的役割を負った。しかし，1974年の第18回ユネスコ総会で，国際理解・国際協力・国際平和

の3つの概念と人権や基本的自由の尊重が本来不可分のものであることを明らかにした勧告が採択

されるようになり，単に理解だけでなく，実践や行動も重視されるようになった。

　ユネスコの国際理解教育に変化が見え始めた頃，ヨーロッパなどでは海外協力活動に参加した青

年たちが，南側諸国に目を向け，その貧困を取り除くよう援助することを訴えていた。これが契機

　となって，開発教育が始められたのである。当初，子どもたちに第三世界の現状や，途上国と先進

国との政治経済の関係を理解させることに主眼が置かれたが，途上国の貧困が世界経済の仕組みが

原因であることが明らかになるにつれて，先進国の人々の生活意識や生活様式を変えない限り，南

北間の格差は埋まらないという認識が定着するようになった。知識の習得だけに終わらせず，学習

者の態度変容に迫り，行動を起こすことを求める開発教育が前面に打ち出された。

　　日本で開発教育に関心が持たれ始めた1970年代末に，アメリカでは，運命共同体をなす人類とい

う視点に重点化したグローバル教育が，急速に展開した。温暖化や砂漠化といった地球環境問題の

ほか，爆発する人口，エネルギー資源の枯渇など，閉じた地球としての課題が認識されるようにな

ったからである。グローバル教育では，4つの目標を達成すべく4つの内容構成が考えられている。

目標は，第1に社会諸科学から引き出された事実的な資料や法則・概念・理論を知識として習得す

ること，第2に科学的な探求の方法や技術を駆使しながら社会生活についての知識や理解を深め，

発展させていくことのできる技能を習得すること，第3に自己や他者の持つ価値や願いを批判的に

吟味検討しつつ，様々な人間的な価値を自己の行動の実践的な基準として身に付けていけるような

価値を形成すること，そして第4が社会参加で，地域的・国家的問題や国際的・地球的問題に対し

て自発的で自治的な市民下行動力を獲i得することである。学習内容は，人間的価値の普遍性と多様

性，グローバル＝システム，地球的な論争や問題，地球全体の歴史の4つについてである。

　　このようにしてみると，広く国際理解教育と呼ばれている領域には，単に異文化を知識として理

解させるだけではなく，国際的な視点からの経済・社会の構造や地球的な課題を理解させ，さらに

そうした課題を解決していくために必要な能力を育成することも，含まれることになる。したがっ

て，社会科カリキュラムを国際理解の観点から構想する場合も，国際教育ともいわれるこの広義の

国際理解教育の目標を視野に入れて考えなければならない。
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2．国際理解教育を視野においた社会科カリキュラムと子どもの発達段階

　　山口（1982）によると，小学校高学年が，他国・他民族に対する友好的態度が最大となり，外国

への知的関心が増大する時期であるとされる。子どもの興味・関心といった観点から，小学校高学

年は異文化を理解させるという狭義の国際理解を推進する上で，重要な学齢かも知れない。しかし，

子どもの興味や関心に即して異文化理解教育を実践すると，文化の違いのみが強調されかねない。

極端な場合は，エキゾチズムの追求に終わることもあるであろう。もちろん，差異は差異として認

めなければならないが，地球的な課題を同じ地球に住むものとして解決にあたらなければならない

　ことを考慮すると，同じ人間としての同質性・共通性にも着目させる必要があることに留意できよ

　う。つまり，異文化を単に差異だけでなく，同質性・共通性の視点からも理解させるべきであると

考えられる。

　　人間としての同質性や共通性を視野においた国際理解教育は，具体的には衣食住などの日常生活

　を題材として実践される。場所や文化によって衣食住の素材や方法が異なっても，人間が生活して

いくためにそれらは欠かせないものであり，どのような文化にあろうとも衣食住が必要であること

　を，理解させることが肝要である。また，同じ子どもどうしという観点からは，学校や遊びも適切

な教材となる。社会や文化の違いをこえて，子どもは学校で学び友達と遊ぶのであるから，そうし

　た子どもの共通性を通じて人間としての同質性・共通性に気付かせたい。

　衣食住や学校，遊びといった題材は，子どもにとって身近なものであり，同心円拡大方式をとっ

てきた社会認識系教科のカリキュラムにおいては，小学校低学年で扱われている。これらの題材は，

現行の学習指導要領でいえば生活科の領域で取り上げられているわけであるが，国際理解教育を視

野においたものにするのであれば，日本の衣食住や学校，遊びだけでなく，若干の外国の事例を同

時に扱う必要があろう。そうすることによって，子どもとして人間としての同質性・共通性を，発

達段階の早期に気付かせることができ，現在考えられている国際理解教育を推進するうえで有意義

　なものとなる。この点では，空間的な意味で子どもの身近なところがら社会認識を形成させていく

　という同心円拡大方式は，ここで考える国際理解教育を視野においた社会科カリキュラムには適応

　できないということになる。

　　このように小学校低学年で，文化の共通性に力点をおいた異文化理解が図られれば，前述のよう

　に，異文化に興味関心を示す高学年では，差異を中心にした異文化理解教育を実践することができ

　る。山口（1982）の指摘を待つまでもなく，子どもは一般に異文化としての欧米への関心が強い。

　音楽をはじめ諸文化における欧米の影響力の強さや，入手できる欧米からの情報量の多さから，欧

米に対して関心が高いのは当然なのかもしれない。しかし，こうした欧米指向の関心は，ややもす

　ると脱亜入欧的な意識を生み出しかねないことにも留意すべきであろう。経済的にも進んでいる欧

米は素晴らしいが，経済的に遅れている地域はだめだ，といった意識を助長しかねない。

　　日本をはじめ多くの国が，欧米の近代化をモデルに，すなわち西欧化＝近代化ととらえて経済発

展を果たしてきた。しかし，環境問題に象徴されるように，欧米の近代化を支えてきたエネルギー

　を多量に消費し，大量生産・大量消費をする経済の仕組みが，閉じた地球，限りある資源にとって

　本当に有効なものなのかが，現在では問われている。換言すれば，欧米の思考・文化自体が問い直

　されているといっても，過言ではない。そうであれば，むしろ欧米の文化を相対的にとらえるため

　にも，文化相対主義の見方を育てるととは必須と考えられる。したがって，アジア・アフリカ・ラ

　テンアメリカ地域の文化についても関心が持てるように，高学年での異文化理解教育を編成してお

　くべきである。
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　この脈絡からすると，在日朝鮮・韓国人や華僑（華人），さらにはウタリ（アイヌ）など，日本国

内における少数派の文化を異文化理解教育の一環として，学習させることも有意義なことと言えよ

う。日本文化の形成に果たした彼らのあるいは本国の文化の役割を認識することは，価値の多様化

を図り，差別の解消にもつながると期待できる。

　小学校が，異文化に対する知識・理解を主たる目標とするのに対して，中学・高校では，彼らの

抽象的な思考の可能性をふまえて，社会現象の背後にある諸関係を構造的に理解させたり，社会を

構造的に認識させたり，社会問題に着目させたりすることになろう。中学生の段階では，小学校高

学年で扱われる学習が継続することもあるだろうが，高校生では概念的知識を習得し，それを用い

て社会問題・社会的論争を認識するまでに深めることが可能であろう。

　開発教育やグローバル教育でグローバルな見方をするための概念として，参加行為者と構成要素

とが統合化された機能的全体を形成するために相互に影響を及ぼしあい，システムとしての世界に

我々が住んでいるという「相互依存性」の概念，ある状態から他の状態への存在の運動のプロセス

は，生命や生活の不可避な一部分であるという「変化」の概念，相対的に制限されない欲求と有限

な利用可能資源との間に不均衡が存在するという「希少性」の概念，人々や国家は異なる価値観や

反対の目標を持つという「葛藤」の概念などが，取り上げられている（負住，1987）。

　これらの諸概念を小学校から，例えば「相互依存性」の概念を小学校で導入することはもちろん

可能であるが，小学校では何がどことつながっているかを，具体的な例から示すことによって，「相

互依存性」があることを理解させられる程度である。いかにつながっているかとか，何故つながっ

ているのかという観点は，高度で抽象的な思考を要するために難しいであろう。そうした思考力を

必要とする部分は，中学校の公民分野や高校の公民科での学習に待たざるをえない。また，そのよ

うな観点からの「相互依存性」の概念把握は，世界経済の相互依存性を例に，途上国の経済と先進

国の経済が貿易や金融関係を通じて深く関連することを理解させることや，世界経済を構造的に理

解させることにつながるし，南北問題を「相互依存性」の側面から子ども自身の問題として把握さ

せることにもなる。「変化」「希少性」「葛藤」といった他の諸概念も，歴史や地理，政治・経済とい

った抽象度の高い系統学習での成果に期待することになる。

　こうして獲得された異文化の理解やグローバルな見方を，実際に応用させる機会が必要となる。

それが，グローバルな論争問題や社会問題を取り上げる場面であろう。それをカリキュラムで置き

換えるならば，実質的に高校全入の昨今においては，義務教育の最終段階とも受け止められる高校

の高学年で，そうしたグローバルな時事問題を扱う科目を，地歴科・公民科の統合を図りながら設

置すべきであると考えられる。

　本論で考えている国際理解教育においては，知識の獲得だけでなく，解決するための能力も視野

に入れていたわけであるから，上述の概念的知識の獲得を含めた議論においてでも，未だ十分では

ない。すなわち，解決を図るための能力を，発達段階との関連で考察しなければならないのである。

　国際理解教育が，地球や人類の抱える課題を自分の問題として解決しようとする市民，すなわち

地球市民を育成することに目標がおかれているのであるから，その問題を解決するためには様々な

価値の葛藤や摩擦があることに気付くこと，グローバルな見方を活用して解決のための自分自身の

批判的な考え方がもてること，自分の考え方をもとに資料を活用して問題解決の過程を提示できる

こと，そして自分自身の意思決定を確立してそれを他の人々に説明すること，他の人々と意志疎通

を図りながら問題解決のために主体的に参加できることが必要であろう。つまり，価値の明確化，

批判的思考，資料活用能力，意思決定能力，社会参加，コミュニケーション能力といった技能の育
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成を考えておかなければならない。

　これらの技能のうち，資料活用能力，意思決定能力，コミュニケーション能力は，小学校の段階

から徐々に育成することが可能であろう。小学校においても調べ学習を通して資料活用能力が，グ

ループ学習を通じて意思決定能力やコミュニケーション能力が，様々な形態の討論学習を通じてコ

ミュニケーション能力が，それぞれ実際に育成されているとおりである。しかし，価値観の形成や

思考能力の発達は，一般に中学や高校の段階で著しい。また，社会参加についても主体的に実行で

きるのは，中等教育期になってからであろう。このようにして考えると，解決に必要な能力の育成

も，発達段階に応じてその領域を広げていくことが必要であろう。

3．国際理解教育における社会科の独自性

　上述のことから，国際理解教育が畢寛，地球市民的資質の育成であることは明らかである。社会

科教育の目標が公民的資質の育成にあることは，学習指導要領にも明示されているとおりで，「国際

社会に生きる民主的，平和的な国家・社会の形成者としての必要な公民的資質の基礎を養う」との

文言からは，国民としてと同時に，地球市民としての公民を想定できる。この意味では，国際理解

教育＝社会科教育といっても過言ではない。

　社会科を核としたコア＝カリキュラムを構想できるものならば，カリキュラムの構成原理自体が

社会科の役割となるので，標記にあるような国際理解教育における社会科の独自性を考える必要が

ない。しかし，社会認識系教科が他教科と併存している以上，総合的な領域としての国際理解教育

の中での社会科の独自性を吟味しなければならない。

　上述のような学習目標・内容をもつ国際理解教育は，実際には社会認識系教科以外の教科を通じ

ても実践されている。国語科は，その学習目標でもある表現力やコミュニケーション能力を育成す

るので，国際理解教育の技能目標の一翼を担っている。算数・数学科では，数量を伴う統計処理の

基本的操作を学ばせるので，資料活用能力の育成でその意義を発揮している。両教科は，いわゆる

　3R冒sの教科であり，どのような領域の教育であれ，基礎教科として欠かせないことはいうまでも

ない。また，扱われる題材によって，異文化理解を促進することにもなる。数学においても，民族

によって数え方や計算の仕方が異なることを理解させることができるからである。

　音楽・図工・美術といった芸術系の教科も，音楽や絵画を通じて表現したりコミュニケーション

を図るという点を考慮すれば，国際理解の技能目標の一翼を担っていることは言うまでもない。し

かしそれ以上に，様々な民族の音楽や創作活動を通じて，異文化を具体的に理解させることができ

ることに着目できよう。とりわけ，従来の芸術学の教科ではヨーロッパの音楽や作品を扱うことが

多かっただけに，アジア・アフリカなどにおける音楽や作品を扱った実践が，国際理解教育の事例

　として紹介されることが多い。衣食住に関わる領域を扱う家庭科も，芸術系の教科と同様，様々な

民族の食事や衣服，住まいを通じて，異文化を具体的に理解させることができる。

　英語科は，英語が実質的に世界共通語となっている状況を考慮すると，異文化問のコミュニケー

ション能力を育てるという，国際理解教育における実践的な技能を育成する教科となっている。近

年では，アメリカやイギリスだけでなく，アジアなどの地域を題材に英語の学習が行われるように

なっており，その意味では英語を通じて様々な異文化理解の推進が図られるようになったと考えら

れる。もっとも，英語自体が基本的には英米の文化を背景にした言語であるだけに，英語を学ばせ

ることは英米文化の推進であることに，留意しておく必要がある。

　　これらのほかに，特別活動として国際交流を実施する実践も少なくない。国際交流を通じて，異
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文化理解や異文化間のコミュニケーション能力の育成を図っているのである。

　このように，社会認識系教科以外の教科における国際理解教育の実践を概観してみると，主とし

て異文化理解とコミュニケーション能力の育成に特化していると考えられる。それらについては，

社会科でなくとも具体的に実践的に学習させることができるのである。したがって，社会科ではこ

れら以外の目標や内容に重点を置いて，国際理解教育に対応することになるであろう。つまり，地

理学習や歴史学習を含めて，社会現象の背後にある諸関係を構造的に理解させたり，社会を構造的

に認識させたり，社会問題に着目させたりすることや，価値の明確化，批判的思考，資料活用能力，

意思決定能力，社会参加といった技能の育成を図ることで，国際理解教育における社会科の独自性

を主張することができるのである。

　教科問における学習領域の分担の視点からすれば，社会科の独自性は確かにその通りである。し

かし他方で，前述のように，社会科の目標自体が国際理解教育の目標をカバーしている状況を想起

すると，国際理解教育全体の体系やあり方を示唆することも，社会科の役割となってこよう。つま

り，社会科を通じて国際理解教育の枠組みが決められるということである。その点で，社会認識系

教科以外の教科における国際理解教育の実践に，どのような意味を持たせるのかを明確にすること

も，社会科の役割ないし独自性と考えられる。

引用文献

彙住忠久（1988）

山口幸男（1982）

『グローバル教育の理論と展開　一21世紀をひらく社会科教育一』，黎明書房，227

ページ

児童・生徒の外国に対する興味関心の発達傾向．新地理第30巻第1号，17－24ペ

ージ．
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〈第2部＞

　　VI．アメリカ・ナショナルスタンダード・地理フレームワーク

草原和博（兵庫教育大学学校教育学部）

1．ナショナルスタンダード

　1994年10月，アメリカ地理学協会，アメリカ地理学会，全米地理教育協議会，全米地理学協会の

4団体は，『ナショナルスタンダード地理：生活のための地理』（Geography　Education　Standards

Project（ed．）；The　National　Geography　Standards：Geography　for　Life）を制定した（以下「スタン

ダード」と略記）。本スタンダードが提起されるまでの歴史的経緯や政治的背景については，既に優

れた研究成果が発表されている1）。そこで本稿では，カリキュラムの全体構成の解明に論点を絞りた

い。まず前半では，カリキュラム編成の理論的枠組みに関して簡単な解題を試み，後半では，カリ

キュラム編成の実際を筆者なりに整理した形で提示してみよう2）。

2．ナショナルスタンダードの人間像一教育目標一

　　本スタンダードでは，育成しようとする人間を「地理的教養人」（Geographically　informed

person）と表現する。具体的には，次の4つの資質を地理的教養人が備えるべき要件として提示し

ており（p．34），これらはカリキュラムを通じて育成が求められている地理教育の目標に相当する。

　①空間的事象の配置の意味を理解する。

　②人間，場所，環境の相互関係を理解する。

　③　地理的技能を使いこなせる。

　④空間的見方，生態的見方を，生活状況に応用できる。

3．ナショナルスタンダードの構成原理一スコープー

（1）地理技能の構造化

　　弛理的教養人の4つの要件のうち，③の要件を重点的に育成するために設定されているのが，

　　次の5つの「地理的技能」（Geographic　Skills）である（pp．41－45）。

　　　技能1：地理的問いを提示する（Ask　Geographic　Questions）

　　　技能2：地理情報を収集する　（Acquire　Geographic　Information）

　　　技能3：地理情報を組織する　（Organize　Geographic　Information）

　　　技能4：地理情報を分析する　（Analyze　Geographic　Information）

　　　技能5：地理的問いに答える　（Answer　Geographic　Questions）

　　　これら5つの技能には，空間と環境という2つの「地理的見方」（Geographic　Perspectives）

　　から事象を捉えてゆく際の研究技法・テクニックが網羅されている（pp．57－58）。技能1→5の

　　順序は，地理的探求の基本プロセスを提示していると解される。

（2）地理知識の構造化

　　　地理的教養人の4つの要件のうち，①②④の要件を育成するために設定されているのが，次の

　　6つの「内容領域」（Elements）である（pp．32－33）。

　　　A：空間的世界（The　World　in　Spatial　Terms）
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　B：場所と地域（Places　and　Regions）

　C：自然システム（Physical　Systems）

　D：人文システム（Human　Systems）

　E：環境と社会（Environments　and　Society）

　F：地理の効用（The　Use　of　Geography）

　6つの内容領域のうちA・Bは目標の①を，C・D・Eは目標の②を，　Fは目標の④を，それ

ぞれ受けて設定されたものである。A～Fは，子どもに捉えさせたい地理知識の大枠を示したに

すぎないので，各内容領域はさらに2～5つの方法知と理論知に具体化されている。これがいわ

ゆる地理教育の「スタンダード」（standards）と呼ばれるもので，全部で18の命題が提案されてい

る（pp．34－35）。、

4．ナショナルスタンダードの構成原理一シークエンスー

　地理技能と地理知識は，「X学年までに」達成されるべきこととして，きわめて緩やかに，学年に

幅をもたせて提示されている。本スタンダードでは，①幼稚園～第4学年，②第5学年～第8学年，

③第9学年～第12学年の3段階区分を採用し，各学年段階までに子どもが習得するべき技能と知識

　を詳述している。

5．ナショナルスタンダードの全体構成

　以上のような考え方に基づき，本スタンダードでは，地理技能に関わるカリキュラム（5技能×

　3段階）と，地理知識に関わるカリキュラム（18スタンダード×3段階）の2つが提案されている。

　技能カリキュラムでは，各学年段階までに「生徒が知り，理解するべき方法」（the　student

knows　and　understands　how　to）を系統的かつ段階的に提示している。5つの地理技能は，それぞ

れ1～4つの下位技能に体系化され，それらをゴチック字で表現している。下位の地理技能につい

ては，各項目を習得する上で不可欠な学習活動や教材・メディア等を詳細にわたって例示し，授業

を実際に組織，運営してゆく教師に実践的アイデアを提供している（pp．46－56）。

　一方，知識カリキュラムでは，各学年段階までに「生徒が知り，理解するべき内容」（the　student

kno宙s　and　understands）を提示しようとする。18の地理知識は，それぞれ2～4つの下位知識に

具体化され，それらを別枠冒頭にゴチック字で表現している。下位の地理知識については，各項目

の理解を促し深める資料操作や野外調査，表現活動等を列挙し，教師が一方的に知識を注入するの

ではなく，子どもが主体的に知識を獲得してゆくことを求めている（pp．105－222）。

　次頁以降には，これら2つの地理カリキュラムの日本語訳を掲載した。なお，技能カリキュラム

は原典の第3章を，知識カリキュラムは第5章～第7章の記述を訳出，再構成したもので，地理技

能および地理知識の系統性を読み取りやすいようにレイアウトには若干の修正が施してある。

註

1）中山修一・和田文雄「海外における地理教育改革の諸動向とその事例」『地理学評論』第71A巻

　第2号，1998年。

2）『新地理』第45巻第3号～第46巻第1号には，ナショナルスタンダードの「全訳」が掲載されてい

　る。ただし，1）カリキュラム編成の論理の究明が不十分であること，2）地理技能の全体構成が

　訳出されていないこと，などの限界を指摘できる。
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曽
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技　能　1　：　地　理　的　問　い　を　発　す　る

第4学年までに，生徒は次の方法を知り，理解する。 箪8学年までに，生徒は次の方法を知り，理解する。 第12学年までに，生徒は次の方法を知り，理解する。

1．地理的問い一それがどこに位置するのか，その位 1．地理的論争を識別し，地理的聞題を定義し，地理的 1。地理的研究プロジェクトを企画し，それを組織する

置の何が■要なのか，その位置は他所の人々や場所， 問いを提示できる。例えば，次のことができる。 （問題を明らかにし，研究課題または仮説を提起し，

環境とどのような関係にあるか一を発することがで ・新聞および雑誌の記事を分析し，記事に示された地 情報源を把握する）。例えば，次のことができる。

きる。例えば，次のことができる。 理的論争や問題の痕跡を識別する。 ・ある地域の地図を検討し，その地図から引き出され

・本のなかに描かれた場所について，地理的問いを発 ・地理以外の教科目（文学や歴史，自然科学，数学な る地理的問いをリストにする（土地区画のシステム

する。 ど）の内容について，地理的問いをつくる。 が，道路のパターンや家の分布にどのような影響を

・最新のニュースの地理的側面を認識する。 ・交通や環境，土地利用など地元で論争となっている 及ぼしているか，都市サービスの効率性にどのよう

・生徒の居住するコミュニティーの特徴について，例 地理的問題に対して問いを発する。また，口頭や文 な影響を及ぼしているか）。

えば，クラスメイトはどこに住んでいるか，学校や 書，地図やグラフを用いて，これらの問題のまとめ ・複数の図解資料と文書資料（データベース，グラフ

家の周りの土地はどのように利用されているか，ク をする。 ，写真，一次資料）を研究し，地理的問いをリスト

ラスメイトはどのくらいの距離を通学しているか， にする。またこれらの問いに答えるための手続きを

それにはどのくらいの時間がかかるか，多くのクラ 2．地理的問いへの答え方を立案する。例えば，次のこ 整える）。

スメイトが使っている通学手段は何か，どのような とができる。

ルートを辿ってくるか，などの地理的問いを提示す ・ある場所について情報収集するための問いを作り，

る。 それを情報提供者に投げ掛ける。そこでの問答を，

簡単な文章にまとめる．

2．地理的論いと非地理的角いを区別できる。例えば， ・地理的問題に取り扱う場合に考慮すべき論点を判別

次のことができる。 し，それを組織化する（校庭の位置や区画を規定し

・問いのリストを，地理的なものと非地理的なものに ている鰭要因を識別する）。

分類する。

・ある論争点について，コミュニティーの様々なメン

バーの視点からみたときの地理的問いを提示する。

また，それらの問いのうち，どれが地理的問いで，

どれがそうではないかを識別する。



1

認

1

技　能　2　：　地　理　情　報　を　入　手　す　る

鏑4学年までに，生徒は次の方法を知り，理解する。 第8学年までに，生徒は次の方法を知り，理解する。 第12学年までに，生徒は次の方法を知り，理解する。

1．地図を含む多様な1次資料，2次資料のなかから地 1．多様な技能を駆使して，地理的データの所在をつき 1．多様な1次資料，2次資料のなかから地理情報の所

理情報の所在をつきとめ，それを収集し，処理する。 とめ，それを収集する。例えば，次のことができる。 在をつきとめ，それを系統的に収集する。例えば，次

例えば，次のことができる。 ・データベースや計算用紙，その他の資料を使って， のことができる。

・計量的な技能を応用する（地形や都市，湖の数，人 コンピュータに蓄積された情報を検索したり，入力 ・複数の研究方法を，例えば，観察や識別，ネーミン

口に関わる諸特徴を計算する。距離を測定する）。 したりする。 グ，記述，加工，スケッチ，インタビュー，記録，

・地図を解釈し，場所の特徴（気候や標高，人口密度 ・適切な情報源を選択する。またそれを見付け出すた 測定などの手法を組み合わせて，フィールドのデー

など）について情報を入手する。 めの方法を知る（定期刊行物，人口統計局，データ タを収集する。

・地図上の2地点間の距離を測定し，方位の関係を読 ベース，検索調査，インタビュー，マルチメディア ・地図や写真，ビデオ，その他のメディア（CDROM），

み取る。 など）。 図表，航空写真，非文書資料を基に，データを収集

・生徒の居住するコミュニティーのフィールド調査や する。これらのデータのなかから，地理的関心の対

2．場所の自然的，人文的特徴を観察し，その結果を記 インタビューを企画し，地理情報を収集する。 象となる項目について記述，加工，スケッチ，測定

緑する。例えば，次のことができる。 し，そして評価する。

・フィールドワークを想像し，情報を収集する。 2．地図を使って，地理情報を収集，または編集する。 ・空間的サンプリングの手法を用いて，2次資料と現

・場所と時間の視点から，観察した結果を系統的に記 例えば，次のことができる。 地調査の双方から情報を収集する（地図に正方形の

録する。 ・例えば石油生産国を示したカルトグラムを基に，主 グリッドを被せて，2っの事象の特徴一とうもろ

・航空写真や衛星画像，地形図を基に，自然環境と人 要生産国のリストを作成する。 こしの生産と豚の飼育一を読み取る。これらの情

文環境の諸要素を識別する。 ・航空写真を読み，上空からみて顕著にみい出される 報を基に，各グリッドの空間的相関関係について仮　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

パターンを認識する。またそのパターンを，同じ範 説を立てることができる）。

囲の地形図を用いて判別する。 ・数量の測定基準（平均値，メジアン，モード）に基づ

・地図に描かれた情報を記述する（ドットマップをみ きデータを記述する（社会的経済的指標となる世界

て，1910年，1950年，1990年の人口密度をことばで 各国のデータを収集し，簡単な統計分析を行なう。

表現する）。 各国を平均値よりも上か下かで分類する）。

・フィールドワークを通じて，場所の自然的特徴と人

文的特徴を系統的に観察する。例えほ，次のことが 2．地理情報の価値や用途を，系統的に評価する。例え

できる（フィールド調査を企画し，土地利用に関す ば，次のことができる。

る情報を地図化できる）。 ・現地（観察など）で収集した移民の資料と，2次資料

・景観の人文的特徴（建築物や都市環境）および自然的 （センサスなど）から収集した移民の資料について，

特徴（地形や植生）を写真に撮ったり，ビデオに撮影 それぞれの妥当性と有効性を対比する。

する，あるいはスケッチに収める。 ・データに求められる諸要件，および等値線図と色塗

・ある場所の写真や映像をみて，地理情報を収集する り地図の適切な使い方を区別する。

（スライドやビデオクリップ，その他の視覚資料を

使って，気候と植生の関係を観察する）。
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技　能　3　：　地　理　情　報　を　加　工　す　る

第4学年までに，生徒は次の方法を知り，理解する。 第8学年までに，生徒は次の方法を知り，理解する。 第12学年までに，生徒は次の方法を知り，理解する。

1．地図に地理情報を表現する。例えば，次のことがで 1．地理情毅を加工した表現手段として，多様な形式の 1．逼切な形式の地図を選択，構想し，地理情粗をそれ
きる。 地図を活用する。例えば，次のことができる。 に加工する。例えば，次のことができる。
・適切な記号を用いて，様々な縮尺の白地図に，ある ・地域情報に基づき，色分け地図を作成する（世界銀 ・様々な地図記号を，特定の目的のために使用する
場所の位置を表す（州内の村や町，都市の位置を， 行または人ロ調査局のデータに基づき，食糧の余剰 （ドットや点の割合で，数量的データを表示する）。
大きさの異なる点記号を用いて表示する）。 地域と不足地域を示した地図，人口1人当たりのカ ・データの測定基準（名目的把握，段階的把握，連続
・スケッチマップに地理情報を表す（生徒の居住する ロリー消費量を示した地図を作成する。州単位の投 的把握）と空間現象のタイプ（点，線，面）に考慮し
コミュニティー内外の各地点について，その位置を 票データに基づき，1860年の大統領選挙におけるリ て，ドットマップ，等値線図，または色塗り地図を
薇認する。店に関する地理情報を地図に表す。店の ン女監ンの得票を地図に表現する）。 作成する。
分布を示す）。 ・グラフから得られた情報を地図にプロットする（198 ・コンパス，分度器，水平器，メージャーを使って，
・グラフから得られる情報を空間的に表現しなおした 0年と1990年の国民1入当たりのエネルギー消費量 狭い範囲の正確なフィールド地図を作成する。
地図を作成する（合衆国から諸外国への輸出を表し を示したグラフを作成する。等級分けした円グラフ ・現地調査で得られたデータに基づき，また土地利用
た棒グラフを解釈する，同じ情報を幅の異なる矢印 を使って，データを効果的に地図に表現する）。 や建築様式，民族構成のパターンなど，地理的関心
を使って地図に表す）。 ・等値線を使って情報を地図に表現する（標高や降水 を抱く対象に注目して，スケッチマップを作成する
・適切に表現された地図を作成する（次の9項目につ 量などの自然データ，都市の殺人者数を示した人口 （街を歩いたり，車窓からの眺めから得られた地理
いて一題目，方位，作成日，作成者名，凡例，縮 データ，北アメリカの各時期ごとのヨーロッパ移民 情報を：地図化する）。

尺，文字，グリッド，情報源一自己点検する）。 の広がりを示した歴史データを地図に表現する）。
2．逼切な形式のグラフやダイアグラム，図表を選択，

2．クラフ，表，またはダイアグラムを作成して，地理 2．様々な形式のグラフを使って，地理情報を表現する 構想し，地理情報をそれに加工する。例えば，次のこ
情綴を表現する。例えば，次のことができる。 。例えば，次のことがで奮る。 とができる。

・数量的な地理情報を，棒グラフ，円グラフ，または ・天候データに基づき，クライモグラフを作成する。 ・分散グラフーある値に対応するもう1つの値をプ
折れ線グラフに加工する。 ・人ロデータに基づき，各国の人ロピラミッドを作成 ロットしたもの一を使って，2つの項目間の関係
・毎日の気温や降水量，雲量，その他の天候データを する。 を表現する（中心業務地区からの距離と地価との関
図解を用いて，または絵を使って記録する。 ・コンピュータープログラムに駆使して，地理データ 係，気温と降水量の関係）。

．・ _イアグラムを使って，文字で表現された地理的過 ベースの情報をグラフ化する。 ・地理情報を図解したダイアグラムを作成する（地形
程（水循環，雨の形成，集落の成長）を図に表現しな 図から読み取れる自然的特徴，現地調査での景観の
おす。 3．様々な形式のダイアグラム，図表を使って，地理情 スケッチ，地形図から読み取れる地形横断面，とう

報を加工し，それを表現する。例えば，次のことがで もろこしの消費カロリーを図解したポスター）。
きる。 ・パターンの時間的変化を，折れ線グラフに表現する
・表を作成し，ある特定の主題に関わる地域データを （1890年から1990年までの合衆国の農村人口，1950
比較検討する（アジア諸国の出生率と死亡率）。 年から現在を10年刻みでみた世界各地のエネルギー
・フローチャートやダイアグラムを使って，自然シス 消費量，1890年から1990年までの合衆国の電話通話
テムと人文システムを構成する賭要素，システムの 回数）。

インプットとアウトブジト，フィードバック，その
他の賭側面を図解する． 3．様々なメディアを活用して，地理情報を総合的に概
・表やダイヤグラムのデータを加工して，何らかの意 括し，それを別の表現に加工する。
思決定を行なう，または結論を引き出す（選好分類 ・書籍や文書，視聴覚資料，地図などで特集されてい
ダイアグラムを使って，人々が好んで居住する場所 る地理的論争問題を総合的に概括し，それを表やグ
についてのデータを整理する。地図から得られたデ ラフ，ダイアグラムの形式で提示する。
一点を表にまとめる。聞き取りや現地鯛査から得ら ・聞き取りや現地調査で得られた情報を概括し，それ
れた情報を視覚化する）。 を調査内容に応じて分類する。

4．様々な形式の資料を総合して，地理情報を別の表現
に加工する。例えば，次のことができる。
・様々な形式の地理情報を相互に重ね合わせて，地理
情報システムを作成する（ある地域の基盤図と植生
図，等高線図，土地利用図を重ね合わせる）。
・幾つかの資料を加工して，地理的話題を取り上げた
マルチメディアレポート（地図やグラフ，ダイアグ
ラム，絵画）を作成する。
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技　能　4　：　地　理　情　報　を　分　析　す　る

第4学年までに，生徒は次の方法を知り，理解する。 第8学年までに，生徒は次の方法を知り，理解する。 第12学年までに，生徒は次の方法を知り，理解する。

1．地図を使って，地理的関係を観察し，解釈できる。 1地図，航空写真，衛星画像，地理情報システムから得 1．叶量的な分析方法を駆使して，地理情毅を解釈する
例えば，次のことができる。 られた情報を解釈する。例えば，次のことができる。 。例えば，次のことができる。
・地図を使って，原因を推論する（各時代の移民ルー ・地図に示された情報を基に，原因を推論する（地図 ・記述的，分析的な統計資料を作成し，地理的一般原
トを示した地図を基に，移住とルート選択の理由を やその他の情報源に基づき，木材の伐採が自然シス 理を定立するく物質的な生活の質を捉える指標を抽
解明する）。 テムに及ぼす影響を説明する）。 出し，生活水準の各カテゴリーごとに世界各国を分
・地図を解釈して，意思決定する（等高線や道路，土 ・地図を使って，場所相互の空聞的結合や空間的関係 類してゆくシステムを構成する）。

地利用を示した地図を基に，公園や消防署，スキー を認織する（同じ緯度にある世界各地域の気候の類 ・地理現象の国家単位の平均値と地方単位の基準値の
場，廃棄物処理場を新しく建設するのに最適な場所 似性と差異性，北アメリカとアフリカの都市地域の 割合を計算する。
を選定する）。 類似性と差異性）。

・様々な場所の大縮尺図を比較して，空間的パターン ・地図を重ね合わせで得られた情報を解釈して，その 2．地図やその他の地理的表現を基に推論して，結諭を
の関係を記述する（地図を基に，地域の自然的特徴 場所，その地域の地理を記述する。 引き出す。例えば，次のことができる。
と人文的特徴を比較する）。 ・地理情報を解釈して，バイアスの可能性を認識する ・各時期の地理情報が示された地図を比較し，各時期

〈地図投影法を評価し，1っの見方だけを示すこと の関係を確定する（各時期の都市地域図に基づき，

2．表やグラフを使って，地理的傾向性や関係性を観察 によって生ずる歪みを理解する）。 位置の変化を比較する。またその都市の主産業と輸
し，解釈する。例えば，次のことができる。 送技術，都市の成長を説明する）。
・表やグラフから得られる情報について説明する（ク 2．統計やその他の叶量的技術を駆使して，地理情綴を ・同時期の複数の地図から得られる情報を解釈する（
ライモグラフを読み取り，その場所の気候と，それ 評価する。例えば，次のことができる。 家族の所得，交通ネットワーク，資源の存在，その
が農業や衣服，その他の人間生活の賭局面に及ぼす ・計量的な分析方法で得られた情報に基づき，データ 他のデータが示された地図に基づき，ある地域が繁
影響を，口頭または文書で記述する）。 から読み取れる傾向性とパターンを識別する（分散 記して，別の地域が繁栄しない理由についての説明
・グラフを基に，国家間または地域閲の関係を認識す ダイアグラムを使って，地理情報相互の関係性を， 概念を定立する）。

る（グラフから得られるデータを基に，世界諸地域 例えば，合衆国のコミュニティーにおけるアジア系 ・地理情報を相互に関係づけることで，　因果関係を
の社会的経済的指標を比較する）。 レストランの数とアジア系移民の割合の関係を観察 推論する（土壌の肥沃度と作物の収量に関するデー
・グラフのデータを基に，傾向性を予測する（非再生 する）。 タを比較して，相互の関係を引き出す）。
資源のこれまでの世界的な消費傾向を示したグラフ ・地理情報の要約を作成する（平均値やメジアン，モ
を基に，これからの消費量の変化を予測する）。 一ド，偏差などの統計的手法を駆使して，国民1人 3．分析，総合，評価，脱明の過程を通じて，様々な情

当たりの所得や各国の降雪量の特徴を確定する）。 報源から得られる地理情報の解釈を試みる。例えば，
3．書籍や写真，文書を使って，地理的傾向性や関係性 ・地理的変数の相関を分析し，空間的な共同関係を発 次のことができる。
を観察し，解釈する。例えば，次のことができる。 話する（綿花生産と生育期間の長さに関するデータ ・バランスシートを使って，地理的輪争問題に対して
・1次資料，2次資料から得られた情報を要約する を基に，それぞれの変数の相互関係を示す）。 幾つかの意思決定をとった場合の，それぞれの損益
（生徒との問答を分析する）。 を評価する（自動車専用道路の出口付近の土地に考
・写真や地図，航空写真，野外スケッチなどの多様な 3．様々な情報源一グラフ，図表，ダイアグラム，書 えられる用途）。

メディアを比較して，結論を引き出す（野外スケッ 籍，写真，文書，インタビュー一から得られた情 ・地理的データを分析し，解釈して，相互関係（地域
チや航空写真，地図を比較して，景観の変遷につい 報を解釈し，それらを総合する。例えば，次のことが 的関係，因果関係，時間的関係など）を解明する。
ての韻士を導く）。 できる。 ・地理的推論を評価する（諭旨，分析視点，想定され
・視覚情報を分析する（写真や漫画，ビデオ，CDROM ・書籍や文書に示された地理的テーマを分析し，それ るバイアス，主張したい内容や見方の二二的な流
の映像を基に，ある場所の本質について地理的に推 を説明する（複数の新聞やニュース雑誌に掲載され れ，無根拠の言明，推論と結論を認識する）。
論ずる）。 た地理的事件一ハリケーン，火山の噴火，資源の

発見一を比較分析する）。
4．簡単な数式を使って，地理的データを分析する。例 ・情報を分析，総合して，地理的関係を口頭または文
えば，次のことがで音る。 書で説明する（地図，または世界各地の芸術作品や
・数的情報に基づき場所を比較し，場所の特徴を記述 建築物の写真，その他の資料を基に，イスラム教の
する（一定期間における晴天と雨天の日数をカウン 地理的拡散についてまとめる）。
トし，それぞれのカテゴリーの平均値を求める）。 ・投票パターン，民族構成，下院選挙区の地図を比較
・数的情報に基づき場所を比較し，パターンの差異を 検討して，合衆国の州や地域における，各時期ごと
比較する（地域内部の幾つかの場所について，年間 （南部再建期，第二次大戦後，1990年代）の政治勢力
平均降水量をプロットする）。 分布を推論する。
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技　能　5　：　地　理　的　問　い　に　答　え　る

第4学年までに，生徒は次の方法を知り，理解する。 第8学年までに，生徒は次の方法を知り，理解する。 第12学年までに，生徒は次の方法を知り，理解する。

1．潮頭と文書それぞれのレポートにおいて，地図や図 1．地理情穀を組み合わせ，それを提示することで，地 1．多様な地理的探究の成果に基づき，脱明力の高い一

解的表現を用いて地理情綴を提示する。例えば，次の 理的問いに答える。例えば，次のことができる。 般原理を定立する。例えば，次のことができる。
ことができる。 ・地理データベースのデータに基づき，道路や公園， ・複数の事例研究の成果に基づき，地理的変数の間に

・地理的な問いに対する答え，または地理的テーマを ゴミ廃棄場の建設に適した場所を幾つか提案する。 成立する一般的関係を推論する。

提起するものとして，地図やグラフ，表，脚注など ・地図やグラフ，ダイアグラム，ビデオ，絵画を使っ ・様々な地図を検討し，個々の立地現象の背後にある

を総合的に用いた壁展示を完成させる。 て，地理的話題に関するマルチメディアレポートを 相関関係を認識する。

・立地に関する研究調査を行ない，その成果を学級に 作成し，それを提示する。 ・ある地域の自然災害，また自然災害に対する住民の

向けて，または適切な公的機関に向けて口頭で説明 ・スケッチマップやグラフを作成し，地理情報の要約 態度に関する情報に基づき，災害と住民の態度の関

する（ローラースケートやスケート，アイススケー を，図解を用いて口頭または文書で説明する。 係を一般化する。

ト，ピクニックに最適な場所，またはサイクリング

場やハイキング場の建設に適した場所）。 2．一般原理を定立し，その妥当性を吟味する。例えば 2．地理的問いに対する答えを吟味する。例えば，次の

次のことができる。 ことができる。

2．地理的探究方法を駆使して地理情報を獲得し，結諭 ・降水量や気温，土壌の質を示した地図を基に，ある ・様々な情報を総合して，口頭または文書のレポー

を推論し，また一般原理を定立する。例えば，次のこ 作物の生育に必要とされる水分等の賭条件を比較検 トに示された見方を擁護する（土地利用に関する，

とができる。 召する。またその作物の栽培に最適な場所を合理的 例えば，空港を再建または拡張するべきか否か，に

・学習のまとめとして，鍵となる地理的概念を要約し に説明する。 ついての複数の見方を比較し，その中からあなたが

た文章を著す（世界の諸都市を撮影したスライドを ・人口分布や交通網，その他の諸条件を示した地図を ある1つの見方を選択した理由を説明する）。

みた後に，都市機能についてまとめた文章を作成す 基に，サービス産業の立地に最適な場所を選定する ・ある問題に対する受け入れ可能な解決策を評価する
る）。 （レンタルビデオ店の立地の可能性がある場所を決 （野生動物保護区に建設するための見学センターの

・幾つかの文章のなかから，地理的問いに対して最も 癒する）， 候補地のなかから，最適な場所を評価する）。

論理的に答えている文章を判別する。 ・地形図と人口分布図を基に，ある自然災害の被害を

受ける恐れのある住民（洪水の危険のある住宅）を特 3．地理モデルや一般原理，理瞼を応用して，地理情報

3．一般原理を応用して，地理的問題を解決し，合理的 定する。 を解釈し，その結果を提示する。例えば，次のことが

な意思決定を行なう。例えば，次のことができる。 できる。

・地図を基に，駐車場までの近道を，または宿題を一 ・；地理モデルを駆使して，複数のデータが示唆してい

緒にする友人やベビーシッター仲間の家までの近道 ることの帰結を予測する（土壌や気候，斜面，土地

（学校から友達の家までの最善の［時間的，距離的に 利用の関係を説明する一般原理から，土壌侵食の速
最短の］ルート）を見付ける． 度を予測する）。

・行動範囲に関する一般原理（人は，ある商品やサー ・適切な地理モデルを選択して，合衆国の工業や余暇

ビスを購入するのに，どの程度の距離まで自発的に 施設の立地，農業のパターンを説明する。

移動しようとするか）を検証する（雑貨を買うために ・地方政治を取り上げた事例研究を分析し，地域の政

人々が車を運転してゆく，または歩いてゆく距離を 治的安定性を規定する緒条件について一般化する。

調査し，新しく雑貨店が立地するのに最適な場所を ・地理的探究の成果を，口頭または文書で説明する
提案する）。 （クラスの共同研究の一環として胴高したリサイク

ル計画について研究成果をまとめ，地元の政治機関

に提言を行なう）。

・引き続き隅査する必要のある地理的問いを峻別し，

新たな探求過程の結論となるべき仮説を定立する。



圏

・． q問i的世界．場所と地域　　自然システム　　人文システム　環境と社会 地理の効用

スタンダード1：空間的視点に基づいて， 情報を収集し，処理し，提示するために」，地図，その他の地理的表現方法，道具，技術を駆使する

第4学年までに，生徒は，次のことを知り理解する。 第8学年までに，生徒は次のことを知り，理解する。 第12学年までに，生徒は次のことを知り，理解する。
1．地理的表現一地図，地球儀，グラフ，ダイヤグラム， 1．地図，地球儀，航空写真，衛星画像，モデルの特質と機 1．地理的問題を提示するときの地図の使い方，地理的表現
航空写真，衛星画像一の目的と特質。 能，その応用例。 の使い方。

2．道具と技術一情報検索作業およびコンピューターを用 2地図，地球儀，グラフ，図，モデル，データベースを利 2地球の自然・人文システムを提示し，解釈するときの，
いた地理情報システムーの目的と特質。 用し，作成することで，空問的分布とパターンを分析す 地離技術の使い方。
a空聞情報を地図に表現する方法，その他の地理的表現方 る方法。 a地理的問題を分析，脱明し，それを解決するときの，地
法。 a地図，地球儀，航空写真，衛星画像から読み取ることの 理的表現と道具の使い方。
4．地理的道具と技術の使い方。 できる地理的情報の特質と限界。地理的問題を解決する

ためのモデル。

したがって，生徒は次のことができる。 したがって，生徒は次のことができる。 したがって，生徒は次のことができる。
（a｝地理的表現，道具や技術の目的と特質を認識し，それを記
@述する。

（a）地図，地理的表現，道具や技術に固有の特質を記述する。

@・各種地図投影法，地球儀，航空写真，衛星画像の目的と

｛a｝地図，その他の地理的表現を作成し，それを解釈して，地　　　　　　　　　　　　　、

@理的品題を解決する。
・様々な地図を調べて，地図の基本要素（図題，朋，8方面，縮尺，グリ 特質を記述する。 ・地図を作成し，人口密度と資源，人口密度と土地利用の
ッド，朋，㌫線）を認識し，それを記述する。 ・地図に不可欠な要素を説明する（縮尺，方位磁針，嗣など）。 関係を説明する（物放牧繊と野菜の鱗騒，住宅地域と等外創繊，不毛の砂漢と群

・航空写真または衛星画像を解釈し，自然的事象と人文的 ・地理データベースの目的と特質を説明する（魑データベースには， リゾート地による人隠度の差異）。

事象を識別する。またその位置を指し示す（雌と河川，粧繊， センサスや土地利用のデータ，地誌的な情報が含まれる）。 ・様々なメディアを通じて情報を収集し，一次資料を地図
都市，ダム，貯水池など）。

｛b｝様々な種類の地図や地球儀，グラフ，図，データベース， やグラフ，図に加工する（アルゼンチンの過去5年の小麦生醗棒グラフに示す，最新

・凡例と地図記号を用いて地図を作成し，それに生徒の選 モデルを開発し，それらを駆使する。 のセンサスデータから得られた州単位の高校退学者数を図表に表す，東南アジア各国の識字率を図表に表す，都

定した情報を表現する。 ・記号や色彩表現を駆使して，生徒の居住するコミュニテ 市の長野からみたラテンアメリカ各国の相対的規模をカルトグラムに示す）。

｛b〕空間情報を地理的表現として示す。 イーや州，合衆国や世界を様々な側面から捉えた主題図 ・地図，グラフを作成し，地域間および地域内の空間的相
・物語を読んで，その内容をスケッチマップに描き出し， またはグラフを作成する（人口や疾病，経済活動，降水量，粧など）。 互作用を表現する（ヨーロッパ北郎と蘭を儲鉄道や腔権，醐遡のネットワーク，ま

それを図：解するCMake　way　for　Duckling”に描かれたアヒルの一家の ・人間と商品（石油，小麦，カカオの鴎餌など）の移動パターンを示した たは合衆国北東部のメガロポリスに整構された高速翰送のネットワークを例示する）。

移動ルートを地図に表す。ローラ・インガル著“大草原の小さな家”シリーズを読み，インガルー家が住んでい
地図またはフローチャートを作成する。 ｛b｝地図，その他の地理的表現を駆使して，世界の出来事を分

た蜥の地図豊艶る）。 ・地球と太陽の関係をモデルに表す。モデルを使って，地 析し，問題の解決策を提起する。
・地域情報を，二次元的表現く地図上に適励嗣を醐する）と三次的的 軸，季節，自転，公転，経緯線の賭概念を説明する。 ・地図，表，グラフ，図，ダイアグラムを作成して，現代
表現（繊髄励数の舗線を引く〉でレポートする。 （c｝地理的問題の解決という視点から，地図やその他の地理的 世界の出来事の地理的意味を表現する（政治触界の鋤を示す魍，自

・ダイヤグラムまたは図表を作成し，空間情報を表現する 表現，道具や技術がもつ特質を評価する。 然災害の被災地域から逃れてきた灘民の分布図を作成する）。

〈合衆国の上位5っの大都市人ロを比較した棒グラフを作成する）。 ・地図帳から適切な地図と図解を選び出し，地理的論点に ・（人ロや勲，政治，経済，文化略蠣での）地域の特色を改善してゆくため

｛c｝地理的表現，道具，または技術を駆使して，地理的問いに （地勢や一子ル騨●ト）関わる問いに答える。 の長期計画を構想する。
答える。 ・地図や地図表現が有する特質と限界を評価し，それを具 ・様々な種類の地図を使って，人間と環境の相互作用がも
・教師と生徒である場所を選定し，・その場所の位置を尋ね 体的なデータに基づき説明する（人口の分布，使用話のパターン，エネルギー たらす帰結を説明する（台酬珊瀦の海岸に及ぼす欝，醜への排水鞘や生物に及

る問い一この位置はどこですか一を提起する。その 消磁の年変化）。 ぼす影響，砂漠化が人聞の集落に及ぼす影響）。

問いに地図グリッド（笛と緯線，あるいはアルファベットと数字を勧合わせた）を ・特定の目的のために開発された地図投影法の長所を評価 ｛c｝地理的道具と補助技術の応用例を評価し，それらを特定の
使って答える。 する（盛時に使われるメ肋ト姻法，地域的分布を表すロビンソン図法など）。 目的に役立てる。
・主題図を使って，人間の分布に関わる問いに答える（なぜ人 ｛d｝地理的道異と技術を駆使して，地球上の空間的分布とバタ ・地図が果たしてきた役割について述べた資料を提示し，
々は，地球上にそのように分布しているのかや）。 一ンに関わる適いを提起し，それに答える。 地球の歴史を研究させる（古代の出面成した地図，スコット趣アリー，ヘンソ

・縮尺の異なる地図を使って（縮尺は，鶏の長さを示した蔵や叡の齢を表す数 ・地域サービスの受益範囲を画定するための基準を設定す ンなどの極探険隊が作成した地図の研究など）。

俵，または言葉で韻されている），位置Aと位置Bの距離を測定し，距 る（この醜は，人口が急増している郊外地域から学校に通っている子どもに課す）。 ・ある現象を，様々な情報源を基に，多様な視点から表現
離に関わる問いに答える。 ・地図を使って，空間軸と時間軸の2つの側面から移動の しょうとした地図を収集し，比較して，それらの地図が

パターンを理解する（秘ごとのハリケーンの通り道，断三二らみたインフルエンザの 意味するものを説明する（マスコミや企業が醗した姻磯示する。これらの地図は

拡散の韻を地図化する）。 最新の軍事技術を民生目的に転用することで作成されていることを説明する）。

・地図を使って，施設の最適立地点を決定し，その決定を ・ある技術を応用して，地理的問題を分析することの合理
正当化する（レストランの鰍，リサイクルセンターの蜘，工場の進出や醗題し醐所）。 的根拠を説明する㈲ワリカの糖地域における汚染の広絢，マ朔スカルにおける餅

伐採の広がりは，航空写真や衛星画像，地理情報システムを使うことで画定できる）。



雪

1

1白白白旗界：場所と地域　自然システム　人文システム　環境と社会 地理の効用

スタンダード2：空間的文脈に基づいて，人間，場所，および環境に関する情報を組織するために 」，メンタルマップを利用する

第4学年までに，生徒は，次のことを知り理解する。 第8学年までに，生徒は次のことを知り，理解する。 第12学年までに，生徒は次のことを知り，理解する。
1．地元のコミュニティーと近隣のコミュニティーにおける 1．様々なスケールでみた（ローカルからグローバルまでの） 1．世界の自然的事象と人文的事象に対するメンタルマップ
様々な場所の位置。 自然的事象と人文的事象の分布。 を用いて，より高度な地理的問いへの答える方法。
2。大陸と海洋の相対的位置，またそれらの経緯線との関係 2．地理情報を表現したり，地理的問いに答えるためにメン 2．場所に対する人聞の見方が，メンタルマップに及ぼす影
における位置。 タルマップを逼切な図解表現に変換する方法。 響。

a合衆国全体と地球全体における自然的事象と人文的事象 3．認知が，人聞のメンタルマップと場所に対する態度に及 3．メンタルマップが，空聞または環境に関する意思決定に
の位置。 ぼす影響。 及ぼす影響。

したがって，生徒は次のことができる。 したがって，生徒は次のことができる。 したがって，生徒は次のことができる。
（a｝地図，地球儀，その他の地理的情報源を使って，（ローカ ｛a泊然的事象と人文的事象，ならびに歴史的出来事の位置を ｛a肥憶を頼りに描かれた地図を用いて地理的問いに答える。
ルからグローバルまでの）様々なスケールにおいて，自然 地図と地球儀上で認識する。また，それらに関連する地理 ・合衆国のおおよその政治風土を表したスケッチマップを
的事象と人文的事象を認識する。 的問いに答える。 作成し，選挙の投票パターンを予測する（サンベルトへの人口鋤に伴

・記号を使って，地元コミュニティーの施設を地図に表し ・文明の発祥地（メソポタミア，黄河流域，ユカタン半島，ナイル河谷）の位置を認識 う，1960年以降の大統領選挙における得票数の変化）。

，その位置を認識する（商鮪，レストラン，消防署，轍，鞭肋ど）。 する。 ・スケッチマップを用意し，現代と過去の出来事の空間的
・文字と記号を使って，自然的事象と人文的事象を州また ・現在と過去の合衆国最大の大都市地域を認識する。 変動を表現する（チェルノブイリの貯力轍による放射能の撒，14齪のヨーロッパにお

は合衆国の地図に表し，その位置を認識する（大都市，河川，リク ・主要な海流，風向パターン，地形，気候地域を，地図上 けるペストの拡散，自然的事象による移民や侵略の阻害）。

リエーション地填，歴史的景勝，地形，発電所など）。 で確認する。 ・世界の伝染病（エイズ，コレラ，購）の拡散パターンを分析し，現

・地球儀や地図，その他の地理的情報源を使って，二地点 ｛b｝メンタルマップを使って，地理的問いに答える。 代世界における空間的相互作用の媒体（賜と鋤）を推論す
間の大圏コース上にある自然的事象と人文的事象を認識 ・自然地理的，人文地理的な関わりをもつ時事的出来事を る。

する（ロサンゼルスーモスクワ聞，シン淋一ルづエノスアイレス間）。 記述する。 ㈲メンタルマップが，位置や居住，政策に関わる意思決定に
㈲メンタルマップを用いて，場所の位置を認識する。 ・様々な地域を対象にして，スケッチマップを描く。自分 及ぼす影響を認識する。
・地元コミュニティーについての自分の記憶を頼りに，学 のスケッチマップと地図帳の地図を比較し，正しい位置 ・情報を収集し，意思決定者のメンタルを理解する（コミゴテ
校や店，リクリエーション施設との行き帰りのルートを 関係と知識を確認する（カナダや合綱，ヨ噌ッパの地姻を用いる）。 イーの指導者にインタビューを試み，他のコミュニティーの活動とその位置についての見方を探る）。

スケッチマップに描く。 ・メンタルマップを基に，ある二地点間を旅行した場合に ・価値や態度，見方が，過去ならびに現在の位置に関する
・スケッチマップを用意し，新聞やテレビニュースで報道 通過するであろう国をリストにする（パリーモスクワ間，カイロサイロビ 決定に影響を及ぼした事実を認識する（燃の新しいコミュニティーの場

されている地元や世界の場所について，そのおおよその 聞，リオデジャネイローリマ聞）。 合は，住宅は風光明頻な場所に建設され，礼拝所はドラマチックな自然環境の国所に建設されたりする）。

位置を示す。 （c肥厚を頼りにスケッチマップを作成する。またそれを分析 ・移住先を選択する際に，情報源が果たしている役割を推
・場所の位置関係に関する問いに答える（メーンはフロリダよりも東にある する。 論ずる（織，友人からの報，新聞や鵜の広告，テレビ翻や噸）。

のか，それとも西にあるのか。シンガポールはヨーロッパと北アメリカのどちらに近いか。スエズ運河は江海と ・メンタルマップをスケッチに描き起こし，二地点間の相 （c｝各個人のメンタルマップを比較して，空間的知識や選好の
どこの海を結んでいるか）。 対的な位置関係や面積，距離を説明する。 発違を促す共通の因子を認識する。

回正確な地図を作成し，自然的事象と人文的事象の位置に係 ・生徒の住むコミュニティーのスケッチマップを準備し， ・人生経験の差異に由来するメンタルマップの違いを予測
わる問いに答える。 自分の知織を基にして，周辺のコミュニティーと地元の する（年令と翻が，家の好みとか，公共類獺の選択に与える騨）。

・ランドマーク（大き鯉川や獅，地形など）との関係で，地元コミュ コミュニティーとを結んでいる輸送施設（高速道路や剛，空港，鉄道 ・個人の居住地の好みを規定する諸因子を分析する（国内または
ニティーの位置を示した地図を描く。 などのおおよその齪）を表現する。 コミュニティー内部の様々な場所から，友人がある特定の住宅地を選択した基準を調査する）。

・世界の主要山脈のおおよその位置関係を示した地図を使 ・自分の記憶を頼りに世界地図を描き，なぜ描かれて国も ・投影法や空間の見方に違いのある地図を比較し（大外を中心に
って，地理的概念を説明する（蝋の薗部果，交通路に欝を与える蝋）。 あれば描かれていない国もあるのか，なぜ大きく描かれ し撹図，オーストラリアを上に配した地図），それらの地図が人々のメンタ

・歴史や文学，理科，その他の教科目で話題になった場所 た国もあれば小さく描かれた国もあるのか，その理由を ルマップに及ぼすであろう影響を推論する。
の位置と，その地名を確認する（鰍からスケッチマップを用意し，殿的事件 説明する。
が起きた空聞的位置を確認する，文学作品に措かれた国や地域のイメージを読み取る）。 ｛d｝メンタルマップに現われた，場所に対する個人の態度を分

｛d｝メンタルマップに基づき，地理的事象を記述する。 析する。

・自分の記憶を頼りに，ショッピングモールや近隣の諸都 ・場所の評価をするときに使われる様々な基準を比較し，
市，コミュニティーの商店街，その他スケッチマップに 認識する（環境や経済触会，犯罪率）。

描かれた地元地域の重要事象の位置を説明する。 ・様々な人が作成したスケッチマップを，それぞれの作者
・自分の記憶を頼りに，居住する州の自然的事象と人文的 のメンタルマップという視点から分析する。またスケッ
事象を記述する。また，記憶内容を表現したスケッチマ チマップの表現を規定している諸要因を推論する（文化，瀦
ップを作成する。 ，年令，翻，縣，蹴ど）。

・自分の記憶を頼りに，合衆国と世界の賭地域の自然的事 ・小説の一節を比較し，場所に対して抱く人々の見方を引
象と人文的事象について，その分布の概略（中椴繊の人口分布な き出す（エキサイティングなラスベガス，ロマンティックなパリ，人口過密なカルカッタ）。

ど〉を説明する。
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：i丁丁的世界li場所と地域　　自然システム　　人文システム　環境と社会 地理の効用

スタンダード3：地表面における人間，場所，および環境の空間的組織を分析する

第1聾…難鞘膿裏1磁茸：鑑翻膣糖籠鶴婁艶薯魏療爵嬰あ韻： 第1醸1轟轟鍮llll臨4董繍繊のモデ靴の方嵐

第鎌灘慰譲號肇聯
ﾀ諜職概念とモデルを意思決定に応用する

編lll轡1織灘を慨　　4っの視点から認識する（点：雌，線：交酬樋信臨，面：鰍，鰍：水を湛　　えた湖）。’鑛纏議手並篇繍轟鮎難論無聡繍　　ど）。　・コミュニティー間の交通網を表した地方図を使って，そ無難重重蜂纂響葦9空Σ叢ξ　　　，距離，方位，スケール，移動，地域などの空間概念（b｝位鞭螺1蕪雑聾ll難1　　略を地図に描く。●重講離襲蹴鍼購暴露姦

ﾒ鰭無難驚1ζ1　　の密度を計算する（生徒の家の位置を魍ヒプロットする。照したグリッドごどに家の数　　をかぞえ，密度を求める）。

｛瞳編鳥轡ま醗鰭謹して泊船象と人文
蜩?蟻麟蕪　　然現象のパターンを画定する。

F鞍懸｛d轟轟耀騨讐灘駐嚢協取る　　（中華料理店のサンフランシスコへの進出，19世紀の中世部におけるドイツ語の使用，20世紀のニューヨー　　クにおけるイスラム二野まり）。：羅麟講難蜜曇1繕　　植物の移動の方角と速さを概算する。

（繊欝欝諜鱗潮謙蓼篁灘盆礪

ﾓ灘1熱難1欝ll　　によって異なる理由を説明する。近隣のコンビニやスー・1嚢攣雛1藩論1講　　器繍鵬舘≦ヨ竺〃甥灘1深酔1黒蝿麟　　スを提供しているために，その商才も大きい）。　・コミュニティーの現地調査を行い，小売業の重力法則を

盾遠?鱗慧蕪●篠義懸盤講謙構雛重言・麟雛瀞懸繍1騒醗蟹

ﾋ学灘繰藷綴簾●箏魏讐繋醜窪酉騒萌導碧糠｝壽麟階蕪顯

由に，ベネズエラやコロンビア，イスラエルで栽培されている）。・小売店は分散して立地するよりも，モールに集積して立地するほうが有利になる理由を説明する（モールには，大小様々な嶽

ﾋ繍轍1総1騰鑛蠣響騨しあえるメリットが
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空間的世界1場斯幽幽域：；自然システム　人文システム　環境と社会 地理の効用

スタンダード4：場所の自然的特徴と人文的特徴

第4学年までに，生徒は，次のことを知り理解する。 第8学年までに，生徒は次のことを知り，理解する。 第12学年までに，生徒は次のことを知り，理解する。
1．場所の自然的特徴（地形，水系，土壌，植生，気候，気 1，自然的作用の差異は，場所による状況の違いを，いかに 1．場所のもつ意味と価値。
候など）。 作り出すか。 2場所の自然的，人文的特徴の変化。
2場所の人文的特徴（人ロ分布，集落パターン，激語，エ 2人聞集団の差異は，場所による改変のされ方の違いを， a人聞と自然環境の相互作用を通じて，場所が形成される
スニシティ「国民性，宗教的信仰など）。 いかに作り出すか。 過程，また自分自身やコミュニティーに関する自己認識
3．自然的作用と人文的作用は，それぞれの場所独自の特徴 a場所の特徴の形成において科学技術が果たす役割。 が形成される過程。
をいかに作り出すか。

したがって，生徒は次のことができる。 したがって，生徒は次のことができる。 したがって，生徒は次のことができる。
｛a｝ローカルからグローバルまでの様々なスケールで，様々な ｛a三所の自然的特徴を分析する。 （a｝場所を，様々な視点から説明する。

場所の自然的特徴を記述し，それを比較する。 ・現地調査をしたり，地図やその他の道具を用いて，それ ・同じ場所を，時代を変えて記述する（ブリテン島におけるローマ人の嗣地

・地元のコミュニティーを観察し，自然的特徴を言葉やス それの場所の自然的特徴（土填，地形，植生，野性動物，気候，自然災害）を認 から，中泄は交易の中心地へ，19握紀には世界帝国に君臨し走ロンドン，明治諺語の前後30年で急激な変化

ケッチで記述する（蹄，水系，土壌，植生）。記述にあたっては， 識し，特徴を比較する。 を遂げた鯨）。

自然的特徴を体系的に把握する情報整理表を利用する。 ・建築物の位置や建築様式，その他の特徴は，地震や台風 ・世界の諸地域では，それぞれの場所に，その場所固有の
・様々な視覚教材と情報源（写真，衛顛像，顯，図表）を利用して， などの自然災害に規定される，という仮説を定立し，そ 自然的，人文的特徴がみい出される理由を説明する（無や
地域の自然的特徴を記述する。記述にあたっては，分布 れを正当化する（棘，ロサンゼルス，マニラにみられる建羅式と土地利用）。 地殻変勤の影響，居住や移住のパターン，その篇所の立地と環境）。

にある程度のまとまりがみられる諸要素に注目する（潮流 ・地図，地球儀，衛星画像，表を使って，自然景観の時間 ・地理用語辞典に掲載できるような，場所の適切な定義を
減に広がる淋）。 的変化に関わる原因と結果を推論する（翻畷覆，水の分布，気温の変 試みる。

・ポール紙，木材，粘土，その他の材料を使って，地域の 動）。 （b｝場所を形成する自然的作用を記述し，解釈する。
自然的特徴をあらわしたモデルを作成する（地形，水系，粧）。 ｛b同所の人文的特徴を分析する。 ・場所の特徴に影響を及ぼす地球内部の作用を記述する

㈲ローカルからグローバルまでの様々なスケールで，様々な ・野外調査をしたり，地図やその他の道具を用いて，それ （畑渤や地壇どの駁鋤）。

場所の人文的特徴を記述し，それを比較する。 それの場所の人文的特徴を認識し，特徴を比較する（宗教や ・場所の形成において気候が果たしている役割を分析する
・地元のコミュニティーを観察し，人文的特徴を言葉やス 言語にみる文化，政治，科学技術の利用，人口構成，蒸発の水準）。 （嬬，降水量，風の桝）。

ケッチで記述する（餅瀞や住居，舗，エスニ汚イー，宗敦）。記述にあ ・写真を使って，文化景観の類似性と差異性に関する仮説 ・場所の形成における侵食作用の重要性を記述し，それを
たっては，自然的特徴を体系的に把握する情報整理表を を定立し，それを正当化する（マイアミとラテンア刈力の榔市の街触景） 解釈する（コッド岬のマリブ断崖や駈）。

利用する。 ・地図，地球儀，衛星画像，表を使って，人文景観の時間 ｛c｝場所の特徴を形成する社会的，文化的，経済的作用を説明
・様々な視覚教材や情報源，資料（写真，写真，図表，新聞纏）を使っ 的変化に関わる原因と結果を推論する（都市の厳，森林の伐採，輸送シ する。

て，地域の人文的特徴を記述する。記述にあたっては， ステムの醗）。 ・場所の特徴に影響を及ぼす文化を記述する（鵬，食事の好み，各性

次の問いに答える。人々はどこに住み，どのような仕事 ｛c三所の自然的，人文的特徴を形成する科学技術を認識し， の役割，資源利用，信仰体系，輸送通信手段）。

に携わっているか。余暇をどのように使っているか。 それを分析する。 ・科学技術の発達にともなう場所の変化を認識する（農業革命と
・ボール紙，木材，粘土，その他の材料を使って，地域の ・場所に影響を及ぼしている科学技術の諸形態を分析する 産業革命がもたらした発展，自動享の発明，大規模農業に必要な農業樵械の開発，コンピューターの発明）。

人文的特徴をあらわしたモデルを作成する（土地利用のパターン，住 （合衆国北東部の回廊地書に影響を与えた19世紀の鉄道と20齪の衛星通信）。 ・経済的，政治的，人口的特徴に起因する場所の賭特徴を
宅地域，公共サービス獺の齪）。 ・科学技術と人間の関心が景観の人為的改変と地域的差異 分析する（州立大学の立騨小さな柵に与えた桝，繊医療センターの立地が高齢住民に与えた

｛c｝ローカルからグローバルまでの様々なスケールで，様々な に及ぼす影響を評価する（熱舗林の伐採，河川へのダム轍，雛生伽居住麟の 瀦〉。

場所を記述し，それを比較する。 鱗，湿地の醜化）。 （d｝人聞と自然環境の相互作用が場所を形成するしくみを吟味
・地元のコミュニティーを観察し，自然的人文的特徴を記 ・外部とは隔絶したコミュニティーが，科学技術の導入し する。

嫁する。またその特徴を，近隣のコミュニティーまたは たことで次第に変化してゆく過程を説明する（高速道路の建設，バ ・自然的特徴を活かして，その場所を多様な用途に利用し
国内の他地域のコミュニティーと比較する。・様々な図解教材と情報源を使って，地域の自然的人文的 ラポラアンけとコンピューターの導入）。 てゆくことの特長と限界を認識する（氾灘，麟，ツンドラ，懸帯，河

の渡し場，翻地帯）。

特徴を記述する。記述にあたっては，分布にある程度ま ・自然的特徴を改変する人間の営為が（合細における州職網の鰍，
とまりのある要素に注目する（幹縦路に隣下るコミュニティー）。 与える諸影響，農業が土地利用および植生の改変に与える諸影響，集落が道路建設に与える鰭影響）。 タイにおける織培のための細），その場所を周囲から際立たせ，場所

・ボール紙，木材，粘土，その他の材料を使って，地域の ・集落パターンに影響を及ぼしていることが予想される地 の価値を高めてきた過程を説明する。
自然的人文的特徴（地形，孫，粧，土地利用のパターン，住宅地域）をあらわ 形や気候，植生，資源，歴史的事件などの自然的，人文 ・場所の人口増加や都市化の影響を評価する（メキ泊汚イーやロサ

したモデルを作成する。 的特徴に注目して，地域の人口分布を地図化する。 ンゼルス，ミラノの大気汚染，都市圏の急激な拡大にともなう農地の減少）。

（d陽所を特徽づける自然的，人文的作用を記述し，それを脱 ・日記に毎日の風向きや気温，降水量などの天候を記録す
明する。 る。また日々変わることのない地域の一般的条件を把握
・地図やその他の図解表現を使って，地形の形成に影響を し，地元コミュニティーの天候を規定している諸要因を
及ぼしている自然的，人文的作用を記述する（侵食と堆積醜形に 説明する。
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…・場所：ζ地域、1 自然システム 人文システム 環境と社会 地理の効用

スタンダード5： 地球の複雑さを解釈するために，地域をみい出す

第4学年までに，生徒は， 次のことを知り理解する。 第8学年までに， ．生徒は次のことを知り，理解する。 第12学年までに，生徒は次のことを知り，理解する。

1．地謡的特徴が統合された地球表面の一片としての地域の 1．地域の要素と形態。 1．地域を定義する複数の基準。

概念。 2．地域の変化とその要因。 2．地域システムの構造。

2地域聞の類似性と差凝性。 a地域聞の結節。 3．自然地域システムと人文地域システムの相互結合。
3．地域は， いかに変容するか。 4．地域の名称やイメージがもたらす影響と結果。 4．地域の概念を応用して，地理問題を分析する方法。

したがって， 生徒は次のことができる。 したがって，生徒は次のことができる。 したがって，生徒は次のことができる。

｛a｝自然的基準と人文的基準を遁臥して， 地域を画定する。 〔a｝地域を定義する碁準を認識する。 （a｝地域を定義するときの基準をリストにし，その基準の変化

・類似性と差異性がみい出される範囲に境界を引き， 等質 ● 空閥的スケールの異なる地域の事例を，具体的に提示す を脱明する。
地域を抽出する（㈱繊，公醐域，工業繍，住宅の賠繊と希親域）。 る（糊，大陸内面地域，国家，獅）。 ・地域を構成する自然的，人文的要因を認識する（ロシアの肥沃な

・人間の営為または人文的特徴の空間的パターンに起因す ● 地域の中心的特性を捉える基準を提示する（販売地域の本部としての 三角地帯を構成する土壌，気侯，檀生。ポルトガルを地域として確立させている共通の言語，宗教，歴史）。

る地域の多様性を認識し，それを記述する（政治騒，人ロ騒，経 町，幣束郎の交易の中心地としてのアトランタ，交通の中心地としてのアムステルダムなど）。 ・条件が変化すると，地域に新しい構造が形成されること
済地域，舗地の。

● 地域の自然的特徴と人文的特徴の相互関係を記述する を説明する（カリブ醐域からお金と玉簡が新た1こ濾したことによるマイアミと陶ロリダの再構

・様々なスケールで自然環境を研究したり，フィールドノ （サンベルトの温暖な気侯と，引退者の人気との関係） 成。ヨーロッパの檀民地支配が終結し，経済的政治的再統合が進んだことによる南アフリカの再構成）。

一トや地図，その他の情報源を活用して， 自然地域を認 〔bl地域の類型を認識する。 ・かっては別の基準で画定された地域が，現在ではまた別
識し， それを記述する（地形騒，土壌繊，六賊，気宇繊，河川流域）。 ● 等質地域の設定基準とその事例を提示する（漁区，巡回裁判地区， の基準で画定されている理由を説明する（磯と麻哩地から，概

㈲地域を相互に比較し， 違いを明確化する。 合細の州）。 の中心地へと移行したカリブ海地斌。19世紀から20世紀の大半｝継物工堵と靴工場の町として知られてきた

・2つの近隣地域を比較して，似ているところと異なると ● 機能地域の設定基準とその事例を提示する（カリフォルニア繭おけ が，1980年代から90年代にかけてハイテク産業の町に生まれ変わったニューイングランド）。

ころを明らかにする（齪の繊，翻の撚，歩道鮪無，粧の鴨，住民の鮪など る「ロサンゼルスタイムス」の購読回，プロスポーツチームのファン国）。 ㈲地域システムの類型と組織を記述する。
の人文的特徴の1り）。また， いずれの近隣も， 同じように近隣

「
● 認知地域の設定基準とその事例を提示する（合細の聾ベルト， ・等質地域，機能地域，認知地域，それぞれの差異を認識

地域」 として規定できる理由を説明する。 フランス宙部のリビエラ，アメリカ大砂漠など）。 する（顯地域：砂漠繊のように，ある一りの共通の徽を獣た地域応能繊：合細の連邦銀行シ

・生徒の居住している地域と，他の大陸の地域を比較し， ｛c）地域の時闇的変化と空聞的変化を説明する。 ステムのように，山分の相互依存的な関係で成り立つ地域。認知地域：南都地鳥を意味するディクシーやラスト

それぞれの似ているところと異なるところを説明する。 ● 地図やその他の図解表現を用いて，10方面との地域変容 ベルトのように，一般に受け入れられている概念構成物としての地域）。

・図解教材， 一次資料， 物語，資料集を使って， 同じ緯度 と，その変化が場所の特徴に与えた影響を表現する（192 ・機能地域の結合関係を説明する（赤地雛，近隣のコーヒーショップや市役所

に沿った世界賭地域の地理的特徴を比較する（急一著ーリンズの ’0年代と競在のピッツバーグ，1930年代と現在のカザフスタン，アラル海地域）。 ，郊外のショッピングモールを結節中心として成り立っている）。

海岸平野，カイロのナイル川流域，上海の黄河流域）。
● 地域の交通が， 人々の日常生活に及ぼす影響を評価する ・地域の概念は，地表面の複雑さを単純化するのに使われ

〔c）地域の自然的特徴と人文的特徴の歴史的変化を記述し，そ （蹴践の建設，縦醸退，空港の建設）。 ることを認識する（ある1りの繊轍数の地域に瀦成することで，テーマや開を回し

の変化がもたらした影響を認識する。 ■ 地域的特徴の変化を促す諸要因を説明する（経済発展，交通の一難 やすくなることがある）。

・同一地域の過去と現在を対照的に提示し，地域の変化を ，移住，メディアがりくるイメージ） 〔c｝地域の人文的変容，自然的変容を認識し，その変化の要因
認識する（人口の規模，エスニック繊，三等の文㈱徽，餅渤，腿報，料理法，余暇の ｛d馳域の結節を説明する。 を説明する。
過ごし方）。

● 地図を用いて， 地域間の人文的結節と自然的結節を表現 ・地図を用いて，地域境界が変化する理由を説明する（人口移

・地域の内部構造あるいは地域の機能にみられる変化を認 する（河川の分蝋剛の濾システム，断賜の繊的つながり）。 動や環境破壌，生産／市場パターンの鋤が，地域の境界を変化させる）。

識する（ショッピングセンターや織，工場の建設）．
● 食事の好みや使用言語などの文化を手がかりにして，移 ・世界の政治的境界が変化する理由を認臓する（職の幽に分割さ

・地域の高齢者への質問事項を作成し， これまでに経験し 民が地域間の文化的つながりを形成してきたことを説明 れたために，数世記にわたって幾度となく国境が変化してきたポーランド。天然資源への接近を阻止しようとす

てきた地域の変化（腿手酔貼，醐，蝶，周辺蹴の変化など）について する（合細の大姉では発行されているスペイン蜥聞，大櫛にあるエスニック飾の小鷲）。 る戦争と領土紛争のために，海への出ロをもたない内陸国となったボリビア）。

話を聞く。 最後に聞き取りの内容をまとめる。 ● 地図や表， グラフを使って，合衆国と世界諸地域の貿易 ・地域変容を促進させる緒要因を説明する（人々の移住や群蹄，投資

関係と，その他の結合関係がもつ重要性を説明する。 などの人文的要因，気候の長期的変動や地震活動などの自然的要因）。

回地域の名称やイメージがもたらす影響，結果を吟味する。 ｛d｝地域システムの構成のされ方を説明する。

● 低開発国地域という表現よりも，発展途上国地域という ・都市が地域システムに組識されるしくみを記述する（嬬市
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表現が一般に使われている意味を説明する。 と小都市は，財とサービス，人関の流れで結合している）。

・地域名の由来とその影響を評価する（サンフラ；棚コのツインピークス， ・政治機構と政府を地域システムとして吟味する（村，町，市，
ワシントンのキャピトルヒル，南都のラストベルト）。 郡，州，国という行政単位のヒエラルキー。選挙区，地区，郡，州，全米という政党構造のヒエラルキー）。

・地域イメージを植え付けている出来事を吟味するくマイアミの ・政府や企業体が形成する地域システムの構成を記述する
犯罪，カリフォルニアの自然災害，ベルリンの壁の朋壊）。 （ハブ空港を中心にして各地に広がる航空概の鵬，郵便配達の番号制度，埴域単位にして指定される社会保障

番号）。

｛f｝地域の概念を応用して，地理的問題を分析したり，地理的

問いに答える。

・ある地域が，合衆国史上または世界史上，独自の存在価
値をもちえた理由を認繊し，それを説明する（南北戦輔の南和
ットンベルト，ファラオ統治下のナイル川流壊，モンゴル人統泊下のインド，20世紀末の環太平洋地域）。

・過去および現在の地域同盟に加盟している場所を認識す
る。（第1次跡大囎の中鯛，1990靴のヨーロッパ齢の）加盟国の視点から

これらの地域同盟の特質と課題を評価する。

・世界各地域で起こっている紛争の歴史的理由を検討する
（東南アジア，アフリカの角，バルカン半島の魍）。

｛e｝地域システム内部と外部の結合を解釈する。

・地域内部と地域相互の関係を具体的に記述する（都市における近

轟の相互結合，大醤市圏における自治体の結合，軍事。経済同里における姻の対立）。

・地域システムの内的結合関係を具体的に記述する（鱗飾を
選定する際の根揚となる，自然的人文的特微の搬性）。

・自然環境と人文環境が，地域内部と地域相互でシステム
を形成していることを説明する（ダムおよび堤防を黙するために創設されたテ

ネレ川流域醗麟）。
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空間的世界’縁齒潟ﾌ地域ii自然システム　人文システム　環境と社会 地理の効用

スタンダード6 ：文化と経験は，場所と地域に対する人間の見方にいかに影響を及ぼすか

第4学年までに，生徒は，次のことを知り理解する。 第8学年までに，生徒は次のことを知り，理解する。 第12学年までに，生徒は次のことを知り，理解する。
1．様々な見方を基に，自分たちの住むコミュニティーと地 1．個人の性格が，場所と地域の見方に及ぼす影響。 1．場所や地域が，個人や社会の象徴として機能する理由。
域を記述する方法。 2．文化と科学技術が場所と地域の見方に及ぼす響。 2．社会内部の人聞集団ごとに，場所や地域の見方が異なる
2．人によって員なる，場所や地域に対する見方。 3．文化的シンボルとしての場所と地域の意味。 理由。

3．場所や地域に対する人々の見方は，文化の変化とともに
いかに変致してゆくか。

したがって，生徒は次のことができる。 したがって，生徒は次のことができる。 したがって，生徒は次のことができる。
｛a）多様な方法で，場所と地域を記述する。 ｛a）様々な見方から捉えた場所と地域の特徴を評価する。 ｛a）場所や地域は，個人のアイデンティティーにとって，また
・場所や地域（自分錐んでいる町，殿触脱，リクリエーション繊など）に対する ・生徒の住むコミュニティーにおいて，ある利用方法が提 バラバラに分解した社会を統合する象徴として■要な意味
生徒の見方（メンタルマップ）が現れたポスター，コラージュ， 案されている土地について，人々が抱いている多様な見 をもっている理由を説明する。
その他の表現物を作成する。 方を情報収集する。またコミュニティーにとっての最善 ・人間が場所や地域への愛着を表現しようとするときの方
・友人とスケッチマップや絵を交換し，お互いの表現を比 の事柄という視点から，人々の見方を分析する。 法を解釈する（エッセイ，戯，詩，朋小説，囎，「ゴッド・ブレス・ア刈加や「美しき

較して，同じ場所に対する見方の違いを発見する（詳歌磁 ・様々な人々一ホームレス，ビジネスマン，タクシー運 アメリカ」などの古鋤音楽作品）。

していること，表現の力点はどのように違うか，似ているか，表現は，肯定的か否定的か） 転手，警察官，観光客一の見方から，場所または地域 ・個人の場所の見方に影響を及ぼす視点を説明する（理糊婦
・子どもの関心や価値観の変化に注目して，地元コミュニ を評価する。 住空関に関して見方を異にするエスニック集団，孤島の利用方法に関して見方を異にする環境保護主義者と不動

ティーに対する生徒の見方の歴史的変化を説明する。 ・文化的出自の異なる人が，場所や地域をどのように定義 通魔業者）。

㈲人によって異なる場所や地域に対する関心，捉え方を比較 し，抽出し，命名しているかを比較する（新い分踊の街路の名称に ・場所がもつ象徴的意味を認識する（イスラム雛と判スト糠，ユダヤ教徒

する。 注目する。場所や地域の名群には，ある出来事や原理原則，英達，理想が象微的に表現されている）。 にとって聖なる都市とみなされているエルサレム。合衆国の戦死者を讃える高所とみなされている国立アーリン

・ロールプレイ，シミュレーション，その他の学習活動を ｛b）科学技術が，文化集団の場所または土地に対する見方に， トン墓地と無名肚の墓）。

通じて，人によって異なる場所や地域に対する見方を記 あるいは土地利用の方法に及ぼした影響を説明する。 ㈲個人によって場所や地域に対する見方が員なることを，年
画する（子ども，囎，ジョガー，公酢業員は，それぞれ重訳どのようにみているか）。 ・科学技術が，乾燥地域の土地利用に及ぼした影響を説明 令，性別，社会階層，エスニシティー，価値観，信仰シス
・インタビューを企画し，同一の場所や地域を，年令，性 する（エアコン，灌漉設）。 テムの各視点から証明する。
別，エスニシティーの異なる人々がどのようにみている ・文化集団が自然環境に対する見方を変えるのに，科学技 ・男性と女性でみられる地理感覚の個人的違いを推論する
かについて，情報を収集する。収集した情報は，内容ご 術が果たした役割を明らかにする（イヌイットの蟻に騨を与えたスノ弍 （購の見方，堵齎の安全性に対する見方，空聞の構成のされ方）。

と（鐡鰍など），対象者の類型ごと（ラワリカ系ア油倉人の10糊性，メキシコ ”ビル，沼沢地を旅行する観光客に影響を与えた沼地専用自動車）。 ・個人の社会的経済的背景が，場所と地域の見方に及ぼす
系ア刈力入の二三，白入ア刈力人の甜者雄など），反応ごと（好き／嫌い、顛／どう ・地域，場所に対する人々の文化的態度に影響を及ぼすご 影響を推論する（公営腔や高舗市住宅，幹曲路添いの酷街に抱く，各人の肋。

でもいいなど）に整理する。 とを目的とした広告を具体的に指摘する（ミュージックビデオに使われ ・場所と地域に関するステレオタイプを説明する（「野性的」を想

・ある場所を詠んだ歌や詩，物語を分析し，その作品に特 ている都市環境，自動車のコマーシャルに使われた山岳景観など）。 起させる西濁，「貧困」を連想させるアパラチアの全域）。

徴的な場所に対する作者の感情を推論する。 ｛c）文化が，人聞の場所または土地に対する見方に及ぼす影響 ｛c）文化の変容にともない蛮化してゆく，場所や地域に対する
を認識する。 人々の見方を分析する。
・宗教や信仰システムが，土地利用に関する人々の伝統的 ・農村的社会から都市的社会への移行が，人々の環境の見
価値観に影響を及ぼした事例を指摘する（イスラム簾とユダヤ簾の 方に及ぼす影響を説明する（血膿退密な肺加が試するにりれて，またがって鉱

食習慣が，中東の土地利用に与えている影響）。 山だったゴーストタウンが遊びやギャンブルの中心地に変貌するにつれて，農村のリクリエーション地域として

・他文化に属する若者が書いた物語を読み，国内のどのよ の勤醐大する）。

うな景観に，美や価値をみい出しているかを確定する。 ・所得の向上，寿命の延長，または老化に対する態度が，
・母国の慣習をそのまま携えやってきた合衆国への移住者 居住地の選択に及ぼす影響を説明する（フロリダやアリゾナにある，弓1退

について，彼らの変わらざる関心を説明する。 者を中心としたコミニティー）．

〔d陽所や地域が文化的象徴として機能している事例を取り上 ・ある居住環境の占拠系列を吟味する（二三岸の鵜二合，それまで原

げ，それを脱明する。 住民が住んでいた土地に，19世紀中ごろから徽家がやってくる。後にそこには，狩猟や灘，交易を目的と

・都市を代表する，または都市を象徴するようになった建 する居留民，捕鯨や漁業に携わる季節労働者，油田を探す地質学者らも諸外国から訪れるようになる）。

築や構造物，彫像の写真を，雑誌広告やその他の情報源
から収集する（サンフラ万スコのゴー房ン・ゲート・ブリッジ，シドニーのオペラハウス，セ

ントルイスのゲートウェイ・ブリッジ，ロンドンのタワー・ブリッジ）。

・生徒に地元コミュニティーの地図を描かせ，文化的アイ
デンティティーを表しているランドマークを読み取る。
同じ分析を，州の州都や地域の大都市でも行なう。
・特定の地域を想起させる歌をリストにし，その歌が連想
させるイメージを認識するく「ワ1げング・マチルダ」とオーストラ1）ア，「ボ1励

・ポート・ソング」とロシア）。
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空間的世界　場所と地域1：1：魯然湯払－『li人文システム　環境と社会 地理の効用

スタンダード7：地表面にパターンを形成する自然の作用

第4学年までに，生徒は，次のことを知り理解する。 第8学年までに，生徒は次のことを知り，理解する。 第12学年までに，生徒は次のことを知り，理解する。
1．地球の自然システムを構成する翼素：大気圏，岩石圏， 1．自然的作用に起因して，自然環境が形成されるしくみ。 1．地球の自然システムを構成する4要素：大気圏，生物圏
水圏，生物圏。 2．地球と太陽の関係は，自然の作用やパターンに対して ，岩石圏，水圏のダイナミクス。
2自然的作用に起因して，地表面には，事象のパターンが いかに影響を及ぼすか。 2．地球の自然システムの相互作用。

a綴山並轟瀧謝’態お磁麟欝駕
3．自然的作用は，資源の形成と分布をいかに規定するか。4自然的作用が，地表面に及ぼす影響を予測する。 3．地表面の自然的作用に起因する，またはその結果として

ﾌ空間的多様性。

したがって，生徒は次のことができる。 したがって，生徒は次のことができる。 したがって，生徒は次のことができる。
｛a｝地球の大気圏，岩石圏，水圏，生物圏を構成する自然の賭 ｛a泊然的作用の概念を用いて，自然環境のパターンを脱明す （a｝自然的作用が，合衆国と世界の賭地域に及ぼしている影響
要素を認識し，記述する る。 を肥述する。
・授業用教材として開発された写真，または教師が自身で ・水や氷の侵食作用が，地形を形づくる過程を説明する（水 ・過激な自然現象が，諸地域の集落に及ぼしてきた影響を
描いたスケッチを使って，地球の自然システムを構成し と荒麟，氷と氷船，演浪と断崖）。 説明するく合細東部とカリブ醐岸に畷娘盛与えだ、リケーン，トルコや日本，ニカラ搾を

ている賭要素を区別する（岩崩の鼎隷として，山地，丘陵，台地，平野，河谷， ・地震帯または火山活動のように，ある事象のパターンが 徽し娩震）。

半島など，水画0具体事象として，海，池，河川）。 地殻プレートの周縁部と対応している理由を説明する（環 ・洪水やハリケーンなどの自然災害が景観を大きく作りか

．麗雛聾勢鴇画面魏述響二漏出を
太平洋火山轄，カリフォルニア沿岸部のサンアンドレアス断層）。・海流の循環システムと，それが気候に及ぼす影響を記述 えてきたことを，地図に表す（1993年夏のミシシッピ川の砥は，イリノイ州』

窿Aイオワ州，ミズーリ州の河川流域の構造物を破壊した，また，1992年のハリケーン：アンドリューは，

ては，写真や地図，グラフを利用する。 する（北幸滞流と酌一ロッパの澱な気侵）。 刀リダの海牌を改変した）。

・地表と地下における水の存在形態（河川，池，海，雨水，帯水層，地下水，塊 ｛b｝自然的作用の概念を用いて，本作用の生成を脱明する。 ・乾燥環境に生起している自然的作用を記述する（砂漠化，土壌の

山塊）に注目して，水循環のモデルを作成する。 ・いくつかの場所の気候グラフを作成，分析し，各地の気 荒廃，鉄穂水，砂嵐，砂の移動，土壌侵食，塩の蓄積など）。

㈲自然的作用によって，地表面に事象とそのパターンが形成 候に類似性と差異性がみられる理由を提案する。 ｛b｝自然地理学の概念を使って，地球の自然的作用とそのバタ

亨盤際導麟載の自然環境と，その自然蹴が地 ・自然的事象が類似している世界の諸地域を比較する（ネバダ
ﾆ中国西蓬の砂漠地域，ロシアとカナダの亜北極圏地域）。

一ン，および大気循環を説明する。・大気循環や気温，湿度の相互作用で形成される気候タイ

域に働き掛ける作用を記述する（天候，地鑓動，波浪，瑞と撤，動，土 ・適切な地図を使って，自然的作用の相互関係を一般化す プについて，その分布を説明する（灘性気艮と燈性気候）。
壌形成のプロセス）。 る（繊と雪嵐，証）。 ・鋭角的な地形（ビュートやメサ，郵船または腫，尾根と谷のシステム）を作り出

・地図や写真を比較し，解釈して，自然的作用が地表面の
柾ﾛに及ぼす影響を説明する（気侯と天候の鋤への輝，侵食と綴の筋への

｛c｝地球と太陽との関係で，地球の自然的作用とそのパターン
@が形成される理由を説明する。

．畜黒鱗茎鵬囎騰騰魏麺を説明する（髭
闘，地滑りの丘陵への桝）。 ・ダイヤグラムと地図を使って，地球と太陽との位置関係 界の楓甑，繊）。

・世界の様々な地域の気候条件を比較する。比較に際して が，地球のエネルギーの水平分布と垂直分布に影響を及 （c）地球と太陽の関係に起因する相互作用を説明する。
は，赤道からの距離，起伏，暖流や寒流からの距離を考 ぼしていることを記述する。 ・地球の地軸の傾きが，北半球と南半球の季節変動に及ぼ
呈する。 ・様々な天気事象の成因を，太陽と地球との関係の年変化 す影響を記述する。

（c汰陽との関係における地球の位置が，地球の出来事や状況 という視点から説明する（秋に下鞘繊を襲うハリケーン，靴夏に中墨繊を襲 ・（冬夏）至点と（春秋）分点の差異と，それぞれの成立理由
に及ぼす影響を記述する。 う竜巻と洪水）。 を説明する。

●懇踏襲皇儲う綴躍麓論証幽思欝奮 ・季節風にともなう降水パターンを，太陽と地球の関係の
N変化という視点から説明する。

・温室効果がさらに高まった場合，未来の世界的気候環境に予想されるシナリオを描く。

季節を説明する。 ｛d｝非再生資源と再生資源が生産される過程を記述する。 （d｝地球の自然的作用が，動態的でかつ相互依存的なものであ
・昼間の長さが，世界の様々な地域の人間活動に及ぼして ・化石燃料が生成する過程を記述し，その過程を具体的な ることを記述する。
いる影響を説明する（麟嗣度の採用，合掴の学雛，樋海沿岸における醐と欄 場所を取り上げて説明する（アパラチア蝋やイ判ス肋石炭は，もともとは熱帯 ・海底には，大陸や海盆を形成する動態的作用がみられる
の活動）。 地域で形成された。これらの地域は，地殻運動の結果，現在では石炭が形成されることのない高緯度地面にまで 理由を説明する。
・種苗カタログに掲載された生育期についての説明書と， 鋤してきている）。 ・地形の変化と気候の影響の相互関係を説明する（降水による丘陵

合衆国農務省が発行する農業生産困難地域を示した地図 ・地勢図と気候データを基に，様々な地域の潜在的水力発 斜面の侵食，氾濫による流出物の堆積，風による地表面の形成）。

を，相互に関係づける。 電能力を予測する（スウェーデン，デンマーク，ワシントン州，カンザス州の発朧力）。 ・気候変動を引き起こす原因，ならびに気候変動が海水面
・世界の農業パターンを，肥沃な土壌の分布と，その土壌 や農業生産，人口分布に及ぼす影響を認識する。
を生成する自然的作用との関係において説明する（綿撫培と
，ミシシッピデルタの肥沃な縦の臨）。

㈲ある自然的作用が，地表面に及ぼす賭影響を予測する。
・過激な天気現象が，自然環境に及ぼす影響を予測する（ハ
リケーン醐岸の生白に与える桝）。

・大雨が，丘陵斜面に及ぼす影響を推論する（山火事のあと，または山
羊の過剰放牧のあと）。　　　　　　　　　　一

・地球の地殻プレートが継続的に移動し続けた結果，予想
される事態を予測する（大陸の鋤，顧，火山活動）。
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濠

空間的世界 場所と地域
；：・首然ジステム；1・i：

人文システム 環境と社会 地理の効用

スタンダード8： 地表面における生態系の特徴と空間的分布

第4学年までに，生徒は， 次のことを知り理解する。 第8学年までに， 生徒は次のことを知り，理解する。 第12学年までに，生徒は次のことを知り，理解する。
1．生態系の構成要素。 1．生態系のローカルなパターンとグローバルなパターン。 1．生態系の分布と特質。

2生態系の分布とパターン。 2．生態系のはたらき。 2．生態系の多様性と生産力。

3．人闇と生態系の相互関係。 a自然的作用は， 生態系をいかにして変化させるか。 3．環境問題を理解する上での生態系の概念の重要性。
4．愚問の活動は， 生態系をいかにして変化させるか。

したがって， 生徒は次のことができる。 したがって，生徒は次のことができる。 したがって，生徒は次のことができる。
〔a｝様々なスケールで生態系の構成要素を記述し，それを図解 ｛a｝ローカルなスケールからグローバルなスケールにおいて， ｛a｝土壌と気候，動植物の生活にみい出される相互関係を解釈
する。 生態系の分布を脱臼する。 し，生態系の分布を分析する。

・地元の生態系を構成する諸要素を抽出し，それを生態系 ● 写真やイラス トなどの媒体を使って，様々な生態系の存 ・太陽エネルギーと水供給の各視点から，一定範囲におけ
のジオラマモデルに配置してゆく。 在とそれらの違いを記述する（渤相と鋤相当い麺ラージュを心する，地 る植物群落の特質を分析する。
・様々な生物（菌類，昆虫，植物，動物）の写真や実物モデルを適切に 元の生態系をビデオテづに｛聾する）。 ・気候や土壌などの自然的特徴が，生態系における動植物
並べ変えることで食物連鎖を説明する。 ● 土壌や気候の地域的差異，また人間と自然の相互干渉に の数や種類，分布を規定していることを記述する。
・植動物の群落とそれらが実際に生存している自然環境を 起因する場所による生態系の差異と，そのような差異が ・生態系にはその場所独自の土壌形成が促される理由と，
認識し， それらを比較する（海牌帯に鵠する瀬と海辺樋，草原地帯に蟷す 生じる理由を説明する。 その作用を記述する（気候型，基岩嫉，土地瀬，燗渤の桝）。

る草木や瀬，融）。
o 人間の干渉に起因するローカルな生態系の変化を認識す ｛b）多様性と生産力の各視点から，生態系を評価する。

〔b｝生態系の分布とパターンを認識し， それを説明する。 る（氾濫原における鹸活動が拡大した結果，農親になった河川流域の湿地）。 ・それぞれの生態系に備わる生産力についての知識を応用
・動植物の種と，それらの種が生育する植生や気候地域を ｛b）生態系の機能とダイナミクスを説明する。 して，システムの性質に関して結論を引き出す。
結びつけた解説文を作成する。また， 解説文の内容を， ● 生態系の動物相と植物相を認識し，それらが相互に結合 ・多様性と生産力の水準に基づいて，生態系をカテゴリー
絵やその他の視覚イメージとして表現する（北ア刈力の輯度疎 し，相互依存関係にあることを相手に伝達する。 化する（臓の低噛勤，中撒の森林と熱芸林の高姓産力）。また様々な生物
林地帯に生息する動植物，アフリカの熱帯雨林にみられる動柱物の種）。

● 生態系におけるエネルギーの流れと，物質の循環につい との関わりからみた生態系の潜在的価値を記述する（生命体

・生徒の住む州や地域のスケッチマップを使って， 動植物 て説明する（食髄鎖や水面）。 への酸素の供給源として，原住民の食料源として，国際貿易の原料の供給源として）。

とその生育地を組み合わせて図示する（熱に下する励，都市でも生 ○ 食物連鎖を構成する各要素の補食関係とその位置につい ・土地利用との関わりで，それぞれの生態系に備わる能力
育できる動物と掛木，海岸や湖沼，河川付近に生息する動植物）。 て説明する（草軸物を食べる肉食鋤）。 を評価する（牧草地坪加イル当たり繍磯な牛の頭数）。

｛c｝人聞と生態系の相互関係を説明する。 ｛c｝生態系に影響を及ぼす自然的作用を説明する。 （c｝生態系の概念を応用して，環境問題に係わる諸論点を理解
・生徒が普段の生活で利用している資源をリストにまとめ ● 生態系のある固体群が，環境上の圧力に適応するために し，それを解決する。
る。次に， その資源が生態系において元々占めている地 採っている方法を説明する。 ・生物数の増大が，生態系に及ぼす影響を記述する（鋤鵡の
位をたどってゆき， 人間と生態系の相互作用と相互依存 o 富栄養価の過程を含めて，湖沼の生態系のライフサイク 次の蝕に残される汚染物質が増大し，さらに別の生命体に影饗が広がる）。

関係を理解すろ。 ルを記述し， それを説明する。 ・自然と人間の変化が，生態系に及ぼす影響を記述する
・人間が生態系を改変する方法をリス トにする（麟の伐採，水路の ● 生態系を， それ自体の特質と，自然界の出来事に起因す （エネルギー・フローと物質循環が断絶する，生物の種類が減少する）

醐，湿地の排水，火災の発生と漱）。 る圧力への適応能力という視点から説明する。 ・人間の手による自然の改変が，生態系に及ぼす長期的な
・植生と土壌が，人間の居住環境を規定している諸側面（建 ● Hydrillaのような外来種の広がりに適応しようとする河 影響を評価する（油汚染に起散る離酬，水系と麟に及ぼす桝。丁丁の使用に起

築や蝋に適した蜥）と，逆に人間が，植物や土壌を規定してい 川の生態システム。森林火災の後にも新たな動物相と植 因するオゾン層の破襲が，三関の鹸に及ぼす桝）。

る諸側面（燗がが行なうなう粧の改変や土壌の保全）を記述する。 物相をもって再生を遂げる森林。

（d｝人文的作用が生態系の変化を促進させることを説明する。
● 人間が干渉した結果， コミュニティー内外の生態系に生
ずる変化を認識する（農地となった氾蘇の湿蹄，住宅地となりた氾甑の農地）。

● 生態系の内部における人間活動が，炭素，窒素，酸素の
循環に及ぼすであろう潜在的影響力を予測する（娘汚染猷気
の温暖化を促す，エンドウなどのマメ類の栽培で，土壊に枯渇した窒素を供給する）。

● 世界の諸地域には，人間と生態系の多様な相互関係が成
卜していることをことを説明する（ラテンア刈力やフワリカ，霜アジアの

→墨で行れている移動農業の多橡なパターンと，その多檬性の理由）。
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麟

空間的世界　場所と地域　自然システム　：：1未文鍬払：：i：’環境と社会 地理の効用

スタンダード9：地表面における人ロの特徴，分布，および移動

第4学年までに，生徒は，次のことを知り理解する。 第8学年までに，生徒は次のことを知り，理解する。 第12学年までに，生徒は次のことを知り，理解する。
1．人ロの空聞的分布。 1．人皇の人ロ学的構成。 1．世界人ロの傾向とパターン。
2．（ローカルからグローバルまでの）様々なスケールでみた 2人目分布の空間的差異性の理由。 2．人ロ移動が自然システムと人文システムに与える影響。
人ロの特徴。 a人口移動のタイプと歴史的パターン。
a人ロ移動の原因と結果。 4．移民の場所の特徴に対する影響。

したがって，生徒は次のことができる。 したがって，生徒は次のことができる。 したがって，生徒は次のことができる。
｛a）人前の空面的分布を記述する。 ｛a）人離学のキー概念を用いて，多様な人ロ構成を記述する。 ‘a｝地球人ロの空間的分布の動向を予測する。
・生徒の住むコミュニティーまたは州の地図を用いて人口 ・自然増加，自然出生率，自然死亡率，幼児死亡率などの ・環境の変化にともなう人ロの空間的分布の変化について
の分布を研究し，観察されたパターンの成立理由を説明 概念を使って，発展途上国と先進国による人口増加率の 仮説を立て，それを検証する（綱の舘，砂漠化，海防の難，三期動）
する（市街埴から遠いところよりも近いところに居住する人が多いのは，翻に隣接して住みたいからだろ 違いを記述する。 ・社会，文化の変化にともなう人ロの空間的分布の変化に
う。州のある特定の場所により多くの人が居住しているのは，そこでは資源や就業の場が豊かに供給されるから ・人口学的に次の段階に移行したときにみられる，人口構 ついて仮説を立て，それを検証する（科轍勧発達，醜的対立，エスニ
だろう）。 成上の変化を説明する（性と年令）。 ック居住地の歓）。

・人口密度を示した合衆国の地図を研究し，人口密度の違 ・人位ピラミッドを用いて，各社会の人口構成を描く（人ロ構 ・社会，経済的状況の変化にともなう人口の空間的分布の
いと位置との関係を説明する（ミシシッピ川の醐よりも輔の方が，人口密度が 成が全体として若いケニアとメキシコ，人ロ構成が全体として高齢なドイツとスウェーデン）。 変化について仮説を立て，それを検証する（水の糊しやすさ，住宅
高い。内陸の山岳地帯や砂漠よりも東海岸や西海岸の方が，人ロ密度が高い）。 ｛b閲所の人ロ的特徴を分析し，人立のパターンを脱明する。 空聞，輸i嶽，教育と朋の機会）。

・人口分布を示した地図と，気温や降水量，生育期間の長 ・様々な国の人ロピラミッドを作成し，それらを年令構成 ｛b｝人ロ問題を分析し，この間題に焦点を当てた政策を提言す
さ，天然資源の存在，その他の自然的事象を示した地図 の類似性をi基礎にしてグループ分けする。 る。

を比較し，現在の人口分布の成立理由を説明する（搬に鱗 ・人口学の概念を理解し，それを，具体的な事例を用いて ・一曹ﾌ人口的特徴を変化させることを意図した過去およ
したところ，極度に寒いところには，人々はあまり住んでいない）。 説明する。また各国の人口の特徴を説明する（出生率，死亡率，人 び現在の政策を評価する（人ロ増加を幽する鹸の執行，ロシア人の家塾増やすご

（b）様々なスケールで，人ロ分布を記述し，比淫する。 ロ増加率，人目倍増用間，平均余命，平均的な家族人員）。 とを奨励した旧ソ達の藤）。

・地元コミュニティーに居住する人口の特徴を示した地図 ・人口統計を各国または各地域ごとに色分けして示した地 ・政府の人口政策が，経済的文化的な配慮の下で立案され
とグラフを作成する（エスニ汚イー，年令繊，白蔓と単船舷，朋者と失難の 図を作成し，この地図を基にして人ロパターンの趨勢を ていることを説明する（人々の信仰システムや食事に係わる蹴，労鋤の増大あるいは

敷，男性と雄の数）。 推論する（マ効スカルの人口醸，南アフリカの人賊乱）。 削瀧どの国家の要繭）。

・生徒が関心を抱いている人口の特徴を調べるための質問 ｛c｝各時期の移民の波を脱明する。 ・政府の人口政策が，人々の反対を受けることがある理由
事項を用意し，2クラスの生徒から情報を収集する。ま ・移民の波の原因と結果を認識する（13齪には，モンゴル人がアジアからヨ を記述する（政策は，しばしば，人々の文化的儲観や，織の規模，文化的蹴，信仰システムへ

た各クラスの人口を記述し，それを比較する（兄弟姉妹の数，学校 川島ッバに移動した，19齪の後半には，中国人が北アメリカの近縁に移動した）。 の搬と対立することがある）。

への通学距離，出生堆，誕生月，好きなスポーツ，飼っているペット，両親ならびに祖父母の年令）。 ・自然的障壁ならびにその他の障壁が，人口の流れを遮る ｛c｝人ロ移動を促す経済的，政治的，社会的要因を説明する。
・人口の特徴を表した地図とグラフを使って，2つの場所 ことがあることを認識し，それを説明する。また人間が ・人口の流動性および都市一地域間の相互依存が高まった
の人口特徴（平均軸，幼児死亡率，島人ロ，一人当たりの国内蹴鞠）を比較する これらの障壁を克服することができた事例を指摘する 理由，輸送システムの改善で地域的統合が促進された理
（州と州，国と国，ラテンアメリカとアフリカなどのような世界の地域と地域，東南アジアと東アジアのように （ベルリンの壁，アパラチア山脈とロッキー山地，南北朝鮮の閉ざされた国境線）。 由を説明する（合細の鎌的な欄路，全闘的雄蕊面白）。
単一地域を構成する2っの下位地域を相互に比較する）。 ・合衆国の都市一農村間の現在と過去の移住パターンを説 ・国際的な移民を促したプッシュ要因とプル要因を説明

（c｝人才移動の原因と結果を比較する。 明する。 する（政治的条件，鰍鋤機づけ，宗教籔値，織のきずな）。

・世界諸地域の移民を描いた物語を読み，それぞれの作品 ヒ｛d）場所の特徴に影響を与えた智嚢移動を記述する。 ・諸国が，移民政策と入国管理政策を確立してきた理由を
における移住の理由を議論する（学校に近い大きなアパートへ引っ謝家旋， ・各時代の様子がわかる地図と写真を使って，人口移動に 説明する（人磯模や人口磁を繍する移民顔，繍労儲ならび腓辮労儲への蔽に箔え

グレートブレーンズのホームステッドに移り住む東努の土地なし住民の自発的移動，南北アメリカに連れられて ともなう場所の変化を説明する（1940年代にイン随燵が頒され，ピン る姻管理）。

きたアフリカ人の強制的移動，アイルランドを飢餓に陥れたジャガイモ飢餓から逃れたきた遊民）。 ズー教徒とイスラム教徒が再編成される前後のニューデリー，19推紀中期にアイルランド移民が大量流入する ｛d）人ロ移動が，自然システムと人文システムに及ぼした影響
・自発的または強制的に移住せざるをえなくなった人物， 前後のボストン）。 を評価する。

家族の顛末を描いた日記を，または物語をかく（1890靴に ・人口移動の結果として生起する場所の特徴の変化を説明 ・大規模な移民が生態系に及ぼす影響を記述する（19齪のヨー
ヨーロッパを離れてアメりカに移住することを決意した家挨，1860年代に鉄道建設に従事するために合衆国 する（インド人が南アフリカに毒した擁，ア1レジェリア人がフランスに移住した桝，ぺけム人が合 ロッバ移民が，北アメリカの高原地帯に及ぼした影響）。

へ渡ることを決意した中国人男性，1980年代に仕事を求めてドイツにいくことを決めたトルコ人）。 細に移住した桝）。 ・農村から都市に向かう大規模な移住が都市に及ぼす影響
・自然地理が移住のルートや流れ，移住先を規定した諸側 ・合衆国の場合，人口移動のパターンが都市部のサービス を記述する（郊外の発展，証住宅の不足，インフラ擁への圧力，縣や消防南都耐一ビスの

面を，文章やスケッチマップにあらわす（川の硫は移民を谷齢へと 産業に顕著に反映していることを認識する（移民の間には，タクシー 賭足）。

移動させた，山は移住の障害となった，山越えのあと人々は混斗状に移動した，距離の長さは移住先についての 運転手，仕立屋，音楽教師，レストラン労働者から構成される階層構造が広く認められている）。 ・地域人口の増減を規定する地域内部の社会，経済的変化
憾の流れを与した）。 を記述する（1970靴から80鰍にかけて合剰瑞聯で生じた人口と朋機会の厭，合衆

国北東部の諸地誠における同時発生的な不況）。
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スタンダード10：地球の文化モザイクの特徴，分布，および複雑さ

第4学年までに，生徒は，次のことを知り理解する。 第8学年までに，生徒は次のことを知り，理解する。 第12学年までに，生徒は次のことを知り，理解する。
1．人々の生活様式に影響を及ぼしている文化的特徴。 1，（ローカルからグローバルまでの）様々なスケールでみた 1．文化が賭地域の生活様式に及ぼしている影響。
2地表面における多様な文化パターン。 文化の分布。 2．文化は，地域の特徴をいかに形成するか。
3．文化は，いかに変化するか。 2景観の構成宴素を文化の鏡として読み取る方法。 a文化の近似化および多様化の過程の空聞的特徴。

a文化は，いかに拡散するか。

したがって，生徒は次のことができる。 したがって，生徒は次のことができる。 したがって，生徒は次のことができる。
（a）様々な地域の文化的特質を認識し，比較する。 〔a）コミュニティーに反映した住民の文化的背景を認識する。 ｛a｝現代世界の協力と対立に文化が果たしている役割を比較す
・文化の構成要素を認識し，生徒自身が属する文化につい ・生徒の住むコミュニティーに，またはそれ以外のコミュ る。

て概略する。記述に際しては，各要素に少なくともユ回 ニティーに現われている文化の可視的諾要素を記述する ・政治紛争を促進させる文化的要因を認識する（購，エスニック，
は言及する（言語，社会襟，信仰，習慣，住居影態，経済活動，教育剣度）。 （建築橡式，スペイン語でかかれた掲示板，外国語でかかれた新聞の広告記事）。 宗教の違いは，1960年代にはサハラ以南のアブ1」カに，1980年代と90年間には中央ヨー：］ッパに，ま

・同一地域に居住する人々の，生活様式の違いを区別する ・自発的または強制的な移住の結果，都市内部に形成され た90年代には旧ソ連諸国に対立をもたらした）。

（17世紀の東督海岸地帯に生活していたネイティブアメリカとヨーロッパ人の文化的差異，現在のインドに居 たエスニック集団の居住地の存在を説明する（クウェートのフィリ ・諸地域を関連づけている文化的特質を認識する（スペインと芳
住するシUク教拷，ヒンズー教徒，イスラム教徒）。 ピン労唖者，ボストンのポルトガル人，バンクーバーのシーク教徒）， ンアメリカの一部の宗教的，言語的結合。イギリスとオーストラリアの言語的結合。イラン，イラク，トルコに

・文化の賭要素を用いて，各地域の子どもの生活を比較す ・世界諸地域からの移住の痕跡を，生徒の住むコミュニテ 居住しているクルド人のエスニック醗合）。

る（少年少妊取り巻く勲，資源，科学技繕，食料，継，社会搬，信仰，醐滋育）。 イーに，あるいは他のコミュニティーに発見する（電雛を用 ・合衆国の平和部隊のメンバーは，自分たちとは文化的伝
㈲地球全体の文化パターンを配述し，比較する。 いて，移住の痕跡とみなせる人の姓，エスニックレストラン，店，ソーシャルクラブをリストにする）。 統を異にする国々でどのように生活し，仕事をしてきた
・主題図を使って世界の文化地域について記述し，それを ㈲移住人ロを想妃させる特異な文化景観を認識し，それを記 のか，その方法を説明する（平和鰻のメンバーは，ア刈力と眼なる魏の食習

説明する（民納起源，宗教，政治醸，飾の好みなど）。 述する。 慣や社会習慣，生活様式，家族やコミュニティーの価値観に適応するための方法をどのように学習したか。また

・グラフや地図，写真等の視覚資料を準備して，世界の賭 ・西洋世界に形成された中国人街について，景観上の特徴 そのために，どのような瀟を受けたか）。

地域における生計維持の方法を比較する（メキシコにおける自給齪農 と文化的パターンを記述する。 ｛b》文化が地域の特徴に影響を与えるしくみを分析する。
業と賃金労働，合衆国と中央アメリカの放牧）。 ・19世紀の日本と中国に形成されたヨーロッパ人居留地に ・人口学的データ（出生率，余命，捨鞭亡寧）を分析し，地域の文化的

・文化を相互に比較し，同じ環境や資源でも，その使われ ついて，景観上の特徴と文化的パターンを記述する。 特徴を記述する（科学臨の発慰撫，文化的蹴，社会繊）。

方には文化によって違いがあることを理解する（フェニックスと ・19世紀初頭から今日にかけてアメリカ諸都市のイタリア ・世界の各地域で，女性に保証されている経済的機会を比
アリゾナ，エジヲトのリヤドの生活を比較する） 人返に形成された景観と文化の特徴的要素を説明する 較する（イスラムの伝雛会におけるベドウィン雄の生活と，スカンジナビア繭敏性の生活）。

｛c｝文化の変化を記述する。 ｛c）地球の文化的モザイク構造の形成において，文化の拡散パ ・国境に隣接する大都市および工業都市の文化的な変化と
・両親や祖父母にインタビューを試み，文化の変化を理解 ターンがもつ意味を記述し，説明する。 移民の流入パターンとの関係を記述する（大柿の農人労働，非器
する（合細ならびに世曲論域の社会にお1ナる姓の雛の変化，ラジオとテレビの甑｝こ伴う合細 ・20世紀における自動車の世界的な普及について醐訂し， 録外国人の存在によって，蓼藍中心部の文化的特激に変化が生ずるしくみ）。

の余言動の難など）。 それを報告する。また，自動車製造の技術がもっている ｛c｝文化的特徴が，しばしば地域を画定することを脱明する。
・先進国と発展途上国における女性の仕事を今昔を描いた 文化的意味を指摘する。 ・世界のある地域を他の地域から際立たせている人文的特
学習教材を用いて，仕事の変化の理由を推論する（合細とサ ・少なくとも4ヵ国の写真を組み合わせて，文化の拡散パ 徴を認謝する（古代スペイン煉落が合魍南酪に残した影響，ルネサンス巖にヨ噌ッパに

バラ以南のアフリカでみられる，食事の準備に係わる女性の役割の変化）。 ターンを表現したコラージュを作成する（中国，日本，インドネシア， 発達した商業主義と資本主義が，南北アメリカの経済活動に及ぼしている影響）。

・一沁送ｿと二次資料，イラスト，その他の情報源を基に
フィリピンに共通してみられる窪田の利用，合衆国，イギリス，カナダ，サウジアラビアに共通してみられる衛 ・文化地域を認識するにあたっての宗教の重要性を説明

して，文化的特徴の変化を記述する（子どもの翻，麟様式，主たる継 良妻を憂信ずるためのノ1ラポラアン升）。 する（仏酬輔アジアの社会的臓の形成に与えている影響，キリスト酬酉ヨーロッパの瀦，社会保

手段，食事の好み，住居形態，環境や資源に対する態度）。 ・16世紀，18世紀，20世紀における英語の世界的利用状況 障繊の磁に輸してきた役割）。

を示した一連の地図を作成する。また，英語の拡散を， ・1っの国家内部に，明らかに差異のある複数の文化地域
同じ時期の政治的，経済的変動に関係づけて説明する。 が存在しうる理由を説明する（過去4齪にわたる銀と維嚇一ンの蘇成

心した，カナダの文撹域の諸儲ウ。

回文化の近似化と多様化の空聞的プロセスを説明する。 ㈲地域を越えた同盟関係または多国籟組織が，文化の堅固性
・通信技術と輸送技術が，文化の近似化を促したことを記 を揺るがしうることを調査する。
述する（肝鱗やコンピューター，ジェット飛撒は，文化を樋に筋させっっ，遠く勲た蜥と ・非政府組織（NGO）が，様々な文化的文脈の場に受け入れ
の聞に緊肋ネットワークで形成してきた）。 られていることを説明する（赤十報の鮪と赤新月社の鞘の蘇）。

・文化の近似化を促す通信輸送技術が，同時に文化の多様 ・国際的な協力，同盟関係に生じた変化を認識し，それを
化も促していることを分析する（文傾団はこれら斜櫛を利肌て，賑 地図に表す（ソ醐難のNATOと旧WTO細，1960年の轍蛛のOPEC臓国）。
やエスニック集団のエリート意識を，あるいはまた文化的分離，独立童識を強化してきた）。 ・政治的経済的な同盟関係の今日的展開が，世界の文化地
・文化の近似化を促す文化的特質の広がりを，事例に即し 域の伝統的凝集性に及ぼすかもしれない影響を予測する
て吟味する（ロシアと東ヨーロッパに進出した乱国資本のファーストアドのフランチャイズ店， （統合後のドイツとその経済がヨーロッパ達合に及ぼした影響，NAFTAの結成が合衆国とカナダ，メキシコ

世界各地で科学者とビジネスマンの主要なコミュニケーション手段とみなされている英語，多くの口で人気を博 間頒賊係に与えた桝）。

している中華料理）。
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スタンダード11 ： 地表面の経済的相互依存のパターンとネットワーク

第4学年までに，生徒は， 次のことを知り理解する。 第8学年までに， 生徒は次のことを知り，理解する。 第12学年までに，生徒は次のことを知り，理解する。
1．経済三二の位置と空聞的分布。 1．経済活動を分類する方法。 1．経済システムの分類，特徴，空闇的分布。

2経済活勘の位置と空聞的分布に影響する賭要因。 2グローバルな相互依存の基礎。 2．規槙が員なれば，それぞれの場所は，経済活動の中心地

3．日常生活で利用されている輸送 ● 通信網。 3．経済活動の空閲的パターンの成立理由。 としてどのように機能するか。

4科学技術， 輪送通信の変化が，経済活動の位置に及ぼす 3．世界各国の経済的相互依存の強化。

影響。

したがって， 生徒は次のことができる。 したがって，生徒は次のことができる。 したがって，生徒は次のことができる。

｛a｝世昇の様々な地域に住む人々がとっている生計を営む方法 ｛a｝地理的文脈で経済活動を記述する時に用いる用語をリスト ㈲経済システムの空聞的分布を分類し，それを記述する。
を脱明する。 にし，それを定義する。 それぞれの経済システムが備える相対的特長を，生産性や

・世界の様々な地域について，財やサービスの生産を通し ● 世界の第一次産業を3っ指摘し，それを地図に表す（石雌 労働者の社会福祉の視点から評価する。

て基礎的な必要と欲求を満たすための方法を記述し，そ 業，小灘，サケ漁業）。 ・伝統的経済，統制経済，市場経済の各システムに備わる
れを比較する（食料を自ら鱗する発殿姻と店鷲入する先進国，剛合衆醐内における ● 世界の第二次産業を3つ指摘し，それを地図に表す（鉄鋼の 特質を記述する。また各国において，これらのシステム
甜の二叉動と姉の鰍鋤）。 製造とそれに必要な資源の世界的移動，靴の製造とその原料の世界的取引）。 が機能している状況を記述する（統雛済の鞘として北朝鮮を，伝麗済の事

・地図を使って，地域間の経済的結合を示す。また一般的 ● 第三次産業を定義し，それがどのような規模の集落でも 例としてブルキナ・ファンを，また三三経済の事倒としてシンガポールを配述する）。

に貿易が各地の生計維持の方法に及ぼしている影響を説 重要な役割を果たしていることを説明する（レストラン，映醐，ホ ・複数の視点から，各経済システムの特質と限界を評価す
明する（甑ア汀からエネルギー簸の乏しい工期へ幽している石油の流れ，駄平面帥ら合 テル，鞭店，病院，副D。 る（帽の経済学敵よる失業の考え方と，躰の麟学都みる失鞘の考え方）。

細順悲している竃気蜘磯れ）。 ｛b｝財やサービスの配達システムの空聞的側面を脱明する。 ・ある経済システムから別の経済システムへの移行期にみ

・様々な地域の生計活動を記述する。 各地の人々の衣食住 o 製造者から使用者までの製品の移動過程を図解するく鉛筆， られる地理問題を認議する（旧ソ猷おける獺経済から市糖海の移行）。

に関わる産品を生産している場所， またこれらの産品の 自躰，コンピューター）。 ㈲経済システムの空聞的側面を認識し，それを評価する。

原材料を供給している場所を，地図に表す。 ● 情報に基づき， ある年の合衆国の主要輸出品および輸入 ・消費者行動の調査を基礎にして，地元コミュニティーに
｛b｝経済活勘の位置を確定し， それを分類する。 品をリストにする。これらの商品が取引されている等外 立地する主要産業の市場圏を認識する（スールマーケット，ショッピン

・経済活動のタイプに応じてコミュニティーの土地を分類 国の位置を地図に表し， 貿易のパターンを認識する。ま グモール，銀行，ディスカウントショップ，テーマパーク）。

し，多様な土地利用を表した地図を作成する（工業，リクリエーシ た，そのようなパターンが成立する理由を推論する。 ・機能地域の一事例として市場圏を説明する（綱嚇読法，テレビ
ヨン，商業，住宅などの土地稠）。

● 世界貿易を妨げている様々な障壁を提示し，その障壁が ・ラ淋の視醜囲）。

・地図を使って，都市地域の経済活動のパターンを理解す 世界諸地域の人々に及ぼしている影響を推測する（瀞，天候 ・ある場所が，部品組立の工場として，または部品配送の

る。またそのようなパターンが形成される理由を推論す 不良による作物の不作，労働者のストライキ）。 センターとして，立地上で優位とみなされる理由を説明
る（中心業醜区，工業地区，ショッピングモール，娯楽余脇区，行政サービスセンター）。 〔c騒済活動の空聞的分布に関わる問題を分析し，評価する。 する（ノース加ライナの家蝦造工場と融工場，北メキシコの脇蝿髄工場，トラックセンターに

・生徒の住む地域や州， 国で産出する天然資源を利用した ● 地元または他のコミュニティーで営まれている経済活動 隣接した自躰齪の卸売り配齢社）。

経済活動の位置を確定する。それぞれの地域における同 の位置を認識する。それぞれの経済活動が，周辺地域に （c｝集落のパターンと経済活動，経済活動が立地している場所

経済活動の重要性を記述する（農業，鱗，灘，森林業）。 及ぼしている影響を評価する。 の地価，それぞれの相互関係を分析する。

｛c｝経済活動における位置の■要性を認識する。 ● 小規模小売り店が，距離とともに消滅してゆく現象の影 ・支配的な都市事象と地価との空間的関係を分析する（中心業

・地元コミュニティーの地図と電話帳を使って，関連産業 響を記述する（街角の雑貨店，ガソリンスタンド）。 三二区，公立公国に隣接したオープンスペース，支配的な自然事象：ウォーターフロント，標高，風向）9

または経済活動の集積状況を確定する。経済活動がその ● 大規模工場， またはそれに類する経済活動が他の場所へ ・帯状に広がる土地利用と地価との空間的関係を説明する

ように集積して立地している理由を推論する（病院に暇する畷 移転したときにコミュニティーが受ける経済的，社会的 （替市計画地域の内にある大企業の工業団地，都市計画地域の外にある量産品店の集合地）。

畠や廟服の取次店，研究所，医院。幹線輸送ルート添いに位猛する倉庫や工場。幹線道踏滋いに鰍するカーデ 影響を分析する（ミシガン州からの自躰産業の流出，ノース加ライナ州からの勧産業の流 ・ある工業種またはビジネス種の立地傾向を，経済的要因
イーラー。人の集まりやすい塩所に隣接し，交通の便も撞めてよいファーストフード・レストラン）。 出，テキサスのオースチンへのコンピューター産業の進出）。 で説明する（騙，翰臨設，集膿，公共サービスの各視点からみた最小蜘鯖）。

・消費者物資（清漱鰍，パン，コンパクトディスク，バットなど）のリストを作成 ｛d｝世界貿易を規定している地理的原因を認識し，説明する。 〔d｝歴史的にみた人聞やものの移動パターンと経済活動との関

し，それぞれの製品の原材料，ならびに製造，加工の工 ◎ 比較優位の理論を応用して，各国の貿易状況とその成立 係を認識し，それを分析する。
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程を認識する。またこれらの製品は原料供給地に隣接す 理由を説明する（魏蜘撒韻品，中畷の徽，ジャマイカ産の潴貿易の難性）。 ・帆船時代の貿易ルートの空間的パターンを分析する（顯家

る場所で製造されているか，または製品を購入する消費 ・国際貿易の流れを認識し，それを地図に表す（ヨーロッパと北アメ は，大陸の沿岸添いに卓越風や海流を利用して航行した）。

者に隣接する場所で製造されているか，判断する。 ・リカへ移動してゆくエチオピア産とコロンビア産のコーヒー，グアテマラ産のバナナ，韓国産の自動車）。 ・モノカルチャー経済システムに起因する土地利用のパタ

・生徒の居住する地域で生産されている農業製品をリスト ・原材料を中心に輸出し，燃料と工業製品を中心に輸入し 一ンを議論する（ヨ噌ッバの銀版配に由来するカリブ綱の磯ブラ；ゲーション，ノ｛一

にし，それが製造されている位置を確定する。製品が市 ている国々が存在することの原因と結果を推論する。 ジニアの煙草プランテーション，スリランカの茶プランテーション）。

場に分配される過程を地図に表す。 ｛e晒去と現在の経済貿易ネットワークを分析する。 ・運河が開発される前後のグローバルな貿易ルートを比較

（d｝場所から場所へ，人やもの・知識を運ぶのに使われている ・16世紀から17世紀にかけて，北アメリカ，アフリカ，ヨ する。運河の開削の結果，世界貿易に生じた変化を説明
翰送通信手段を認織する。 一ロッバを結んだ三角貿易のルートを地図に表す。三角 する仮説を定立する（スエ窟河の照前後の西ヨ弔ッパとアジアの鋤ルート）。

・合衆国で自動車輸送が担っている役割の重要性を諸外国 貿易がこれらの国々の歴史に及ぼした影響を説明する。 ｛e｝空間的視点から国際経済問題を分析し，それを評価する。

のそれとを比較する。世界各国の1人当たりの自動車保 ・労働者移動の国内的なパターン，またグローバルなパタ ・ある地域の地価は，外国資本の投資に起因して変化する

有台数を示した地図とグラフを作成する。 一ンを読み取る（合細における嫌や外臥労儲，季節労儲鯛用）。 ことを説明する（1990靴腕りて，カナダやホンコンの人々が移住し漸しく喉を励

・輸送する産品と輸送の目的の視点から，それぞれの輸送 ・情報を分析し，帝国主義下の経済関係を分析する（18齪と る塙所を探し始めると，ブリティッシュコロンビア州の地価は上昇した。カナダとドイツの投資の結果，ドミニ

手段に備わる特質と限界をリストにし，それを記述する 19世紀におけるイギリスとアメリカ植民地の関係，20推紀におけるベルギーとコンゴ）。 カのリゾート地区碗下が上昇した）。

（体積と重量が大きな産品に適したはしけと貨車，価格が高く腐りやすい産品に適した飛行機，液体とガスに適 ｛f）合衆国の産業立地に影響を及ぼしている賭要因を認識し， ・国際的な借款危機が生じた原因と地理的結果について，
したパイプライン，葛市鵬に適した自転車，軽便鉄道，自勤車）。 説明する。 これまでに議論されてきたことを整理する（細鉢の腿に臨す

・輸送通信手段の変化と，その変化が，貿易や経済活動に ・合衆国の工業地帯の歴史的興隆と持続性を地図に表し， る瀞象，インフラ整借の蝋）。

及ぼす影響を表した年表と地図を作成する（地騨あ碓済渤への それを説明する。 ・外国資本の企業に対して，土地の購入や工場の開設，ま
専門化する。道路や冷蔵輸送技術が改善されると，端境期でも新鮮な果物や野菜が供給される，輸送通信システ ・製造工場の立地を規定してきた地理的経済的要因という た関連産業の経営を支配することの許可を与えることの
ムが改善されると，市場が地域，国家，グローバルへと拡大する）。 視点から，合衆国の主要産業について議論する（鉄鋼，腔機， 意義と損失を吟味する（臥国の国内から資本が流出し，予算嚇字に儲する。投資械

霞蝸，その他の食料品の製造）。 会も減少する。一方それに並行して，資本投資国との貿易機会は増大する）。

・主要産業の空間的パターンの変化を記述する（畑，穎蜘

〔9輸送通信システムが経済活動の発展に果たしてきた歴史的

役割と現代的役割を比較し，それを評価する。

・品質，効率，速度の各視点から，今と昔の輸送通信シス

テムを比較する。

・輸送通信機械の技術革新が，経済的相互作用のパターン
に及ぼした影響を一般化する（冷瀬車，腔輸送，パイプライン，電話，ファク

シミリ，テレビラジオ放送，衛星通信システムの影響）。

・世界の主要港でこれまでに取り扱われて船荷のタイプを

比較し，それが変化してきた理由を推論する。
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1

空間的世界　場所と地域 自然システム ・誌文聯ll 環境と社会 地理の効用

スタンダード12，・集落の形成プロセス，パター・ン，および機能

第4学年までに，生徒は， 次のことを知り理解する。 第8学年までに， 生徒は次のことを知り，理解する。 第12学年までに，生徒は次のことを知り，理解する。
1．集落の類型と空聞的パターン。 1．世界の様々な地域における集落の空間的パターン。 1．都市地域の機能，規横，空間的配置。

2．人閲の居住地に影響を与える蹄要因。 2．都市の発展を促した人文的事象。 2．先進国と発展途上国で員なる集落の特徴。

3．集落の変化の空聞的パターン。 3．都市化の原因と結果。 3．都市地域の内部構造が変化する過程。

4都市の空聞的特質。 4都市集落の空聞的内部構造

したがって，生徒は次のことができる。 したがって，生徒は次のことができる。 したがって，生徒は次のことができる。

（a｝合衆国ならびに世界の賭地域の土地利用パターンと集落類 ｛a膳住パターンを認識し，記述する。 ㈲都市の機能を分析する。

型を肥面する。 ● 主な農業集落の類型をリストにし，それを定義し，また ・世界の鰭地域の様々な都市について，その位置と立地を

・合衆国と諸外国の集落類型を過去と現在で比較し， それ 地図化する（プランテーション・コミュニティー，自舶蹟業コミュニティー，遠燃業コミュニ 分析する（港湾に雌するシドン，標高1マイルに翻するデンバー，島し螂郷市としてのモン

を記述する（籍滋の猷的綱，すなわち，樹から村，町，市への成観程を謎する）。 ティー）。 トリオール）。

・類似性と差異性に注目して，都市と郊外の住宅と土地利 ● 主な都市集落の類型をリストにし，それを定義し，また ・都市の機能と村や町のそれとの差異を説明する（都市は，より専

用を比較する（駐，サービス供給，工遅産の各繊，住宅の鯉，中庭の広さ，人口鍍，輸 地図化するく漸獅，行砒ンター，瀬獅，単一工業都市）。 門的な経済社会活動を提供しており，様々なサービスが集積するとともに，同じサービスについても利用のし易

扇網，鑓や鋤ど鈍刀うの舵）。 ● 生徒に都市計画の現状を調査，研究させる。都市計画を さ煽立り）。

・生徒の居住するコミュニティーとは別の類型のコミュニ 立案するグループを組織し，新しい都市への願望を具体 ・現在の都市機能と過去のそれとの差異を説明する（単一の馳

ティーについて述べた詩や物語を読み，それぞれの類似 化する都市集落パターンを構想させる。 のみの都市と複数の機盤を備えた都市，単純な臨をもった都市と複雑な機能を備えた都市）。

性と差異性を表にまとめる（農商域に住む生血らば，姉のコミニティー繍 ｛b｝都市の発展に係わる賭要因を認識する。 ｛b｝都市の内部構造と形状を分析する。
べる）。

● 都市が出現する前の集落形態を記述する（獅や採姓瀦の通り道に ・航空写真や地勢図，センサスのデータを使って，生徒の

（b｝集落の集積地の位置を確定し，そのような分布が成立する あった休碧地，周辺から弧印して存在する農場，村）。 住む都市または同一地域内にある近隣都市の土地利用を
理由を推幽する。 ● 世界最初の都市の立地理由を説明する（入隠度，腿，餌齢などの 学習する。次に，地域内におけるその都市の主要な機能

・地図を使って，集落の密集状況を把握し，それとの関連 鹸件）。 を推測する（商業センター，大学都市，交通の分鯨）。

で，人間が居住できる場所の条件を推論する（肥沃な土壌，良好な ● 集落が分散する農村が，集落が密集する都市へと変貌を ・都市の形状を比較分析し，都市の形態を規定している諸
軸送箆設，利用可箆な水が豊かなガンジス川朝冷。石炭や鉄鉱石，その他の天然資源，河川輸送の篇設が整った 遂げる理由をリストにし，それを説明する（市場の必難，宗納な 要因を認識する（髄レート，自辮壁，土地糊規制）。

1トル地方）。 要求，軍事的な麟）。 ・都市において，長期にわたって変化しないものと，変化

・合衆国の諸地域の過去と現在の移住者が著した文書を読 （c｝散村から集村への移行過程でみられる景観と社会の変化を しているものを認識する（歴賠，古い細，公文書，地図，腔顯，センサスデー

み，人々がその場所を移住先として， または居住地とし 分析する。 タを基礎にして）。

て選択した理由を説明する（就業の機会擁保できる土地，そこの気長）1
● 村落から都市への成長過程における人工景観の変化を記 ｛c｝先進国と発展途上国の集落の特質を分類する。

・2つ以上の地域を比較し，人口規模と人口密度に類似性 高し，説明する（燗勘弓場，飾の胆，鋤貯灘の変化）。 ・発展途上国の都市の特徴を認識する。発展途上国と先進

と差異性がみられる理由を推論する（籍の融，職と資源，文化的臨 ● 村落から都市への成長過程における農業パターンの変化 国の都市を，周辺の自然事象，位置や立地，機能，内部
，殿的出来事，幾の便） を説明する（櫛人口に潮染る余繊働への額醐大，獅への人ロ漱にともな膿棚働 構造，その他の地理的要因の各視点から比較する。

｛c洛時代ごとの集落パターンを脱明する。 者猷少）。 ・発展途上国と先進国の都市を，輸送施設と居住地域の各

・世界的な文化の発祥地にみられる類似性と差異性を分析 ● 都市と周辺地域を結びつける輸送システムの発展を記述 視点から比較する（四一ヨークのパスシステムとキングストンのタクシーシステム，合麺

し，人々がその土地に初めて住み着いた理由， またそれ する。 の鰹市の幹線道踏システムとカイロやアジスアベバの狭い街路）。

らの集落が現在まで持続している理由を推論する（技術轍！ ｛d》都市化の原因と結果を脱明する。 ・基礎的な都市サービスを提供する都市構造の効率性を，
進んだ，また文化的，社会的，経済的，政治的発展の中心地であることが，人々を他の場所よりもその場所に引

● 工業発展と， 農村から都市へと向かう人口移動との関係 先進国と発展途上国で比較する（学校や商業駆，医療撒吻鋤距離）。

き付けた）。 を説明する（ニューイングランドの繍町へ弔する人々磯れ）。 ｛d）都市地域の変化の本質，またその原因と地理的影響を記述

・子どもの居住するコミュニティー， または州の発展過程 ● 人々を都市の中心部へと引き付ける文化活動を記述する する。

を特徴づける集落パターンを記述する（それまでに入が住んでいなかりた （娯楽，宗撒，醸な教育）。 ・都市地域における人口の増減の影響を，インフラへの人
場所への人の移動→地域全域への集落の拡大→小村から村への発展，経済的支配力と経済成長をかけた村相

● 都市中心部が， 経済的に魅力のある場所とみなされる理 口圧力，効率的かつ効果的な治安の維持，防災，就業機



互の競争→提供できるサービスがほとんどない人ロ希薄な村から，提供できるサービス洋多い人口過密な村・ 由を記述する（就業の機会，事業を起こす蝕，骸や也の資源への概のしゃすさ）。 会，税収入の各視点から予測する。
町・市への移行→郊外化と分散化などの現代的な集落パターン）。 ｛e｝部市内部の空聞構造を認識し，それを定義する。 ・都市におけるエスニック集団の居住地域の変化を読み取
・集落の成長と衰退の理由を説明する（癩櫛からゴーストタウンへ変貌し ・都市の同心円モデルを使って，近隣の都市がそのモデル る。移民の集落パターンを，中心業務地区への近接性，
た鉱山町，高速道路への接続の有無に規定された町の成長と衰退，好景気と不景気それぞれの時期における企業 にどの程度合致しているかを説明する（幅肺には，高層ビルディング 都市周縁部に隣接する住宅地域，雇用の場へのアクセス
媛下町と工難市の搬）。 がある。一般に整市中心部から遠ざかるにつれて，人ロ密度は低下する）。 の悪さの各視点から分析し，結喩を引き出す。

（d｝都市の位置と特質を記述する。 ・都市の第2モデルを使って，近隣の都市がそのモデルに ・主要産業や主要ビジネスが都市から撤退したり，都市に

・地図やその他の図解資料を使って，北アメリカの大都市 どの程度合致してるかを説明する（扇形砿がる蝶繊，金融・専醐サー 進出してきたときに，都市の内部構造が受けるであろう

の位置を確定する。また，その都市が成長してきた過程 ビス地域，これらの2つの地域からは遠く離れた蝿所に位置する住宅地域）。 影響を予測する（自躰細工物閉鎖，蝋の轍会社曙醗と瀦の縮小）。

を説明する（脳トトに沿いの姫と，利用できる瓶の存在によって，そ閥所は移民と儲活 ・様々な輸送システムの発達が，都市のビジネスと産業， ㈲現代世界に新たな都市形態が出現したことの自然的人文的
彙を引き付けた。その後，利用できる資源は拡大し，周辺郵市との接続も改善されていった）。 住宅の空間的配置に及ぼす影響を記述する。 影響を吟味する。

・地図や写真，統計資料，個人的な記憶を頼りにして，合 ・都市構造の近年の変化を特徴づける都市形態を認識する

衆国諸都市の歴史的な変遷を記述する（描の醸賊から剛繊へと （メガロポリス，菟外都市，メトロポリタン回廊の成長）。

移勤した工業生産，郵外の成長，都市地域の形状の変化）。 ・輸送技術の変化と都市形態の変化の相互関係を説明する

・大都市や小都市，町の電話帳を使って，集落規模の違い （非都市地域への移動を容易にした軽便鉄道の改良，都市聞の快速列車システム，低価格でかつ頻繁に都市聞を

に由来する差異を認識し，それを記述する（財やサービスの利難， 飛行する航空便）。

文化活動やリクリエーション活動の機会，特甕専門化したメディアのサービス）。 ・都市化の進行を意味する文化的痕跡を記述する（肺地域におけ
るエスニック集団の居住地の増加，エスニック集団や人種的マイノリティーの権利を保護するための登録嗣度の

発展）。

1

8
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臼

空間的世界　場所と地域　　自然システム　∵：人小乱チ4i：i：：環境と社会 地理の効用

スタンダード13・，人間相互の協力および対立の作用は，地表面の区分や統制にいかに影響を及ぼしているか

第4学年までに，生徒は，次のことを知り理解する。 繁8学年までに，生徒は次のことを知り，理解する。 第12学年までに，生徒は次のことを知り，理解する。
1．領域の類型。 1．生徒自身の世界に引かれた複数の領域区分。 1．人聞相互の協力と対立を反映した，様々なスケールにお
2．（ローカルからグローバルまでの）様々なスケールでみた 2．人間相互の協力と対立は，地表面の政治的区分をいかに ける社会，政治，経済空間の分布。またその分布の成立
政治的，社会的，経済的単位の広がりとその特質。 形成するか。 理由。

3．地表面を区分する方法。 3．人間相互の協力と対立は，地表面の経済的社会的区分を 2．様々な空聞的区分が，人々の日常生活に及ぼす影響。
4協力と対立が，ローカル：コミュニティーに及ぼす影響。 いかに形成するか。 a領土と資源をめぐる対立で，複眼的な見方と利己的な関

心が果たす役割。

したがって，生徒は次のことができる。 したがって，生徒は次のことができる。 したがって，生徒は次のことができる。
｛a｝領域単位の類型を認識し，繋囚する。 ｛a陛徒が屠住する場所を空聞的に区分する根拠を判別し，そ ｛a｝協力と対立が，社会的，政治的，経済的実在物の管理と発
・色紙や透明シート，その外の図解表現を重ね組み合わせ れを脱明する。 展に及ぼす影響を分析する。
て，ローカルからグローバルまでの様々なスケールにお ・生徒が所属する世界の様々なサービス区分，または政治 ・協力または対立が，地表面の管理域を規定していること
ける政治単位を認識する（騨区，センサス駆，轍区，タウンシップ，焔蘭， 的，社会的，経済的区分を認識する（選挙区，舛ンシップ，郡，州）。 を説明する（獅掴繊，学校区，国家，自由賜櫨などの設定とその鯛の醍）。
部，州，国家）． ・様々な空間的区分と生徒との機能的な関わりを説明する ・国境紛争の原因と文化集団の国内的対立を認識する（北雛
・政府機関が市民に提供している公的サービスのリスト，ダイアグラム，図解を用意し，それぞれの機関が管轄し （享禄，学校区，驕の駆翻）。・社会には，複数の，相互に重なり合う空間的区分が必要 と細の対立，スペインのスペイン人とマイノリティーのバスク人，ルワンダのフツ族とツチ属族の内戦）。・下院議員選挙区の境界が，変更されうる理由を説明する

ている範囲を認識する（地茄蝦から腰紐館，州撚局，国家姻までの漣の撚 とされることを説明する。 （法令上の要諭，人ロの移動，エスニック集団や入種構成への酷慮，政治権力の変化）。

餓の階層構造，地方裁判所から郡裁判所，朔裁判所，達邦裁判所までの一図の司法搬の階層構造）。 ㈲地表を管理するためには，人聞は協力すると同時に，対立 （b｝地表面における社会的，政治的，経済的実在物の広がりと
・様々な単位領域を表した地図帳を用意する（誠単位とす酬姻， にも関与せざるをえない理由を説明する。 組織が，変化してゆく理由を説明する。
弼を単位とする合衆国とメキシコの地図，県を単位とするカナダの地図，北アメリカの諸匡家の地図，地域的な ・土地利用をめぐる対立の根拠を説明し，協力的な解決策 ・帝国の空間的な勢力範囲と組織構造を解釈する（ローマ細，モ
貴狸寝または衝力関係にある諸国家を表した世界地図）。 を構想するための方略を提案する（醜を住宅地に儲する，国立公固に娯楽 ンコ楴国，加リング朝，大英細）。

｛b｝様々なスケールでみた政治単位の特質を記述する。 箆設を建設する，高級地にリサイクルセンターを設立するなどの各提案の背後にある対立を解消する）。 ・海岸線をもたない内陸国が存在する理由を説明する（ライバ
・政治地域が共通に備えている特徴を記述する（境界，法律，臨， ・国家間および国家内部で対立が生ずる賭要因を認識し， ル国との戦争の結果，大陸の大きさに由来する離，人種卵文化的な分断状況に基づく隔離）。

自律した地位，琉醜関）。 それを説明する（希少簸をめぐ碓瀬争，蹴紛争，文化的差異，戦略地点の支配）。 ・国連の諸機能と，様々なグローバル問題に対処している
・面積と人口からみた上位10と下位10ヵ国を比較した図表 ・宗教や資源，言語，政治的信念，その他の賭側面の地域 専門機関について記述する（平雛持，鴨勘，締予防）。
を用意する。 的な類似性と差異性が，対立や協力を生起させているこ ｛c｝地域外部の踏要因が，地域内部の利害関係に，経済的，政
・政治単位が果たしている諸機能（法の縦，法の鮪，サービスの撒，課税） とについて，結論を引き出す。 治的な対立を引き起こすことがある理由を説明する。
と，スケールによる違い（前村自淋，郡，州，国）を記述する。 ｛c｝親筆の鰻集と統合を規定している賭要因を記述する。 ・地域を変化させる要因として，新しい技術の導入や市場

｛c｝人々が地表面を管理するために展開している競争と，その ・各国の多様な形状を提示し，その形状が政治的凝集性に の広がり，資源に対する見方の転換を記述する（19齪から
目的を脱明する。 及ぼしている影響を説明する（細長珪土をもつイタリアとチリ，列聖聾する 20世紀にかけて，穀物や牛肉に対するヨーロッパの需要が高まった結果，アルゼンチンのパンパに起こった社

・各国の近年の経済，政治システムの変化を認識し（旧チェコス 日本とインドネシア，正方形の国土をもつエジプトスペイン）o 会遡上の変化）。

酬キアの頒，ユーゴスラ汐の内戦浦アフリカのアパルトヘイトの鶴），そのような変 ・首都の象徴的意味を説明する（飛騨市であり，またオーストラリアの首都でもあ ・市場と資源の獲得をねらう国家的な野心が，その野心の
化が生起している理由を推論する（エスニックまたは麟的起源の髄，囎 るキャンベラ。オランダの2っの首都の1つであり，また国際司法裁判所のような鴎機関の中心地が置かれて 対象地域に亀裂や分断を生じさせることがある理由を説
的な支配力を勅た鯨，融杯鴨）。 いるハーグ）。 明する（スズやタングステン，ゴムなど破源を入手するために，19齪にインド汁を早旦配し

・地図を用意し，合衆国が自国の領土を現在の形状と面積 ・各国に政治的対立が生じている要因を認識する（ベルギーの語 たフランス。1930年代の急増な人口増加の醜を図るために，リビアの海岸地帯を自国の農地にしょうと構

にまで拡大してくる過程を図解する。 と宗教，インドにおけるイスラム教徒とヒンズー教徒，独立して数十年しか経たないアフリカ諸国の多様なエス 想したイタリア）。

・州が現在の州界を制定するに至るまでの過程に注目し， ニッタ集団）。 ・宗教間の対立や宗教の拡大が，地域内部に政治的，文化
州の地理史を調査する。分かったことを記述するととも ｛d｝（ローカルからグローバルまでの）様々なスケールにおける 的な変化を引き起こすことがある理由を説明する（インドとバ
に，それを図解する。 地表面の区分を分析する。 キスタンを成立させた1940年代のインド亜大陸におけるヒンズー教徒とイスラム教徒の摩擦。11世紀から

｛d脇力と対立，その両者が融合してみい出される現代世界の ・諸地域を比較し，地方，州，国家，国際の各レベルにお 12世紀にかけて十字軍が酉ヨーロッパと南西アジアの文化に与えた影響）。

諸事象を取り上げ，それを分析する。 ける地位の同格な政治空間について，その事例を認識す
・対立がみられる（生徒の住むコミュニティーの）ローカルな問題を認識 る（カナダの郡と県，合細の郡と州）。

し，その状況を分析する。またその間題状況を通して， ・国境を越えて組織された機関を比較し，それらの機関の
協力や対立の概念を図解する方法を考える。 社会的，政治的，経済的影響力を確定する（超国納な協力関係，政

・地元コミュニティーまたは他：地域のコミュニティーの出 治同盟，経済的グ1トブ化，脚長の。

来事を事例にして，人々が協力して問題解決に取り組む ・ある大陸の国や州について，その発展の諸要因を説明す
状況を記述する（道路添いのゴミを鮒ける仕事，自細への額，公営住宅鰍プロジェクト る（領土と資源の獲得鯨，自治権畷鞭求，ナショナリズム，掴による支配の歴史）。

への枷）。

・国家間の協力と対立が反映した現代社会の諸事象を，地
図にあらわす。



認

空間的世界　場所と地域　　自然システム　　人文システム　：白白と社会・ 地理の効用

スタンダード14：人間の活動は，いかに自然環境を改変しているか

第4学年までに，生徒は，次のことを知り理解する。 第8学年までに，生徒は次のことを知り，理解する。 第12学年までに，生徒は次のことを知り，理解する。
1．自然環境に依存する人間。 1．人聞が自然環境を改変することの帰結。 1．人聞の改変にも逼応できる自然環境の許容範囲内での，
2．自然環境を修正する人聞。 2．ある場所の自然環境の改変が，他の場所の変化をいかに 科学技術の役割。
3．人聞活動に適応を強いたり，人聞活動を危険に曝すこと して引き起こすか。 2．自然環境の改変がもたらすグローバルな影響の意味。
がある自然環境。 3．自然環境の改変に科学技術が果たす役割。 a逼切なモデルと情報を応用して，環境問題を理解する

方法。

したがって，生徒は次のことができる。 したがって，生徒は次のことができる。 したがって，生徒は次のことができる。
（a｝人闇の自然環境への遍応のし方を記述する。 ｛a｝自然環境の改変が，環境に及ぼす影響を分析する。 （a｝自然環境を改変するべく人聞の能力を拡大させてきた科学
・図解表現を使って，大気圏や生物圏，岩石圏，水圏など ・地球の自然環境を構成する4要素に，人間の緒活動が及 技術を評価する。
の自然環境と，生徒の日常生活との関わりを示す。 ぼす影響をリストにし，それを記述する（頬目：オゾ凋の灘，気 ・人間活動の影響を吸収できる自然環境の限界を評価する
・人間の必要と欲求，自然環境の恵みをリストにする。地 候の変化，都市小気侯の変化とその結匙生物置：森琳伐採，サバナの拡大，多様な生物相の減少とその結果。 （相乗効果やフィードバック作用，保持龍力，限界値などの概念を使って，氾濫原へ堤防を建設する，古い糞二

元のコミュニティーや地域，州，または諸外国で得るこ 岩石圏：土壌侵食，土蛙の塩化と酸化，ガリ侵食，汚染された空気や水による風化の結果。水圏：海洋汚染， を伐採する，あるいは乾燥地にゴルフ場を建設するなどの行動がもたらす影響を吟味する）。

とのできる自然の恵みを認識する（食料，きれいな空気，水，鉱頗源）。 地下緬の低下とその結果） ・地域内部の動植物相の多様性を衰退させる人間の役割を
・地元の人々が自然へ依存している状況と，他州の人々の ・今後も継続するであろうエネルギー危機が，環境に及ぼ 分析する（オンタリオ鮪部の川や盛典り注ぐ酸性爾，海の手渡に漁込む葉軸，あるいは，

状況を比較し，それを説明する。 す影響を推論する。 北アメリカ北東部海岸やフィリッビン諸島での魚の乱獲がもたらす緒影響）。

｛b｝人間が自然環境を改変する方法を認識する。 ・海岸の湿地帯にリクリエーション施設を開発する計画， ・自然環境を改変するために採られた100年前の方法と，
・地元コミュニティーにおける土地利用の変化の具体的事 または住宅を建設する計画が，環境に及ぼすであろう影 今日の方法が，自然環境に及ぼす影響を比較する。また
例を取り上げて，それをリストにする（荒野から魏へ，単一作㈱培の 轡を評価する（フロリダのエバーグレード，テキサスの郁ド幡，南加ライナの馳）。 これらのデータを基にして，今後の動向を見定める。
農地から複数作物裁培の農地へ，農地から家や店へ，工場または工業的土地利用から土地の放棄へ）。 ㈲ある場所の自然環境の改変が，他の場所の変化の原因にも ｛b｝人間が，自然環境の変化に及ぼすグローバルな影響を幽明
・地図やグラフを使って，都市の成長，輸送，農業技術の なりうることを認識し，照明する。 する6
発展，新しい動植物種の侵入によって生起した地元コミ ・ある場所の環境変化が，他の場所に影響を及ぼすしくみ ・意図する意図しないに関わらず，人間活動がもたらす空
ユニティーの自然環境の変化を図示する。 を説明する（工場からの大気への飾物は，風下に位置するコミュニティーの大気の質に桝を及｝ま 聞的帰結を，とくにその帰結のグローバルな意味を記述
・人間が自然環境を改変する方法とその目的を示したイラ す。また醗性雨は，風下側の生態系に桝を与える。河川システムに流れこんだ殺虫剤は，下流に位置するコミ する（全世界的な蝿擁の繊，土壌の流出と報，熱帯土壌の侵食，居住戴の磯，大気汚染，緬

スト入りの冊子を作成する（灌漬力ジェクト破目。住宅地やショッピングセンタ ユニティーの水質に桝を及ぼす）。 環システムの変化）。

一を建設したり，作物を栽培する，また三蹟を建設のための土地の整地）。 ・河川システムのある1箇所にダムや堤防を建設すること ・地元のコミュニティー，または地域の景観変化がもつ肯
｛c｝人間活動が自然環境に及ぼす影響を評価する。 が，そこよりも下流域に影響を及ぼすしくみを説明する 定的否定的側面を，環境に対する人間の態度変化と関係
・かつて地元コミュニティーでみることのできた動植物と （そのような建造物は，入間の水利用を鯖限する，水力発電を可能にする，洪水を瀦する，河川交通を改善す づけて認識し，議論する（湿原の湿地を農地に無しようとする勘，荒野を保全し

現在でもみることのできる動植物とを比較し，それを図 る，生撫を変化させる）。 ようとする関心の高まり，歴史的保護の概念の広まり）。

に表現する。また動植物相が，過去から現在にかけて変 ・地図や表，グラフを作成し，世界のなかのある1地域の ・グローバルな環境変化にみられる特徴を吟味する。この
化してきた理由を推論する（気候，大気汚染，水質汚濁，燗の居住地の拡大）。 変化が，他の諸地域にも影響を及ぼすことのあるしくみ 変化は，人間活動の結果なのか，自然を原因とするもの
・人間の営為を通じて自然の能力が高められた結果，地元 を図解するqピア刈力の工業渤と酸舗，チェルノブイリ発覇の轍と，アジア／二毛ロッノ1 か，それとも二つの要因の組み合わせなのかを判断する
のコミュニティーや州，合衆国や諸外国の生活が改善さ への放射能の流出）。 （グローバルな環境変化がもたらす世界の温暖化，豪華活動に起因する温室効果，自然活動に起因する大気中に

れてきた事例を挙げて，それを説明する（土地控性を上げるための灌 ｛c｝科学技術が，自然環境を改変する人聞の能力に与える影響 浮遊する火山灰の量と地上に届く太陽光線の変化）。

減農業や乾燥農法，侵食を防止するための植林事業，居住環境を保全するための洪水管理プロジェクト）。 を評価する。 （c泊然環境の改変によって引き起こされるであろう環境変化
・地元コミュニティーにおいて，自然環境が人間活動の圧 ・人類史上の科学技術の発達が，意図する意図しないに関 のシナリオに対して，なんらかの解決策を構想する。
力を受けている事実を具体的に指摘する。 わらず，環境にもたらす影響を分析する（怖燃料を利用する自躰， ・周辺の農地に投入される化学肥料の量がさらに増加した

核継物処理の岡題を抱える原子力発電所，鉄製の鍬，農業用地の拡大）。 場合，あるいは集落の建設が氾濫原にまで拡大した場合
・農業活動のために自然環境を改変する科学技術の役割を に予想される河川システムの変化を認識する。
記述し，その行為が環境にもたらす影響をリストにする ・19世紀から20世紀にかけて人間が景観を大きく改変した
（化学肥料や殺虫剤の利用，近代的な耕作犠械や技術の導入，穀物のハイ・ブリッド化）。 事例を選択し，それぞれの事例にみられる自然環境の受
・過去も現在も同じように利用されている，自然環境の改 容能力を比較する（密事，とくに高原地帯輔酪，北東部におけ翻雪融の例，郊外や

変に寄与した技術革新の成果をリストにし，その意義を 住宅の雌への猷）。

評価する（火力，蒸気，ディーゼル鰍，顧，家畜，醗物）6 ・今日進んでいる人間活動の変化が，将来の環境に及ぼす
であろう潜在的かつグローバルな影響をリストにする。
また問題事例に即して，それぞれの影響を軽減するため
の方略を構想する（センターピボット方式で白水を翻にポンプアッかることで起きる

地下水の減少は，栽培作物を変更し，新しい農業技術を導入することで軽減できる。中央アジアの灌滝プロジェ

クトに水を供給してきたアラル海の乾燥化と，それに伴う砂嵐の発生は，アラル海からの水の供給を止め，他の

供纐を探すことで鰍できる）。



紹

空間的世界場所と地域　自然システム　人文システム、，環境と禄会 地理の効用

スタンダード15：自然システムは，人文システムに対していかに影響を及ぼすか

第4学年までに，生徒は，次のことを知り理解する。 第8学年までに，生徒は次のことを知り，理解する。 第12学年までに，生徒は次のことを知り，理解する。
1，自然環境の多様性は，人聞の忌地に，いかにして空聞的 1。自然環境の多様性に逼応ずる人聞。 1。人聞活動を支持する能力を減衰させることのある自然環
パターンを作り出すか。 2多様な自然環境の賭特徴が人間に与えている可能性と， 境の慶化。
2．自然環境が，人闇に可能性を与える機会。 それぞれの場所での人聞活動の規制。 2．自然環境によって，ある場所に制約された人文システム
3．自然環境による人間の踏活動の規制。 a人聞活動に影響を及ぼす自然災書。 への対応方法。

a自然廻書に対する人間の見方や対応の方法。

したがって，生徒は次のことができる。 したがって，生徒は次のことができる。 したがって，生徒は次のことができる。
｛a｝自然環境の多様性に対する人間の適応のし方を記述する。 ｛a｝自然環境の藷条件の下での人文システムの発展について分 （a｝人間活動を支持する能力を滅衰させることのある自然環境
・自然環境に対する人間の適応のし方をリストにする（衣服， 析する。 の変化を，事例を適して分析する。
住宅様式，農業話勤，リクリエーション活動，食事，毎日の，季節の生活パターン）。 ・生徒の居住するコミュニティー，または国内他地域のコ ・地域の許容能力を記述，評価し，環境の限界力を超えた
・地元のコミュニティ「地域または州に居住するネイテ ミュニティーにおける土地利用のパターンや経済生活， 場合に起こり得る結果を予測する（亜蚕棚に帯する，鰍が磁されやす

イブアメリカンが営む伝統的な生活様式を記述し，それ 建築様式，建築物資，交通の流れ，リクリエーション活 いシくリアの経熱発がもたらし彫響）。

らを比較する。また，天然資源の利用のし方について結 動，その他の文化的諸側面について，視覚的統計的デー ・過去および現在の事例研究をおこない，人間の圧力に持
論を引き出す（バッファローに托する平原インディアン，五燗賊の肥沃な土日生み出す作 タを収集する。また，これらの文化的事象は，自然環境 ちこたえることのできる自然システムの能力限界を例示
鈎に依存したイロクォイ族，灘に依存する北東部ならびに北西太平洋の人々）。 の諸条件の影響をどの程度受けているかを確定する。 する。また，過度な開発のために，人口を支持する環境
・地元のコミュニティーや地域，または合衆国の様々な地 ・様々な自然環境における農業生産システムを比較する（起 の能力が減退している状況を例示する（旱魑と疫病が⑳1るサヘル，締

域の住宅を撮影した写真を基に，建築資材の選択と建築 伏の大きな痩せた地域と起伏の小さな肥沃な土地，それぞれの農業的土地利用）。 南林が減少する中央アフリカ，砂嵐の被害の受けたグレートブレーンズ）。

様式を規定している自然環境を記述する。また，利用可 ・自然環境の望まれざる変化が，人間活動に与えるであろ ・相乗効果，フィードバック，許容能力，限界値などの諸
麗な建築資材に適応する過程で生み出された建築様式を う影響を推測し，事態を緩和するための対応策を構想す 概念を用いてモデルを構想し，人間活動の影響を吸収す
記述する（ルートルーンズの草の家，古代テキサス人の集落跡として壕，合掴娼の麟鞘で る（長駒な旱越で水の供給が斑の半分1こなりた場合，都市地域が洪水の囎を受｝ナやすい状混の場合，人 ることのできる自然システムの限界を記述する。
りくられた丸太樋）。 ロ過野寺に群発地震が起こつ押合）。 〔b｝「成長限界」の概念を応用して，自然システムが人文シス

（b｝自然環境が人間に与える可能性を認識する。 （b｝様々な自然環境の諸特徴が，人聞活動に及ぼす影響を説明 テムに課す限界に適応してゆく方法，あるいはそれを克服
・生徒の居住するコミュニティーが自然環境からえている する。 してゆく方法を提示する。
利益を記述する（肥沃な難で鱒を営み生計を得る，駈の川で鮭獲る，鋤で働く，天然 ・多様な自然環境に対する人間の適応のし方について情報 ・自然環境の成長限界を記述し，環境の容量を拡大させる
の入江に位置する港，風光明媚で歴史的遺産のある旅行地，天然資源の利用に適した工業都市）。 を収集し，自然環境が各地域の生活に与えている影響を 科学技術と人間の適応行動を明らかにする。
・農業活動や住居形態，燃料消費，その他生徒の居住する まとめる（凍上蘇や雪解け水による洪水，公共サービス徽の凍結，生育欄の短さ，聞せた土壌， ・植物の成長と集落の拡大を制約している土壌の条件と位
コミュニティーや州の諸活動に，天候や気候が及ぼして 輸送の妨げる沼地などのツンドラ環境の諸特筆に対して，シベリアやアラスカなどの高緯度地域の人々が適応し 置を記述する。また，各土壌類型の諸地域で成立し得る
いる影響を評価する（温度の幅，降水⑳分布，生醐の畏さ，嵐の鍋，日照時聞）。 てきた方法）。 他の土地利用を提示する。
・移住者が最初に引き寄せられる自然環鏡の諸特徴，また ・人間が自分たちの活動の位置を決定するときに，考慮に ・成長限界が顕著な自然環境を認識し，これらの環境にお
自然環境が今日の人間に与えている可能性を記述する。 入れる環境の諸条件について事例を挙げて説明する（水力の いて人間存在を脅かしている諸条件を記述する。また，
科学技術や文化の変化にともなって変化してゆく人間の 利用を考慮して，滝線沿いに発展した初期のアメリカ工業）。 これらの制約を緩和するための方策を構想する（過度に寒冷で乾

環境に対する見方について，結論を引き出す。 ・人口分布と環境の質を表した地図を比較して，人口密度 列した，または過度に温暖で湿潤な気候。山岳地帯と海岸等号の気球）。

｛c）自然環境を規制している人闇活動を認識する。 と環境の質との関係について記述する（資源分布，降隷，姻，土壌の ｛c｝個人と社会は，各環境下の自然災害に対して多様な見方を
・生徒の居住するコミュニティーや州，地域における人間 肥沃度，蹄，許容量）． 抱いており，これらの自然災害に多様な方法で対応してい
の諸活動を，日や季節単位で，または永続的に規制して ｛c旧然災害が人文システムに及ぼす影響を記述する。 ることを説明する。
いる自然環境を記述する（蘇やリクリェーショ導出に対する天気，気候の諸蹄， ・合衆国と世界の諸地域における人間と自然災害との関係 ・個人と集団が，自然災害の前とその最中に，またその後
永の糊しやすさ，居腕鋤駄）。 を記述する（オーストラリアや合細工の轍地に住む人々との比較において，エチオピアの韻 にとった反応を収集し，世界諸地域の自然災害に対する
・世界諸地域の気候上の特徴，また各地域の気候による人 地に住む人々がおかれている科学降口，または経済発展の水準）。 多様な見方を要約する。
間生活の規制について記述する（永久i丁丁がる繊，報200インチ以上 ・人間への影響の大きさを基礎にして，自然災害をランク ・地元コミュニティーの自然災害に対する人々の態度や見
の降水量のある地域，まったく雨の降らない地域の生活が，人間に与えている影響）。 付けする（災害の欄，生命轍失，鰍瀦への擁，社会的影響，災害が桝を及ぼ禰囲）。 方，対応を聞き取り胴査し，調査結果にあらわれたパタ
・人間活動を規制している地形について説明する（燗の盤や移 ・人間が自然災害に備えるためのとっている方法を説明す 一ンを説明する（信仰の影響，蝕経済的な地位，過去の生灘験，その他災害に対す正方や

動を妨げてきた山や崖，沼。贈物の基礎としては強度に欠ける岩盤，農業や居住には傾斜がきつい斜面）。 る（地震への獣，洪水多発地域で｝嫁を支柱の上に建てる，ハリケーン多発地域に｝説難1トトやシェルタ 対応を規定する鞭因）。

（d｝ある自然環境下で発生する自然災害を記述し，その位置を 一を建設する）。 ・自然災害の被害を抑制しようとする人間の営為とその効
果を評価し，災害多発地域に居住する人々が環境に適応確定する。

・生徒の居住するコミュニティーや地域，州で起きている ・生徒の居住する州，または合衆国の他地域の自然災害の するためにとっている方法を説明する（大波の擁を受けやすい海岸地域

自然災害の例を挙げ，それを定義する（洪水，顯，竜巻，自身）。 発生状況を一定期間にわたって記録したデータを収集す を保護するために防波堤を利用する，環太平洋の諸地域では菌震建築技術が応用されている）。

・自然災害の位置，規模，頻度，人間への影響の各視点か る。またそのデータを基づき，次のようなタイトルの主
ら，生徒の居住する自然環境において発生する災害と， 題図を作成する「月単位でみた州内及び国内の自然災害
類似した別の自然環境で発生する災害とを比較する。 の発生地」。
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空間的世界 場所と地域 自然システム 人文システム ：環境と社会』 地理の効用

1

スタンダード161資源の意味，用途，分布，および重要性に生ずる変化

第4学年までに，生徒は， 次のことを知り理解する。 第8学年までに， 生徒は次のことを知り，理解する。 第12学年までに，生徒は次のことを知り，理解する。
1．再生資源， 非再生資源， 流動資源の特質。 1．資源の世界的分布と用途。 1．人聞の集落パターンに影響を及ぼす資源の空間的分布。

2資源の空聞的分布。 2．資源利用に関して様々な見方をもつ人がいることの理由 2．資源開発と資源利用の歴史的変化。

a日常生活における資源の役割 3．資源の意味や利用の便，用途に影響を与える科学技術。 a資源利用と資源管理を目的とした政策またはブゴグラム

4．社会におけるエネルギー資源の基本的役割。 の地理的帰結。

したがって， 生徒は次のことができる。 したがって，生徒は次のことができる。 したがって，生徒は次のことができる。

㈲再生資源， 非再生資源， 流動資源の違いを区別し， それぞ ｛a贋源の分布と用途の世界的パターンを記述し，分析する。 ㈲集落の空聞的分布と資源の空闇的分布の関係を分析する。

れの資源が存在する位置を確定する。 o 石油や石炭， 銅，鉄鉱石などの主要な埋蔵地を表した地 ・集落パターンと，資源産地との関係性を記述する（輔アジア
・F 鋳n図に記号を配置し， 非再生資源の産地を示す。 また 図を作成し， これらの資源の世界的パターンについて議 の集村を中心とする農業生産の繊化，北アメリカのコーンベルトの村や町，都市の空闇的醗）。

非再生資源の用途を説明する（化石燃料，甑など）。 論ずる。 ・地域資源の発見と開発が，集落の形成を促すことがある

・生徒とその家族， コミュニティーの構成員を調査し，学 ・ダイヤモンドや銀，金，タングステン，モリブデンなど ことを説明する（石炭，ニッケル，鉄鉱石の発見にともなうシベリアの獅醜滋山資源や水

校や家庭， コミュニティーのユ日当たりの平均的な資源 の主要な埋蔵地を表した地図を作成し，これらの資源の 力資源の開発にともない移住者が増大したオンタリオ北部やケベックなどのローレンシア楯状地）。

消費量を測定する。 またそれらを， 再生資源と非再生資 世界的パターンについて巖論ずる。 ・資源が枯渇した結果，集落パターンに変化が生じた事例
源，流動資源に分類する（再生：絹，非再生：石油，流動：流水や風）。 o 鯛査対象となった資源の用途，および主要3資源につい を記述する（コロラドの鉱雌性におけるゴーストタウンの成立，カナダの沿海県における漁業集落

・様々な資源類型の特徴と資源の産地について， 他の生徒 て1900年当時と1990年の分布パターンを示し，両者の違 の鰍化）。

に説明することを意図したドキュメンタリー作品の脚本 いを説明する。 ｛b）世界の鰭地域における資源や探険，植民，移民の相互関係

をかく。 ｛b｝資源利用が現代世界にもたらしている現状を記述する。 を脱明する。

〔b）資源産地と人ロ分布との関係性を脱明する。 ● 石油や無煙炭， 歴青炭，ダイヤモンド，銅などの主要資 ・商業主義と帝国主義の発展がもたらした地理的帰結を説

・地図を使って，経済活動と資源の関係を記述する。 また 源について， 現在の主要産地を地図に示し，それに産地 明する（16齪から17齪にかけてのスペイン人とポルトガル人のラテンアメllカへの甑，19世

主な工業地域，および鉄鉱石や石炭， その他の天然資源 と消費国を結ぶルートをかき入れる（ペルシャ渤ら躰，鞭へと鋤す 紀におけるオランダとアジアの勢力麗のアジアへの拡大）。

の産地を認識する。 る石油，青アフリカからベルギー，イスラエル，ニューヨークなどの研磨地へと二二するダイヤモンド）。 ・資源の獲得を目指して行なわれた世界史上の探険や植民

・地図を使って，資源と消費者を結びつける輸送ルートを o 各国の生活水準と，資源確保の容易さの関係を議論する の事例を認識し，それを礒論ずる（辞書や貴鋸を確保するために，インド

記述し， それぞれのルートにおける輸送手段を認識する （大量のエネルギー資源や食料品，原材料を容易に確保し，それを加工して消費者物資を製造している国は， や中国への交通路を発見しようとして行なわれたコロンブスの航海。毛皮や魚，木材，金を求めて，シベリアや

〈船，パイプライン，はしけ，髄）。 一型に生活水準が高い。その逆の国は，生活水準も低い）。 アラスカ，カリフォルニアへ移住したロシア人）。

・歴史的事例の研究を通して，資源の発見とその用途に影 ● 資源の確保をめぐる競争と，地域間または国家間の対立 ・ある時期には高く評価されたが，他の時期にはそれほど

響を受けた集落パターンを説明する（19世紀後半に雛の中心地となるコ 現象の関係をみい出す（1930靴に酬を占領した日本，1991年にクウェートを 高く評価されなかった資源の事例を認識し，その理由を
ロラドの鉱山町，18惟紀に始まるアパラチア山導の瀬沿いの諸都市と工業の発展）。 碧したイラク）。 議論する（冷舞茸現するまでは，鵡の保存のたあに稠されてい醐や辞料。内蝋酬獺

（c｝生徒の日常生活において資源が果たしている役割と意味を ｛c憎憎利用に係わる多様な視点を評価する。 される以前は，利用価竺のない「地下オイル」として放棄されていた石油）。

記述する。 ● 資源の利用と酷使に関する人々の多様な態度を吟味する ｛c｝世界の腋地域で為されている資源利用に関わる政策決定を

・地元コミュニティーで使用する電気が発電されている場 （電気自動車，水の供給，都市の公共交通機関，化石燃料に利用に対する，それぞれの人の態度）。 評価する。

所とその方法を記述する。またスケッチマップを利用し ● 環境保全局または関連機関の基準に基づいて，環境破壊 ・資源の消費量が各国の平均を遥かに上回る国について，

て，発電に使われている原料の供給地を示す。 の事例をリス トにする。基準を満たすための将来の資源 その状況と理由を議論する（鉄鉱石を輸入しているドイツ，石油を輸入しているアメ

・白地図に， 地元コミュニティーで広く使われている工業 利用計画を提案する（古い熱蹄での過剰嫌撒採，合綱酪におけるバッファロー リカと日本）。

製品の原料供給地を示す（自動車，医薬品，姐，食料）。 の減少，轍騒の土癬全）。 ・様々な形態のエネルギーを開発し，利用してきたことの

・資源の用途やその価値に注目して， 生徒の居住する地域 ● 環境への影響という視点から，資源の採掘や資源利用の 地理的帰結を説明する（離資源，非離鰭，流動資源）。

で使われている資源と世界の諸地域で使われている資源 方法を吟味する（持続可能な林業や麟の鶏，氷山から真水を手に入れる，飾麟物をリサ ・非再生資源の輸出に依存する国々の，短期的また長期的

を比較し， その違いを簡潔に説明する（樹を燃料として利肘るドミニ イクルする）。 な経済見通しを吟味する（ナウルの燐鯨が欄したときにナウ1懸が受ける碑，

∵鵬ヒ，騒蹴ヒして果す姶魍）。 〔d｝資源開発と資源利用に科学技術が果たしている役割を認識 ノーバスコーシアの松林の過剰伐採に起因する経済的社会的周題）。

’ド

[・κ



1

團

1

（d｝資源の用途に関連して，今日の■要問題を吟味し，それを する。 〔d｝資源を再利用し，リサイクルするための方法を認識する。

認識する。 ・資源の採掘量の増加と，科学技術の発展との関係をみい ・リサイクル可能な資源を確保するために，工業は立地戦

・原材料のリサイクルと再利用について，原材料ごとの特 出す（城闘り紬巨大撒の稠，石油やボーキサイトを縣に使われる蹄の発展）。 略を変えっっあることを説明する（蟹工場溶器会社やカン会社，ガラスや

質と限界をリストにする。 ・資源の消費量と，科学技術の発展水準との関係をみい出 プラスチック，ボトルの製造業者）。

・天然資源の保全方法を題材にした詩や演劇をかく。 す（ヨーロッパや北アメリカなど先避会における1人当たりのエネルギー漱勲多さ。アフリカやラテン ・ローカルからグローバルまでの各レベルで，汚染された

・野生の動植物や湖沼など，地元の資源を保全するための アメリカなどの発展途上国における1人当たりのエネルギー消費量の少なさ）。 危険廃棄物を扱うことの地理的問題を議論する（麟物の鋤，
計画を立案する（パワーポートの瀦都族する保全瓶と瀬が立案する保全瓶，狩猟家 ・石油の探索において，衛星画像の技術が経済的に重要な 処理，加工，保管）。

が立案する保全計画と野性動植物を撮影する写真家が立案した保全計画，それぞれの見方）。 意味をもつ理由を説明する（広大でかつ接近しにくい地駅あっても，腿酷の技 ・合衆国の諸州と外国のリサイクル法を比較し，資源管理
術があれは，実験室内で予樹的な調査を行なうことができる）。 に対する人々の態度を説明する（資灘理に対して本格的に取朔む法か，その

｛e｝再生資源，非再生資源，流動資源の利用と管理に関わる長 場しのぎの法か。黛格な法か，緩やかな法か。蠣力をもつ法か，自由放任的な法か）。

期叶画を認識し，それに代わる新しい計画を提案する。 （e｝資源利用に関わる政策またはプログラムを，様々な空間的

・石炭や石油，天然ガスなどの管理計画を立案する。 スケールにおいて評価する。

・現段階で知り得る化石燃料の供給可能年限を，資源の埋 ・資源利用に関わる政策決定の地理的影響を評価する（旱燗

蔵量や消費量に関する様々な見積もりを基に予測する。 の排水を規嘱したコミュニティー，各コミュニティーのガラスや金属，プラスチック，紙製品の回収計画）。

また，化石燃料を使い果たして，代替エネルギーに移行 ・過去4代の合衆国大統領の政治成果を，資源管理政策に

するときの計画を立案する。 限定して主観的に評価する。

・水の保全と資源のリサイクルを進める計画を個人的に策 ・発展途上国における資源の荒廃や枯渇の現状を，複数の

辛し，これから10年以内に可能性のある計画の変更と， 視点から評価する（躰の企嫁と国猷搬類関に所属する環境保全縮，それぞれの立

その変更理由を推論する。 場の人聞が表明しているマレーシアの森林利用についての異なる見解）。

｛f｝人聞社会の発展に，エネルギー資源が果たしてきた重要な

意味を説明する。

・人間が新しい土地に移住するときに，木材や木炭，風力

や水力などのエネルギー資源の存在が重要な意味をもつ
ことを説明する（合細の酪，シベリア東部への人々の移住のとき）。

・社会が機能する上で，石炭や石油，天然ガス，原子力が
果たす役割を認識する（腿や工業i腱に瀕な動力を供給，勲の囎と冷房）。

・太陽光や太陽熱など代替エネルギー資源を利用しようと

する動きの広まりとその発展，またその動きが社会に及
ぼす影響を説明する（水・大気の質，エネルギー産業や工姓齢動に与える影響）。
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空間的世界　場所と地域　　自然システム　人文システム　環境と社会 ：地壇の効角’

スタンダード17：過去を解釈するために，地理をいかに応用するか

第4学年までに，生徒は，次のことを知り理解する。 第8学年までに，生徒は次のことを知り，理解する。 第12学年までに，生徒は次のことを知り，理解する。
1場所と地理的意味の歴史的変化。2．場所に対する人々の見方と，地理的意味の歴史的変化。3．過去の人々や出来事に影響を及ぼした地理的背景。 鰻購難騰鉢場所柵3．過去の出来事や状況に影響を及ぼした地理的背景。 1．空聞的変化の過程が，出来事や状況を規定するしくみ。2．場所，環境に対する人々の見方の変化は，人間の空闇的

＄E識鑛盤踊桀舗粟たした蝦な役割．

したがって，生徒は次のことができる。 したがって，生徒は次のことができる。 したがって，生徒は次のことができる。
（a｝場所の自然的特徴と人文的特徴の変化を記述する。 （a｝社会の空聞的組織の歴史的変化を記述する。 （a｝空間的変化が，歴史に影響を及ぼすしくみを説明する。
・生徒の居住する地域に建つ，様々なタイプの住居の写真を時代順に並べかえる。また時間とともに，家の規模や ・都市の位置の特徴，立地または機能の違いが分かるように，各時代ごとの都市の位置を地図におとし，合衆国に ・現象の空間的拡散の過程と，接触した地域への影響を読

ﾝ取る（そけ曜ベストの断的な広がり，北ア田力からヨーロッパ，アフリカ，アジアへの囎の習

様式が変化してゆく理由を説明する（雛のパターン，人畔二化，繍 おける都市の成長過程を読み取る。 慣嚇）。

的鰭）。 ・世界諸地域の各時代ごとの都市の内部構造と形態，機能 ・地図やその他の情報を基に，合衆国の地域的統合を促進
・人々の就業形態を示したグラフを利用して，生徒の居住する州では生計を営む方法がどのように変化してきたか の変化を読み取る。・世界諸地域の各時代ごとの人間の居住パターンを記述し 嘉講聯繋誉講融鑛羅郵駅繍lll撫
を読み取る（工業広蓋，漁業，鯛取引，政治）。 て，それらを比較する（中世ヨーロッパと近代ヨーロッパ，二三代の北郎と報，オ 貧弱路システムの整備）。

　・地域に生息する動植物の数の変化を図解した年表を作成　　する（燗鰐住し，麟を始めたことに製する，繊の粧の胸ま変化を読み取る）

ﾜ麟認識繭祐磐1ヒ幽幽翼麓航　　空写真を使って，コミュニティーの土地利用の変化を促　　した賭要因を記述するく街路と道路の鍵，人ロの難，土地利用の鵬）。　・一次資料と二次資料を基に，コミュニティーの成長と発

　　一ストラリアの南酪と中国の南酪）。

ob糠鍵灘繍瑞弊肪または環境的な肪
@・過去の人々の態度が，合衆国の居住パターンに及ぼした
@　影響を説明する（フロリダに対して抱く人々の見方，アラスカに対してこれまでに与えられてき

@　た移住地としての甜価）。

@・19世紀のアメリカについて記述された文学作品，または

　・20世紀全体を通じた移民の大きな流れと，それに対抗す
@　る形で，南部の農村から北部や西部の中心都市へ移動す
@　るアフリカ系アメリカ人の流れについて，これらの人口
@　移動がもたらした地理的影響を読み取る。
ib）地理事象に対する人々の見方の変化が，人聞社会に変化を
@もたらすしくみを吟味する。
@・環境や資源の利用に関する各宗教の態度を比較する。ま

展，文化，土地利用のパターンに影饗を及ぼした人々を その他の資料の表現を基にして，広告や宜伝文が合衆国 た世界的にみた経済発展のパターンと文化的対立，また
認識する。 の西部に対する人々の見方を変化させるのに果たしてき その逆に，社会統合に対してはたらく宗教の影響を吟味
・地域の高齢者に聞き取り調査をして，コミュニティーの
�謔闖繧ｰた『それの由来は』という物語を著すための

．美麗講事撫を促進させている，。一畑地 する。・事例研究に基づき，科学技術が自然に対する人間の統制

　　基礎資料を得る。また地図や写真を使って，物語の内容　　を表現する。｛c｝人聞の移住や居住形態を規定する環境に対する人々の見方

域，国家，グローバルの各レベルにおける資源に対する
ｽ様な見方を説明する（ネイティブ・ア刈カンと銀者と区立，1950年以降のア
宴Xカへの移儲とイヌイットとの対立）。

力を高めてきた事実を，また科学技術が土地利用のパタ

ﾇ翻嚇騰驚姦選講醐1曙町計
の変化を記述する。 ｛c｝主要な歴史的出来事に影響を及ぼした自然的，人文的要因 ・敵国に包囲されたロシア，という見方が表現されている
・環境に対する人々の見方，移住のパターンに影響を及ぼした科学技術，または新たな資源の発見や枯渇について 蝋鵡薇や技術水準識地の変化と，戦争の結果との 地図を用意する。このような見方が，ロシア（ソ連）の外

�ｭ策に及ぼした影響を吟味する。
説明する（ベンシルノ仁アやルイジアナ，テキサスなどの醜域における石油の歴史。大ア刈力ン砂 関係をみい出す（フォージ谷の天候とア財力軸の結果）。 （c歴史的事件または歴史的運動の展開過程に影響を及ぼした
漠に対する人々の甑の変化）。・一次資料と二次資料を基に，居住期間の長さや地域に抱

’羅黎合鰯寧綴棊麓町蜷轟蕊絶世
自然事象と人文事象を分析する。・19世紀から20世紀にかけての経済史と政治史において，

く親密感とともに変化する，環境に対する人々の見方を 三角貿易がもたらす利益，卓越風と海流の位置）。 帝国主義と植民地主義，脱植民地主義がそ果たした役割
記述する。 ・地図を使って，合衆国の様々な土地区画システムを認識 とその一般的意義を評価する（植民地を鱒するときに，また後に搬地が独立国

・過去の子どもの生活を描いた噂話を読み，当時の子ども する。また今日のような景観の形成に，このシステムが となるときに，アフリカに存在する政治的境界を無視したヨーロッパ人。ヨーロッパ人がアメリカを植民地化す

たちの自然環境に対する態度を記述する。また当時の態 果たしてきた役割を評価する（ジョージア州のように」期界繊に基づいて繊 るときに行なわれた原住民の撒）。

度と，現代の子どもたちの態度を比較する。 された量亀とその歴史と，アイオワ州のように長方形に土地区画された景観とその歴史を比較する）。 ・18世紀後半から19世紀初期のイギリスで，産業革命が成
｛d｝

ﾚ㌶鍵盃準準縮難罪亭亭亭亭る
@　くポール・リブレの移動£録を読み，そのルートを適切なスケールにおいてたどる。南北戦争の主要な戦暑の位

（d歴史的出来事に関係している極めて■要な自然事象をリス

f莚轟轟齪種めて重要な意味をもつ山道をリ
叛した歴史的地理的要因を吟味する（当時そこで利用できた簸や資本，労

縺C市場，科白）。・飢餓や大規模な難民を発生させる自然的，人文的要因を

置を確定し，その位置が戦争の遂行過程に与えた影響を軒忍する）。 ストにして，その位置を地図に表す。またこれらの山道 評価するく1845年から1850年までのジャガイモ鮪にともなうアイルランド人の苦況，一定期

・地図をもとに，昔の貿易ルートと，風向き，海流の方向 のもつ意味を議論する（カイパー峠，バルマ峠，ブけ一調）。 聞のサイクルで生起する中国の飢謹，1970年代から80年代にけてサヘルで起こった凹目と飢餓）。

を相互に突き合わせて，過去におけるこれらの関係を説 ・合衆国史で極めて重要な意味をもつ渡し場をリストにし
明する（古代ヨーロッパ人の交易ルートは，貿朋の餉きに筋する。イスラムの貿易船は，8齪に て，その位置を地図に表す。またこれらの渡し場のもつ
は季鯛を糊してインド洋を渡りた）。・次の問いに対する答えとなる，ある場所の自然的人文的 ，蓉漿丁丁雛薯鍵饗欝讐盤編灘召弩麗辱
特徴を記述した文章，または視覚教材を用意する。 泉，その他の水文事象をリストにして，その位置を地図
「場所Xは，時期Yの頃，どのような様子だったか？」 に表す。またこれらの水文事象がもつ意味を議論する（デ
（生徒の居住する州について》世紀転換期の集落の檬子と輪送ル「トを示した地図を用意する）。 ラウェア峡谷，カンバーランド峡谷，オガラーラ帯水層，グレートブレーンズの自噴井）。
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空間的世界 場所と地域　自然システム 人文システム　環境と社会 地理の効用

スタンダード1 8： 現在を解釈するために，また将来の計画のために，地理をいかに応用するか

第4学年までに，生徒は，次のことを知り理解する。 第8学年までに， 生徒は次のことを知り，理解する。 第12学年までに，生徒は次のことを知り，理解する。
1．地理的状況の勘態的性格。 1．自然システムと人文システムの相互作用は，地球の現在 1．人々の多様な見方は，地球資源の利用と管理をねらいと

2世界観を規定する人々の見方。 と未来の状況をいかに形づくるか。 する政策の形成に，いかに影響を及ぼしているか。

a社会問題， 環境聞題の空聞的次元。 2地理的状況に対する多様な見方は，将来の叶画にいかに 2．空間的側面と環境的側面から捉えた現代の腋問題。

影響を及ぼすか。 3．問題の分析と意思決定に，地理的知識や技能，見方を応

3．地理的見方を応用して，地理的知性に基づいた意思決定 晒してゆく方法。

を行い，社会問題や環境画題を解決してゆく方法。

したがって， 生徒は次のことができる。 したがって，生徒は次のことができる。 したがって，生徒は次のことができる。

（a）地理的状況の変化を認識する。 ｛a｝自然システムと人文システムの相互作用を分析し，地球上 （a｝様々な見方が反映した，地球資源の利用と管理を支擾する

・人口増加と資源利用について情報が示されたグラフを解 の現状について， その原因と結果を理解する。また，未来 藷政策を構想する。

釈し， 両者の関係性を記述する。 の状況を予測する。 ・持続的な発展に関して異なる見解をもつパネラーが出席

・風刺漫画または物心を作成し，資源管理の方法と資源管 ・発展途上国の都市生活を比較し，経済，社会，政治，環 する公開討論会を想定する。そして，それぞれの立場の
理が重要とされる理由を図解する（土壌殿の事業は，現在の鹸蛙性を次 境の変化の相互関係を吟味する。 考え方に依拠したときの，予想される結果を説明する
世代にまで持続させるのに役立っ。非再生資源をリサイクルして使うのは，次世代の資源を確保することにつな ・幼児死亡率， 農村の貧困，病院，医療施設の普及につい （諸外国の材木需要に応えて，インドネシアの熱帯雨林を伐採することの是非。オーストラリア東部のグレート

解る）。 て示したグラフと地図を用意し，都市と農村では異なる バリアリーフ周辺の海岸でルチルを採掘することの是非）。

・年表と視覚表現を使って世界人口の急激な増加を示す。 医療サービスや水の供給，衛生施設の利用のし易さを記 ・グローバル経済の変化が，富裕層と貧困層の生活に及ぼ

㈲世界観の多様性を規定している人々の見方の多様性を記述 述する。 す地理的影響とその程度を説明する。また，発展途上国
する。 ・20世紀の主要なエネルギー源として，石油，石炭，原子 における都市生活と資源利用，政治経済権力に対する人

・情報検索表を使って，同じ場所， 同じ環境，同じ出来事 力，太陽を利用することの地理的影響を評価する。 々の参入機会には，不公正があることを例示する（アフリカ，

に対して抱く人々の多様な見方が表現されている情報の （b｝複数の視点を統合して，現代の地理的聞題を分析し，それ ア労，出歯力の諸獅）。

整理を試みる（外画な1訪が現われた地図を吟喋して，多様雄界像を脇する）。 を評価する。 ・地図やグラフ，新聞の切り抜きなどの多様な情報源を活

・世界の子どもたちの多様な生活ぶりを，人生や教育，生 ・同一の地理的問題をめぐって，異なる見解をもった二人 直して，自然災害が先進国と発展途上国に及ぼす影響を

き甲斐などに対する個人の感覚または態度，男子と女子 の人聞が会話している場面を描く（鮪林の利用撒をめぐりて齢している 記述する。またこれらの情報を基に，災害に対する公的
の違い， などの各視点から比較する。 森i林労働者と環境保全論者。発展途上国の性差に基づく分業をめぐって議論している男性と女性）。 私的な対応状況を理解し，災害の再発に備えて策定され

・次の問いに妥当性のある答えを導き出す「グローバルな ・移民の立場をロールプレイし，そのような状況下で形成 た政策を評価する（1991年に二二の雲仙岳で起きた爆発と，1991年にフィリピン

環境危機は実際に存在するのか？， それはなぜ起こった される人間の感情， または新しい国に対する人々の見方 ・ルソン島のビナツボ火山で起きた爆発，1993年にミシシッピ川流域で発生した洪水と，1993年にライ

のか？」 を記述する。 また，環境に対する人々の儒念や態度，価 ン川流域で発生した洪水，1992年のハリケーン・アンドリューによる洪水と，1992年の季節風によるバ

（c｝知識に基づいて， 自然一社会問題に対する意思決定を行な 値観を尊重しっっ，新しい環境に彼らの生活を適応させ ングラデシュの洪凝，それぞれ比噂する）。

う。 るための方法を記述する。 （b｝空聞的側面をもったローカル問題，または地域的聞題の解

・合衆国の諸地域で生起している人為的な変化を記述し， ・地理的側面をもつ社会，経済，政治，環境の各論争問題 決策を構想する。

未来への影響を予測する（亀一ジャージ洲沿牌の醜帯の醗・保全をめぐる について， 生徒自身と他者の見方を調査させる。それを ・大規模な自然災害から人命と財産を守る計画を構想する
静）。 踏まえて， 本論争問題に関するレポー・トを作成し，実行 （地図を使って，標高の低い島々がハリケーンに襲われた場合の巡計画を示す）。

・環境問題に対する複数の解決策とそれぞれの解決策から されるべき解決策を知性的に判断する（犯罪や少年非行，姻山気汚染 ・複数の地図または地理情報システムを使って，土壌や地

予測される帰結を提示し，それについて礒論ずる。議論 の各醐に対する解決策）。 下水，排水，水源，その他に関する情報を収集する。こ

を踏まえて，最善の解決策を決定する（地元コミゴティーでブラスチッ 回人聞活動と自然システムの下闇的組織について分かったこ れらの情報を活用して，都市地域でゴミ処理場を建設す
ク製の牛乳容器をリサイクルする最善の方法を考える）。 とを表現する。 また，それらの知識に基づいて，知性的に るのに適した場所を選定する。

・社会問題を地図に表現して，その問題の空間的側面にっ 判断する。 ・都市内部に新しく建設されたスポーツアリーナの観客を
いて分析する（白白における蹄収入の分輔示した魍を読み取り，その騒の失業率にっ ・次のような場合の空間的組織の将来的状況を記述する。 輸送する大量交通機関を構想する。その際には，人々の
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いて儲を引き出す）。 現在の状況，すなわち，消費や生産，人口増加のパター 居住地や既存の輸送施設，交通機関の輸送能力などの諸

ンが持続した場合。現在の消費パターンが持続するが， 条件を考慮する。

リサイクルや新しい鉱山技術の研究が進展した場合。生 ｛c｝地球の自然，人文システムの各視点から，現代の賭問題を

徒個人の考えや予測が実行可能になった場合。 分析する。

・地理的問題を分析し，ある行動案を提起している勧告を ・土地の侵食と砂漢化を，自然システムと人文システムの
擁護する議論を展開する（ダムや貯水池を建設する，商業繊を灘化させる，大鰍 相互作用の結果として説明する（自然システム：土地の乾燥，親，乾靴，人

道輸送機牌を蝶する）。 文システム：集落を支える土地の聾容能力を越えた人関の行動）。

・大都市の環境の質の改善をねらいとした革新的計画を立 ・先進経済国における人口の増加または減少が，人文シス

案し，その勧告内容を地図に表現する（麗帯，輸1鑓路，歩行者鯛道 テムと自然システムに及ぼす影響をリストにする（高儲の扶
路，自転糊レーン）． 養閥，資源の闘瀬，経済市糠小）。

・世界の気温が華氏3度上昇した場合，人間またはその他

の生物に，あるいは自然システムに予想されるシナリオ
を構想する（植物や三川プランクトンへの欝を含む）。

｛d｝地理的知識と地理的技能を駆使して，聞題の空間的状況を

分析し，意思決定を行なう。

・地域資源を枯渇させた現行の経済活動を，持続可能な他

の経済活動に転換させるための方略を構想する（漁業資源が棚
してきたカナダ大西洋沿岸の漁村に対して，漁業に代わる経済括動を提案する。才ガララ帯水層の水に依存して

きた瀧嶽農業地域に対して，農業に代わる経済二二を提案する）。

・世界の特定地域について調査した国家機関の模擬報告書
を作成する（断または面面醐からみ燃国の位匿や分布，国際関係のパターンを麟する。

次に国境や地形，気候パターン，生態系，人ロ分布，人口密度をはじめ，国内の都市配置や通信網を記述する。

最後に，経済的・社会的・政治的発展を遂げるのために望まれる持続可能なアプローチを提起し，地葺の将来像

を賦する）。

・先進国または発展途上国における観光業の実態を調べ，

資源利用をめぐる意見の対立，地元住民にとっての観光

業のメリットとデメリット，様々な視点からみた観光業

のコストと便益を把握する。最後に新しい場所に観光業

を興すことについての賛否を示した声明書を作成する
（ダイビングショップの経営者，ホテル従業員，観光業者，地元の漁師，それぞれの観点からみた観光業）。



皿　全米歴史スタンダード：歴史フレームワークの研究
　　　　　　　　　一構成原理と方法の分析・考察，資料一

田中史郎（岡山大学教育学部）

はじめに

　本報告書は，連邦法に基づいて，歴史スタンダードのための全米協議会（National　Council　for

I｛istory　Standards，　NCH：S）によって作成された「歴史のためのナショナル・スタンダード」

（National　Standards　for　History，以下，全米歴史スタンダードと呼ぶ）の構成原理と方法分析と考

察，基本資料（翻訳）の提供を意図している。歴史スタンダードのための全米協議会（NCHS）によ

る「全米歴史スタンダード」の特徴は，第一に，「社会科」ではなく，地理，歴史，公民・政治，とい

うように学問的領域別に作成されていることである。第二に，K－12年間の歴史教育カリキュラムで

ある。K－4年，5－12年（5－8年，9－12年）が段階をなして作成されている。それは，後述する4，

8，12学年において一定水準の学力を習得して進級させるための全国的評価制度の創設と表裏の関係

であろう。第三に，アメリカでは全国社会科協議会（NCSS）も独自の「社会科」カリキュラム基準

を1994年に作成している。NCHSの「歴史スタンダード」を行政版というならば，　NCSSの「社会科

スタンダード」は民間版，といえよう。ただし，NCH：Sのスタンダードの作成にはNCSSも構成団体

の一員として参加している。本論の構成は，1．全米歴史スタンダードの成立過程，2．全米歴史スタ

ンダードの資料的検討，3．全米歴史スタンダードの概要，4．資料編（翻訳），参考文献，となってい

る。

1．全米歴史スタンダードの成立過程

　1983年4月，レーガン政権下，ベル連邦教育省長官委嘱の「教育における優秀性（エクセレンス）

に関する全米委員会」は2力年の作業を終えて，報告書「危機に立つ国家」（Nation　at　Risk）を提出

　した。この報告書において，5つの教育改革の勧告がなされた（参考文献〈！＞，以下〈　〉のみ記

載する）。

　89年に就任したブッシュが大統領はレーガン政権の課題を引き継ぎ，90年9月に全米州知事を招

集して，「教育サミット」をヴァージニア州立大学で開催した。国政の重大事について大統領が全米

知事を集めて相談したのは史上3回目である（1908，1933に次ぐ，参考文献，佐藤P99）。80年代の

教育改革は州主導のもとに進められてきていたことが背景にあった。ヴァージニア州知事クリント

　ンが副議長を務めた。91年年頭の大統領教書は，連邦教育局と州知事の共同による「六つの全米目

標」（National　Education　Goals）を発表した。それは，①就学率100％達成，②高校卒業率90％達

成，③4，8，12学年において5教科（英語，数学，理科，歴史，地理）において一定水準の学力

を習得して進級させる，④数学と理科の学力で世界一とする，⑤成人の識字率の向上と生涯学習，．

⑥全学校の麻薬・暴力からの解放と規律ある学習環境，である。91年3月にブッシュ大統領は「ア

メリカ2000一教育戦略」を宣言し，5教科の基準の開発と達成テストの開発を提起した。これは，

世論に強く支持された。これを受けて，91年7月には教育の全米目標委員会（National　Education・

Goals　Panel）が設置された。（議長はコロラド州知事Roy　Romer，州知事6人（民主党，共和党各

　3），大統領府から4人，職権外4人で構成）。この委員会に対して，92年1月24日に「教育基準及
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び全米テスト協議会」（National　Council　on　Education　Standards　and　Testing；Rey　RoμrとBarrol　A．

Campbelが共同議長，1991に設置）は，「アメリカ教育基準の向上（Raising　Standarrds　for

American　Education）」を答申した。5教科ナショナル・スタンダードの各作業部会報告，ナショ

ナル・スタンダードと学力評価制度はセットされなければならないこと，連邦と州・地方の政策開

発のための協同などについて提言した（〈5＞）。

　93年に大統領に就任したクリントンはブッシュ政権の教育政策を継承しつつ，ブッシュ大統領の

教育改革6目標に，教師教育・教師の専門性の開発および父母の教育参加の2項目を加えた。また，

教科を7教科（公民・政治，芸術）に拡大して，2000年までに学力達成することを目標とした。

1994年4月22日に「目標2000；アメリカ教育法（Goals　2000；Educate　America　Act）」を103回議会

に提案した。この法律において，国家教育目標の8項目，国家的教育改革の指導・基準・評価，州

及び地方の教育の体系的改革，両親の援助，技術国家基準委員会，国際教育計画，安全な学校，少

数者の市民教育，教育研究の改善，などのテーマを含んでいる。「教育目標，基準，評価」について

は，国家教育目標パネル（NEGP），国家教育基準および改善協議会（NESIC），技能国家基準委員会

（Nationa1　Skill　Standards　Board）の制度の制定を含んでいる（〈6＞，〈7＞，〈2＞）。

　「歴史のためのナショナル・スタンダード」（歴史スタンダードのための全米協議会），「ナショナ

ル・スタンダードー生活のための地理」（地理教育スタンダード・プロジェクト），「公民・政治のた

めのナショナル・スタンダード」（公民教育センター）は，1994年に作成された。

　このアメリカ教育法の制定を受けて，「各教科（9教科）でのスタンダードの作成がなされてきて

いる。1996年までにほとんどの州が教育スタンダードを作成または作成中である。さらに基準に対

応した学力テストの作成を進めている」（〈3＞）と報告されている。

2．「全米歴史スタンダード」の資料的検討

　　「全米歴史スタンダード」（National　Standards　for　History）は，下記の「表1　全米歴史スタンダ

ード基本文献資料比較表」に示す5部作からなる。即ち，①基礎編，1994年刊，②K－4学年拡大編，

1994年刊，③5－12学年合衆国史，拡大編，1994年刊，④5－12学年世界史，拡大編，1994年忌，⑤

基礎編，1996年刊である。これらの5部の資料を比較検討すると，次のことが言える。

（1）基礎編は，1994年忌と96年版には内容の変化は全くない。これらの5部作の他に「改訂版」が

　　あるのかどうかは未確認である。

（2）下線「基準の開発」を含む章は，「教養ある市民のための歴史の意義」「スタンダードの定義」

　　「開発の評価基準（criteria）」「スタンダードの開発（合衆国史の時代区分，世界史の方法，世界

　　史の時代区分，歴史的理解，歴史的思考，歴史的理解と思考を統合したスタンダード，質問）」

　　「政策問題」などの総論である。

（3）拡大編は，基礎編に比較して，第2章において「思考」の達成事例を，第3章において「スタ

　　ンダード＝理解＋思考」の「達成事例」（Examples　of　student　achievement　of　standards）を，そ

　　れぞれK－2，3－4；5－6，7－8，9－12の段階ごとに例示している。スタンダードごとに具

　　体化された膨大な達成事例は，歴史理解に関する論争を呼び起こした。また，合衆国史および世

　　界史の拡大編は，第4章にそれぞれ「教授資料」を“media”“printed　sources”“teaching

　　materials”に分類して，資料を紹介している。

（4）「歴史スタンダード全米協議会」（：National　Council　for　History　Standards）は30人の構成員か

　　らなる「全米歴史スタンダード・プロジェクト」の責任母胎であり，全米歴史教育センターはそ
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の事務局である。カリフォルニア大学名誉教授（教育学）Charlotte　Crabtree，カリフォルニア

大学教授（歴史学）Gary　B．　Nashが共同議長となり，また，カリフォルニア大学全米歴史教育セ

ンターの副所長のLinda　Symcoxがコーディネイターとなった。参加団体は34団体に及んだ。組

織的な中心団体は，州教育長協議会，管理およびカリキュラム開発協会，社会科全国協議会，州

社会科専門家協議会，アメリカ歴史協会，アメリカ歴史家団体，歴史教育全国協議会，歴史教育

者団体，世界史協会である。

表1　米国歴史ナショナル・スタンダード基本文献資料比較

②拡大編， ③拡大編， ④拡大編，
①基礎編，第一版　1994，237頁 K－4，1994， 5－12，合衆国史 5－12，世界史 ⑤基礎編，1996，225頁

89頁 1994，280頁 1994，326頁

第1部：歴史（K－4）のナショナ 第1章：K－4 第1章：合衆国 第1章：世界史 第1部：歴史（K－4）のナショ
ル・スタンダード 年の歴史スタン 史スタンダード スタンダードの ナル・スタンダード

第1章：K－4年の歴史スタンダー ダードの開発 の開発 開発 第1章：K－4年の歴史スタンダ
ドの開発（教養ある市民のための歴 一ドの開発

史の意義，K－4年の歴史の事例， 第2章：歴史的 第2章：歴史的 第2章：歴史的 第2章：歴史的思考のスタンダー
スタンダードの定義，基準開発の基 思考のスタンダ 思考のスタンダ 思考のスタンダ ド

本的指導原理 一ド 一ド 一ド 第3章：K－4年の歴史スタンダ
　　　　　　　　　　　　　　　印謔Q章：歴史的思考のスタンダード 一ド

第3章：K－4年の歴史のスタンダ 第3章：K－4 第3章：合衆国 第3章：世界史
一ド 年の歴史スタン 史スタンダード スタンダード 第H部：合衆国史及び世界史（5一

ダード 12）のナショナル・スタンダード
第H部：合衆国史及び世界史（5－12） 第4章：合衆国 第4章：世界史 第1章：合衆国史及び世界史スタ
スタンダード 史のための教授 のための教授資 ンダードの開発

第1章：合衆国史及び世界史スタン 資料 料 第2章：歴史的思考のスタンダー

一ダードの開発 ド

第2章：歴史思考のスタンダード 付　録 付　録 付　録 第3章：5－12年の合衆国史スタン

第3章：5－12年の合衆国史スタンダ ダード

ード 第4章：5－12年の世界史スタンダ
第4章：5－12年の世界史スタンダー
h

一ド

付　録

付　録

①Nationa1　Standards　for　History．　Basic　Edition：Nationa1　Center　foy　History　in　the　Schools．　LOS　ANGELS，　CA．：SPONS

　AGENCY　Department　of　Education．　DC，：National　Endowment　for　the　Hurnanities（NFAH）．　Washington，　DC：1994，237p．

②National　Standards　for　History（（K－4）；Expanding　Children’s　World　in　Time　and　Space，　Expanded　Edition，　including

　Examples　of　Student　Achievment　for　Grades　K－2　and　3－4．1994，89　p：著者；Grabtree，　charlotte；Nash，　Gary　B．

③National　Standards　for　United　States　History．　Exploring　The　American　Experience　Expanded　Edition：lncluding　Examples

　of　Student　Achievment．1994，280p．

④National　Standards　for　World　History：Exploring　Paths　to　the　Present．　Grades　5－12，　Expanded　Edition：lncluding

　Examples　of　Student　Achievment．1994，326p．

⑤National　Standards　for　History．　Basic　Edition：National　Center　foy　History　in　the　Schools．　LOS　ANGELS，　CA．：SPONS

　AGENCY　Department　of　Education．　DC，：National　Endowment　for　the　Humanities（NFAH）．　Washington，　DC：1996，225p．

3．全米歴史スタンダードの概要

（1）全米歴史スタンダードの目的

　　　スタンダード開発の目的は，第一に，全ての生徒に機会を公正に保障することである。「（1）全

　　生徒が，何を知り，何をなすことができすべきであるかに対する高い期待を確立すること，（2）
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　その達成の構成要素を明確にすること，（3）最も重要なことは，教育において全生徒に提供され

　るべき学習の機会と財源における公正さを高めることである」。そのための，教師の専門性の向上

　と生徒のための教科書及びその他の学習教材の提供の重要性を指摘している。

　　第二に，歴史のための適正な授業時間の確保である。5学年から12学年の間に，合衆国史，世

　界史をそれぞれ最低3年間の学習の必要性を提起している。現状は，17州が合衆国史を3年間，

　14州が世界史を2年間以上，内6州が3年間である。第三は，州および地方のカリキュラム計画

　の多様性に適応することである。「図2　歴史スタンダードの要素と構成」（後掲参照）は，州お

　よび地方における履修学年の違いを考慮して，幅を持たせたスタンダードの設定をしている。

（2）歴史スタンダードの概念

　　スタンダードは，次のように「定義」されている。スタンダードは，全ての生徒が習得する目

　標（goals）を明示するものである。歴史には，二つのタイプのスタンダードがある。一つは歴史的

技能である。歴史的思考技能は，生徒が，「証拠の評価，比較や因果の分析，歴史記録の解釈，現

　在の生活における見識ある判断を基礎づける健全な歴史的論証及び展望の公正」を可能にする。

　第二は，歴史的理解である。「歴史理解は国民や世界の歴史について生徒が何を知るべきかをを明

確にすることである。これらの理解は，少なくとも5領域における人間の願望，努力，達成と失

敗から導き出される。すなわち，社会的，政治的，科学・技術的，経済的及び文化的（哲学的・

　宗教的・美的）領域である。また，歴史的理解は，現代の市民が直面している同時代的論争問題

及び課題の分析に必要な歴史的展望を生徒達に準備する」。さらに，「歴史的思考と歴史理解とは，

　それぞれ独立して発達するものではない。より高いレベルの思考はより高い歴史理解に依存し，

　また関連している」αこのような理由から，第3章，4章において示されているスタンダードは，

　「歴史的理解」と「歴史的思考」の統合として示される。

（3）教科論

　1）目標原理：歴史教育の目標は，「教養ある市民」の教育であるとする。それは，単なる政治教

　　育にとどまらず，民主的社会の構成員として不可欠の教養である。（資料編，1．参照）

　2）内容構成原理：

①「教養ある市民のための歴史教育」を具体化する歴史教育の内容は，「歴史的理解」と「歴史的

　　訳出技能」の二つの要素によって構成される。「歴史的理解」は，「歴史は，人間の多様な活動

　　における願望と努力を数え上げそして分析する，広範囲の統合された領域である。社会的，政

　　治的，科学・技術的，経済的，および文化的。家族，コミュニティー，州，国家，および世界

　　の種々の人々について探求する歴史学習は，現実の人々の生活，願望，闘争，成功と失敗の中

　　に，同時にこれらの生活の全局面に生徒を引き入れる」と説明している。

②「歴史的思考技能」については，「生徒は何を知るべきかという規定一すなわち，全生徒が習得

　　すべき合衆国及び世界の歴史を理解すること一を超えて，生徒は彼らの理解を証明し彼らの知

　　識を生産的な方法で応用するためには何ができなければならないかを考究することが本質的な

　　ことである」として，「生徒が自己の歴史理解を証明する」ための歴史的思考技能として年代的

　　思考（chronological　thinking），歴史的理解力（historical　comprehension），歴史的分析と解釈

　　（historical　analysis　and　interpretation），歴史的調査（historical　research），歴史的な論争問

　　題の分析と意志決定（historical　issues－analysis　and　decision　making）の開発をあげている

　　（「表2　全米歴史スタンダード：歴史的思考技能5－12」，および資料編，〈2＞歴史的理解と

　　歴史的思考技能，参照）。
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　③　歴史的理解と歴史的思考技能の統合：歴史的思考技能は「真空状態で発達したりあるいは表

　　現することさえできない。これらの技能のそれぞれが機能するためには歴史的内容を必要とす

　　る」。歴史スタンダードは歴史的理解と思考技能の統合として表現される（図1参照）。

（4）カリキュラム

　1）カリキュラム開発規準（criteria）

　　　カリキュラムの開発規準（criteria）として，12の規準を示している。これらの規準には，歴

　　史的に形成されてきた教科教育的諸原理が列挙されている。その特質を要約するならば，①学

　　校におけるすべての段階における「知的権威」「最高の学問性」を追究すること（1，3），②

　　事実・日付・名前の受動的な学習でなく，歴史の型，および因果関係の認識を内容とする能動

　　的な問いと学習を原理とする（1，3，4），③歴史学的方法に照らして理にかなった歴史的思

　　考の諸原理および基本的資料操作技能を学習する（6，7），④世界史および合衆国史の幅広い

　　領域のテーマと特定の場・事象の事例的研究，地方・地域・合衆国，世界のバランスのある有

　　効な構成（5，13），⑤歴史は，人間文化の基本的諸側面を統合すべきだある（14），⑥合衆国』

　　史は，国民の多様性と共通性，歴史の過程で形成されてきた市民的同一性・共有する市民的価

　　値，価値対立を狭める貢献と闘争，など公民教育に貢献すべきである。多様な文化・集団を認

　　め，その葛藤の歴史に正対する学問的，知的誠実さ（8，9，10），⑦世界史は，多様な文明

　　の歴史と価値を扱うべきである。また，文明の相互作用に注意を払うべきである（15），⑧合衆

　　国史と世界史の関連性，内容の関連，構成方法の類似性，地球的文脈における合衆国史，世界

　　史の部分としての合衆国史（11），第二次大戦後の国際社会を扱うべきである（12），⑨全生徒の

　　基準であるべきこと（2）などである。（資料編〈4＞歴史スタンダード開発規準criteria）

　2）カリキュラム

　　　全米歴史スタンダードのカリキュラムは，「K－4年のための歴史」「5－！2年のための合衆国

　　史」「5－12年のための世界史」の3領域によって構成される。K－4年においては「4トピッ

　　ク」，合衆国史については，「合衆国史時代区分論」に基づく「10時代区分」，世界史について

　　は，「世界史の方法」「世界史の時代区分論」に基づく「9時代区分」によって，それぞれ構成

　　される（表3　全米歴史スタンダード：理解と思考技能の統合5－12，および，資料編〈3＞合

　衆国史及び世界史の時代区分，参照）

（5）授業の内容構成

　　授業構成において，「歴史的理解」と「歴史的思考技能」の統合は具体化される。図2の事例か

　ら「テーマ：時代3革命と国家」→「歴史理解のスタンダード1，2，3」→「スタンダード構

成要素（下位理解）1A・・」→「発達段階スタンダード（歴史理解＋思考技能）」→「達成事例

　による歴史理解と思考技能の統合」＝授業内容二三段階，へと具体化されている。資料編〈5＞

　「革命と国家」の授業内容構成段階における「達成事例」（スタンダード）を集録した。
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表2　全米歴史スタンタ㌧ド＝歴史的思考技能5－12学年＝NaUon記S㎞dards　fbr　Histαy，Nahonal　C㎝ter　Fod五stoτy㎞The　Scocls，1996：より作成

基準（スタンタ㌔ド）1：年代的思考（Chronological　Thinki㎎）

　　生徒は年代的に考える：ゆえに、以下のことができる：

　A，．過去、現在、未来の時を区別する（distinguish）

　B．歴史叙述あるいは歴史物語の時間構造を、複数の歴史叙述で見

　　きわめる（iden爵）。始まり、真ん中、終わり（後者は、特殊な

　　始まりの結果として規定される）

　C．生徒自身が歴史叙述を構成して、時間の順序を確立する。

　D．暦の時間を測定（measure）し、計算（calculate）する

　E．提示された資料を時間系列において解釈する

　E歴史的継続（succession）及び持続期間（duration）の型を再構成す

　　る（reconstruct）

　G時期区分のためのそれ以外の選択可能な型を比較する

基準（スタンタ㌧ド）2：歴史的理解力（co嗣prehensi。n）

　　生徒は多様な史料（so町ces）を理解する（。omprehend）。ゆえに、以

　　下のことができる。

宰A．歴史の記録（dOGum垣nt）や叙述（！㎜iative）の著者、源泉を見きわめ

　　（iden的）、その信想性を評価すること。

　B．宇義どうりに歴史的出来事を再構成する。誰が含まれ、どこで何

　　が起こり、どんな出来事がこれらの発展を導いたか、どんな結果

　　や成果をもたらしたか。

　C．中心的疑問（複数の場合もある）を歴史叙述（namUve　ad（壮esses）

　　によって見きわめる（iden的）．叙述が構成されている目的、見方、

　　観点を見きわめる。

串D歴史の事実伽cts）と解釈（intelpretaUoRs）の違いを認める．

　（dif飴renciate）。しかし、これらの二つは関連していることを認め

　る。歴史家が報告している事実は選択されたものであり、過去に

　ついて最も重要なものは何かについて歴史家の判断を反映してい

　る。

　E．歴史叙述（㎜tive）を想像豊かに読む（read）。歴史叙述は含まれ

　る個人や集団の人間性について何を開示しているか、あり得る彼

　らの価値、見解、動機、希望、おそれ、力強さ、弱さ。

　F歴史的見方（perspeGtives）を理解する（appreciate）。（a＞そこにいた

　人々の眼や経験を通して。過去の言葉で述べること、文学、日記、

　手紙、論争、芸術、人工物など。（b）其の出来事が展開された歴史

　的脈絡を考慮すること；その時代や場の価値、見解、選択可能性、

　偶然性：（。）現在の規範や価値によってのみ過去を判定する”現代

　性向”を避けること。．

　G．．歴史地図のデータで調べる（dτaw　upon）。歴史的出来事が生起す

　る地理的環壌に関する情報を得、あるいは明瞭にする。その絶対

　位置、距離や方向、その場の自然的人工的特徴、これらの特徴と

　歴史的出来事がそこで起きたことの決定的関連性。

　H視覚的、数学的、統計的データを利用する。歴史的叙述に提示さ

　　れている情報について、明瞭にし、図解し、敷衡した図表、表、

　　棒・線グラフ、フロー・チャート、ヴェン図、その他の図表組織

　　法。

　L視覚的、文学的、音楽的資料で調べる（draw　upon）。歴史叙述に提

　示されている情報を明瞭にし、図解し、敷術している（a）写真、絵

　画、風刺漫画、建築製図；（b）小説、詩、演劇；（c）民謡、流行歌、

　古典音楽：

基準（ス夘ダード）3：歴史の分析（anaIysis）と解釈（interpretati。n）：

　　生徒は歴史の分析及び解釈に携わる。ゆえに以下のことができる

　A共通性と相違性を明確にすることによって、思想、価値、人柄、

　　行動、制度の異なる特徴を比較・対照する

　B過去における異なる人々の多様な見方を考慮する：動機、信仰、

　　関心、希望、おそれの違いを証明すること：

　C．因果関係（cause－and－e飾ct　relationships）を分析する：（a）歴史におけ

　る個人の重要性、（b）思想、人間的興味、信仰、の影響：（c）運、偶

　然と非合理の役割を含む多様な因果関係に心を留めて

宰D持続的な論点を明確にするために、時代と地域を交差させて比較

　する：地域と時間の境界を超えた大規模、長期間の発達の場合：

電．支持されない意見と歴史的証拠に根拠づけられた洗練された仮説

　を識別する

　R競合する歴史叙述を比較する

　G歴史的不可避性（inevitabili‡y）の論証（argum㎝ts）への挑戦：いかに

　　異なる選択が異なる結果を導くかについて、歴史の偶然性の事例

　　を構成することによって：

　H歴史の解釈を仮説としてもつ：新しい情報の不足、新しい意見が

　　聞かれ、新しい解釈が提唱される時に変わることを条件に：

　1歴史家の間の大論争を評価する：過去について選択可能な解釈に

　ついて：

　工過去の影響について仮説を立てる（hypothesize）；過去の決定の限界

　　と可能性が与えられる機会の両者を含む：

基準（スタンタ㌔ド）4：歴史的探究能力：historicaI　research　capabilit

y　＝生徒は歴史的探究をする。ゆえに、以下のことができる。’

　A歴史的疑問を明確にする：歴史文書、目撃者の話、手紙、日記、

　　人工物、写真、史跡、美術、建築、その他の過去の記録との出会

　　いから：

　B．多様な史料（soulses）から歴史的データを得る：図書館、博物館、

　　史跡、写真、雑誌、日記、目撃証言、新聞、等。記録フィルム、

　　証人の口頭証言、国勢調査、租税記録、市の指令集、統計書、経

　　済指標を含む：

　C．歴史的データを吟味する（in㎞・oga｛e）：それが作られた、社会的、

　　政治的、経済的脈絡を露わにする；史料の信頼性、権威、出所、

　　内的一貫性、完全性を検査すること、事実の削除・隠蔽・創作に

　　よる偏見、歪曲、宣伝を発見し、評価すること

　1）利用しうる記録の空白を見きわめ、時・場所の脈絡ある知識と見

　　方を整理する＝証言に基づいて想像豊かに二二するために、演繹

　　的に空白を埋めるために、健全な（so岨d）歴史解釈を導くために

＊E．定量的分析を行う：家族の規模と構成、移民の類型、富の配分、

　　経済変化のような、変化のトピックを探究するために：

辱F歴史的証拠によって解釈を支援する：表面的な意見よりもむしろ

　　厳密に推理された論証を構成するために：

基準（スタンダード）5：歴史的論点（lssue8）の分析と意志決定（decision飢幽

ak員g）：生徒は歴史の論争点の分析と意思決定に携わる。ゆえに、以

　　下のことができる＝

　A過去の論争点（issue）と課題（pr。ble皿）を明確にする（ide面昏）：

　　状況に内包されている利害、価値、見方、観点を分析する

　B．前提条件としての諸環境、行動の課題と選択に関わる同時代の諸

　　要因を整理する（marshal）

　C．関連する歴史的前提条件（皿tecαient＞を明確にする（iden雌）

　　そして、同時代の論争点に不適当で、無関係の条件を弁別する

　D選択可能な行動の仕方を評価する（evaluate）：当時利用可能な

　　情報、その決定によって影響を受ける人々の利害およびそれぞれ

　　の長期二一短期的影響、倫理的考察などに留意して；

　E論争点に関して行動する立場あるいは仕方を明確にする

　　（fbrmulate）課題の性質を見きわめ、問題に寄与する背後要因を分

　　析し、注意深く評価された選択肢からの選択によって、もっとも

　　納得のいく餌決を選ぶこと：

　F意思決定の意義（㎞plement）を評価する：それが貢献する利害を

　　分析すること、含まれる各演技者の立場・権力・優先権を評価す

　　ること、その決定の倫理的次元を評価すること、多様な見方から

　　の代償と利益を評価すること

［＊印について］：表は、本文の記述によったものである。基準2＊A，＊Dは、PP60・61（概要＝目次）では、基準3に入れている。：基準3のDE

、基準4のEFは、　pp60・61（概要＝目次）にはないものが、本文には採用されている。

　　　　／
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図1　歴史的理解と歴史的思考技能の統合（合衆国史　時代3，スタンダード1）

歴史的思考

思考と理解の統合

歴史理解

歴史的思考

1年代三思考

2理解力

3歴史的分析と

　解釈

4歴史探究能力

5論争問題の分

析と意志決定

基準1A
生徒はアメリカ革命

の原因を理解する

1記述する

2比較する

3評価する

4説明する

時代3のための歴史

理解

1A　アメリカ革命の

　原因
1B独立宣言において

　明瞭に述べられてい

　る諸原理

基準

図2　歴史スタンダードの要素と構成　（合衆国史 時代3　革命と国家）

　（＊基準＝スタンダード）

生徒が習得す
べき歴史理解の

陳述

基準の構成要素

基準1（1Aンの
初に、、理解するこ

とを確定する陳述

発達的段階の基準

基準1Aの学年
レベル相当な形

に変形された基
準

思考技能

幾つかの適当な

思考技能の一つ

時代3：革命と新国家（1754－1820s）基準1アメリカ革命の原因、

革命運動の進展に含まれている思想と利害、アメリカ勝利の理由

1A　生徒はアメリカ革命の原因を理解する。それ故に生徒は以下

　のことができる…

5－12　七年戦争の帰結、1763年パリ条約に続くイギリス帝国主義の

　総点検［先行環境の証拠を整理する］

5－12　英国人の伝統的な権利及び帝国の費用の分担を植民地に支払

　わせることの合法性に関して、帝国主義政策の防衛者と反対者に

　よって唱道された論証を比較する［多元的見方を考慮する］

5－12　アメリカ植民地と英国の軍事的紛争の開始へと導く危機的出

　出来事の年表を作成する［時間の順序を確定する］

7－12　この革命の政治的、思想的、宗教的、経済的起源を分析する

　［多元的原因を分析する］

9－12　独立について愛国者と王党派の中の主張を再構成し、いかに

　して独立を宣言する決断に達したかについて結論を引き出す。

　玄元的な見方を引き出す］

National　Standards　fbr　History，　National　Center　fbr　History　in　the　Schools，1996
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表3　全米歴史スタンダード（基準）＝理解と思考技能の統合5－12
　　　　　　　　　　　　　　　教養　ある市民＝公的市民・私的個人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（＊基準＝スタンタ㌧ド）

歴史的理解：hist。racal　under3tanding＊

＜参考＞

　k・4段階のための歴史スタンダード　；

トッヒ．ック1家族と地域社：会での生活と共同労働、

　　　　今と昔：

　　　2生徒の州又は地方の歴史

　　　3合衆国の歴史：民主的諸原理と価値

　　　　及び文化的、経済的、政治的遺産に

　　　　貢献した文化を担う人々

　　4世界の多くの文化を持つ人々の歴史
＜5－12＞

合衆国史及び世界史のための基準（5。12学年）

｛＊10時代及び31主要事項の理解｝

合衆国史の基準（5。12学年）：

時代1

　　2

　　3
　　4
　　5・

　　6

　　7

　　8
　　9
　　10

三つの世界の出会い（始まり一1620）

植民地建設と定住（1585・1763）

革命と新国家（1754－1820s）

膨張と改革（1801。1861）

内戦と再建（1850・1877）

産業的な合衆国の発達（1870－1900）

現代アメリカの出i現（1890・1930）

大恐慌と第：二次世界大戦（1919－1945）

戦後の合衆国（1945－1970s）

現在の合衆国（1968一現在）

　世界史のための基準く5・12）：

時代1　人類社会の始まり

　2　初期諸文明と遊牧民の出現、

　　　4000・1000BCE

　3　古典的伝統、大宗教、大帝国、

　　　1000BCE。300CE

　4　交易と出会いの範囲の拡大、

　　　300輔1000CE
5

6

7

8

9

半球の相互関係の増強、1000・15QQCE

最初の地球時代の出現、1450・1770

革命の時代、1750。1917

危機と達成の半世紀、1900・1945

1945以降の20世紀；約束と逆説

歴史的思考のスタンダード5－12historical　thinking＊

基準1＝年代的思考
　A．過去、現在、未来の時を区別する（disdnguish）

　B歴史話あるいは歴史物語の時間構造を見分ける（iden出シ）

　C．生徒自身の歴史話の構成において時間の順序を確立する

　D．暦の時間を測定（meaSU爬）し、計算（calculate）する

　E提示された資料を時間系列において解釈する

　F歴史的継続（successiQn）及び持続期間（duradon）の型を再構成する

　　（recOllstruct）

　G時期区分のためのそれ以外の選択可能な型を比較する

基準2：歴史的理解力。㎝prehensiσn

　A．歴史記録あるいは叙述（naπadve）の著者あるいは源泉を明確にす

　　る（ident燭y）

　B．．字義どうりに歴史的出来事を再構成する

　C．中心の疑問を歴史叙述（histodcal　narradve　addresses）で見きわめる

　D歴史事実と解釈の違いを弁別する
　且歴史叙述（narradve）を想像豊かに読む

　F．歴史的見方を理解する（appreciate）

　G歴史地図のデータで調べる（draw　upon）

　H視覚的、数学的、統計データを利用する：図表、表、棒・線グラ

　　フ、フロー・チャート、ヴェン図、その他図式組織法を利用する

　1視覚的、文学的、音楽的資料を参考にする（draw　upon）

基準3歴史的な分析と解釈

　A思想、価値、人柄、行動、制度のことなる特徴を比較・対照する

　B．多様な見方を考慮する

　C個人の重要性、思想の影響、機会の役割（chance　of　role）を含む、

　　原因一影響関係（cause　andef琵ct）および多様な因果関係くml」dple

　　causadon）を分析する

　D．持続的な論点を明確にするために、時代と地域を交錯させて比較

　　する

　E．支持されない意見と歴史的証拠の根拠づけられた仮説を識別する

　F競合する歴史叙述（naradve）を比較する（compare）

　G歴史的不可無性の論証への挑戦
　H．歴史の解釈を仮説として支持する（hold）

　L歴史家の間の大論争を評価する

　J過去の影響について仮説を立てる（hypothesize）

基準4：歴史的探究能力

　A歴史的疑問を明確にする

　B歴史的データを収集する

　C歴史的データを吟味する（interrogate）

　D利用しうる記録の空白を見きわめ、時・場所の脈絡ある知識と見

　　方を整理し、健全な（sound）歴史解釈を構成する

　E．定量的分析を行う

　F．歴史的証拠によって解釈を支持する

基準5：歴史的論争点（issues）の分析と意志決定

　A過去の論争点（issue）と課題（problem）を明確にする

　B．前提条件としての環境、行動の課題と選択過程に関わる同時代の

　　諸要因を整理する（marsha1）

　C．関連する歴史的前提条件（antecedent）を明確にする

　D選択可能な行動の仕方を評価する（e嘱uate）

　E論争点に関する立場、あるいは行動の仕方を明確にする（fbrmula箆）

　F意思決定の意義（implement）を評価する

＊Nadonal　S伽dards｛br　Hi伽ry；Nadonal　Centef　For　History　hl　The　Schoo㎏1996，より作成
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（6）歴史ナショナル・スタンダードの論争

　　連邦法に基づいて作成された，この「歴史ナショナルスタンダード」は，その内容および実施

　に関して，論争を呼び起こした。論争は，とりわけ合衆国史の拡大版の達成事例をめぐったなさ

　れた。論争点については，森田によれば，第一に「合衆国史スタンダードは，国家創設以来200

年を主導してきた白人男性の功績（achievment）を削減し，短所を強調している。一方，マイノリ

ティーの功績を多く取り扱い，その迫害を強調している」「一貫して，アメリカが成し遂げた業績

　を最小限にとどめ，一方不当な点を強調している」「アフリカ人やアメリカ先住民社会の短所につ

いて明示していない」「近現代の部分は均衡がとれていない」「全国民についての重要な情報を除

外し，異集団の間に存在する差違を拡張している」「客観的事実よりも意見や正しい態度がより重

要視されている」など，イデオロギー的に政治的欠陥除去（Politically　Correct）と多文化的見方

に偏向している，という論点である。

　　第二に，正しい教育実践の理解に立っていない。第三に，アメリカ精神を克服する闘争の継続

性を描いている，第四に，ナショナル・スタンダードの作成には，連邦政府が関与すべきではな

い。第五にスタンダードは，彼らが先に表明した目的を逸脱している，などでの論点があげられ

ている（参考文献②，参照）。これらの論点は，資料編〈4＞スタンダードの達成事例（時代3

国家と革命）において確認されうるはずである。
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4．資料編

＜1＞　教養ある市民のための歴史の意味　（1996年版）

　学校において歴史のためのスタンダードをもうけるには、全生徒の一般教育における歴史の位置及

び意義についての明確な考えを要求する。学校においてより多くの、より良い歴史に対する広範な、

増大しつつある支持、小学校の早い学年における開始は、此の十年間のより勇気づける兆候の一つで

ある。理由はたくさんある。しかし、歴史の知識は政治的知性の前提条件であるという理由以上に民

主的社会にとって重要なものはない。その社会がどこからきたか、その中核的な価値は何か、過去の

どんな決定が現在の状況を説明するかについて、歴史なしに社会はいかなる記憶も共有しない。歴史

なしに、政治的、社会的、道徳的な社会問題に対して、分別ある探究を保証できない。そして、歴史

的知識や探究なしに、民主的な統治過程、国民の民主的理想の全市民的実現に効果的に参加するのに

必要な見識や分別ある市民性を得ることはできない。

　トーマスヅェファーソンは、かつて、未来に生起することのために準備することを可能にするという理

由で、自治に参加するすべての人の迄めに歴史を書いた。E．ギルソンは、歴史が与える展望の特別な

意味について注目した。”歴史は、思想の結果を検証するために我々が所有する実験室である”と述

べた。歴史は生徒に人間の経験の偉大な記録を開示する。個人及び社会が彼らの直面する課題に為し

てきた広範囲の適応を明らかにし、そして、為されてきた様々の選択のもたらす結果を顕わにする。

過去の選択と決定を学ぶことによって、生徒は、以前の選択肢について、そして、’おそらくそれぞれ

の結果についてのより深い認識をもって、現在の課題と選択に向かうことができる。

　勿論、現在の課題は過去のそれらの再現ではない。今日の論争問題に対して、歴史からの知的推論

により深い技能が、それには又過去の理解が本質的に要請される：現在の論争問題の分析に適切に知

識を提供する歴史的前例なのか、全く関連のない前例なのかを識別すること。生徒たちは適切な歴史

分析を見識ある意志決定に役立たせるために、十分に歴史的理解の基礎を教えられなければならない。

　要請されていることは、ニーチェがかつて”批判的歴史”と定義したこと、そして、ゴードン・ク

レイグが”骨の折れる探究と冷静な判断の後に、歴史のどの部分が現在の課題に関連があり、また、

どの部分が関連がないかを判断する能力”と説明したこと、その論争問題に関して、状況を評価する

こと、意見を形成すること、行動的な立場をとること、に習熟することである。これらのことを探究

する中で、生徒たちは、歴史は、歴史の間違った類比に基づいて到達した高価な決断に満ちているこ

と、同様に過去が与える重要な教訓に殆どあるいは全く理解しないで為された高価な行動に満ちてい

ることを、すぐに発見するであろう。

　これらの学習は、直接に公的市民（public　citizen）の教育に貢献する、しかし、それらは、私的個人

（priva　e　individua1）の養育にも同様に、独自に貢献する。歴史的記憶は、時間の流れの中における自

分の位置、そして、全人類と自分と関連を見つけるキイである。我々は古代の鎖の部分である、そし

て、過去の長い手は、良かれ悪しかれ、我々の上に置かれている、まさに同様に、我々の手が未来の

子孫に寄りかかるであろう。自分のルーツ及び人間の歴史の大きな流れの中での自分の位置の知識を

否定されるならば、個人は、自分の十二分な人格的発達並びに責任ある市民性の基礎である十分な自

己感覚、及び共同体の一員としての感覚を奪われる。これらの目的のために、歴史及び人文科学は、

学校カリキュラムの中で不可欠の役割を占めなければならない。
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　最後に、歴史は、生徒に世界及び彼ら自身のとは異なる多くの文化や生活様式についての包括的な

理解を発達させる機会を開く。バランスがとれそして多くの内容を含む世界史から、生徒は世界の多

くの人々についてもまた共有する人間性及び共通の課題についても正しい理解を得ることができる。

生徒は又他者の目で物事を見る習慣を得ること、そして、周りの他者や他のやり方を学ぶときに自分

自身をよりょく理解できることを悟るようになる。そのような世界史の比較学習による歴史理解は自

分自身あるいは他者の社会の悲劇に対して、承認あるいは謝罪を要求するものではない。また、選択

的価値体系およびそれらがすべての人々の基本的人権及び願望を支持したり、あるいは否定したりす

る影響を批判的に吟味する重要性を否定するものではない。とりわけ重要なのは、世界の多くの文化

の歴史の理解は、増大しつつある多元的社会および増加しつつある相互依存の世界において要請され

る相互の忍耐、尊敬、市民的勇気の性質を育むことに貢献することができることである。

　もし生徒が、より明瞭に先を見るべきであるならば、そして、彼らが市民として為し、支持しある

いは単に黙認するという意志決定によって、接触するすべての人と人間性を共有するための判断及び

考慮によって行動する準備をすべきであるならば、学校は、カリキュラムのこの批判的領域に関心を

向けなければならない。

＜2＞　歴史的理解と歴史的思考（1996年版）

　〈歴史的理解〉　歴史は、多様な人間活動における人間の願望と努力を数えあげそして分析する、

広範に統合された領域である；社会的、政治的、科学／技術的、経済的及び文化的。家族、コミュニ

ティ、州、国家及び世界の種々の人々について探求する歴史学習は、生徒を現実の人々の生活、願望、

闘争、成功及び失敗の中に、同時に彼らの生活におけるあらゆるこれらの局面の中に引き入れる。

　社会史を通して、生徒は社会のより深い理解に達する：人間であることが何を意味するかについて、

家族構造について異なったそして変化していく見方について、男女の役割について、子供時代と子ど

もの役割について、社会における多様な集団及び階級について、そして、すべてのこれらの個人と集

団間の関係について。この社会史の領城は、経済的、宗教的、文化的及び政治的変化が社会生活にど

んな影響を与えてきたか、そして、無数の人々を運命づける歴史発達を具体化しているかを考究する

：奴隷制、階級闘争、集団移住と移民の歴史；疫病、戦争及び忍足の人間的帰結；医学的、技術的及

び経済的進歩によってもたらされる長期的生活展望及び生活水準の向上。

　政治史を通して、生徒は、彼らの地域社会、州、国家、及び世界の様々な社会において政治的活動

領域が発達してきた様子を理解する。政府や制度を創る努力；他者をしのぐ権力を獲i得し、‘維持する

動機；基本的人権、正義、平等、法律、秩序を社会において達成しそして維持する闘い；そして国際

法を高めようとする地域的、世界的心理過程の進歩は、歴史学習において探求され、分析されるべき、

あらゆる領域の中心的な人間ドラマである。

　科学及び技術の歴史を通して、生徒は、自然を理解する科学的探求、我々が住んでいる世界、人間

性それ自身が歴史の記録と同様に古いことを学ぶ。また、同様に、食物の生産から病人の看護、商品

の輸送、経済的安定及び集団の福祉の進歩に至るあらゆる物事の仕方を改善するための探求がある。

変化を推進し、そしてこれらの変化がほかのすべての領邑の人間活動を変えてきた科学技術の発達を

理解することは、歴史学習の中心である。

　経済史を通して、生徒は、人々の生活の質を決定し、社会を作り、そして、出来事の過程に影響を
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与えるのに、決定的な役割を果たしてきた経済力を評価する。文化圏内外との交易関係は、地域的、

半球的そして地球的な経済支配の型を造りだし、他のすべての領域の活動に広範かつ深い影響を及ぼ

す、20世紀における国際経済の出現を可能にしてきた。

　文化史を通して、生徒は、思想、信仰及び価値が歴史を通じて人間の行動に深い影響を与えてきた

ことを学ぶ。宗教、哲学、芸術及び民衆（popular）文化は、あらゆる社会の願望と達成の中心を占め

てきたし、また、最初から歴史的変化の源泉であった。この領域の人間活動について生徒の探求は、

文学、聖典、口承、条約、演劇、美術、建築、音楽、舞踊を通じて、人間的経験についての彼らの理

解を深める。

　これらの5領域の人間活動の分析は、歴史的時間と地理的空間の両者の脈絡においてそれらを考究

することを要請される。歴史的記録は、それが目見された地理的環境と不可分に結びつけられている。

人口移動及び植民、科学的及び経済的活動、地政学的礼拝儀式、そして、政治的、哲学的、宗教的及

び美的観念の分布と広がりは、すべて、ある程度、地理的要因に関連している。

　あらゆる人々が、彼らの時代の論争問題及び挑戦に対処してきた機会、限界及び強制は、重要性の

程度はあるが、その中で彼らが生活し、そして、彼らが関わってきた環境によって、そしてまた、以

前に来た人々によって残された変更の利かない、風景に刻まれた悪意や善意の痕跡によって、影響を

受けてきた。

　これらの5領域の人間活動は、個人と社会の現実生活の中でまた、相互に織り合わされ、合衆国と

世界の歴史における本質的な理解は、これらのカテゴリーを切り裂いている。したがって、アメリカ

革命の原因を理解するために、生徒は啓蒙思想の哲学的理念、イギリス重商主義と植民地自身の利益

の経済的利害の競争、イギリス普通法・権利章典・そして名誉革命の下での”イギリス人の権利”に

よって規定されている政治的前提条件、性・人種・経済的地位、そして地域によって規定されている

植民地における異なる社会階層の多様な願望、に立ち向かわなければならない。

　同様に、アメリカの勝利の結果を理解することは、これらの活動領域のそれぞれにおける変化が、

しばしば、ある他の領域に、あるいはすべての他の領域にどんな衝撃を与えているかを証明している。

植民地人の軍事的勝利の多くの帰結は、新しい、永続的な政治制度の発達、アメリカの勝利が異なっ

た願望を持って戦争に参加しあるいは戦争中反対側に同盟した多様な集団にあたえる社会的・経済的

影響、そして、”民主的革命の時代”と呼んできたものが生気を与えているアメリカ革命の長期的な

”哲学上の影響”をふくむ。これらの結果は、．歴史的出来事の複合性（complexity）および歴史それ自

身の幅広い統合的性質．．（integrative　nature）を証明している。それらはまた、過去についてそして我々

が今も過去の影響を受けているかについての生徒の理解を深める歴史の独自のカを再度確認する。

　同様に、世界史において、15，16世紀における中米のイベリア人による征服へと導いた力を理解す

るために、生徒はアフリカ、アジアと海外貿易の前夜のヨーロッパの人々を結びつけている地域間貿

易制度の経済に向かい合わねばならない；スペインとポルトガルの中央集権的王政の興隆に導かれた

政治的・宗教的変化；ポルトガルとスペインの造船・航海と海戦行為、及び北欧、モスレム、中国の

航海技術のこれらの変化への影響。

　同様に、イベリア人の中米征服の結果の理解は、人間活動の領域の何ちか一つの変化がしばしば、

他のいくつかのあるいはすべての領域にいかに影響を与えるかを証明している。イベリア人の軍事的
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勝利の多くの帰結は、例えば、アメリカにおけるスペインとポルトガルの植民地帝国ρ創設を含んで

いた；コロンビアとの出会いによる植物群、動物群及び病原菌の世界的規模の交流、アメリカインで

イアンの人々の征服と奴隷化によってもたらされた社会的変化；アメリカへの新しい病原菌の導入を

原因とする人口への荒廃的影響；ヨーロッパ人の植民地における、ほぼ1000万人のアフリカ人の強

制的移住と奴隷化；アメリカへのキリスト教導入の結果としての宗教的信仰と実践の変化；アメリカ

の莫大な金銀資源のヨーロッパ経済への注入による経済的、社会的影響。これらの多くの影響は、歴

史的出来事の複合性、及び歴史それ自体の広範囲の統合的性質を証明している。それらはまた、過去

についてのそして過去によって今もなお我々が影響を受けていることについて、生徒の理解を深める

歴史の独自の力を証明している。

〈歴史的思考〉

　生徒は何を知るべきか、すなわち全ての生徒が習得すべき合衆国及び世界の歴史の理解、を超えて、

生徒は彼らの理解を証明するために、そして彼らの知識を生産的な方法で応用するためにするべき可

能なことは何かを考究することが必要である。

　歴史の学習は、事実、日付、名前、場所の受動的な吸収以上の多くのことを含んでいる。

歴史はその本質において過去からの証拠に基づいて推論する過程（process　of　reasnlng）である。この推

論は、名前、日付、場所、思想、及び出来事のような事実の情報の注意深い収集、比較考察、立場の

転換（shi負ing）において、根拠づけられなければならない。しかし、この過程はここでとどまらない。

現実の歴史的理解は、生徒が原因一結果の関連性を考えること、確実な歴史的解釈に到達すること、

現代における見識ある意志決定の基礎となりうる知識へ導く歴史的探求及び調査を行うこと、を要求

している。これらの思考技能は能動的な学習過程である。

　適切に教えられるならば、歴史は分析及び判断の能力を発達させる。それは、選択の両義性を明ら

かにする、そして、しばしば人間に事後に苦しみをもたらす性急で安易な解決について、慎重さを高

める。歴史は逆説の理解、また、人間の統制を超えたものとその手中にあるものや必然と偶然の見分

けをするレディネスを育てる。歴史は、生徒が偏見を見破り、証拠を比較考察し、論証を評価する訓

練をする。その結果、感性的・自立心に判断し、党派心の強い弁論者による歴史にたいする見せかけ

の訴えを嗅ぎ分け、小話と分析を区別することに生徒を準備する。

　これらの潜在能力を獲得するために、生徒は次の5つ型の能力を開発しなければならない（以下略、

「表2　全米歴史スタンダード：歴史的思考技能5－12」参照）

　＜3＞歴史スタンダードの開発規準（criteria）（1996年版）

　合衆国及び世界の歴史の全国基準の開発は、人間の歴史の偉大な宝庫について全生徒にとって何が

習得すべき最も重要なものであるかを決断する特別の挑戦を示している。あまり意識されないが重要

なことは、全生徒が達成すドき歴史的展望、歴史的推論の技術、価値分析、及び、政策的思考のエッ

センスは何か、を決めることである。

　広範な全国的な意見及び合意形成の過程を経て開発され、練り上げられた以下の基準は、歴史基準

のための全国協議会によって、K－12学年段階の歴史基準の開発を導くために採用されたものである。

1基準は、最高の学問性を反映し、受動的な事実、日付、名前の習得よりも活動的な問い　及び学習
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を高めることを、知的に要求すべきである。

2そのような基準は、全生徒に等しく期待されるべきであり、また、全生徒はこれらの基　準を達成

するカリキュラムに接する機会を平等に提供されるべきである。

3基準は、最も早い基礎的年齢から歴史の意味及び歴史家の方法を学ぶための能力を表す　べきであ

る。

4．基準は、年代順に、歴史における型（pa仕em＞及び因果関係（causation）の評価（apprecia｛ion）を育てる

組織的な方法に基礎を置くべきである。

5基準は、合衆国及び世界史の広範な主題の強調と特殊な歴史の出来事、思想、運動、人　物、及び

資料等の証明との間の均衡を突くべきである。

6すべての歴史学習は、一般的な観念及び価値に照らした、情報の選択と配列を含む。歴史のための

基準は、確実な歴史的推論一証拠の注意深い評価、因果関係の構成、公平な解釈、比較分析一の三原

則を表すべきである。省略、隠蔽、作りごとによる事実の歪曲・宣伝の発見と評価の能力は、本質的

要素である。

7基準は、歴史知識がそれによって達成される多様な証拠資料の認識、評価、利用能力を含む。資料

には、文書資料、伝承、数量的資料、民間の風習、文学、人工物、美術と音楽、歴史的風景、写真と

フィルムを含む。

8合衆国史の基準は、人種、民族、社会的経済的地位、ジェンダー、宗教、政策、宗教によって例証

される国民の多様性及び国民の公共性の両方を表すべきである。特定の集団及び個人の貢献と闘争が

含まれなければならない。

9合衆国史における基準は、共有する市民的同一性および政治において共有する市民的価値の理解お

よび国民の歴史における主要な政策論争の分析、および、多くの人民の相互の尊敬、を発達させるこ

とによって、市民性の教育に貢献すべきである。

10　歴史基準は、市民社会の性質およびその政治や市民性への関連を強調すべきである。合衆国史の

基準は、国民の民主的政治制度の歴史的起源、その理想と制度の継続的発展、理想と実際との問の格

差を埋める論争及び闘争を語るべきである。世界史基準は、多様な民主主義から多様な独裁主義にわ

たる政治制度の異なる型、世界のすべての地域における文明によって発達した思想と願望を含むべき

である。

11合衆国史と世界史の基準は、内容においても、形式においても分離して、しかし関連させて開発

されるべきである。合衆国史の基準は、国民が含まれている地球的連関を反映されるべきである。ま

た、世界史は、合衆国史をその統合的部分の一つとして扱うべきである。

12　基準は、合衆国及び世界史の近年の出来事の適当な範囲を含むべきである。それは、第二次大戦

後の時期の社会政治的発達及び国際的関連を含む。

13　合衆国史及び世界史の基準は、事例研究及び歴史研究による特殊な出来事及び運動の調査にとっ

て、地域及び地方の歴史を利用すべきである。地方及び地域の歴史は合衆国史及び世界史のより広い

型の入り口とすべきである。

14　合衆国及び世界史の基準は、宗教、科学、技術、政治と政府、経済、環境との相互作用、知的・

社会的生活、文学及び芸術のような人間の文化の基本的な相を統合すべきである。
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15世界史の基準は、西洋を含む異なる文明の歴史と価値を取り扱うべきである。そして、とりわけ、

それらの相互作用を語るべきである。

＜4＞合衆国史および世界史のための時代区分

　く合衆国史の時代区分〉　合衆国や世界歴史が区分けして記述されている時代区分は、多様な仕方

で読みそして概念化できる本来乱雑な過去に、何らかの秩序を与えようとする歴史家によって、構成

されたものにすぎない、ということを生徒は理解しなければならない。

合衆国のような多様性をもった国家においては、どんな時期区分の計画もすべての集団に対して有

効ではないであろう。アメリカインディアンの歴史は、植民時代のヨーロッ植民者の歴史と必ずとい

うことではないが時には重なる水準標識及び時期をもっている。それについては、イロコイ族の歴史

は、シュウ族あるいはズニ族の歴史と違った時期区分がなされるべきであろう。アフリカ系アメリカ

人の歴史は、南部において、白人年期奴隷から黒人奴隷労働への変化、奴隷貿易の廃止、移民主義の

始まり、等々の彼ら自身の分水嶺をもつであろう。また、女性の歴史やメキシコ系アメリカ人の歴史

もまた同様であろう。

　それにもかかわらず、教師は政治的及び社会的歴史の融合に挑戦する時代区分を評価するであろう

と、我々は思う。この目的のために、合衆国史におけるアメリカ革命、憲法、内戦、進歩主義、ニュ

ーディール、及び冷戦などの、始まりと終わりをかなり明確に規定できる政治的出来事は、合衆国史

のカリキュラムにおいて、転換点を提供し続けている。産業革命、労働運動、環境保護主義、育児や

家族規模の変化などはそのような始点と終点を持たず、革命、内戦、恐慌などによる時代区分を切断

する。事実、近年政治的及び制度的歴史に社会史を融合を試みた大学の合衆国史教科書は、いずれも、

戦争及び政治改革運動の一般的規定要因、そして、人工統計的・文化的変容と社会的変容の相互規定

性を考慮に入れることができていない。

　我々は、歴史を時期区分することに固有の困難を、時代の始まりあるいはおわりというものは現実

には何もないこと、そして、すべてのそのような計画は歴史の過程に何らかの構造を与えようとする

歴史家の試みにすぎないことを証明するために、ある程度時代を重ね合わせるごとによって、克服し

ようとしている。合衆国史を時代区分するために選択された10の時代は以下のとうりである（以下

〆略、表3参照）

　〈世界史の視座〉　これらのスタンダードは、学校は全ての生徒が共有する包括的な歴史を教えな

ければならないという前提に基づいている。それは、人間性を包括する歴史を意味している。スタン

ダードを書くにあたって、最初の仕事は、過去において、比較的多くの人々を巻き込みそして影響を

与え、そして、後の世代に広範な意味を与えた発展を確定することである。これらの発展のいくつか

は、特殊な文明あるいは地域に関連している。他のものは、文化的及び政治的境界を越えて広がる人

間の相互連関の類型を含む。このフレームワークの中で、生徒は、単に地域的、地方的重要性しかも

ってきていない特殊な事例の歴史的変化のみでなく、過去のドラマ及び人間の本質を例証することを、

深く探究するように励まされる。

　これらのスタンダードは、世界規模の歴史への強力な参加を示している。しかし、自己同一可能な！

人々や文化的伝統にすべての注意を向ける試みをしてはいない。むしろ、ねらいは、生徒が人間の過

去について大きなそして探究的に問うこと、異なる世界の部分における連続性と変化の型を比較する
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こと、そして、特殊な人々あるいは文明の歴史と達成をより広い社会的、文化的あるいは経済的脈絡

の眼で吟味すること、を励ますことである。

　〈世界史のための時代区分〉　合衆国史におけると同様に、過去の学習を一定の時期に組織するこ

とは、出来事の絶え間のない断片的な流れに秩序と首尾一貫性の一段階を与える一つの方法である。

歴史家は世界の歴史を理解できる色々な時代区分の計画を工夫してきた。これらのデザインのそれぞ

れが歴史家の特殊なねらい、志向、あるいは文化的、社会的価値を反映した創造的な構成物であるこ

とを生徒は理解すべきである。

　人間の過去の壮大な流れを包み込む世界史の時代区分は、比較的高いレベルの一般概念によっての

み理解できる。歴史家はまた、特殊な文明、地域や国家のために時期区分を作り出すことができる、

そして、それらは、それ自身の有効性、標識と転換点をもっている。例えば、インドの歴史は、中国

やヨーロッパの歴史とは必然的に違った時代区分がされるであろう。インドの歴史の主要な変化は、

グプタ時代、ムガール帝国、独立後の時代などに関係しているからである。

　我々は、教師が授業でより統合された世界史の学習に向けて働きかけ、世界の人口の大きな部分を

含み、そして継続的な意味を持ってきた、広範囲な発展の学習を励ますような時代区分の設計をもつ

ことを評価するであろう、と信ずる。このスタンダードは、世界史を9っの時代に分ける。各時代の

表題はその時代の最も一般的特徴を捉える試みである。ある時代の時期は、ある発展の終わりと他の

出発の両方を結合するために重なっていることに注意せよ。始まりと終わりの日付は人間の舞台にお

ける広範囲の変化を表現する接近法として見られるべきである。（以下略、表2参照）
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＜5＞スタンダードの達成事例（時代3：革命と新国家）｛拡大編、1994｝

　アメリカ革命は合衆国史の学習における信号としての重要性をもっている。第一に、英国との植民

地関係を断ち切り、法的に合衆国を創造したこと。第二に、革命世代は政治的哲学を定式化し、そし

て、われわれが現在生活している政治システムのための憲法的基礎をすえた。第三に、革命は大西洋

を渡ってやってきた自然権と政治的権威に関する理念によって鼓舞され、その上首尾の達成は多くの

世代にわたる地球の大きな部分の人民と政府に影響を与えた。最後に、それは長い時をかけて確立さ

れた社会的、政治的関係一主人と奴隷、男と女、上層階級と下層階級、雇用者と従業員、親と子にさ

え一問題を喚起した。したがってそれは以後のアメリカ人の心を占めている改革のための議題に一線

を画し、現在に至っている。

　アメリカ革命の原因と成果についての思考において、生徒は革命の現実が如何に革命的であったか

について、その中心的な事項を直面する必要がある。このことについての判断に到達するために、彼

らは異なる一連の眼を通してこの革命を見ることを欠いてはならないであろう一奴隷と解放奴隷とし

てのアフリカアメリカ人、原住アメリカ人、異なる社会階級・宗教・思想傾向、地域、職業の白人の

男子と女性など一。

　生徒は、如何に憲法が創造されたかそしてそれが1787．88にかけて殆どあらゆる地方において劇的

な論争の後に如何に批准されたかを探究することによって、戦後アメリカ社会の再定義のための諸議

論の違いに気づくことができる。アメリカ史において憲政主義の最も創造的な時代の頂点として1787

年憲法および権利章典の話題を切り出す一方、憲法がこの革命の時代に高揚した奴隷制度の廃棄の運

動をそらしたという自己矛盾を生徒はまた熟考すべきである。また、憲法の批准が政府の権力に関す

る討論を終わりにしたと彼らが考えてはならない。むしろ、経済的、宗教的、思想的緊張が憲法の意

味を越えて論争の継続を生み出されたこと。

　革命後世代の学習において、生徒は、アメリカの二大政党制の胎芽がいかに形づくられたか、アメ

リカ人達がフランス革命の論争したとき如何に政治的動揺が起きたか、最高裁判所がいかにして優越

的地位に昇ったかを理解できる。この時代における政治活動、政治的指導性および政治制度の学習は、

だんだん増加してきている。しかし、生徒は注目されていない以下のトピックもまた理解する必要が

ある。原住アメリカ国民に対する軍事行動、自由な黒人共同体の出現、および宗教の民主化。

《概要》

【基準1】1アメリカ革命の原因、革命運動の進行に含まれている思想と利益、アメり力の勝利

　の理由。

【基準2】：アメリカ革命は、アメリカ社会の改革をめざした新国民の多くの集団の多極的な運

　動を、どのように含んでいたか。

【基準3】1革命の期間に創造された政府の制度と実践。そして、アメリカ政治システムを創造す

　るために、1787－1815年の間に、それらがどのように修正されたか。

【基準1】〔生徒は理解すべきである：アメリカ革命の原因。革命運動の進行に含ま九る思想と利益。

　　アメリカの勝利の原因〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

【基準の構成要剰一1A】〔生徒はできるべきである：アメリカ革命の原因を理解していることを以

下のことで証明すること〕
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〈5－12＞七年戦争の結果と1763年パリ条約に続くイギリス帝国主義政策の総点検を説明すること、

前件と結果としての出来事の間の関連性を証明すること［前件環境の証拠を整理する］

〈5－12＞イギリス人民の伝統的右翼に基礎を置く新帝国主義政策および植民地に帝国の費用の一部

支払いを求めることの正当性について弁護者と反対者によって推進される論証を比較すること［多角

的見方を考慮する］

〈5－12＞アメリカ植民地とイギリスの問の武力衝突の勃発へと導く重大な出来事の年表を再構成す

る［時間の秩序を確立する］

＜7－12＞革命をもたらす政治的、宗教的思想と経済的利益の関連を分析する［多角的見方を考慮する］

＜9－12＞独立についての愛国者と王党派の論証を再構成すること、そして、如何にして独立宣言の

決定に至ったかについて結論を導き出す〔多角的見方を考慮する］

　⇒七年戦争の主要な結果はイギリスの勝利であること、北アメリカにおける競合勢力としてのフラ

ンスの除去、母国の保護に対する植民者の必要性の減退、を見極める。

　⇒年代の順序を選ぶこと、そして、レキシントン及びコンコードでの戦闘の勃発へと導いた主要な

出来事を説明すること

　→英国議会が、植民地防衛のための費用を植民地に負担させることを正当化する理由を少なくとも

一つ、そして、何故、植民者が英国人としての彼らの権利の要求しつつ、”代表無き課税”として新

課税の合法性に挑戦したのかについて、理由を少なくとも一つ説明する歴史的論証又は叙述を創作す

ること。

　→七年戦争の結果、英国の新帝国主義政策、ジョン・アダムス、トーマス・ジェファソン、ジョ

ン・デイッキンソン、トーマス・ペイン、バトリック・ヘンリー、サムエル・アダムスなどの抵抗の

指導者の声、を含む証拠を集めること、そして、次のような問題について筋道だった歴史的論証を構

成すること：英国が植民地防衛戦争の費用を負担させるために植民者に課税することに正当な理由が

あったか？。アメリカ植民者は英国新植民地政策にたいする抵抗が正当であることを証明したか？

　⇒王党派と北部商人、南部の米やたばこの農場経営者、独立自営農民、都市職人などの異なる経

済的集団からなる愛国者の利益と立場を比較することによって、これらの論争点に関する植民地にお

ける不一致を説明すること。

　→”銃声が世界中に響きわたる”ことへと導く出来事を含む歴史的証拠を整理すること、そして、

以下のような問題に関して歴史的論証を開発すること：レキシントンとコンコードでの戦闘の勃発は

予想されていたか？その時点で、いかなる行動が英国との戦争を防止し得ただろうか？

　→以下の問題に関する筋道立った論証又は叙述を構成するために、英国の新帝国主義政策の反対者

と擁護者によって唱道されている論証を引用すること：議会の課税に反対する論証は、慣習法のもと／

での英国人の歴史的、伝統的権利の合法的・憲法的防衛であった；あるいは、単に課税のがれの防衛

であったか？七年戦争末に植民地に軍隊を駐留させる英国の決定は、植民地の防衛のために任命した
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のか、あるいは、闘争的で拡張主義的な植民者を統制するための意識的な決定を反映していたのか？

　⇒高まる危機並びに議i会及び植民地において母国との決：裂を防ぐための努力についての証拠を以下

の問題について筋道たった歴史叙述或いは論証を構成するために引用すること；英国との決裂は避け

られなかったか？危機の拡大及び戦争の勃発へと導く環境を、選択されたごと以外の両方の決定は変

えようはなかったのか？

　→ヴァージニア・バプテスト派、中部大西洋長老派、千年王国派の思想を引用して、いかにして宗

教がアメリカ革命の一要因となったかを評価すること。

　→ある人が王党派或いは愛国者であることを選択するのは何故かを説明する要因を分析して歴史叙

述を構成すること。何故、三分の一近くの植民者が中立にとどまることを望んだのか？経済的及び社

会的違いは人々が立場を選択するのに役割を果たしたか？説明すること。

　⇒以下のことを王党派及び愛国者はどのように見たかを説明する証拠を整理すること。1773年の

茶条例、ボストン茶会、”我慢ならない”諸法律、レキシントン・グリーンの小競り合いの原因、王

党派は独立宣言の自然権理論をいかに書き換えようとしたか？王党派は独立宣言における課税金（the

charges）にどのように答えようとしたか？

【基準の構成要素1－1B】〔生徒はできるべきである：独立宣言の条項の原理を理解していること

を以下のことで証明すること〕

〈5－12＞独立宣言に表現されている主要な思想およびそれらの源泉を説明すること〔前件環境の証拠

を整理する］

＜7。12＞独立宣言に表明されている理想と財産としての奴隷制の現実との間の基本的矛盾を証明す

ること

＜9．12＞独立宣言がアメリカの独立を正当化したかどうかを考慮しつつ、筋道立った歴史的論証を

構成するためにその諸原理を引用すること。［歴史的資料を組織的に調べる］

＜942＞独立宣言とフランスの人間と市民の権利宣言を比較すること、そして、19－20世紀における

憲政的民主主義の拡大にとって、それらの重要性を評価する論証を構成すること。［思想の異なる特

徴を比較し、対照する］

　→”すべての人””平等に創られる””彼らの創造主によって与えられる””譲渡できない権利””

生命、自由及び幸福追求””正当な権力’’”被治者の同意”を含む独立宣言の術語を定義すること

　⇒何故、ジェファソンが独立宣言を書いたか、その書類に署名者が彼らの名前を書くことの危険は

何か、そして、新しく宣言された国家にたいして、その結果は何であったか。　⇒アリス・ダルグリ

ーシュによる7月4日物語、ヘレン・ピーターソンの”我々を自由を与えよ：独立宣言の物語”のよ

うな本から、独立宣言に表明されている思想を説明するための証拠を引き出すこと。

　→すべての人間の基本的権利、これらの権利の源泉、政府の目的、被統治者の同意に正当な権力

の源泉、”これらの目的を破壊”する政府の変革または廃棄する人民の権利を含む、独立宣言におい

て宣言されている主要な原理の説明。
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　→啓蒙思想のキー理念に独立宣言の歴史的由来；英国の普通法、英国権利章典、名誉革命の伝統；

自然法、神の前にそして国家の前にすべての人は平等な価値があることを支持するユダヤーキリスト

教の伝統；を説明すること。

　→奴隷制と独立宣言によって表明された理念の問の基本的矛盾を以下の問題への解答において筋道

立った論証を組織的に述べる価rmulate）することによって説明しそして分析すること；独立宣言によ

ってすべての人の不可譲の権利であると要求されているどんな権利が奴隷制を支持する人々に否定さ

れ胆か？そんな矛盾は正当化されうるか？

　→サム・アマムズ、トーマス・ペイン、マーチン・オーチス・ウォーレン、エベネゼル・マッキン

トッシュのような独立のための闘いの前線にいた人物の生活を検討するために

伝記から証拠を引き出すこと。

　→独立宣言の思想をジョン・ロックの「政府に関する2論文」の思想と比較すること。それらはど

う違っているか？同じか？ジェファーソンは何故、”財産”の代わりに”幸福の追求”の語句を使っ

たのか？ジェファーソンは、”幸福の追求”にどんな意味を与えたのか？

　⇒独立宣言の原理に基づいて、それがアメリカの独立を正当化したか否かに関する筋道だった歴史

的論証の構成を導き出すこと。

　→アメリカの異なる地域の奴隷制度の主唱者及び反対者の手紙、演説、その他の記録における論証

を、独立宣言の理念の見方に照らして、比較し、評価すること。奴隷制度支持のアメリカ人は、どの

ように、譲り渡すことのできない自由の権利を支持しながら、奴隷制の防衛を正当化したか？奴隷化

されたアフリカ人は、彼らの自由を獲i得するために革命的理念をどのように採用したか？

　⇒アメリカ独立宣言をフランスの人間と市民に関する権利宣言と比較すること。そして、19，20世

紀における憲政的民主主義の拡大に対するそれらの重要性について評価するような、筋道だった歴史

的論証を構成すること。アメリカ及びフランスの革命を鼓舞したこれらの理念が、20世紀のメキシ

コ及びロシア、中国、キューバ、ヴェトナムの革命にどのように影響を与えたか？アメリカ人はこれ

らの現代の革命をどのように見てきたか？

【基準の構成要素1刊C】〔生徒はできるべきである：戦争の過程に影響を及ぼし、そしてアメリ

カの勝利に寄与した諸要因について、理解していることを以下のことで証明すること〕

＜5・12＞アメリカの勝利の進展を支援した軍事的、政治的、外交的指導者の性格と役割を分析する

こと［個人の重要性を評価する］

〈5－12＞白人植民者、自由及び奴隷アフリカアメリカ人、原住アメリカ人を含む男性と女性の戦争

における異なる役割および展望を比較し、そして、説明すること［思想の影響を吟味する］
　　　ノ
＜9－12＞戦争財政の問題を分析する、そして、戦時のインフレ、買いだめ、不当利益を扱うこと［過

去における論争及び問題を明確にすることユ

＜7－12＞アメリカの勝利を説明すること［複数の原因を分析することユ

⇒1775－78における北部から、1778－8ユにおけるヨークタウンを最高潮とする南部への移動として、
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戦争の経過の年表を再構成する。

　⇒戦争の主要な発展，1775年のレキシントンおよびコンコードでの発端から1781年のヨークタウ

ンの戦闘までを記録するtime　lineを創る

　⇒ジョージ・ワシントン、ベンジャミン・フランクリン、トーマス・ジェファーソン、ジョン・ア

ダムス、ジョン・バンコック、リチャード・ヘンリー・リーのような、主要な政治的、軍事的、外交

的指導者から少なくとも二人の指導的役割を明確にし、比較すること。

　⇒ジエームス・コリアーとクリストファー・コリアー著「自由へ飛躍する船」、「わたしの兄弟サムは死んだ」、「戦争はウィ

リー・フリーマンの所にやってきた」、エスター・フォープス著「トレメインの旅」などの本から戦争は人々の生活にどん

な影響を与えたかを判断する証拠を引き出すこと。

　→革命戦争における主要な戦闘を分析し、アメリカと英国の双方の軍事的指導者の指導性を評価す

ること。

　→アメリカ革命に対する現住アメリカ人の多様な反応をイロコイ族、チェロキー族を事例に分析すること。同

盟を結ぶことと中立にとどまることのジレンマを吟味しながら、歴史叙述を構成すること。なぜアメ

リカと英国は双方とも原住民との同盟を求めたのか？オスエゴ協議会G777）後にモホクの首長ジョセブ・

プラントが英国を支持した理由は何か？戦争がイロコイ同盟に与えた衝撃は何か？チェロキー族には？

　⇒アフリカ系アメリカ人の見方から革命戦争を吟味すること、そして、英国と愛国者の双方の根拠

にたいして支持を取り付ける説得的な論証、あるいは批判を構成すること。

ダンモア卿の声明はどんな衝撃を与えたか？何故、自由黒人および奴隷は、戦争の間、愛国者側につい

たか？彼らはどんな根拠に基づいて自由のための訴えをしたか、戦争の間は、そしてその直後には？

　→アメリカ人への課税、外国からの借款、軍隊に必要な物品及び労役の徴発、保証のない紙幣の発

行、国家の支払い拒否などの革命戦争の財政経営のための努力について、利益と不利益の比較し、評

価する論証を構成すること。

　→次のような戦線に男性・女性が関与する戦時の展開によって、男性・女性・子どもの日常生活は

どのような影響を受けたかを知り、それに関する叙述を構成するために、日記・手紙・歴史物語を利

用する：女性及び子どもが農場や都市の実業に従事する男性の役割を果たす必要性；戦闘によっても

たらされる身体の破壊、英国軍による都市の占領と略奪；戦争に起因する経済的困難と窮乏；

　→戦争の主な政治上、軍事上、外交上の指導者のうち少なくとも一人について、指導性の特徴と貢

献の意味について筋道だった論証を構成すること。そして、もし、この指導者がこの場にいなかった

ならばこの戦争はどんな影響を受けたであろうか仮説を立てること。

　→サラトガの戦闘が革命戦争の岐路であったと考えられてきた理由を説明すること。ベンジャミン・フラン

クリンはフランスめ支持を得るためにこの戦闘をどのように利用したか？如何にフランスが重要であっ

たか、そして、’この戦争を通じてどうであったか？

　→アメリカ革命はどの程度市民戦争であり、また、独立のための戦争であったかを分析して、論説

又は歴史叙述を構成すること。キングス・マウンテンの戦闘によってこの革命の市民戦争的特徴を例証するこ

と。
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　⇒正規戦と並んでゲリラ戦がどのようであったかがアメリカ革命の特徴であったことを説明するた

めに、多様な資料から証拠を引用すること。どちらがアメリカの勝利にとって重要であったか？

　⇒パリ条約を生み出すのを支援した要因を説明すること。この条約は軍事的あるいは外交的勝利で

あったか？何故か？

【基準の構成要素1－1D】〔生徒はできるべきであるニアメリ力革命の性格と結果と達成に影響を

及ぼしたアメリカとヨーロッパ列強との関係についての理解を以下のことで証明すること〕

＜5－12＞革命の期間のフランス、スペイン、オランダと合衆国との関係および各ヨーロッパ列強の

アメリカの勝利への貢献を分析すること［原因一結果の関連を分析する］

〈7－12＞パリ条約の術語および合衆国と現住アメリカ人および北米における領域と利益を継続的に

保持するヨーロッパ諸国との関係にとって、それらの意義を分析すること［複数の見方を考慮する］

　→ベンジャミン・フランクリンのフランス政府との交渉およびアメリカへのフランスの援助の重要性を以下の

ような疑問についての歴史的論証の構成によって評価すること；財政不足と人員不足のアメリカ人が

フランスの援助なしにヨーロッパ世界の最も強力な軍事力をうち負かせることができたであろうか？

もし、フランスの陸海軍がヨークタウンでワシントンを援助するのに間に合わなかったならば、何が

起きていたであろうか？

　→パリ条約の術語を明確に述べ、この条約で合意された領土の変化を地図でつきとめること。

　⇒フランス、オランダ、スペインの利益、目標、行動を英国との戦争におけるアメリカの援助要求

に対応させて比較し、対照すること。

　→マルキ・ド・ラファイエット、ピエール・ド・ボマノレケ、シュトィベン男爵フリードリッヒ・ゲ糟ヘルム、ジョハン・ド・加プ男爵、タデウス・

コシューシコ、カウント・カシュミール・フ．ラスキ他のようなヨーロッパ人のアメリカの勝利に対する貢献を評価する歴史

的論証を開発すること。

　→戦争終了時の現住アメリカ人の立場を評価すること。アメリカ人に彼らとの交渉の独占権を与え

るというパリ条約の用語が与えられたときに、現住アメリカ人の展望はどんなものであったか？1763

年の声明を越えて植民者と英国の緊張に貢献した白人の土地所有欲は、戦後どのようにそれを表現し

たか？

　⇒アメリカの外交的主導およびヨーロッパの軍事的指導者の貢献は、アメリカ革命の性格と成果に

どのように影響を与えたかを説明すること。次の陳述に同意又は不同意する歴史的論証を構成するこ

と；”アメリカ革命は、非常に愛国者の少数の指導者、フランス及びスペインのような外国政府の干

渉が理由で成功した。そして、それは最高に幸運であった”

　→フランスとスペインの利益は合衆国の国民的利益をどのように異なっていたかを吟味すること。

フランスは、革命戦争の間に、合衆国に軍事的、財政的支援の代償に何を期待したか？スペインは対

英戦争の結果として何を得ることを期待したか？

　⇒パリ条約の用語、それが明確に述べた国境が、合衆国、現住アメリカ人、スペイン、イギリス、
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フランスの経済的、戦略的利益にどんな影響を与えたかを比較すること。アメリカ革命以後のイギリ

ス西インドとの交易の損失によって、どんな経済的衝撃があったか？パリ条約後に議論として残され

た境界は何か？パリ条約はどの程度インディアンに対する重要な論争問題を表現しているか？イロコ

イ族とのフォート・スタンビーク条約（1784）および革命後のチェロキー族とのホープウエル条約はど

んな衝撃を与えたか？合衆国とインディアンとの同盟は、彼らの支援によってどんな利益を得ること

が期待できたか？

　→1783年のパリ条約の結果として合衆国とスペインの間の国境論争を記述すること。何故、1786

年のジェイ・ガルドキ条約は新国家における地域的経済紛争をもたらしたかを説明すること。

　→戦争の終わったときにインディアンの指導者とジョージ・ワシントンの間の、彼らの人民間の長期的な紛

争を如何にして解決できるかについての対話を構成すること。

【基準2】〔生徒は理解すべきである1アメり力革命は、アメリカ社会の改革をめざした新国民の多

くの集団の多極的な運動をどのように含んでいたか〕

【基準の構成要素2－2A】〔生徒はできるべきである：異なる社会集団間での社会的、政治的、経

済的関係への革命の影響について理解していることを以下のことで証明すること〕

〈742＞多くの白人、アフリカ・アメリカ人、原住アメリカ人が、アメリカ革命の間、イギリス側

とどまったことに影響を与えた理由およびアメリカの勝利が各々に与えた結果を比較すること。［複

数の見方を考慮すること］

＜542＞異なった集団の革命の目標はどの程度達成されたか、そして、どのように革命は彼らの間

の社会的、政治的、経済的関係を変えたかについて比較すること。［異なる価値、行動、制度を比較

し対照すること］

＜7．12＞奴隷および解放されたアフリカ・アメリカ人の革命的希望、革命の間に奴隷制の廃止を求

める改革派、北部諸州における革命後の漸進的奴隷制度廃止を分析すること［思想の影響を吟味する

こと］

＜742＞新しい役割と権利のために女性を議論に引き込んだ思想を分析すること；彼らの願望と達

成を限定した18世紀の因習；1776年の後に女性が彼らの権利の獲得に成功した程度；〔思想の影響

を吟味すること］

＜9。12＞初期共和国におけるアフリカ・アメリカ人指導者の貢献、北部の自由黒人共同体において

発達したアフリカ・アメリカ人制度の重要性を説明すること［個人の重要性を評価すること］

　⇒次の集団のうち少なくとも二つについてアメリカ勝利の影響を比較すること；小農民；富裕商

人；戦争努力に貢献した女性；アメリカあるいはイギリス側で戦い、新しく解放されたアフリカ・ア

メリカ人；アメリカあるいはイギリス側で戦った原住アメリカ人；

　→アビゲイル・アダムス、マーシー・オチス・材一レン、ヒリス・ウィートレイ、のような個人の伝記的素描を、メリサ・ストーン著「叛

乱の歌」のような資料で構成すること。
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　→次のような論争問題に関して、筋道だった論証、論争あるいは叙述を構成するために、日記、手

紙、新聞から記録された証拠から解釈すること；アメリカ社会において女性が新しい役割及び権利を

求めることは正当化されたか？どの程度彼らは、自由、平等、代表権などの革命的理想によって影響

を受けたか；どの程度18世紀の社会的慣習によって強制されたか？

　→新しく解放されたアフリカ・アメリカ人の社会的、経済的、地域社会の生活を改善するために働

いた、フ．リンス・ホール、ポーノレ・カッフエ、リチャード・アレン、アブサロム・ジョーンズのようなかっての奴隷の貢献についての

筋道だった歴史叙述を構成するために、伝記及び他の歴史的資料から証拠を引用すること

　→次のような問題に関して歴史的証言を整理するのに、バランスシート、討論、又は叙述の形式で

歴史的論証を構成すること：革命を支持した人々の革命の目標はどの程度達成できたか？イギリスに

忠誠を尽くした人々の目標は何であったか（王党派、原住アメリカ人、多くのアフリカ・アメリカ人）、

そして、アメリカの勝利は彼らにとって何であったか？

　→次のような多様な歴史物語および一次資料集を通して、革命期の間の生活に関して若い人々の展

望を吟味すること：ポール・ザール著「未来のアメリカ」、「アメリカ革命における青年達」。

二二鐙難難二塁欝気襲獲二二乱訴i翻疑二二灘二四鱗

　⇒奴隷及び自由アフリカ・アメリカ人および原住アメリカ人の集団の利益は、アメリカの勝利によ

って、どの程度前進しあるいは遅れたかに関して筋道だった歴史的論証を開発すること。農民、商人、

職人はアメリカ革命の結果どうなったか？

　→初期共和政治期のアフリカ・アメリカ人の指導者および彼らが直面した人種差別の障碍を克服す

るために北部の自由黒人共同体で発達させた制度、南部における奴隷制反対運動に対する猿猛な抵抗

の重要性を評価する伝記及び他の歴史資料を引用すること。北部における自由黒人の間の強力な共同

体の建設においてアフリか・アメリカ教会の役割は何であったか？

　⇒シ㌔ン・アダムスへのアビグィノレ・アダムスの手紙（1776）、二一・ウオルストーン「婦人の権利の擁護」（1792）、「落ち

穂拾い」（1798）の中のユダヤ人サージェント・マレイのような論証を引用し、女性が彼らのジェンダーのため

の新しい役割と権利の要求を如何に発展を継続させているか、1776年以降の年において新しい教育

的及び政治的権利を得ることにどの程度成功しているか、そして、どの程度彼らはどの程度公共の領

域にはいることができたかを分析すること。

【基準3】〔生徒は理解すべきである：革命の期間に創造された政府の制度と実践。そして、アメリ

カ政治システムを創造するために、1787－1815年の間にそれらがどのように修正されたか〕

【基準の構成要素3－3A】〔生徒はできるべきである：国家および州レベルの双方での政府づくり

について理解していることを以下のことで証明すること〕

〈5・12＞連合規約に関する論議を分析すること［思想の影響を吟味する］

＜9－12＞少なくとも二つの州の憲法を比較すること、そして、何故、それらが違うのかを説明する

こと［複数の因果関係を分析する］

＜7－12＞大陸会議の達成と失敗を評価すること［歴史家の主要な論争を評価する］

＜7－12＞北西条例の重要性を評価する［歴史の資料を調べる］

二二二品籏難慧鱗隠隠灘騒難叢醗

【基準の構成要素3－3B】〔生徒はできるべきである：3B合衆国憲法の創造と批准に含まれていた
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論争点および憲法が制定して新政府について理解していることを以下のことで証明すること〕

＜5－12＞シェイエースの叛乱を含めて、大陸会議の招集に含まれている諸要因を分析すること［複数の因果

関係を分析する］

韓麟難：鯵構縢i熱鋸羅灘謬醐1灘礪

【基準の構成要素3－3C】〔生徒はできるべきである：権利童典の保証とその継続的意義について

理解していることを以下のことで証明すること〕

＜5－12＞権利章典の意味およびその明確な保証を分析すること。［思想の影響を検証する］

〈9－12＞アリーン及びセディション法（1798）はこれらの権利を脅かすものかどうか、そして、議会の

法律についての司法的見解の欠如に彼らが主張した論争点を分析すること。［意志決定の含意を評価

する］。

＜9・12＞権利章典に含まれる最近の裁判事例において表明された論争点を分析し、それらの継続的

今日的意味を評価すること。［歴史的先行条件に関連して証明する］

鞭湯治欝購騨欝馨虚日灘両面灘呑吐鷺灘i

【基準の構成要素3－3D】〔生徒はできるべきである：最初のアメリカの政党制度の成長について

理解していることを以下のことで証明すること〕

＜9－12＞政治的党派はたとえひどく非難されたけれども、二政党制が発達したことを説明すること

［複数の因果関係］、

＜542＞各政党の指導者及び社会的及び経済的構成を比較すること［異なる人格、行動、及び制度を

比較対照する］

〈7－12＞1790年代の中心的な経済及び外交政策の論争点に関して二つの政党の異なる見方を比較す

ること

【基準の構成要素3－3E】〔生徒はできるべきである：1789年から1820年までの最高裁判所の権力

の成長および意味について理解していることを以下のことで証明すること〕

＜7－12＞最高裁判所を連邦政治体制の独立且つ対等な部門として確立する際の、ジョン・マーシャルの先だ

って定めた決定の重要性を評価する［個人の重要性を評価する］

〈9－12＞1790年代および19世紀初期の間の最高裁判所の権力の発達を跡づけること、そして、そ

の今日への影響を分析すること。［歴史の連続性と変化を説明する］

灘猛漿難雛難騨羅醗懸騨蹴欝　省略

一83一



参考文献

〈ナショナル・スタンダード成立に関する参考文献〉

（1）Commission　on　Exellence　in　Education，　A　Nation　at　Risk，1983；橋爪貞雄訳『危機に立つ国家』

　黎明書房，1984

（2）佐藤三郎著『アメリカ教育改革の動向』教育開発研究所，1997

（3）岸本睦久，90年代米国の初等中等教育改革の動向，『文部時報』平成9年2月

（4）　National　Center　for　History　in　the　Sckools；National　Standards　for　History，　Basic　Edition，1996

（5）National　Council　on　Education　Standards　and　Testing，　Raising　Standards　for　American

　Education，　A　Report　on　Congress，　The　Secretary　of　Education，　The　National　Education　Goals　Panel，

　and　the　American　People，1992．1

（6）Goals　2000；Educate　America　Act　Overview　and　Analysis，1993：ERIC　NO－ED　359637，

　AB　STRACT

（7）Summary　of　Goals　2000：Educate　Act，1994：ERIC　NO－ED389130，　ABSTRACT

〈ナショナル・スタンダード研究論文〉

①森田真樹，アメリカ合衆国における教育改革と社会科系ナショナル・スタンダードの成立，中四

　国教育学会『教育学研究紀要』第41巻第1部，1995

②森田真樹，米国におけるナショナル・スタンダードをめぐる論争一「合衆国史ナショナル・スタ

　ンダード」を中心として一，『教育学研究紀要1第42巻第1部（中四国教育学会），1996

③　森田真樹，多文化社会米国における歴史カリキュラム開発一合衆国史ナショナル・スタンダード

　をめぐる論争を手がかりに一，『カリキュラム研究』第6号，1997．3

④岸本実，米国の公民・政治ナショナル・スタンダードの特徴，『社会科教育の創造第5号』（滋賀

　大学教育学部社会科教室研究室編），1998

⑤田尻信一，「歴史的思考」とは何か一「世界史ナショナル・スタンダード」等を手がかりにして

　一，『1998年度社会科教育学全国大会研究発表資料』，1998

〈関連研究論文〉

⑥　三浦軍三，“人権の世紀”における米国公民形成と社会科の性格　一カリフォルニア州，歴史一社

　会科学フレームワークの特色と背景を中心に一，『社会科教育研究』No62，1990

⑦小柳正司，最近のアメリカにおける文化リテラシーをめぐる問題状況，上・下，鹿児島大学教育

　学部研究紀要・教育科学編，第42号，1990；第43号，1991

⑧金子邦秀，現代アメリカ社会科の研究（5）一多文化教育による資格付与一，『社会科研究』第41

　号，1993

⑨広池典子，アメリカの社会科フレームワークにみる多文化主義，『社会科における多文化教育の比

　較研究』東京学芸大学社会科教育研究室，1993

⑩Jesus　GARUCIA，　Amber　WALKER（訳川崎誠司），アメリカにおける社会科教育と多文化教

　育の展開　一1980，90年代の検討を通して一，『社会科教育研究』NQ72，1995．2

⑪大森正，文化リテラシー論とカリフォルニア州の「歴史一社会科学フレームワーク」，『社会科教

　育研究』NQ75，1996．3

⑫森下岳雄，ニューヨーク州の社会科カリキュラム改訂をめぐる多文化主義論争一シュレージン

一84一



　ガ，Jr．の批判意見の検討を中心に一，『社会科教育研究』NQ76，1996

⑬江口勇治，アメリカ社会科の最近の動向（4）一NCSSのカリキュラム規準に関して一『アメリカ

　の学校教育における全米標準化運動に関する総合的研究一　平成8年度筑波大学学内プロジェクト

　助成研究（B）研究成果報告書』，1997．3

⑭桐谷正信，アメリカ多文化歴史教育における「新しい社会史」の位置と価値一ニューヨーク州

　歴史シラバスの分析を手がかりに一，『社会科教育研究』NQ78，1997

⑮桐谷正信，ニューヨーク州社会科フレームワークにおける多文化歴史教育一「多様性」と「統

　一性」を中心にして一，『1998年度社会科教育学全国大会発表資料』，1998

⑯佐藤秀樹，シュタイナー学校における歴史教育の特質一アメリカのハイスクールを事例として

　一，『1998年度社会科教育学全国大会発奉資料』，1998

⑰梅津正美，アメリカ中等歴史教育における社会史教授原理の展開一政治過程における生活者の

　個別判断・競合の分析を視点とする新しい教材解釈モデルの提起一，『1998年度社会科教育学全国

　大会発表資料』，1998

一85一



皿．アメリカの公民関連のナショナルスタンダードに
　　　みるカリキュラムの一貫性

江口勇治（筑波大学教育学系）

はじめに

　本節ではアメリカ社会科の公民教育の一貫性の一端を解明するために，“National　Standards　for

Civics　and　Government”（171頁）として，　Center　for　Civic　Education（Calabasas，　California）から，

1994年に刊行された資料の抄訳を行なう。本資料は，全米でのいろいろな教科のカリキュラム標準化

の社会的要請に呼応し，公民教育関係の非営利団体である当センターが中心となって整理，提案した

ものである。そのため明確な連邦政府の要請によらない，本スタンダードは，アメリカの公民教育者，

教育実践者，カリキュラム開発団体の総意と合意に基づくものであり，「政策的文書」という性格もさ

ることながら，公民教育関係者の1980～1990年代当初の政治的な時代状況を色濃く反映しているもの

になっていると考える。とくに，公民教育をとりまく問題状況，たとえば極端な個人主義化の進行，

公共性の弱体化，学校や地域社会の治安の悪化などを念頭に，アメリカの思想においてその位置を確

保しつつある「共同体論」（Communitalianism）の主張を一部取り入れた，これまでの公民教育カリキ

ュラムとは若干異なる方向をもっている。ただし，「教育省教育研究と改善に関する部局」（the　Office

of　Educational　Research　and　Improvement）とThe　Pew　Charitable　Trustsとの財政を中心とする援助

は受けていることは，はじめに指摘しておく。

　本スタンダードでは，附属資料として「K－4」「5－8」「9－12」の各学年段階に対応した特徴

の整理が掲載されているので，本節ではこれらの抄訳を主に行なう。なお，このスタンダードの基本

的な特徴については後述する。

1．“National　Standards　for　Civics　and　Government”の内容（抄訳）

（1）基本的な質問とその内容

K－4学年 5－8学年 9－12学年

1．政治とはなにか，またどう 1．公共的生活，行政，政治と 1．公共的生活，行政，政治と

あるべきか。 はなにか。 はなにか。

政治の定義 公共的生活，行政，政治の定義 公共的生活，行政，政治の定義

権力と権威の定義 制限された政府と制限されてい 制限された政府と制限されてい

政治の必要性と目的 ない政府 いない政府

政治の機能 法の支配 法の支配

ルールと法の目的 “憲法，制度”の概念 “憲法，制度”の概念

ルールと法の評価 “憲法，制度”の目的と使用 “憲法，制度”の目的と使用

制限された政府と制限されてい 立憲政治の繁栄の条件 立憲政治の繁栄の条件

ない政府 権力分立と議会システム 権力分立と議会システム

制限された政府の意義 同盟，連邦，単一体システム 同盟，連邦，単一体システム
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H．アメリカ民主主義の基本的 H．アメリカの政体の基本は H．アメリカの政体の基本は

な価値と原理はなにか。 なにか。 なにか。

基本的な価値と原理 立憲政治についてのアメリカの 立憲政治についてのアメリカの

アメリカ社会の特徴 考え方 考え方

アメリカ人のアイデンティティ アメリカ社会の特徴 アメリカの立憲政治はアメリカ

アメリカ社会の多元性 アメリカの生活におけるボラン 社会の特徴にどのようにかかわ

紛争の防止と処理 タリズムの役割 っているか。

理想社会の推進 アメリカ社会の多元性 アメリカ社会の特徴

アメリカ人のアイデンティティ アメリカの生活におけるボラン

アメリカの政治的対立の特質 タリズムの役割

基本的な価値と原理 政治における組織集団の役割

アメリカの政治や社会生活での アメリカ社会の多元性

価値や原理をめぐる紛争 アメリカの国家的アイデンティ

アメリカの政治や社会生活での ティと政治文化

理想と現実の不一致 アメリカの政治的対立の特質

リベラリズムとアメリカの立憲

民主主義

共和主義とアメリカの立憲民主

主義

基本的な価値と原理

アメリカの政治や社会生活での

価値や原理をめぐる紛争

アメリカの政治や社会生活での

理想と現実の不一致

皿．憲法により設立された政府 皿．憲法により設立された政府 皿．憲法により設立された政府

はアメリカ民主主義の目的， はアメリカ民主主義の目的， はアメリカ民主主義の目的，

価値，原理をどのように実 価値，原理をどのように実 価値，原理をどのように実

現しているか。 現しているか。 現しているか。

憲法の意味と重要性 中央政府に配分され，所有され， 権力の分立とその乱用の防止

国家の組織と主要な責任 制限されている権力 アメリカの連邦システム

州政府の組織と主要な責任 中央政府と州政府間の権力の分 中央政府の制度

地方政府の組織と主要な責任 有 国内外政策での中央政府の主た

政治の主体を考える。 国内外政策での中央政府の主要 る責任

な責任 税による財政

税による財政 州と地方政府の憲法上の地位

州政府と地方政府の組織と主要 州政府と地方政府の組織

な責任 州政府と地方政府の主要な責任

あなたの地方，州，中央政府の アメリカ社会における法の位置

立法，行政分野でのあなたの代 個々人の権利の法的擁i護
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表者はだれか。 政治的議論

アメリカ社会における法の位置 世論と有権者の行動

ルール，法を評価する基準 政治的コミュニケーション：

個々人の権利の法的擁護 テレビ，ラジオ，新聞，演説

政治的議論 政党，キャンペーン，選挙

政治的コミュニケーション 結社と団体

政党，キャンペーン，選挙 公共政策の策定と実行

結社と団体

公共政策の策定と実行

IV．他の国家や世界的事柄に対 IV．他の国家や世界的事柄に対 IV．他の国家や世界的事柄に対

して合衆国はどんな関係を して合衆国はどんな関係を して合衆国はどんな関係を

とるか。 とるか。 とるか。

主権諸国家 国家一諸州 国家一諸州

主権国家間の相互関連 国家一諸州問の相互関連 国家一諸州問の相互関連

合衆国の他の国家一諸州への関 合衆国の外交政策の歴史的文脈

係 合衆国の外交政策の策定と実行

国際諸機関 合衆国の外交政策の目標と手段

世界の民主主義と個々人の権利 世界の民主主義と個々人の権利

擁護に対するアメリカの考え方 擁護に対するアメリカの考え方

の影響 の影響

政治，人口，環境の発展 政治的発展

経済的，技術的，文化的発展

人口と環境の発展

合衆国と国際諸機関

V．アメリカの民主主義におけ V．アメリカの民主主義におけ V．アメリカの民主主義におけ

る市民の役割はなにか。 る市民の役割はなにか。 る市民の役割はなにか。

市民的資質の意味 市民的資質の意味 市民的資質の意味

市民になること 市民になること 市民になること

諸個人の権利 個人的権利 個人的権利

諸個人の責任 政治的権利 政治的権利

市民の効用を高め，アメリカの 経済的権利 経済的権利

民主主義の働きを促進する傾向 権利の範囲と限界 個人的，政治的，経済的権利の

性 個人的責任 関係性

参加の諸形態 公民的責任 権利の範囲と限界

政治的指導者と公共サービス 市民の効用を高め，アメリカの 個人的責任

指導者の選挙 民主主義の働きを促進する傾向 公民的責任

性 主体性のある市民になるための

公共的，政治的世界への参加と 傾向性
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個人と公共の目標の達成 個々人の価値や人間の尊厳性を

政治的参加と社会的参加の違い 尊重する傾向性

政治的参加の諸形態 公共性に向かう傾向性

政治的指導者と公共サービス 公共的事柄への思慮ある効果的

知識と参加 参加を進める傾向性

行政と個人や公共の目標達成と

の関係

政治的参加と社会的参加の違い

政治的参加の諸形態

公共サービスにおける政治的指

導者とその仕事

知識と参加

　　以上の表に一覧化されているものは，内容的に見た基礎・基本，すなわち‘Content　standars’

である。「内容のスタンダードは，それぞれの教科目，たとえばシビックス，歴史，地理で理解す

べき，また行なうことができることを述べたものである。それは，幼稚園から12学年までのある

　コースで子どもたちが習得すべき知識理解や発達すべき技能に関係したものである。」（p．3）と簡

潔に説明されているように，最低限「シビックス」や「政治」といった科目で行なう場合盛り込

　まれるべき内容を意味する。各項目についての細かな紹介は省略せざるを得ないが，表からアメ

　リカの政治教育で今求められていることがうかがわれる。1．は政治の定義にかかわる問いであ

　り，政治が権力と権威の行使によるものであり，この行使において法が創設され，その法のもと

で行政が展開されている最も基本的な事項の理解を求め，H．においてはアメリカの政治的特徴と

　その特徴を生み出す社会的拝啓，政治の中に息づくボランティア的行為の意義，対立を調和へと

　もたらしめる基本的価値と原理，理想と現実の解離という政治的現実の理解を求め，アメリカと

　いう世界において政治を学ぶことの重要性を鮮明にする。そのため皿．において，アメリカという

　国家のアイデンティティに光をあてて現に機能している政治的特徴の理解を求める。ここまでは

　基本的な国内政治に関連する内容と思われる。一方，IV．は，国際関係の中でのアメリカの外交政

策に関する事項であり，アメリカ政治の一つの特徴があらわれている。「多様性の中の統一」をそ

　の国家建設のスタートから目指してきた合衆国においては，主権の行使に関するルールの確定し

　ていない世界において統一を求めていく姿勢は一般的にあり，この精神を外交の世界で証明して

見せるのがここの内容であろう。ところでV．の参加に関する技能の重視は，これまでの政治教育

ではそれほど見られなかった。この内容から，自由主義（リベラリズム）の中においていかに公

共性を確保するかが，アメリカの政治教育の焦眉の問題であることが示されている。「個人主義」

から「共同体主義」への傾向は，「傾向性」（Dispositions）として示される内容に明確に見られて

　おり，この傾向は後述する本書の原理でも表明されているのである。

（2）パフォーマンス・スタンダードの例示

　　本スタンダードは，子どもの実質的能力を高める方策の一つとして提起されたものである。そ

　のため，内容のスタンダードを子どものレベルでどう確保したのかという点が重視され，実際の

子どもの達成度基準というべきパフォーマンスの基準がそれぞれの内容に応じて設定されている。

　ここでは，その概略を抄訳により紹介してみたい。（PP．147～150）
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　パフォーマンススタンダードとは

　パフォーマンス・スタンダードとは，内容スタンダードの達成度の望ましさを決定するための

基準である。“よく達成されていれば，十分である”ということになる。生徒はこの達成度を次の

よ　うな方法で証明することになる。

■書くことによるパフォーマンス

■参加的活動（によるパフォーマンス）

■話すことによるパフォーマンス

■視聴覚機器によるプレゼンテーション

　内容スタンダードの達成度を証明しようとするこれらの諸手段それぞれが，生徒の次のような

達成度の証拠となる。すなわち，主要な概念の理解度，適切な歴史的及び現代的状況の把握度，

さら　には現代の論争的問題についての評価と見解の表明と防御のために習得したことを適用す

ることなどの証明となる。なお，以下のパフォーマンス・スタンダードの程度は，段階があるこ

と，内容の　スタンダードと関係していることを示している。（生徒のより上の段階でのパフォー

マンスを応答を評価するために設定されたものである。）たとえば，以下の例は9－12学年のパ

フォーマンス・スタンダードの事例である。

　■基礎レベル：このレベルでは，「権力が制限された政府」と「権力が制限されていない政府」

　　　　　　　　のそれぞれの主たる特徴の説明とそのような政府の歴史的，現代的事例の一つ

　　　　　　　　を少なくとも例示できるという段階である。

　■上達レベル：このレベルでは基礎レベルに加えて，「立憲民主主義」としての「制限された

　　　　　　　　政府」と「権威主義」「全体主義」による「制限されない政府」との差異を説

　　　　　　　　明でききる段階である。

　■発展レベル：このレベルでは上の二つのレベルに加えて，両政府における市民社会の役割，

　　　　　　　　権威主義や全体主義の支配形態に見られるイデオロギーの役割を含めた政府の

　　　　　　　　特徴をより深く理解できる段階である。

内容スタンダードとパフォーマンス・スタンダードの関係例（9－12学年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　内容スタンダード

1．「制限された政府」と「制限されない政府」

　生徒は，この二つの政府の主要な特質を説明できなければならない。そのためには，次のよう

なことが達成されるべきである。

■「制限された政府」と「制限されない政府」の特質を記述できる。

　□「制限された政府」は，その権力の抑制を設定しているし，そのことを承認している。

　　◇立憲による政治一政治権力に対しての法的制限を保有する政府

　□「制限されない政府」は，その権力の抑制において法的な制限やその他の効果的な制限の手

　　段を保有していない。

　　◇権威主義体制一政治的権力がある一人の人，あるいは特定の小集団に集中し，個人や団体

　　　はその権力に従属する政府

　　◇全体主義体制一政府が個人の生活のあらゆる局面をコントロールし，自治的組織を禁止す

　　　　る極端な権威主義の形態の現代版

■「制限された政府」と「制限されない政府」の歴史的事例や現代的事例を確定できるし，その
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差異を説明できる。

□「制限された政府」一合衆国，イギリス，ボツワナ，日本，イスラエル，チリ

ロ「制限されない政府」一ナチ時代のドイツ，帝国主義段階の日本，フランコ政権下のスペイ

　ン，ペロン政権下のアルゼンチン，フセイン政権下のイラク，イラン

■基礎レベル

　　　　　　パフォーマンス・スタンダード

以下のことがいろいろな手段で説明できること。

制限された政府 制限されない政府

主　要　な　特　徴

立憲に基づく政府 憲法に基づかない政府

憲法及びその他の法で効果的に抑制された権力

@・政治の目標やその目標達成の手段が憲法に

@　違反しないこと。

@・警察／裁判権力の効果的制限。

@・行政権，立法権の制限。

@・国民及び政治を行なう人に法を適用すること。

軍事力などで憲法が抑制され効果的に働かないこ

ﾆ。

@・警察権力が効果的に制限されない。

@・行政にコントロールされる司法。

@・立法権や司法権によって抑制されない行政権。

歴　史　的　事　例

・アメリカ合衆国

Eイギリス

・ムッソリーニ政権下のイタリア

Eフランコ政権下のスペイン

現代　的　事例

・イスラエル

E日本

・イラク

Eリビア

■上達レベル　以下のことがいろいろな手段で説明できること。

制限された政府 制限されない政府

主　要 な　特　徴

立憲に基づく政府 憲法に基づかない政府

権力を制限するための制度的工夫 権威主義システム

・成文憲法，不文憲法 個人や集団により行使される制限のない権力

・司法権の独立 国家に従属する個人の権利

・抑制と均衡 政府の権力の抑制についての法や効果的方法が

・権力の分立 ないこと。

・人権擁護規定 ・選挙された議会がない

・定期的，自由，公正な選挙 ・普通選挙がない

憲法の規定，すなわち人権擁護や共通善の促進 ・1 i法権が独立していない
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のために権力は制限されること。 全体主義システム

政府が個人の生活のあらゆる局面をコントロー

ルし，自治的組織を禁止する。

威嚇と恐怖の政治的利用

歴　史 的　事例

・カナダ 権威主義システム

・オーストラリア ・帝政期ロシア

・ニュージーランド ・1930年忌の軍事政権下の日本

・アメリカ合衆国 全体主義システム

・スターリン政権下のソビエト連邦

・毛沢東政権下の中国

・チャウシェスク政権下のルーマニア

・ポルポト政権下のカンボジア

・金日成政権下の北朝鮮

現代 的　事例

・ボツワナ 権威主義システム

・日本 ・ケニア

・デンマーク ・ミャンマー（ビルマ）

・ベネズエラ 全体主義システム

・アメリカ合衆国 ・カストロ政権下のキューバ

・サダムフセイン政権下のイラク

■発展レベル　以下のことがいろいろな手段で説明できること。

制限された政府 制限されない政府

主　要 な　特　徴

立憲に基づく政府 憲法に基づかない政府

・政府の不合理な干渉から自由なプライベー 権威主義システム

トな生活の確保 ・特徴としてはしばしば軍事政権，半一軍事政権

・多数の政党の存在；“誠実な反対”の承認 ・しばしば国家主義的／伝統主義的

・多数の非政府組織からなる市民社会の存在 ・脅迫的な禁止組織

・支配の利益に従って市民社会を制限

全体主義システム

・世俗的宗教としてのイデオロギー

・教育，文化，芸術，大衆のコミュニケーショ

ンの管理

・旅行，出入国の管理または禁止

・政党の支配外の権力／影響あるわずかな組織

の存在（たとえば，軍人，科学者のエリート

集団）

・独立した組織や結社が許されず，市民社会がない
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2．本スタンダードの全体的特徴について

　　このスタンダードは，「ゴール2000：1994年教育法」に記述された目標3「Student

Achivementand　Citizenship」の「2000年までに，…civicsとgovernment…（諸教科）などの課さ

れている諸教科に関する能力の証明をもって4，8，12学年の段階を通過しなければならない。そ

　して責任ある市民的資質，一層の学習，生産的な就職のために彼らを準備しなければならない。…

すべての生徒は，良き市民的資質（good　citizenship），地域社会での奉仕（community　service），個

人的な責任（personal　resposibility）を高め，証明する活動に関わっていかなければならない。」と

いう部分と目標6「Adult　Literacy　and　Lifelong　Learning」の「2000年までに，すべてのアメリカの

成人は……市民的資質に見られる権利と責任の行使……に必要な知識と技能をもった教養ある成人

に成らなければならない。」という部分を，基本的に受けて作成されたものである。そのため，前掲

の内容スタンダードとパフォーマンス・スタンダードは，すべての生徒の4，8，12学年の出口に

おける達成目標であって，シビックスや政治の学習内容の全体像を網羅したものではない。むしろ，

　目標6の達成に必要となる最低限の市民的資質に関する政治的教養としての基礎・基本である。ま

た，市民的資質のスタンダードについては，①生徒のための基準，②先生のための基準，③学校の

ための基準，④州や学区の教育関係機関の基準の四つが連携的に設定される必要があるが，本書は

①について「内容スタンダード」と「パフォーマンス・スタンダード」の2方向からその基準を示

　したものである。

　前者の基準は，市民的資質の知識が実際の社会参加の技能に連動してはじめて意味を持つことを

前提に，技能を含めた能力として，表現されていることに一つの特徴がある。いわば，知的技能

　（intellectual　skills）と参加技能（participatory　skills）によって，市民的資質の内容を確定するリア

　リズムないしプラグマティズムを明確に反映している。「知っていても，できなければだめ」という

精神である。そのため，後者で生徒の具体的活動の基準が設定されることになる。

　　ところで，アメリカ市民に必要な基礎・基本としての教養を求める姿勢は，本スタンダードでも

かなり強調されており，基本的な政治や価値の方向が本書からうかがえる。たとえば，内容スタン

　ダードの基本概念として次のような用語と考え方が，原理の部分で記述されている。

A．Civic　life／private　life（公共的生活／私的生活）：地域社会や国家といった公共的空間と私的な

　幸福を追求する私的空間の両者があること。

　B．Civil　society（市民社会）：公的空間を支えるボランタリーな組織や関係があること。この

　社会では政府からの不合理な干渉はなく，政府の外から政府を支える関係にある。

　C．Constitution（憲法，政治形態）：いろいろな意味があるが，共通善と個々人の権利を保障す

　　るために設立される制限された政府についての，法により記述される政治形態であり，制限され

　　た政府と立憲政治は同義である。

D．Liberalism（自由主義）：アメリカの政治的伝統のうちの一つで，個々人の権利を重視するロ

　　ックやジェファーソンの考え方に古典的には求められる。個々人の権利を保障するものとして，

　　合意される限りで，政府は正当化されるとする。

　E．Republicanism（共和主義）：アメリカの政治的伝統のうちの今一つで，共通善を実現するた

　　めに国民の代表により政治を行なうもので，古代ギリシャやローマに起源を持つ政治形態。直接

　　民主主義と類似であるが現代においては代議制であり，公共善と公民的徳を重視する。

F．Politics（行政・調整）：次のような過程で使う。①集団の結合と共通政策の実施に関する意

　　思決定，②資源の配分，利益と負担の分配，紛争の調整に影響を与える意思決定の権力の追求，
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　③個々人では実現できない目標の実行

G．Systems　of　shared　powers（権力の分立）：合衆国に見られる権力の配分，分有，制限として

　の権力の分立のシステムとして使う。例として大統領制，中央政府と地方政府の関係など。

H．Citizens　and　Americans（市民とアメリカ人）：市民とは広義の意味で使い，国籍がなくても

　アメリカにすんでいるすべての人をさす。アメリカ人とは，ここでは合衆国の国民として任命さ

　れている人を指すものとして使う。

　これらの用語と定義で注目されるのは，これまでの公民教育よりも共和主義的伝統をいかに現代

的に再生させていくかということを重視する姿勢が強いことである。とくに，A，　B，　Fは

Republicanismに基づいた定義がなされており，公共善や公民的徳の一貫として，市民的資質をと

らえていると思われる。その結果，社会に参加する技能が重視されることになる。参加技能として，

①politics（行政・調整）やgovernment（統治，支配）を監視する技能，②politicsやgovernment

に影響を与える技能，の2つを取り上げる。これらの能力は，国家からの干渉に対抗する，

Liberalism（自由主義）に関連する面もあるが，むしろ論争問題に関わる，合意過程に関わるとい

ったことから定義されているため，市民として共有すべき資質，共和主義的世界で基本的に要請さ

れる資質といった意味の方が強い。もちろん「共通教養」を確定しようとするスタンダードの流れ

から言えば当然のことにをるが，政治的在り方や考え方自体の変化もこれに大きく関わっているの

ではないだろうか。社会問題の理解とその処理について，「ある考え方を共有しなければ，解決は難

しい」という競合的状況があり，その打開としてこの文書が位置つくと考えると，こうした市民的

資質の方向はうなづける。本節では，紙幅の関係から個別の内容スタンダードの定義や考え方につ

いて言及できなかったが，それぞれの内容を見ると上述のような方向があらわれている。

　ただ，リベラリズムの伝統が，なお息づく箇所がある。それは，前掲のIV．の国際政治に関する記

述である。自由と民主主義をおびやかす「制限されない政府」に対する理解を十分に求めており，

この方向から，国際的な人権，少数者の権利保障といった視点の重要性を強調し，リベラリズムの

大切さを国際的な文脈で明らかにしていることである。この部分も「国民的統合」のために比較さ

せるという意味もあるが，むしろ個々人の権利を擁護するという精神の表れであろうと考えたい。

やはり，本スタンダードは，全体としては，やはりこれまでの政治的教養について合意されたもの

を，バランスよく身につけて欲しいという目的から作成されているのであろう。

　以上，政治的資質についての一貫性に関する資料を中心に抄訳を行なった。公民教育の一貫性の

議論では，経済の教育で一貫性がいかに図られているかといった点の解明も必要であるが，一節で

はこれまでわが国であまり注目されてこなかった法的資質（法に関する知識，理解，技能）の一貫

性に関する議論の紹介を行なう。公民教育の内容は，基本的には，政治，法律，経済，（市民）社会

の4領域から大きくは規定されるものであり，今後は，法律と（市民）社会（具体的には国家とは

別に存立する調整組織とボランティア的精神，活動）の一貫性を図ろうとしてアメリカで模索され

ているカリキュラムの解明も必要ではないだろうか。
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IX．ナショナル・スタンダードとしての
　　　法教育カリキュラムの構成
　　　一“1’mthe　People”の分析を通じて一

磯山恭子（筑波大学大学院）

1．はじめに

　本研究の目的は，1990年代，アメリカの「法教育」（Law－Related　Education）においてアメリカ

合衆国共通の基準として位置づけられた「法的リテラシー」（legal　literacy）の内実とその育成の方

法論について明らかにすることである（1）。その方法として，「法教育指針」（2）（“Essentials　of　Law－

Related　Education”）およびそれにもとつく法教育プログラム“1’m　the　People－lt’s　about

Citizenship　and　You”（3）（以下，“1’m　the　People”とする。）の構成を検討する。

　法教育とは，市民的資質の育成のための一つのアプローチであり，学校において広義の法を教育

することを通じて法的リテラシーの育成を目標とする。アメリカ合衆国議会（the　U．　S．　Congress）

において，1978年に“Law－Related　Education　Act　of　1978”（4）が承認されて以来，法教育は，アメリ

カ合衆国全体の取り組みとして重要であるとの認識がなされてきた。本研究で実際に検討する「法

教育指針」およびそれにもとつく法教育プログラム“1’mthe　People”は，アメリカにおける「ナ

ショナル・スタンダード」の開発の動向を踏まえて，1990年代に法教育の展開に主要な役割を担っ

てきたアメリカ法律家協会（American　Bar　Association）によって提案されたものである。これま

での法教育の展開において，これらは，はじめて法的リテラシーの育成のために必要な条件を精細

に提示するとともに，その理念にもとづき小中高一貫した法教育カリキュラムを具体的に提示した

点で注目に値すると考える。

2．ナショナル・スタンダードとしての「法教育指針」作成の経緯

　　クリントン大統領によって1994年忌制定された「2000年忌目標：アメリカ教育法」（5）をうけて，各

教科で全米共通の教育内容の基準である「ナショナル・スタンダード」が作成されたことは周知の

事実である。社会科では，歴史的領域，地理的領域，公民的領域のそれぞれに応じて，「ナショナ

ル・スタンダード」が開発された。そのことを背景として作成された「法教育指針」に関する議論

については，「法教育指針」の「序文」（6）とアメリカ法律家協会によって刊行されている資料

“Perspectives　on　LRE　in　the　Year　2000”（7）が参考となると考える。

　　まず，「法教育指針」の序文には，インディアナ州において1992年にアメリカ法律家協会の主催

で開催された「法教育指導者会議」の議論を踏まえ次のように述べられている。

　　「会議の議論では，我々の関係者の中には，初等・中等学校教育のための『スタンダード運動』の

提案に関心を示す人もいた。法教育の目標，内容，成果について明確に表明することが必要である

　と発言する人もいた。法教育が学校のカリキュラムに残るとしたら，法教育を行う者は教育で起こ

っているこの革命的な『運動』の議論に積極的に関与しなくてはならないだろうという発言には強

い同意がなされた。このため，特別委員会では，我々の分野として構想し，それを維持するために

探究し，二十一世紀における初等・中等教育を統合する際，法教育にとって『必要な要素』が何で

あるのかということに関する文書を提示する目的で，全米法教育指針案を調整することを引き受け
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た。結果として提案した文書は，長い間法教育を行う者の知恵と経験に導かれるものであり，全米

から集まった法教育の指導者の情報を反映したものである。」

　さらに，そこでは，「法教育指針」の提案による成果を以下の三点であるとしている。

①2ユ世紀において，初等・中等学校の生徒に法教育が必要であることを主張するために，法教

　育という領域に重要な位置を確立し，効果的に準備するのに役立つ。

②法教育にとって必要なカリキュラムの要素が，「公民・政治」「歴史」「社会科」の「ナショ

　ナル・スタンダード」や「ナショナル・アセスメント」などとともに，国家，州，地区の間で

　教育的に優先されることを保障する。

③「ナショナル・スタンダード」運動にたいして，領域として積極的に参加することで，国家

　的な支援を法教育に与える。

　また，“Perspectives　on　LRE　in　the　Year　2000”によれば，1992年，「公立学校における『法教育』

が果たすべき役割と使命」と「今世紀の終わりまでに「法教育』に影響を与える要因」にかんする

議論がなされ，「『法教育』の使命にかんする文書案」として，以下の八点が提案されたとされる（8）。

①われわれアメリカ合衆国の民主主義に参加する市民の能力と意欲を高めること。

②知識にもとづき，活動的で，責任ある市民を育成するのに必要な技能，知識，態度を培い，

　形成すること。

③動態としての法原理，法制度，法手続を批判的に検討することによって，民主的な正義の形

　態の実現に参加するように人々を教育すること。

④変化のある社会において，正義を推進し民主主義を維持するのに必要な責任を，人々に備え

　ること。

⑤法の役割と，公的な意思決定に参加することにかんして，全ての個人を教育することによっ

　て，より公正で配慮のある社会を推進すること。

⑥「法教育」の使命は，民主的な価値と立憲的な原理を理解し，それに参与し，それをふまえ

　た行動を行う市民を動かすことである。

⑦民主的でグローバルな社会において，活動的で模範的な市民となるのに必要な技能と知識を

　全ての生徒に提供すること。

⑧民主主義の原理にかんする理解をたかめ，参与するのに有効な市民的資質を育成すること。

　これらの資料の論点は，次の二つに整理することができると考えられる。すなわち第一に「法教

育指針」は，法教育にとって関連が深い『公民・政治ナショナル・スタンダード』にたいして，特

に「早教育」としての位置を明確にするという目的のもとで，いわば「法教育」にとっての「ナシ

ョナル・スタンダード」として位置づけられたと考えられる。第二に，民主的で，公正なアメリカ

社会を実現するにあたって，市民的資質の一つである法的リテラシーの育成は意味をもつものであ

り，そのために法教育において「活動」や「実践」を促す知識や技能を提供することが重要である

との再確認がなされたと判断できる。

3．「法教育指針」における法教育の理念とその内容

　　「法教育指針」は，これらの提案に示された法的リテラシーの育成の意義と方法論を具体化したも

のであり，「法教育」における教育目標，教育内容，および教育方法といった「法教育」の理念につ
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いて詳述された前半部分と，それにもとづきカリキュラムを構成する際に留意されるべき要素を，

教材，教育方法と教育環境，技能，態度・信条・価値にわたって，具体的に提示された後半部分か

らなっている。ここでは，法的リテラシーの育成と直接関連のある法教育の理念および法教育にお

いて認識されるべき基礎的教養としてとらえられる法教育の内容について検討する。

　「法教育指針」の前半部分に提示される法教育の理念によれば，法教育とは，市民的資質の育成の

一環として，「現実にいる人々に現実に影響を与える論争問題」を中心に，「法のもとでの権利と責

任を追究し，紛争に立ち向かいそれを処理し，公共政策を議論し分析することのできる生徒の育成

をめざし，活動的な経験を提供する」（9）ものであるとされている。

　この理念を具体的に実現するために，「法教育指針」の後半部分に提示された法教育において教育

されるべき内容とは，具体的には表1に示した通りである（後山）。そこには，総論的な意味合いの

強い「法」と法的な概念である「権力」（power），「正義」（justice），「自由」（1iberty），「平等」

（equality）を視点として，それぞれについて教育されるべき内容の基準が精細に提示されている。

「民主主義」「法形成過程」「慣例法」といった多岐にわたった広義の法として「法」をとらえること

が重要であることが確認することができる。

　さらに，「法教育指針」の前半部分において，これらの教育内容を「法のもとでの権利と責任を追

究し，紛争に立ち向かいそれを処理し，公共政策を議論し分析することのできる」能力にみられる

ような，言い換えれば，法的リテラシーの育成のためにカリキュラムを構成する際の二つの方法論

について述べている。

　第一に，法教育カリキュラムを構成する際に，必要である法的な概念として，「権力」「正義」「自

由」「平等」をあげ，それらの価値をめぐる対立や論争を組織していくこととしている（10）。第二に，

社会において基本となっている価値と法的な概念の認識から，具体的な論争問題にたいするそれら

の適用へという段階を考慮すべきであるとしている（11）。

4．「法教育指針」にもとつく法教育プログラム“1’mthe　People”の構成

　　したがって，以上の二つの観点を中心に，法教育プログラム“1’mthe　People”の分析を試みた

　い。第一に，法的な概念である「権力」「正義」「自由」「平等」とその価値をめぐる対立や論争がど

のように構成されるかという点である。第二に，社会において基本となっている価値と法的な概念

の認識から，具体的な論争問題にたいするそれらの適用へという段階がどのように構成されるかと

　いう点である。

　本プログラムは，「きまりや法律を作ろう」（Making　Rules　and　Laws），「紛争を処理しよう」

　（Resolving　Con伍ct），「コミュニティに奉仕しよう」（Serving　the　Community），「公共政策に影響

　を与えよう」（lnfluencing　Public　Policy）という四つのテーマによって構成される。これらのテー

マは，前述した「法教育指針」における「法教育」の目標観をうけて設定されたものと考えられる。

　また，それぞれのテーマについてレベルA（K～第3学年），レベルB（第4～6学年），レベルC

　（第7～9学年），レベルD（第10～12学年）という四つの段階が設定されている。これら四つのテ

ーマに関するそれぞれのレベルにおける目標と学習活動は，表2から表5の通りである（後掲）。

　　まず，「きまりや法律を作ろう」「紛争を処理しよう」「コミュニティに奉仕しよう」「公共政策を

与えよう」という四つのテーマの相互の関係について考察する。

　　これら四つのテーマは，合衆国憲法と権利の章典をつらぬく法的な価値に関連して，憲法という

限られた制定法の問題ではなく，「法」とは何かという課題にもとづき学習活動全体が組織されてい
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るのは，大きな特徴である。合衆国憲法と権利の章典をつらぬく法的な価値とは，前述した「権力」

「正義」「自由1「平等」のことである。「きまりや法律を作ろう」では，本法教育プログラム全体を

つらぬく課題である「法」という概念の基本的な把握と，「権力」と「自由」という対立する法的な

概念を，「紛争を処理しよう」「コミュニティに奉仕しよう」では，前者は法の機能的な側面を，後

者は法と法的な概念や価値の関連性をふまえるとともに，法的な判断を下す際の基準となるであろ

う「正義」という法的な概念を，さらに，「公共政策を与えよう」では，再び「権力」と「自由」と

いう対立する法的な概念を扱う中で，「法をつくる」という側面を学習活動として組織し，法教育プ

ログラムが構成されている。

　具体的な学習活動については，「きまりや法律を作ろう」では，法がつくるものであるという事実

を認識すること，「紛争を処理しよう」では，価値にかんする対立の存在と理性的な議論にもとつく

処理の意義を認識すること，「コミュニティに奉仕しよう」では，価値にかんする対立により具体的

に問題があり，それを自ら解決する意義を認識すること，さらに，「公共政策を与えよう」では，効

果的に公的な論争に影響を及ぼすために政策として意見を提示することを認識することといった構

成がなされている。さらに，そこでは，法を作成する意義を再評価することが想定されていると考

えられる。これらの一連の流れは，法システム観を反映しており，「事実を把握する段階」「問題の

争点を明確化する段階」「論争，紛争を認識する段階」「基準を選択し，理性にもとづき判断する段

階」，そして「理想と現実，原理と実践，公正と私利を衡平に照らした結果を評価する段階」が見受

けられる。

　つぎに，各学年の四つの段階の相互の関係について考察を行う。

　「きまりや法律を作ろう」では，学年段階ごとに，私的なコミュニティにおけるきまりとは何か，

公的なコミュニティにおける法とは何か，きまりと法の比較と区別，実際の具体的な法律を作るこ

との吟味，「紛争を処理しよう」では，紛争の認識，紛争と法を破ることの区別，理性的な紛争処理

の意義，ADRの評価，「コミュニティに奉仕しよう」では，学校の問題の解決，消費問題という自

分とコミュニティに関わりのある問題の解決，個人的な問題と市民としての問題の区別と，市民と

しての問題に責任を果たすことの評価，社会的な問題を市民として果たすことの意義，さらに，「公

共政策を与えよう」では，学校における政策とは何か，政策の変化する要因，具体的な学校問題に

つい℃政策を作成する，社会的な問題について政策を作成するといった段階が想定されている。こ

のことにより，それぞれの段階には，「私的なコミュニティにおける問題状況」，「公的なコミュニテ

ィにおける問題状況」，「公的であることと私的であることの区別と，公的な問題状況に関わること

の意義づけ」，「具体的な公的，社会的な問題状況」という共通の原理が見いだせる。

5．結　語

　本研究を通して指摘できる点は，以下の二点である。

　　第一に，「法教育指針」における法的実践能力育成の方法論を検討した結果，法教育カリキュラム

　を構成する際の基準となる原理が明らかになった。すなわち，法的な概念として「権力」「正義」

「自由」「平等」を取り上げ，その価値をめぐる対立や論争を組織していくこと，そして，「ケース・

　メソッド」によるアプローチにみられる段階を考慮することである。

　　第二に，法教育プログラム“1’mthe　People”の分析により，上記の原理がどのように具体化さ

れるかが明らかになった。すなわち，動態としての「法」といった「法をつくる」側面に着目しな

がら，「権力」と「自由」といった対立する価値をめぐって，その判断の基準となる「正義」の概念
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にかんする学習活動を行うように構造化されているということと，「法がつくるものであるという事

実」「価値にかんする対立の存在と理性的な議論にもとつく処理の意義」「価値にかんする対立によ’

り具体的に問題があり，それを自ら解決する意義」「効果的に公的な論争に影響を及ぼすために政策

として意見の提示と法を作成する意義の再評価」といった「ケース・メソッド」によるアプローチ

に類似する段階がみうけられるということである。なお，法教育プログラムの分析の結果，それぞ

れの段階には，「私的なコミュニティにおける問題状況」「公的なコミュニティにおける問題状況」

「公的であることと私的であることの区別と，公的な問題状況に関わることの意義づけ」「具体的な

公的，社会的な問題状況」という共通の原理が見いだされた。

〔注〕

（1）アメリカの法教育研究としては，江口勇治「社会科における『法教育』の重要性一アメリカ社会

　科における『法教育』の検討を通して一日本社会科教育学会『社会科教育研究』NQ　68，1993年，江

　口勇治「社会科50年とこれからの教育改革一『法教育』の意義とそのカリキュラムについて一」日

　本社会科教育学会『社会科教育研究』NQ　79，1998年，橋本康弘「市民的資質を育成するための法カ

　リキュラムー『自由社会における法』プロジェクトの場合一」全国社会科教育学会『社会科研究』

　NQ　48，1998年などがあげられる。

（2）American　Bar　Association　Division　for　Public　Education．（1995）．Essentials　of　Law－Related

　Education，　A　Guide　for　Practioners＆Policymakers．
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（表1）　法教育指針における教育内容

法

権
力

正
義

自

由

平
等

　　箋茎

国要

▲どのように，法の役割が，民主的な社会や他の社会において，基本的なものであるかということ。

▲どのように，法が，作成され，施行され，解釈されるかということ。

▲どのように，様々な法制度や法文化が，同じであったり，異なったりするかということ。

▲どのように，法や法令が，歴史的に発展してきたかということ。

▲組織（structure）と機能（function）は，対立するものであることと，他の法制度。

▲憲法，刑法，民法，行政法，国際法などの，法の類型。
▲現実の社会状況と仮想の社会状況のもとで，権力（power），正義（justice），自由（1iberty），

　平等（equality）など，どのように，法が，中心となる概念や価値に関連しているかということ。

▲どのように，権力が，組織されるのかということと，どのように，権力が機能するのかというこ
　と。

▲どのように，政府が，設立されるのかということ。　（目的，権限，制限）

▲どのように，合衆国と他の立憲制度が，社会において，権力を正当化しているかということ。
▲同じ点と違う点が，様々な政府の類型のあいだにあるということ。　（歴史的，現在的，理想）

▲中心となる概念と特質は，合衆国の立憲政治であるということ。

▲どのように，法が，犯罪や他の違犯にたいして，制裁をおこない，罰を与えるかということ。

▲合衆国の政治制度にたいしてアメリカ先住民の社会の関係があるということ。　（歴史，主権，条

　約，現在の状況，実践）

▲様々な社会における正義の理想と実践。
▲アメリカの政府と社会における，裁判と他の機関の役割／裁判制度の専門家。

▲社会において，論争や紛争を処理するための当事者対抗主義と他の機構の役割。

▲アメリカと他の社会において，正義を実現する方法は，個人や集団にとって目標となる理想であ
　るということ。　（歴史的にも現在でも）

▲合衆国の裁判制度のある特質や価値の定義。

▲人権の概念一個人的な権利，政治的な権利，社会的な権利，経済的な権利。
▲“秩序ある自由”の原則。

▲基本的な憲法上の権利。

▲市民的権利

▲アメリカと他の社会において，自由を保護する方法は，個人や集団にとって目標となる理想であ、

　るということ。

▲どのように，なぜ，様々な人間社会が，多様な理想を抱き，社会的平等や不平等にたいし実践を

　行っているのかということ。

▲どのように，アメリカと他の社会における社会の理想と状況として，法が，平等を促進し，制限：

　し，定義するのかということ。

▲どのように，合衆国憲法の制度（修正第14条）のもとで，法による平等の保護が行われているの
　かということと，どのように，この権利が，アメリカの歴史をつうじて保障されたり，保障され1
　なかったりしてきたのかということ。
▲どのように，アメリカ社会や他の社会において，様々な社会的集団にたいして，参政権（選挙権）：

　が拡大されてきたかということ。
▲どのように，アメリカの社会や他の社会において，公共政策が，包括的であることを促進したり，

　抑制したりしているかということ。　（アファーマティブ・アクション）
▲どのように，アメリカと他の社会において，社会的な平等が，個人や集団にとって目標となる灘

　想であるかということ。　（歴史的でも現在でも）

▲合衆国憲法と権利の賞典

▲合衆国独立宣言
▲『フェデラリスト』

▲著名な合衆国最高裁判所判決
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（表2）　きまりや法律を作ろう

レ

ベ

ル

A

レ

ベ
ル
B

レ

ベ

ル

C

レ

ベ

ル

D

目標

Oどのように，法やきまりが要
　求にもとづき，社会にとって
　基本となるものかということ
　を学習する。

○ルールや法を作成し，分析す
　る。

○どのように，私たちの政府が
　基本法と統治への同意にもと
　ついているかということを議
　論ずる。

○私たちの基本法にもとつく権
　利のいくつかを知り，どのよ
　うに権利が責任と関連してい
　るのかを議論する。

○基本法に関する意思決定に参
　加する。

O様々な政府の形態を知る。
○様々な統制の手段を述べる。
○政府の機関を区別する。

○基本法は，政府にとって基本
　となる一連の法であることを
　理解する。

○市民としての行動をおこなう
　クラブのために，政府の一直
　態を設立する。

生徒の学習活動

これらのレッスンで，生徒は，きまりや法という概念と，
きまりや法を体系化した基本法の作成について追究する。
まず，生徒は，きまりの必要性と権威の源泉をあらわす活
動に参加する。次に，きまりと政府を求めている裏庭の動
物たちに関するシミュレーションに参加する。生徒は，ど
んな種類の法が必要なのか，誰がきまりをつくるのかとい
うことを意思決定し，その動物たちに基本法を開発しなが
ら，よいルールを作成することについて学習する。

の主導者の権力について追究する。生徒は，権力の源泉と
どのように権力が様々な手段に用いられるかを決定する。
生徒は，政府と法の基本的な構造として基本法について考
察する。この情報にもとづいて，生徒は，市民としての行
動を行う組織のための自分自身の政府を作り，基本法を作
成する。

Oきまりと法という● F甫言動δ5楚i義…

　をする。

○よいきまりと法のいくつかの
　特徴を知る。

○学校のきまりとコミュニティ
　の法のもとでの権利と責任を
　比較する。

○生徒として生徒の役割と，市
　民としての生徒の役割との違
　うところ，同じところを知る。

Oアメリカ合衆国憲法と権利の
　章典のもとでの権利と責任に
　ついて議論する。

○アメリカ合衆国と自分たちの
　州における選挙に関する法律
　と手続きについて議論する。
○選挙について様々な方法を考
　察する。

○一人一票制と累積投票制を比
　労する。

○アメリカ合衆国における選挙
　に関する法律は変わるべきか
　どうか議論する。

これらのレッスンで，憲法だ職蓄’裳5’ぞ怪鳥ど貰：九七関運．じ

て，きまりと法という概念を追究する。生徒は，きまりと
法を定義し，きまりと法の性格を知り，学校のきまりとコ
ミュニティにおける法とを比較することで始める。

これらのレッスンで，●”寫^1ご’も”どぢて罹茅1’ど貰崔に関運”じ

て，選挙に関する法について追究する。生徒は，仮の論争
について投票する三つの方法を用い，生徒は，どのように
選挙に関する法における変化が，選挙の結果に影響を与え，
他の法と公務員の選択に影響するかということを考察する。
この考えにもとづき，アメリカ合衆国における選挙に関す
る法に関して推薦する。議論の場では，生徒は，アメリカ
合衆国憲法の実証を例として法の作成過程について考える。
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（表3）　紛争を処理しよう

レ

ベ
ル

A

レ

ベ

ル
B

レ

ベ
ル

C

レ

ベ
ル

D

目標

O紛争を認識し理解する。
○紛争と法を破ることとを区別
　する。

○生活における紛争を知る。

○紛争を処理するのに交渉を観
　察し実際に行う。

○調停を観察し実際に行う。

O紛争と法を破ることとを区別
　する。

○生活における様々な紛争を知
　る。

○紛争を処理するのに交渉を実
　際に行う。

○調停を観察し実際に行う。

O紛争を知り，定義する。
○紛争を処理するのに交渉と調
　停を用いる。

○参加者の疑問を聞き尋ねるこ
　とで，コミュニケーション技
　能を発達させる。

○共同学習技能を発達させる。
○自分自身の問題を解決するこ
　とに正しい認識をもつ。

O参加者の疑問を聞き尋ねるこ
　とで，コミュニケーション技
　能を発達させる。

○共同学習技能を発達させる。
○紛争処理の様々な方法を学習
　する。

○裁判外紛争処理（ADR）がもつ
　とも有効であることを評価す
　ることで，批判的思考を身に
　つける。

○自分自身の問題を解決するこ
　とに正しい認識をもつ。

生徒の学習活動

このレッスンでは，子どもたちに紛争を理解させ，紛争を
処理する方法を紹介する。生徒は，紛争を解決するための
様々な選択肢について議論し，模擬調停を観察したり参加
したりする。

このレッスンでは，生徒に紛箏「を理解させ，紛争を処理す

る方法を紹介する。生徒は，紛争を解決するための様々な
選択肢について議論し，模擬調停を観察したり参加したり
する。

このレッスンの目標は，生徒が，紛争を構成するものを知
り，様々な紛争処理理論について実践的な知識を身につけ
ることである。レッスンでは，紛争を処理しなくてはなら
ない状況の設定にたいして，ロールプレイを行う。授業は，

紛争を処理するためにグループで行い，紛争処理に用いら
れる技能を評価する。

芝孔ち劣り～；ズンの目標は，生徒が，様々な紛争処理理論

について実践的な知識を身につけ，紛争に関する知識を応
用することである。レッスンは，様々な理論をロールプレ
イする必要がある仮想の紛争が含まれている。クラスは六
つにわける。　（三つの紛争処理技能それぞれにたいして二
つのグループが試みる。）それぞれのグループは，そのグ
ループに割り当てられた技能にもとづき，紛争の処理を行
わなくてはならない。それぞれのグループが紛争を処理し
た後，クラスはそれぞれの技能を評価する。
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（表4）　コミュニティに奉仕しよう

レ

ベ

ル

A

レ

ベ

ル
B

レ

ベ

ル

C

レ

ベ
ル

D

目標

○生徒と市民は，自分や家族にたいし
　て責任を負っているのと同様に，
　学校とコミュニティにたいして責
　任を負っていることを理解する。
○学校に影響を及ぼす問題を知る。
○学校における奉仕活動を開発する。

○奉仕活動がぢ＝”’禰天芝ヨ．ミ’ヨ1三嘗7”

　にとっての利益を知る。
○生徒と市民は，自分や家族にたいし
　て責任を負っているのと同様に，
　学校とコミュニティにたいして責
　任を負っていることを理解する。
○学校に影響を及ぼす問題を知る。
○消費者とは何かを理解する。

○消費者問題に関して，学校とコミュ

　ニティにおける奉仕活動を開発す
　る。

生徒の学習活動

これらのレッスンで，どのように，グループの人々（動物たち）が，コ
ミュニティの問題を解決するのに一緒になっているのかを追究する。生
徒たちは，責任とは何かということをよりょく理解するために，一連の
絵を見ることで，様々な個人としての責任と市民としての責任を知るだ
ろう。生徒は，アメリカ合衆国の市民は，他の人々を助けるという責任
があることを理解するだろう。
生徒は，学校に影響を及ぼす問題について考え，調査する時間を過ごす。
先生は，問題を探すために休み時間やランチの時間に学校を歩かせて，
この手順を支援する。生徒は，食べ物を残したり，散らかしたり，けん
かしたり，割り込んだり，他の生徒に意地悪をしたりする人々がいるこ
とに気づくだろう。このレッスンでは，学校で見た問題について考えさ
せ，問題を解決するための考えを創造させる。先生は，守衛さんや校長
先生や他の先生や，他のクラスの人たちのような学校にいる人々に，学
校で起きている問題について，インタビューさせることで，その調査を
支援する。

　レッスンは，生徒に，彼らが知った問題を主張する活動を選んで，活
動させる。先生は，その活動をしている問と，その活動が終了したあと
で，生徒にその活動を振り返らせる。さらに，先生は，その成果を認め
るようにする。

レッスンは，コミュニティの問題を解決するのに一緒にやっていく人々
の話で始まる。二つの本を推薦する。次に，先生は，消費者法の領域に
ついて紹介し，生徒に消費者を定義させ，消費者が購入することで起こ
る問題について語る。生徒は，家に帰って，購入とそれにともなう問題
に関する大人の経験を大人にインタビューする。法律家は，消費者法と
保証に関する説明にこれらの例を当てはめる。生徒は，消費者問題とそ
の解決のよりよい理解をロールプレイを行うことで身につける。生徒は，
消費者法の領域における奉仕活動を計画する。先生は，振り返ることと
褒めることを行う。

○個人的な責任と市民としての貰二二’

　区別する。

○公的なサービスへの市民としての責
　任を果たすための知識と技能を身
　につける。
○予想される活動の現場を知るのに，
　コミュニティの地図を使う。
○奉仕活動から，個人とコミュニティ
　にとっての利益を知る。

○怠学，暴力，貧困，文盲，家庭丙暴

　力，差別，公害，幼児虐待のよう
　な，学校やコミュニティに影響を
　及ぼす問題を知る。

○奉仕活動から，個人とコミュニティ
　にとっての利益を知る。
○予想される活動の現場を知るのに，

　コミュニティの地図を使う。
○社会的な問題を解決するのに価値あ
　る貢献者としての資質を身につけ
　る。

○社会に関心をもち，貢献する生涯に
　わたる態度を身につけた市民とし
　ての資質を身につける。
○クラス運営者を用いて，意義ある奉
　仕活動を組織する。
○奉仕の経験を振り返る。

レッスンは，責任の紹介で始まる。生徒は，責任に関する華華な行動を

それぞれ個人としての責任と市民として分類する。さらに，生徒は，サー
ビスを提供するために市民としての責任に焦点をあて，野外活動や，コ
ミュニティの一員へのインタビューや，自分自身のコミュニティに関す
る知識によって，自分のコミュニティや学校の必要とされる評価をおこ
なう。生徒は，奉仕活動を行う現場を調査するのに，ポスター・マップ
や自分のコミュニティの実際の詳細な地図を用いる。生徒は，計画表を
作成し，奉仕活動の特定の問題や特定のタイプへの関心で，グループを
作る。それぞれの計画を企画実行するためのリーダーを支援するクラス
の運営者を，それぞれのクラスチームごとに選ぶ。生徒は，活動を実行
するための準備を行う。生徒は，振り返る機会を与えられ，その結果が
認められる。

このレッスンで，生徒にコミュニティ・サービスという概念を教える。
まず，個人的なコミュニティ・サービスに関して議論を行う。生徒がコ
ミュニティ・サービスに積極的に関わり，振り返っているビデオを見せ
る。

　議論の後で，生徒は，自分のコミュニティや近所での必要性を知り，
野外調査や地図作成によって，他の人々の生活を異なるものにできるボ
ランティア活動の特定の場所をリストにする。生徒は，奉仕活動を選択
し，活動を計画するのを助けてくれる様々な外部の人々と，コミュニティ

にとっての必要性を議論する。生徒は，活動するのに問題リストにラン
クをつけ，計画を行うのに小さなチームを作成する。生徒は，クラス運
営者の作った仕事表を検討し，それぞれのチームからクラス運営者を支
えるように生徒を選出する。チームにおける生徒は，奉仕活動を実行す
る計画表を完成し，行動を始める。先生と法律家は，その間，振り返る
機会をあたえ，その活動を支援する。生徒は，自分の貢献を知る。
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（表5）　公共政策に影響を与えよう

レ

ベ
ル

A

レ

ベ
ル
B

レ

ベ

ル

C

レ

ベ
ル
D

目標

O政策を定義し知る。
○どのように政策が法ときまり
　に関連しているか学習する。
○政策を作成するときに考慮さ
　れる重要な考え方を知る。
○政府が公共政策を作成するの
　に関係していることを認識す
　る。

○公共政策を作成するのに市民
　は役割があることを認識する。

生徒の学習活動

このレッスンで，政策という考え方を定義し分類するため
に，生徒にクラスの政策を分析させる。学校は，なぜ政策
が必要であり，誰が政策を作成するのかということの理解
に焦点を当てて，用いる。それから，学校政策は，政府の
政策と，比較され，生徒は，政策を作ることと公共政策を
作ることを学習する。さらに，生徒は，どのように政策が
論争に取り組むために用いられるのかを発見するために，
政策作成者，公務員，市民のロールプレイを行う。

O政策を定義1ず観……’…’…………

○政策を必要とする論争を知る。

○論争に取り組む政策を創造
　する。

○なぜ，どのように政策が変化
　するのか説明する。

○公共政策と他の政策を区別す
　る。

○政策作成者を知る。

この課では，生徒は，践策を是菱貰…践策が弄花ず塔どど

を理解し，どんなことが，誰が政策の作成と変化に影響を
与えるのかということを認識する。生徒は，公共政策と学
校政策と商業政策を区別する。さらに，生徒は，コミュニ
ティ政策が要求される状況を評価し，適切な政策を描く。

O公共政策署楚義ず塔ヨ……’’’’”…”

○どのように公共政策が，政治
　的な指導者，特別な利益共同
　体，州や地方裁判所，個人と
　しての市民によって作られる
　かを述べる。

○どのように市民は，公共政策
　の作成に影響を与えることが
　できるのか説明する。

○提案された政策にたいして調
　軽し世論調査を行う。

O公共政策を定義し；”．’ぞあま”5…

　に公共政策が民主的な社会に
　おいて形成されるかというこ
　とを述べる。

○どのように政治的なリーダー
　や特別な利益共同体や報道や
　裁判所や個人としての市民に
　よって，公的な議題が作成さ
　れるのかを議論する。

○公共政策の作成にどのように
　市民が検討し，影響を与える
　のかということを説明する。
○地方政府でおこった公共政策
　に関する論争にたいする立場
　を決め，定義する。

このレッズジぼ1…どびぎ写に帯義軍ぞみ他あ天竺が公証祓

策の決定に影響を与えることができるのかということを強
調することで，民主的な社会における公共政策を作成する
ことを追究する。学校に制服を着ていっている小学校や中
学校の子どもに頼むことで，政策案を分析し開発する。生
徒は，問題の原因と影響と，その案から予想される結果を
考察する。どのように提案された要求に関してコミュニティ
における人々が感じているのかを決定するのに公的な意見
調査を行う。最後に，生徒は，その論争について自分の政
策案を創造する。

このレッスンでは，民主的な裏芸にお’げる公論論策み奉質劉

政策決定過程，市民が公共政策の決定に影響を与えること
ができる方法を追究する。生徒は，どのように，若者が自
分のコミュニティにおける政策決定に影響を与えられるか
学習する。生徒は，コミュニティにおける若年齢層の犯罪
の増加に対応して，夜間外出禁止を押し付けられるという
政策案を分析し開発する。生徒は，その問題の深刻さと，
法律と，その案を採用に影響を与えるかもしれない裁判の
判決と，他のコミュニティにおける類似の政策による効果
に関する情報を集める。また，提案された夜間外出禁止令
に関してどのようにコミュニティの人々は感じるのかとい1
う決定に公的な意見調査を行う。最後に，生徒は，コミユ

轟四灘雛鴛羅馬藷募劣皇聖磐剰
の政策決定者と共有する。議論において，生徒は，人格教、

育に関する学区で提案された政策について評価する。
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X．イギリス，ナショナル・カリキュラム，地理フレームワーク

岩田一彦（兵庫教育大学学校教育学部）

　1991年3月に，イギリスは初めてわが国の学習指導要領に当たるナショナル・カリキュラムを告示

した。各教科にわたる内容および方法の構造と到達目標を持つ順序性を示した。その作成に際しては，

各教科専門および教科教育・教育学の科学者が総動員された。

　地理だけでも数十頁にわたる本格的な内容の提示であった。各教科の内容があまりにも細部にわた

っているとの批判が強く，1995年には早くも簡略化された内容への改訂が行われた。

　本稿では，このGeography　in　the　National　Curriculum，1991．3．（中井修，岩田一彦，イギリス

『全国カリキュラム・地理（Geography　in　the　National　Curriculum）』の解題と全訳，社会科教育論叢，

vo1．43，　pp．41－89）を分析検討して，「小・中・高等学校の一貫による社会科関連科目の連携に基づく

フレームワーク」を，探っていく。

　このカリキュラムでは，児童・生徒が，次の4段階に分けられている。この段階との関連で，到達

目標，学習プログラムが提示されている。

　　　　〈4段階に区分した児童・生徒の集団〉

　　　　　　　　キー・ステージ1，5～7歳，初等学校前期

　　　　　　　　キー・ステージ2，8～11歳，初等学校後期

　　　　　　　　キー・ステージ3，12～14歳，中等学校前期

　　　　　　　　キー・ステージ4，15～16歳，中等学校後期

　到達目標は，1から10のレベルに細分化されて示されている。レベルは児童・生徒の発達段階と目

標の難易度を考慮して設定されており，キー・ステージとの対応は，次のように規定されている。

　　　　〈10段階に区分したレベル〉

　　　　　　　　キー・ステージ1，レベル1～3

　　　　　　　　キー・ステージ2，レベル2～5

　　　　　　　　キー・ステージ3，レベル3～7

　　　　　　　　キー・ステージ4，レベル4～10

　身近な地域・郷土，地図，地域的特色をとらえる視点と方法に関して，提示されている内容・方法

およびその系統について検討していこう。

1．身近な地域，郷土の内容および学習方法フレームワーク

　　身近な地域および郷土は，地理学習の基礎・基本を構成するものとして，体系的に学習されるよ

うに示されている。技能に関わる内容を除いて，その基礎・基本の構造は，次のようになっている。

身近な地域・郷土を扱う際の基礎・基本一技能に係わる内容は除く一

a．キー・ステージ1

〈場所とテーマ＞

　01．身近な地域において，見慣れた地理的事象を認識し，その名称を言う。
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02．身近な地域において，土地や建物の利用状況を調べる。

03．身近な地域と他の地域との類似点と相違点を認識し，説明する。

（レベル3に関する内容）

04．身近な地域で観察した地形・生産活動・余暇活動を認識する際，正しい地理的語彙を使用す

　る。

05．身近な地域のどこに経済活動が位置しているか説明し，さらに地域における特定の活動の

　立地について述べる。

〈自然地理＞

06．土，水，岩，砂を調べ，これらの物質が，自然環境の一部であることを認識する。

07．異なった様子の水を認識する。

08．川，丘，池，森などの親しみのある地形を認識し，斜度の異なった坂を調べる。

09．気象が自分自身と周囲の環境に及ぼす影響を調べ，季節的な気象の型を認識する。

（レベル3に関する内容）

10．親しみのある地形を認識し，説明する。

11．雨が地面に到達したとき，地表や斜面の違いが及ぼす影響。

〈人文地理＞

12．身近な地域やより遠く離れた地域で，建物の利用法について調べる。

13．人々がどのように移動するか調べ，また，なぜ異なった輸送手段が必要なのか，なぜ人々が

　多様な移動をするのかについても調べる。

14．多くの家は集落の一部であり，その集落には様々な規模の物があること。

15．地域で必要とされている品物やサービスが，どのように供給されているか。

16．大人が異なった仕事をしていること。

（レベル3に関する内容）

17．土地がどのように異なった方法で用いられているか。

18．なぜ異なった交通手段が，異なった目的のために利用されるのか。また，人や品物は，どの

　ようにして，交通手段を代えるのか。

lglなぜ人々は家を移るのか。

20．集落の機能や起源は，どのように現在の形態と関係があるか。

〈環境地理＞

21．身の回りの物質は，どこから手に入れられるのか。また，それはどのように回り出されるの

　か。

22．児童の周りの環境の特徴について，好き，嫌いを話し合い，説明する。

23．環境を変化させてきた活動を認識し，自分たちの環境を，自分たちでよく変えていける方法

　を考える。

（レベル3に関する内容）

24．身近な地域での，またはこれまでに訪れたことのある場所での，環境を改善しようとする活

　動について。
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b．キー・ステージ2

〈場所とテーマー身近な地域一＞

01．身近な地域における土地や建物の利用状況を調べ，身近な地域で観察した地形・産業・余暇

　　活動などの型を，正確な地理的語彙を用いて認識する。

02．身近な地域における土地利用・建物・人々の諸活動について，それらの相互関係を観察し，

　　その理由を挙げる。

03．身近な地域における経済活動の立地について理由を挙げ，なぜ特定の活動が身近な地域に立

　　地しているかについての理由も説明する。

〈場所とテーマー郷土一＞

04．身近な地域は，郷土の一部をなしていると考えること。

05．郷土の地理的事象。

（レベル5に関する内容）

06．郷土の主な地理的事象が，どのように相互関係しているか。

〈自然地理＞

07．親しみのある景観や地形を認識し，説明する。

08．季節的な気象パターンを認識する。

c．キー・ステージ3

〈場所とテーマー身近な地域と郷土一＞

　Ol．身近な地域は，地方の一部をなしていると考えられること。

　02．郷土の主な地理的事象を認識し，それらがどのように相互に関係しているかを説明する。

　03．正しい地理的な語彙を用いて，身近な地域の地理的事象や活動の型を認識する。

　04．身近な地域において，どこに経済活動が立地しているかを説明し，それらの立地について理

　　由を挙げる。また，身近な地域における土地利用，建物，人々の活動について，それらの相互

　　関係を説明する。

　05．郷土の発展に影響を及ぼしてきた要因を分析する。また，現在の郷土の特徴がどの程度，過

　　去の影響を受けた物かについても考える。

　06．郷土においての変化の影響を調べる。

　07．形式的な地方，結節点としての地方，行政区画上の地方などの概念を，郷土に適用する。

（レベル7に関する内容）

　08．郷土において，その安定や変化を導いてきた，地方・国家・国家間のそれぞれのレベルでの

　　意思決定に至る過程。

　09．地方の広がりを定義づける際，使用される基準。

d．キー・ステージ4

〈場所とテーマー郷土一＞

　01～09は，キー・ステージ3と同じ。

　10．郷土において，地理的なパターン・関係・過程を分析する。

（レベル10に関する内容）

　11．郷土のすべてをバランスよく説明するために，パターン，関係，過程を総合する。
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　ここで示された〈場所とテーマ〉について，その内容を検討してみると，次のような系統性が読

みとれる。

　　　キー・ステージ1，地理的事象の認識，類似点および相違点の認識

　　　キー・ステージ2，事象の相互関係の認識とその原因の探求

　　　キー・ステージ3，　事象の相互関係の認識とその原因の探求，地域性形成要因の探究

　　　キー・ステージ4，地域性説明のためのパターン・関係・過程の分析と総合

　この系統性は，わが国のカリキュラムの構成に際しても，小・中・高において，計画的に配慮し

ていくべきことである。

2．地図の内容および学習方法フレームワーク

　　地図は地理学習において，地理的事象の探究手段，探究結果の表現手段として，重要な地位を占

めている。地図無くして地理学習は成立しないともいわれてきた。しかし，わが国においては，必

ずしも，体系的に学習されているわけではない。

　　地図の内容および学習の系統を検討して，小・中・高の地図学習フレームワークを探っていく。

ナショナル・カリキュラムにおける系統を整理すると，次のようになる。

地図・教材の内容系統および学習活動

地図の内容系統 教　　　　　材 発展的活動

1．地上，鳥鰍，垂直写真と地

図

地図記号とシンボル 学校周辺の鳥鰍，垂直写真 大縮尺地図をもっての学校周辺

地図上の情報の使用 学校周辺の特徴ある写真 探検

道路 学校周辺の大縮尺地図 学校周辺模型の作製

学校から目的地点までの近道

2．地図上の横線，縦線の発見

4コマ線の作成 経緯線の入った学校周辺地図 横線，縦線を使っての位置の指

北東のコマの確認 示

3．4方位，8方位の使用
地図記号，シンボルの発展 磁石 学校での磁石の使用

1万分の1図の使用 身近な地域の1万分の1図 身近な地図上での方位の使用

4．縮尺の概念

地図上での縮尺とスケー スケール・バーを使っての地図

ル・バーの使用 教室の縮尺図 上での距離の測定

縮尺の違う地図の使用 面積図と縮尺

5．時間的変化の概念把握のた

めの地図の使用

違った時点の写真，地図の 学校周辺の古い地図，写真 地域がどのように発展したかの

比較 モデルの作成

変化の継続概念 新旧地図の比較のためのオーバ

一ヘッド
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6．種々多彩な地図 絵はがき，書物，ゲームコンビ 種々の地図の収集活動

ユ雪辱等に見られる地図

7．丘陵の鳥鰍

地図上での種々の丘陵の表 丘陵の写真 人文的特徴と自然的特徴の識別

現 大縮尺図をもって丘陵地に出か

高さの表現 けて実感する。

1万分の1，2万5千分の 学校周辺の大縮尺図 地形上の等高線の密度と斜面を

1地形図上の等高線 学区周辺の1万分の1，2万5 確かめる。

道路 千分の1地形図 等高線上での上り下り，急傾斜，

学校周辺および他地域の斜面の 緩傾斜を出し合う。

写真

8．地図記号の一般化

縮尺の違う地図の比較 学校周辺の種々の縮尺の違う地 同じ地域が違った縮尺ではどの

縮尺の違う地図の読図技術 図 ように違うのか確かめる。

g．主題図

主題の違った同じ地域の地図 主題図を重ねて，問題点を話し

特定の主題に絞り込んだ地図 合う。

　ナショナル・カリキュラムにおけるこの系統とわが国の学習指導要領，教科書の地図に関わる内

容を検討すると，次のような地図に関わるフレームワークが設定できる。

地図学習のフレームワーク

1．絵地図・旅行地図（坂，川，丘，森，公園，家の読みとり）

2．絵地図，部屋の配置図，宝島の地図等の描図

4．市街図からの読みとり

5．教室外での地図利用（林，遊び場，建物の形状の読みとり）

6．通学路・学校周辺の地図作成

7．航空写真の読みとり（建物，線路，道路等）

8．5万分の1地形図の読みとり（森，湖，インター等の座標）

10．縮尺と距離（家と学校，家と公園などの距離の測定）

11．垂直航空写真と地図との比較（海岸線，住宅地域，植生等，自然的事象と人文的事象の識別）

12．地図帳の索引利用（地名の引き出し）

13．スケッチ地図の作成（オリジナル記号を使用した地図，等高線の使用，収集した情報の地図

　化）

14．等高線の読みとり（高度，斜面，山頂，谷底）

15．地形図の読みとり・説明（川，道路沿いの地理的事象の説明，縮尺の違う地図による距離の

　違いの読みとり）

16．地球と平面図，地球儀（初歩的認識，経緯線）
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3．国内の他の地域および外国の地域的特色をとらえる，内容および学習方法のフレームワーク

　　地理学習の主要な目的の一つは，地域的特色をとらえることである。それでは，ナショナル・カ

　リキュラムはどのような内容と学習方法を，それに関して提示しているのだろうか。それぞれにつ

いて抽出し，フレームワークを探っていく。

（D　国内の他地域をとらえる，内容および学習方法のフレークワーク

　＜キー・ステージ1　レベル1から3＞

　　●自分の住んでいる国は連合王国（イギリス）の一部であり，連合王国はイングランド，ウェー

　　　ルズ，スコットランド，北アイルランドより構成されている。

　　●連合王国の構成国を地図上で示す。

　　●身近な地域とは対照的な国内のある地域

　　●身近な地域以外の地域の地理的事象を調べる。このような地理的事象が，どのように人々の

　　　暮らしに影響しているかを調べる。

　　●学習した外部の地域の地理的事象やそこで行われている業務について説明し，さらに身近な

　　　地域におけるそれと比較する。

　＜キー・ステージ2　レベル2から5＞

　　●イギリス国内の他の地域について，次のような学習をする。

　　　①他の地域の地理的事象を調べ，それらの事象が人々の暮らしにどのように影響するかに

　　　　ついても調べる。

　　　②取り上げる他の地域の地理的事象や職業を説明し，身近な地域のそれらと比較する。

　　　③身近な地域と他の地域の類似点と相違点を，認識し説明する。

　　　④人間の活動の結果，取り上げる地域がどのように変化してきたか調べる。

　　　⑤ある地域の最近の変化や提案されている変化について調べる。

　＜キー・ステージ3　レベル3から7＞

　　●形式的な地方，結節点としての地方，行政区画上の地方などの概念を，郷土に適用する。

　　●郷土において，その安定や変化を導いてきた地方，国家，国家間のそれぞれのレベルでの意

　　　志決定にいたる過程。

　　●地方の広がりを定義づける際，使用される基準。

　＜キー・ステージ4　レベル4から10＞

　　●形式的な地方，結節点としての地方，行政区画上の地方などの概念を，郷土に適用する。

　　●郷土において，その安定や変化を導いてきた地方，国家，国家間のそれぞれのレベルでの意

　　　志決定にいたる過程。

　　●地方の広がりを定義づける際，使用される基準。

（2）外国の地域的特色をとらえる，内容および学習方法のフレームワーク

　＜キー・ステージ1　レベル1から3＞

　　●イギリス国外のある地域

　　●身近な地域以外の地域の地理的事象を調べる。このような地理的事象が，どのように人々の

　　　暮らしに影響しているかを調べる。

　　●学習した外部の地域の地理的事象やそこで行われている業務について説明し，さらに身近な
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　　地域におけるそれと比較する。

＜キー・ステージ2　レベル2から5＞

　●経済的に発達段階にある国の地域について，次のような学習をする。

　　①経済的に発達段階にある国の地域において，その景観気候，豊かさが，人々の暮らし

　　　に及ぼす影響を調べる。

　　②経済的に発達段階にある地域の国と，イギリス以外のヨーロッパ共同体の国の地域の両

　　　方において職業，土地利用，集落の分布などが，どのようにその環境や位置と関係してい

　　　るか。（レベル5）

＜キー・ステージ3　レベル3から7＞

　●ヨーロッパ共同体について，次の学習をする。

　　①ヨーロッパ共同体のうち，明確な特徴，多様な地方性，独自性を備えたフランス，ドイ

　　　ツ，イタリア，スペインの中から一つの国を取り上げ，その自然地理的および人文地理的

　　　特徴を調査する。

　　②選び出した国のある地域において，職業，土地利用，集落のパターンなどが，どのよう

　　　にその地域の環境や位置と関係しているか。

　　③選び出した国に含まれる地方を認識し，その中の2地方について，比較し対照点を見い

　　　だす。

　　④ヨーロッパ共同体全体に関して，次のテーマから一つを選び学習する。（レベル7）

　　　　　　a　農業の変化のパターン

　　　　　　b　ヨーロッパ共同体の国家内・国家間の移住パターン

　　　　　　c　地方開発のパターン

　　　　　　d　観光産業

　　⑤ヨーロッパ共同体の異なる3つの地域について，選定したテーマと関係する開発の影響

　●経済的に発達段階にある国について，次の学習をする。

　　①バングラデシュ，ブラジル，中国，エジプト，ガーナ，インド，ケニア，メキシコ，ナ

　　　イジェリア，パキスタン，ペルー，ベネズエラの中から選んだ，経済的に発達段階にある

　　　国についての地理的な特徴と状況。

　　②選定した国のある地域における地理的特徴と職業について説明し，身近な地域のそれら

　　　と比較する。

　　③選定したある国において，地形，気候，豊かさなどが，人々の暮らしに及ぼす影響を調

　　　べる。

　　④選定した国のある地域において，職業，土地利用，集落のパターンなどが，どのように

　　　その地域の環境や位置と関係しているか。

　　⑤選定した国の人口分布の概要を把握する。また，それがその国の特徴や状況にどのよう

　　　に影響されているか。

　　⑥その国の発展の特徴として示すものの程度，大きさを評価する。

　●アメリカ合衆国，日本，ソ連について，次のことを学習する。

　　①アメリカ合衆国，日本，ソ連について，全体的なレベルで比較研究を行う。比較する項

　　　目は，位置，人口，経済活動と生産量，自然的特徴，貿易などである。

　　②これらの国から一つを取り上げ，次の調査をする。
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　　　　　　a　工業の立地と発達

　　　　　　b　エネルギー資源の開発と石油貿易

　　　　　　c　選定した国における産業の発達と関わる環境問題（レベル7）

　　　　　　d　選定した国において，エネルギー資源が，工業の発達に，どのように影響して

　　　　　　　きたか。（レベル7）

　●国際貿易について，次のことを学習する。

　　①必需品の貿易の型を含めて，国家間の貿易のパターンを分析する。（レベル7）

＜キー・ステージ4　レベル4から10＞

　●ヨーロッパ共同体について，次の学習をする。

　　①ヨーロッパ共同体のうち，明確な特徴，多様な地方性，独自性を備えたフランス，ドイ

　　　ツ，イタリア，スペインの中から一つの国を取り上げ，その自然地理的および人文地理的

　　　特徴を調査する。

　　②選び出した国のある地域において，職業，土地利用，集落のパターンなどが，どのよう

　　　にその地域の環境や位置と関係しているか。

　　③　人々の活動の結果，地域はどのように変化したか。また，地域における最近の又は予定

　　　されている変化を調べる。

　　④選び出した国に含まれる地方を認識し，その中の2地方について，比較し対照点を見い

　　　だす。

　　⑤ヨーロッパ共同体全体に関して，次のテーマから一つを選び学習する。

　　　　　　a　農業の変化のパターン

　　　　　　b　ヨーロッパ共同体の国家内・国家間の移住パターン

　　　　　　c　地方開発のパターン

　　　　　　d　観光産業

　　⑥ヨーロッパ共同体の異なる3つの地域について，選定したテーマと関係する開発の影響

　　⑦選定したテーマに関わる変化が，地域，地方の主導権や国家・国際レベルの決定事項に

　　　よって，どの程度影響を受けたか説明する。

　　⑧ヨーロッパ共同体の特定の地域について，選定したテーマの影響を評価する。（レベル

　　　9）

　　⑨選定したテーマに関わる，選択的な政府の政策，対策を評価する。（レベル10）

　●経済的に発達段階にある国について，次の学習をする。

　　①バングラデシュ，ブラジル，中国，エジプト，ガーナ，インド，ケニア，メキシコ，ナ

　　　イジェリア，パキスタン，ペルー，ベネズエラの中から選んだ，経済的に発達段階にある

　　　国についての地理的な特徴と状況。

　　②選び出した国のある地域において，職業，土地利用，集落のパターンなどが，どのよう

　　　にその地域の環境や位置と関係しているか。

　　③人々の活動の結果，地域はどのように変化したか。また，地域における最近の又は予定

　　　されている変化を調べる。

　　④選定したある国において，地形，気候，豊かさなどが，人々の暮らしに及ぼす影響を調

　　　べる。

　　⑤選定した国の人口分布の概要を把握する。また，それがその国の特徴や状況にどのよう
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　　に影響されているか。

⑥　選定した国において，経済発展に影響を及ぼしてきた過程や要因を分析し説明する。

⑦選定した国について，経済発展に対する国内投資の演じる役割（レベル9）

⑧　選定した国や他の組織が行ってきた，経済発展を刺激したり地域格差を是正しようとす

　　る試みの在り方を評価する。その際，外国投資，外国借款，援助プログラムなどを対象と

　　する。（レベル10）

●アメリカ合衆国，日本，ソ連について，次のことを学習する。

①アメリカ合衆国，日本，ソ連について，全体的なレベルで比較研究を行う。比較する項

　　目は，位置，人口，経済活動と生産量，自然的特徴，貿易などである。

②これらの国から一つを取り上げ，次の調査をする。

　　　　　a　工業の立地と発達

　　　　　b　エネルギー資源の開発と石油貿易

　　　　　c　選定した国における産業の発達と関わる環境問題

　　　　　d　選定した国の異なった地域間において，経済的繁栄の多様性を説明する。

●国際貿易について，次のことを学習する。

①国際貿易の全体的な概要を学ぶべきであるが，同時に貿易国としての日本の増大する重

　　要1生や役割に対しては特別の注意を向ける必要がある。また，最近工業化を達成した国々

　　の貿易パターンに与える影響に対しても，同様の注意が必要である。

②必需品の貿易の型を含めて，国家間の貿易のパターンを分析する。

③　個々の国の経済が，どのように相互依存しているか。また，個々の国の経済発展に及ぼ

　　す国際貿易の影響

④個々の国の政策が，国際貿易のパターンやその変化，また，国際貿易の動向などに及ぼ

　　す影響を評価する。（レベル9）

⑤国際貿易のパターンにおける最近の動向を分析し，将来予想されるパターンについても

　　提言する。

　身近な地域・郷土，地図，地域的特色をとらえる内容と学習方法，に関して，内容およびその系統

について検討してきた。ここで示した内容およびその系統は，イギリスのナショナル・カリキュラム

の中から，一定の視点を設定して抽出し，順序性をつけて示した。

　わが国の小・中・高社会科関連カリキュラムの構成に際しては，この内容とわが国の学習指導要領，

教科書から抽出した内容とを組み合わせていくことが必要である。

　この課題の達成とそのフレームワークに基づく社会科授業設計・実践が，今後の課題である。

一113一



）q．イギリス，ナショナル・カリキュラム，歴史フレームワーク

平子晶規（筑波大学大学院）

1．はじめに

　　イギリスでは，1988年7月にサッチャー保守党政権の下で「1988年教育改革法（The　1988

Educational　Reform　Act）」が制定された（1）。「1988年教育改革法」の制定は，イギリス教育史上，戦．

後最大の教育改革と称されている。「1988年教育改革法」の制定に伴って，全国共通の「ナショナ

ル・カリキュラム（National　Curriculum）」（2）が中央政府によって作成されることになった（3）。「ナ

ショナル・カリキュラム」は，いわば我が国の「学習指導要領」に相当するものであり，法的拘束

性を有する。中央政府による全国共通のカリキュラムの作成は，戦後初の試みであり，「ナショナ

ル・カリキュラム」の制定・導入は，この点において画期的であったといえる。

　　「歴史」は，「地理」とともに生徒の社会認識を育成するための教科として，「ナショナル・カリキ

ュラム」の「基礎教科（foundation　subj　ects）」に位置づけられた（4）。「ナショナル・カリキュラム歴

史」の作成は，教育科学省（Depatment　of　Education　and　Science）の諮問機関として設置された

ナショナル・カリキュラム審議会（National　Curriculum　Counci1）の統括する歴史科調査委員会

（History　Working　Group）によって進められた。最終的に『ナショナル・カリキュラム歴史』は，

1991年1月に省令として制定され，同年9月から導入された（5）。「ナショナル・カリキュラム歴史」

作成の経過，及び『ナショナル・カリキュラム歴史』の最終原案の概要については，森田孝治・戸

田善治「全英共通カリキュラム・歴史コース」（全国社会科教育学会『社会科教育論叢』第38集，

1991年）に詳しい⑥。

　　『ナショナル・カリキュラム歴史』は，1993年4月以降，見直しが開始され，1995年1月の新カ

リキュラム『改訂版ナショナル・カリキュラム歴史』の制定をみるに至った（7）。新カリキュラムへ

の移行は，1995年9月にキー・ステージ（以下，KSと略す。）（8）1－3で完全実施された。本稿は，

我が国の社会科（地理歴史科を含む。）カリキュラム研究のための参考資料を提供すべく，新カリキ

ュラム『改訂版ナショナル・カリキュラム歴史』を紹介するものである。

2．新カリキュラム『改訂版ナショナル・カリキュラム歴史』の概要

　　「ナショナル・カリキュラム」の改訂作業を統括的に進めたのが，教育省（Department　for

Education）の諮問機i関である学校教育課程評価当局（Schools　Curriculum　and　Assessment

Authority，以下SCAAと略す。議長はRon　Dearing氏である。）である。1993年4月，当時の教育

大臣・John　Patten氏は，　Dearing氏に「ナショナル・カリキュラム」見直しの要請を行った。これ

に答えて，Dearing氏は，1993年7月に「中間報告書」を，1993年12月に「最終報告書」をまとめ

発表した。1994年春以降，各教科ごとに調査委員会（Working　Groups）が結成され，各教科の改訂

作業が開始された。それは「スリム化（Slimming　down）」をスローガンに，「法的拘束力を持つ内

容の削減」と「柔軟性の向上」をねらいにしていた（9）。「ナショナル・カリキュラム」の改訂は，生

徒の学習の負担と教師の指導（指導計画を含む。）と評価の負担を軽減するための措置であった。

SCAAの示した改訂のねらいは，次の7点である（10）。①教授されるべき知識，理解，スキルを明確

にする。②KS問，教科間の有用でない重複を避ける。③KS間，　KS内の系統性をより明確にす
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る。④教科全体にわたって，学習プログラムと到達目標の一貫性のあるより明確な関係を確立する。

⑤到達命題に代え，レベル解説を導入する。ただし，音楽，美術，体育は除く。⑥あらゆる能力の

生徒へのアクセスを拡大する。⑦現行の要領内の分かっている欠点を改善する。1994年5月，

SCAAは各教科の「改訂版ナショナル・カリキュラム（原案）」を発表した。　SCAAは，各方面か

らの意見を考慮し，原案に加筆・修正を加え，各教科の「改訂版ナショナル・カリキュラム」を最

終的にまとめ上げた。新カリキュラム『改訂版ナショナル・カリキュラム歴史』は，「1988年教育

改革法」で規定されているように，旧カリキュラム同様，「各KSで生徒に教授されるべき内容，ス

キル，過程」（同法第2条）を示した「学習プログラム（Programmes　of　Study）」と（2）「生徒が各

KSの終了時までに習得することが期待される知識，スキル，理解」（同法第2条）を示した「到達

目標（Attainment　Targets）」の大きく2つの部分によって構成されている。

（1）学習プログラム

　　「学習プログラム」は，KS　1から3までのKSごとに示されている。各KSの「学習プログラ

　ム」は，次の書式に従って示されている。①冒頭の「そのKSで知識，理解，スキルがどのよう

　にして発達させられるべきか」（11）を囲みで示した箇所，そのKSにおける教授・学習内容の概要

　を示した箇所（KS　1では「学習領域（AREAS　OF　STUDY）」，②KS　2，3では「学習単元

　（STUDY　UNITS）」と呼んでいる。），③「キー・エレメント（KEY　ELEMENTS）」と呼ばれる

　箇所，④各学習単元について，教授・学習内容を詳述した箇所（なお，KSlには，「学習単元」

　が設定されていないので，この箇所はなく，iiで教授・学習内容が詳述されている。）。

　　表2は『改訂版ナショナル・カリキュラム歴史』に設定された「学習単元」を一覧表にしたも

　のである。旧カリキュラムとの相違が比較できるように，表1も提示した。「学習単元」（「学習領

　域」）は，「過去において実際に何がどのように起こったかを記述した知識」であるところの「歴

　史的情報」（12）（年号，人物や出来事などといった「事実的知識（historical　facts）」）によって構成

　され，「学習プログラム」を組織している。KS　3では，学習単元！－4をこの順に学習すること

　になっている。すなわち，イギリスの政治・経済史を中心にして，年代順に学習する（13）。

　　③の「キー・エレメント」は，「1．クロノロジー」「2．歴史に関する知識と理解の広がりと

　深さ」「3．歴史についての諸解釈」「4．歴史に関する調査」「5．構i成と伝達」の5つの要素

　（土レメント）によって構成されている。これら5つの歴史学習の要素（エレメント）は，旧カリ

　キュラムでは，「到達目標」の中に含まれていたものである（14）。「キー・エレメント」は，改訂の

　ねらいの4点目に示された「学習プログラム」と「到達目標」の関連を明確にするために，新た

　に設けられたものであると考えられる。各KSの「キー・エレメント」の冒頭には，「各キー・エ

　レメントは，相互に密接に関連し合っていて，適宜，学習単元（学習領域）を通して発達させら

　れるべきである。すべてのキー・エレメントが，必ずしも各学習単元（学習領域）で発達させら

　れるべき必要はない」⑮と囲みで記されており，単元計画の自由度が保証されている。
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表1　旧カリキュラムの単元一覧 表2　新カリキュラムの単元一覧

キー・ステージ1（1単元） キー・ステージ1（1単元）

単元名なし

・自分個人の歴史や家庭生活の学習

・両親，祖父母，自分が住んでいる地域に関する身近

　な過去における変化の学習

【学習領域】（1単元）

単元名なし

・過去における男性と女性や子どもの日常生活，仕事，

　余暇，文化について

・イギリスの歴史からの人物を含むさまざまな種類の

　有名な男性と女性の人生について

・イギシスの歴史からの出来事を含む過去のさまざま

　な種類の出来事について

キー・ステージ2（9単元） キー・ステージ2（6単元）

【学習領域】（5あるいは6単元）

1．侵入者と定住者：イギリスにおけるローマ人，ア

　ンゴロサクソン民族，バイキング

2．チューダー朝とスチュアート朝

3．ビクトリア朝のイギリス

4．1980年以後のイギリス

5．古代ギリシア

6．探検と遭遇

＊3と4については，どちらか一方あるいは両方を選
択。

【補足単元】（3あるいは4単元）

カテゴリーA　テーマ的な学習

　　「船と船乗り」「食料と農業」「住居と聖地」

　　「著述と印刷」「陸上交通」「家庭生活，家族，子

　　ども」

カテゴリーB　地方の歴史の学習

カテゴリーC　非ヨーロッパの社会の学習

　　「古代エジプト」「メソポタミア」「ッシリア」

　　「インダス渓谷」「マヤ」「ベナン」

＊Aから1単元，Bから1あるいは2単元，　Cから1
単元選択。

キー・ステージ3（8単元）

【学習領域】（6単元）

1．イギリスにおけるローマ人，アンゴロサクソン民

族，バイキング

2．チューダー朝時代の生活

3．a．ビクトリア朝のイギリス

3．b．1980年以後のイギリス

5．地方の歴史

6．過去の非ヨーロッパの一社会の重要な特徴

＊3a，3bのとちらか一方を選択。

キー・ステージ3（6単元）
【中核単元】（5単元）

1．ローマ帝国

2．中世の王国二1066－1500年のイギリス

3．連合王国の形成：1500－1750年の国王，国会，国

民

4．拡大，貿易，産業二1750－1900年のイギリス

5．第2次世界大戦の時代
【補足単元】（3単元）

カテゴリーA　このキー・ステージのイギリスに関す

　　　　　　る中核単元の学習を拡張する単元

カテゴリーB　l914年以前のヨーロッパの歴史におけ

　　　　　　るエピソードあるいは転換点の学習を含

　　　　　　む単元

カテゴリーC　過去の非ヨーロッパの社会の学習を含

　　　　　　む単元

＊各カテゴリーから1単元ずつ選択。

【学習単元】（6単元）

1．中世の王国：1066－1500年のイギリス

2．連合王国の形成：1500－1750年の国王，国会，国

民

3．1750－1900年頃のイギリス

4．20世紀の世界

5．1914年以前のヨーロッパの歴史における一時代あ

　るいは一転換点

6．過去の非ヨーロッパの一社会

＊1，2，3，4はこの順に教授すべきである。
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（2）到達目標

　　旧カリキュラムでは，「1．歴史に関する知識と理解」「2．歴史に関する諸解釈」「3．歴史に

　関する資料の活用」の3つの到達目標が設定されていた。さらに，到達目標1には，下位目標と

　して3つの「構成要素（sTRANDs）」（「i．変化と連続性」「ii．原因と結果」「iii．過去の諸状

　況についての重要な特徴」）が設定されていたので，実質5つの到達目標が設定されていたことに

　なる。5つの到達目標は，それぞれレベル1－10までの原則として10段階の「到達命題

　（Statements　of　Attainment）」において具体化されていた。旧カリキュラムには45個の到達命題

　があった。新カリキュラムでは，到達目標は「歴史（HISTORY）」1つに集約化され，それを具

　体化するレベル1－8と「特に優れた行動」、の9段階の「レベル解説（Level　descriptions）」と

　して簡略化された。

　　「レベル解説」は，「ある特定のレベルにおける生徒の作業が特徴的に示す行動の型と範囲を示

　したもの」⑯である。「到達目標」が「事実的知識」を排除して，能力・技能目標として記述さ

　れていることに，旧カリキュラムとの相違は見られない。また，「各KSの終了時に教師は，ある

　生徒の到達レベルを決定する際，どのレベル解説が生徒の行動に最もよく当てはまるかを判断す

　べきである」（17）とあるように，「レベル解説」は，生徒の歴史学習の到達度を評価するための到

　達基準としても用いられている。すなわち，「ナショナル・カリキュラム」は，全国共通のカリキ

　ュラムの中に，「到達目標」という系統的な評価体系を組み込んだカリキュラムであるといえる。

　そして，「大多数の生徒の行動は，KS　1終了時までにレベル1－3，KS　2終了時までにレベル

　2－5，KS　3終了時までにレベル3－7の範囲内にあるべきである」（18）とあるように，「レベル

　解説」は，各KSに配当されることによって，「学習プログラム」との関連性が保たれるようにな

　っている。

3．新カリキュラム『改訂版ナショナル・カリキュラム歴史』の抄訳

KS　1の「学習プログラム」

　生徒は，過去についての認識と過去と現在の異なる点についての認識を発達させる機会を与えら

れるべきである。生徒は，過去についての学習をクロノロジーの枠組みの中に位置づけ，過去につ

いて調べる方法のいくつかを理解するのを支援されるべきである。

学習領域

■1．生徒は，過去における男性と女性や子どもの日常生活，仕事，余暇，文化について教授され

　　るべきである。例えば，衣服，食事，日用品，住居，店やその他の建物，仕事，交通，娯楽な

　　ど。身近な状況から時間的・空間的により遠くの状況へと進んでいく中で，生徒は，次のこと

　　について調べる機会を与えられるべきである。

　　　a　自分自身の生活と家族や自分の周辺の大人の生活における変化

　　　b　記憶を越えた過去におけるイギリスの人々の生活様式の諸側面

■2．生徒は，イギリスの歴史からの人物を含むさまざまな種類の有名な男性と女性，例えば，支

　　配者，聖人，芸術家，技術者，探検家，発明家，先駆者などの人生について教授されるべきで

　　ある。

■3．生徒は，イギリスの歴史からの出来事を含む過去のさまざまな種類の出来事，例えば，有名

　　な地方や国家の出来事，他の国の出来事，百年祭，宗教的祭典，記念祭，火薬陰謀事件，オリ

　　ンピック大会のような世代から世代へと記憶され，祝福されてきた出来事などについて教授さ

　　れるべきである
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KS　1の「キー・エレメント」

■1．クロノロジー

　　　a　クロノロジーについての認識を発達させるために，出来事や事物を配列すること

　　　b　よく使われる過去に関する語や句，例えば，古い，新しい，前，後，昔，日，月，年な

　　　　どを使用すること

■2．歴史に関する知識と理解の広がりと深さ

　　　a　歴史に関する出来事についての話や目撃者の証言を含むさまざまな時代や文化からの話

　　　　を通しての過去の諸側面について

　　　b　人々があることをした理由，ある出来事が起きた原因，結果として起きたことを認識す

　　　　ること

　　　c　時代による生活様式の相違を確認すること

■3．歴史についての諸解釈

　　　a　過去が表されるさまざまな方法，例えば，絵画，文書，映画，テレビ番組，演劇，歌，

　　　　複製品，博物館の展示品などを確認すること

■4．歴史に関する調査

　　　a　工芸品，絵画，写真，大人が話してくれた大人自身の過去についての話，文字資料，建

　　　　造物，遺跡を含む一連の情報資料から過去の諸側面について調べる方法

　　　b　過去について質問をし，過去についての疑問に答えること

■5．構成と伝達

　　　a　歴史に関する認識や理解をさまざまな手段によって伝達すること

KS　2の「学習プログラム」

　生徒は，ローマ時代から現代に至るイギリスの過去における重要なエピソードや発展について教

授されるべきであり，古代文明や世界の他の地域の歴史について教授されるべきである。生徒は，

異なる学習単元にわたって，関連づけを行うことにより，クロノロジーの枠組みを発達させるのを

支援されるべきである。生徒は，地方の歴史について調査し，一連の情報資料から過去について学

習する機会を持つべきである。

学習単元1　イギリスにおけるローマ人，アングロサクソン民族，バイキング

　生徒は，紀元前55年から11世紀初頭に至るイギリス諸島の歴史とイギリスの社会がどのようにし

てさまざまな民族によって形成されていったかを教授されるべきである。生徒は，ローマ人，アン

グロサクソン民族，バイキングの内，いずれか1つについてより深く学習する機会を与えられるべ

きである。

■1．生徒は，次のことについて概略的に教授されるべきである。

　　a　ローマ人の征服とイギリスの占領

　　b　アングロサクソン民族の到来と定住

　　c　バイキングの侵入と定住

■2．生徒は，次の内の1つについてより深く教授されるべきである。

　　a　ローマ人

　　　■ローマ人の征服とそれがイギリスに与えた影響

　　　■日常生活

　　　■ローマ人の支配の遺産

あ　る　い　は

b　アングロサクソン民族

■アングロサクソン民族の到来と定住，それらがイギリスに与えた影響

■日常生活

■定住の遺産
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あ　る　い　は

。　バイキング

■バイキングの侵入と定住，それらがイギリス諸島に与えた影響

■日常生活

■定住の遺産

学習単元2＝チューダー朝時代の生活

生徒は，君主を含む主要な出来事や人物のいくつかとチューダー朝時代における社会のさまざま

な階級の人々の生活様式について教授されるべきである。

主要な出来事や人物

a　ヘンリー8世とローマとの仲たがい

b　海外への探検

。　エリザベス1世と無敵艦隊（1588年）

社会のさまざまな階級における人々の生活様式

d　宮廷生

e　都市と田舎の生活様式

f　シェークスピアを含む芸術と建築

学習単元3alビクトリア朝のイギリス

生徒は，イギリスにおける社会のさまざまな階級の男性と女性，子どもの生活とそれらが産業や

交通の変化によって，どのような影響を受けたかについて教授されるべきである。

産業や交通の変化

a　蒸気力，工場，大量生産

b　鉄道の発達

都市や田舎における社会のさまざまな階級の人々の生活

。　仕事

d　家庭

e　余暇

f　学校

学習単元3b＝1930年以降のイギリス

生徒は，イギリスにおける社会のさまざまな階級の男性と女性，子どもの生活とそれらが，第2

次世界大戦，科学技術や交通の変化によって，どのような影響を受けたかについて教授されるべき

である。

科学技術や交通の変化

a　新しい科学技術の影響を含む産業や交通の変化

戦時中のイギリス人

b　第2次世界大戦がイギリスの人々に与えた影響

イギリスのさまざまな地域におけるさまざまな階級の人々の生活

。　家庭

d　仕事

e　余暇

学習単元4＝古代ギリシア

生徒は，古代ギリシア人の生活様式，思想，業績と古代ギリシア文明の現代の世界への遺産につ

いて教授されるべきである。

古代ギリシア人

a　アテネとスパルタ

b　芸術と建築
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　　c　ギリシアの神と女神，英雄とヒロインの神話や伝説

　　d　他の民族との関係

古代ギリシア文明の遺産

　　e　現代の世界への影響

学習単元5　地方の歴史

　生徒は，地方の歴史の一側面について教授されるべきである。これは，次の中の1つであるべき

である。

　　a　長期間にわたる地方の社会の一側画，例えば，即身し途運賦鍍，人口優変i嵐～定滋量

　　　観，法と秩序，貧民の保護など

　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　る　い　は

　　b　短期間の地方の社会の一側面，あるいは，地方の社会の特定の出来事とのかかわり合い，

　　　例えば，バイキング・ヨーク，ノルマン征服が一地方に与えた影響，一地方における中世の

　　　廃村，チャールズ1世と国会との争いの期間の地方，どのようにして土地が区画されたか，

　　　第1次世界大戦が地方に与えた影響など

　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　る　い　は

　　c　学習単元において教授される発展を例証する地方の社会の一側面，例えば，地方の防御施

　　　鵡～髄辺三劃感2乱言こ＝エム，～エ之亥旦1丈之2～ヒ曇麹～∠ミゴま．乙装～坦」鍍飼昼迄三越芝ゑ生遁瓦

　　　産業薫愈蔓蓑は慮隻蛍璽丸2廻叢描蔓逝瞳随など

学習単元6　過去の非ヨーロッパの一社会

　生徒は，次のリストの中から選ばれた過去の非ヨーロッパの一社会の重要な特徴について教授さ

れるべきである。

　■　古代エジプト

　■　メソポタミア，例えば，古代シュメール，アッシリア帝国など

　■　インダス渓谷

　■　マヤ

　■　ベナン

　■　アステカ

　この単元は，次のことを扱うべきである。

　　a　男性と女性の日常生活を含む重要な特徴

　　b　人々や社会について調べる時に考古学を用いること

KS　2の「キー・エレメント」

■1．クロノロジー

　a　学習する時代における出来事，人物，変化をクロノロジーの枠組みの中に位置づけること

　b　古代の，現代の，紀元前，紀元，世紀，10年を含む過去に関する年号や用語，例えば，チュ

　　ーダー朝の，ビクトリア朝などのさまざまな時代を規定する用語を使用すること

■2．歴史に関する知識と理解の広がりと深さ

　a　過去における人々の思想，信条，態度，男性と女性の体験を含む特定の時代や社会の特徴的

　　な特徴について，学習する社会の社会的，文化的，宗教的，民族的相違について

　b　学習する時代における歴史に関する出来事，状況，変化の原因と結果を記述し，確定すること

　c　ある時代における，また，いくつかの時代にわたる主要な出来事，状況，変化を記述し，関

　　連づけること

■3．歴史についての諸解釈

　a　過去が表され，解釈されるさまざまな方法を確認し，なぜ過去はさまざまに表され，解釈さ

　　れるのか，その理由を示すこと
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■4．歴史に関する調査

　a　文書，印刷物，工芸品，絵画，写真，音楽，建造物，遺跡を含む一連の情報資料から学習す

　　る時代の諸側面について調べる方法

　b　質問をしたり，疑問に答えたりすること，あるトピックにふさわしい情報を選択し，記録す

　　ること

■5．構成と伝達

　a　年号や用語を含む歴史に関する情報を思い出し，選択し，構城すること

　b　裁判所，君主，議会，国家，文明，侵略，征服，定住，改宗，奴隷制，貿易，産業，法律を

　　含む学習する時代やトピックを記述するのに必要な用語

　c　組み立てられた話や記述を含むさまざまな手段によって，歴史に関する知識と理解を伝達す

　　ること

KS　3の「学習プログラム」

　生徒は，中世初頭から20世紀に至るイギリスの経済，社会，文化，政治組織の変化について教授

されるべきである。生徒は，ヨーロッパの歴史や非ヨーロッパの歴史の諸側面について教授される

べきであり，学習するさまざまな時代や地域における歴史に関する出来事や変化を関連づけたり，

結びつけたりするように教授されるべきである。生徒は，歴史に関する知識を使って，情報資料を

評価・活用し，歴史に関する出来事や発展について話し，記述し，説明する機会を与えられるべき

である。

学習単元1　中世の王国　1066－1500年のイギリス

KS　2におけるイギリスの初期の歴史の学習を基礎にして，生徒は，中世の君主制の発展やイギ

リス諸島の諸民族の生活様式を含むイギリスの中世の主要な特徴のいくつかについて教授されるべ

きである。

イギリスの中世の君主制の発展

　a　ヘースティングズの戦い（1066年）とその影響を含むノルマン征服

　b　マグナ・カルタ（1215年）を含む君主制と教会，封建領主，国民との関係

　c　他の国々との関係

中世の社会

　d　教会の役割を含む中世の社会の構造

　e　ペストを含む健康と病気

　f’芸術と建築

学習単元2　連合王国の形成　1500－1750年の国王，国会，国民

　KS　2におけるチューダ一朝時代の生活の学習を基礎にして，生徒は，この時代にイギリスの歴

史を形成した主要な政治的，社会的，宗教的変化のいくつかについて教授されるべきである。

政治的変化

　a　チャールズ1世と国会との争い，空位期間，王政復古，名誉革命を含む変化しつつある国王

　　の権力と国王，国会，国民の関係

　b　連合王国の形成とその影響を含むイングランド，アイルランド，スコットランド，ウェール

　　ズの関係

社会的変化

　c　都市と田舎の変化，貧富の差，生活様式，文化

宗教的変化

　d　16・17世紀における宗教的変化と宗教的緊

学習単元3　1750－1900年頃のイギリス

生徒は，この時代の主要な出来事，人物，発展のいくつかについて概観すること，とりわけ，世
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界的な拡大，産業化，政治的発展が，、現代のイギリスを形成するのにどのように結びついたかにつ

いて教授されるべきである。生徒は，この時代の一側面について深く教授されるべきである。

■1．生徒は，次のことについて概観すべきである。

イギリスの世界的な拡大

　a　貿易と大英帝国の成長，それがイギリスや植民地に与えた影響産業化

　b　産業の変化とそれが社会のさまざまな階級の人々の生活様式に与えた影響

政治的発展

　c　アメリカ独立革命，フランス革命，ナポレオン戦争，公民権の拡大，一般民衆の抗議運動と

　　改革運動を含む人物や出来事が与えた影響

■2．生徒は，主要な出来事，人物，発展とその意義の内，少なくとも1つを深く学習する機会を

　　与えられるべきである。

学習単元4　20世紀の世界

　生徒は，20世紀の主要な出来事，人物，発展のいくつかについて概観することと，それらとりわ

け，世界大戦が，現代の世界をどのように形成してきたかについて教授されるべきである。生徒は，

この時代の一側面について深く教授されるべきである。

■1．生徒は，次のことについて概観すべきである。

　a　第1次世界大戦とその結果

　b　ホロコーストと原爆投下を含む第2次世界大戦

　c　第2次世界大戦がイギリスや世界に残した遺産

■2．生徒は，主要な出来事，発展，人物とその意義の内，少なくとも1つを深く学習する機会を

　　与えられるべきである。

学習単元5　1914年以前のヨーロッパの歴史における一時代あるいは一転換点

　生徒は，ヨーロッパの歴史における一時代あるいは一転換点の意義について教授されるべきであ

る。この学習単元は，次のことをすべきである

　a　主要な歴史的意義を持つ一時代あるいは一転換点に基づく。

　b　ヨーロッパのさまざまな地域における発展の関連を例証する。

　c　その時代あるいは転換点が与えた短期間の影響と長期間の影響を調べる。

　例としては，新石器時代の革命，ローマ帝国，十字軍，イタリア・ルネサンス，近代におけるヨ

ーロッパの拡大，16世紀における宗教改革と反宗教改革運動，16・17世紀においてオスマン帝国が

ヨーロッパに与えた影響，ビュートル大帝の時代，フランス革命とナポレオン時代，ドイツとイタ

リアの連合，19世紀におけるヨーロッパの拡大などがある。

学習単元6　過去の非ヨーロッパの一社会

　生徒は，過去の非ヨーロッパの一社会に関する重要な事柄について教授されるべきである

この学習単元は，次のことをすべきである。

　a　KS　2の学習プログラムの学習単元6に挙げられた社会とは異なる1つあるいは複数の社会

　　に基づく。

　b　長期間にわたる社会の学習を含む。

　c　アジア，アフリカ，アメリカ，オーストラレーシアの過去の社会における非ヨーロッパを背

　　景とする人々についての重要な歴史に関する事柄に焦点を当てる。

　例としては，イスラム文明（7－16世紀），始皇帝からクビライ＝カンに至る中華帝国，ムガー

ル帝国からイギリス人の到来に至るインド，ペルーの文明，北アメリカの原住民，南北アメリカの

黒人，将軍支配下の日本などがある。
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KS　3の「キー・エレメント」

■1．クロノロジー

　a　学習する時代における出来事，人物，変化をクロノロジーの枠組みの中に位置づけること

　b　例えば，時代，中世の，宗教改革，産業革命，ハノーバー王時代の，ジョージ王時代のなど

　　の歴史に関する時代や過去を記述する年号，用語，慣習を使用すること

■2．歴史に関する知識と理解の広がりと深さ

　a　人々の思想，信条，態度，男性と女性の体験を含む特定の時代や社会の特徴的な特徴を分析

　　すること，学習する社会の社会的，文化的，宗教的，民族的相違を分析すること

　b　学習する時代における歴史に関する出来事，状況，変化の原因と結果を記述し分析し，説明

　　すること

　c　さまざまな学習単元の内容や地方の歴史，イギリスの歴史，ヨーロッパの歴史，世界の歴史

　　を関連づけることによって，ある時代における，また，いくつかの時代にわたる主要な出来事

　　や変化を概観する能力を発達させること

　d　学習する主要な出来事，人物，変化の意義を評価すること

■3．歴史についての諸解釈

　a　歴史に関する出来事，人物，状況，変化のいくつかが，どのようにしてさまざまに解釈され

　　てきたのか，また，どうしてそのようにさまざまに解釈されてきたのか

　b　諸解釈を分析し，評価すること

■4．歴史に関する調査

　a　文書，印刷物，工芸品，絵画，写真，映画，音楽，証言，建造物，遺跡を含む一連の情報資

　　料を使いながら，学習する時代の諸側面について自立的に調べること

　b　意義のある質問をしたり，意義のある疑問に答えたりすること，資料を歴史的文脈の中で評

　　価し，ある調査に必要な資料を確定し，あるトピックにふさわしい情報を収集し，記録し，結

　　論にたどり着くこと

■5．構成と伝達

　a　年号や用語を含む歴史に関する情報を思い出し，選択し，構成すること

　b　政府，議会，教会，国家，帝国，君主制，共和国，条約，革命，改革，階級，貴族，農民，

　　法律，貿易，産業化，共産主義，ファシズム，民主主義，独裁制を含む回る時代やトピックを

　　記述し，説明するのに必要な用語を的確に選択し，配置することによって，歴史に関する知識

　　と理解を構成すること

　c　広範囲にわたる話や記述，実証的な説明を含む一連の技術を使いながら，歴史に関する知識

　　と理解を伝達すること

（訳者注）波線部は，原文中ではイタリック体で標記されており，法的拘束力を持たない例示である

　　　　ことが明記されている。なお，紙幅の都合上，KS　2の学習単元1－4，KS　3の学習単元

　　　　1－4に示された法的拘束力を持たない例示内容は割愛した。

「レベル解説」

■レベル1

　　生徒は，自分自身の生活や他の人々の生活における現在と過去の相違を認識する。生徒は，2，

　3の出来事や事物を配列することによって，また，過去についての日常的によく使われる用語を使

　用することによって，現れつつあるクロノロジーについての認識を示す。生徒は，過去についての

　話からのエピソードを知っていて，詳しく話す。生徒は，情報資料から過去についての疑問に対す

　る答えを見つけ始めている。
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■レベル2

　　生徒は，過去に関する用語を使用することによって，また，出来事や事物を配列することによっ

　て，また，自分自身の生活の諸側面と過去の諸側面との間の相違を見分けることによって，発達し

　つつあるクロノロジーについての認識を示す。生徒は，記憶を超えた過去の諸側面についての事実

　に基づく知識と理解，学習した主要な出来事や人物のいくつかについての事実に基づく知識と理解

　を示す。生徒は，過去の人々がそのように行動したのには，理由があるということを認識し始めて

　いる。生徒は，過去が表されるさまざまな方法のいくつかを確認し始めている。生徒は，単によく

　見ることによって，情報資料から過去についての疑問に答える。

■レベル3

　　生徒は，過去が異なる時代に区分されることをより認識することによって，また，このような時

　代の問の共通点と相違点のいくつかを認識することによって，また，年号や用語を使用することに

　よって，クロノロジーについての理解を示す。生徒は，適切な学習プログラムからの主要な出来事，

　人物，変化のいくつかについての事実に基づく知識と理解を示す。生徒は，主要な出来事や変化の

　2，3の原因と結果を示し始めている。生徒は，過去が表されるさまざまな方法のいくつかを確認

　する。生徒は，単によく見ることを越える方法で，情報資料を活用することによって，過去につい

　ての疑問に対する答えを見つける。

■レベル4

　　生徒は，KS　2あるいはKS　3の学習プログラムからのイギリスや他の国々の歴史の諸側面につ

　いての事実に基づく知識と理解を示す。生徒は，これを使って，過去の社会や時代の特徴的な特徴

　を記述し，ある時代における，また，いくつかの時代にわたる変化を確認する。生徒は，主要な出

　来事，人物，変化のいくつかを記述する。生徒は，主要な出来事や変化の原因と結果のいくつかを

　示す。生徒は，過去のいくつかの側面がどのようにさまざまに表され，解釈されてきたかを示す。

　生徒は，資料から得られる情報を選択し始め，関連づけ始めている。生徒は，年号や用語を適切に

　使用しながら，組み立てられた作業をし始めている。

■レベル5

　　生徒は，KS　2あるいはKS　3の学習プログラムからのイギリスや他の国々の歴史の諸側面につ

　いてめ事実に基づく知識と理解の深まりを示す。生徒は，これを使って，過去の社会や時代の特徴

　を記述し，また，関連づけ始める。生徒は，出来事，人物，変化を記述する。生徒は，出来事や変

　化の適切な原因と結果を記述し，関連づける。生徒は，出来事，人物，変化の中には，さまざまに

　解釈されてきたものがあるということを知っていて，このことに対する有り得る理由を示す。知識

　と理解を使いながら，生徒は，情報資料を評価し始めていて，特定の課題に役立つ情報資料を確定

　し始めている。生徒は，年号や用語を適切に使用しながら，情報を選択し，構成して，組み立てら

　れた作業をする。

■レベル6

　　生徒は，KS　3の学習プログラムからのイギリスや他の国々の歴史の事実に基づく知識と理解を

　使って，過去の社会や時代を記述し，ある時代における，また，いくつかの時代にわたる特徴を関

　連づける。生徒は，出来事や変化の原因と結果を調べ，また，分析し始めている。生徒は，出来事，

　人物，変化についてのさまざまな歴史に関する解釈を記述し，説明し始めている。知識と理解を使

　いながら，生徒は，結論にたどり着き，結論を支持するのに批判的に活用する情報資料を確定し，

　評価する。生徒は，年号や用語を適切に使用しながら，適切な情報を選択し，構成し，配置して，
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　組み立てられた作業をする。

■レベル7

　　生徒は，KS　3の学習プログラムからのイギリスや他の国々の歴史の概略的な事実に基づく知識

　と理解と詳細な事実に基づく知識と理解を関連づける。生徒は，これを使って，ある特定の時代あ

　るいは社会の特徴の関係を分析し，出来事や変化の原因と結果を分析する。生徒は，さまざまな歴

　史に関する解釈がどのようにして，また，なぜ作り出されてきたのかを説明する。生徒は，知識と

　理解を使って，情報資料を批判的に確定し，評価し，活用しながら，自立的に調査をし始めている。

　生徒は，実証的な結論に自立的にたどり着き始めている。生徒は，年号や用語を適切に使用しなが

　ら，適切な情報を選択し，構成し，配置して，よく組み立てられた話，記述，説明を生み出す。

■レベル8

　　生徒は，KS　3の学習プログラムからのイギリスや他の国々の歴史の概略的な事実に基づく知識

　と理解と詳細な事実に基づく知識と理解を使って，出来事，人物，変化の関係や過去の社会の特徴

　の関係を分析する。出来事や変化の原因と結果についての生徒の説明や分析が，より広範囲にわた

　る歴史的文脈の中に位置づけられている。生徒は，さまざまな歴史に関する解釈を分析し，説明し，

　また，さまざまな歴史に関する解釈を評価し始めている。歴史に関する知識と理解を頼りにしなが

　ら，生徒は，情報資料を批判的に活用し，歴史に関するトピックについての調査を行い，実証的な

　結論に自立的にたどり着く。生徒は，年号や用語を適切に使用しながら，適切な情報を選択し，構

　成し，配置して，絶えずよく組み立てられた話，記述，説明を生み出す。

■特に優れた行動

　　生徒は，KS　3の学習プログラムからのイギリスや他の国々の歴史の広範囲にわたる詳細な事実

　に基づく知識と理解を使って，広範囲にわたる出来事，人物，思想，変化の関係や過去の社会の特

　徴の関係を分析する。出来事や変化の原因と結果についての生徒の説明や分析が，よく実証されて

　いて，より広範囲にわたる歴史的文脈の中に位置づけられている。さまざまな国やさまざまな時代

　において起きた出来事や発展の関連を分析する。生徒は，歴史的文脈との関係において，歴史に関

　する出来事や発展についてのさまざまな解釈の価値について，バランスのとれた判断を下す。歴史

　に関する知識と理解を頼りにしながら，生徒は，情報資料を批判的に活用し，歴史に関するトピッ

　クについての調査を行い，実証的なバランスのとれた結論に自立的にたどり着き，それを支持する。

　生徒は，年号や用語を適切に使用しながら，広範囲にわたる適切な情報を選択し，構成し，配置し

　て，絶えずよく組み立てられた話，記述，説明を生み出す。

4．おわりに

　　イギリス「ナショナル・カリキュラム歴史」は，「学習プログラム」と「到達目標」の2つの部分

によって構成され，歴史教育における知識と能力・技能を明確に分離させた点に，カリキュラム構

造上の特徴を持つ（図1）。イギリスの歴史教育における「スキル（skills）」（歴史を認識するため

の能力・技能）重視の点は，「ナショナル・カリキュラム歴史」のカリキュラム構造にも見出すこと

ができる。「スキル」を重視したイギリスの歴史教育，及びそれを理論的背景とした「ナショナル・

　カリキュラム歴史」は，我が国の社会科教育にとって参考になると考えられる。また，イギリス国

内において，「ナショナル・カリキュラム歴史」に基づく歴史教育が教育現場でどのように実践され

ているかについては，今後の研究に期待される。
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歴史学研究の構造

　　　歴史的知識

歴史的情報　i歴史的理解 歴史的技能

↓ ↓ ↓

学習単元

（学習領域）

↓

　　キー・エレメント
　　　へ　　　　　　　 @　　　へ　　へ　　　　　　

123　1　4　5
到達目標

各KSに配当↓

学　習　プ　ロ　グ　ラ　ム

図1新カリキュラムの構造

　【註】

（1）「1988年教育改革法」が適用されるのは，イングランドとウェールズのみである。本稿では，イ

　ングランドに限定して論述する。

（2）本稿では，‘National　Curriculum　lの訳語としては，「ナショナル・カリキュラム」を使用するこ

　とにする。

（3）「ナショナル・カリキュラム」を編成する権利は，イングランドとウェールズには別々に与えられ

　ている。

（4）「ナショナル・カリキュラム」（現行）の教科は，「中核基礎教科（core　foundation　subjects）」の

　英語，数学，科学と「基礎教科（foundation　subjects）」の美術，地理，歴史，現代外国語，音楽，

　体育，デザインと技術，情報技術の11教科である。

（5）Department　of　Education　and　Science，研窃oly加亡he　Nヨ亡foηa！0ロrrfcα1ロm，　HMSO，1991．なお，

　本稿では，本書（旧カリキュラム）を『ナショナル・カリキュラム歴史』と呼ぶことにする。

（6）森分孝治・戸田善治「全英共通カリキュラム・歴史コース」（全国社会科教育学会『社会科教育論

　叢』第38集，1991年）。

（7）DEPARTMENT　FOR　EDUCATION，　Hl窃01y　fη亡he　Nヨ亡fona10αrrfcα1ロm，　HMSO，1995．なお，本

　稿では，本書（新カリキュラム）を『改訂版ナショナル・カリキュラム歴史』と呼ぶことにする。

（8）11年間（5－16歳）の義務教育期間を4つの段階（Key　Stages）に区分している。5－7歳がKS

　1，7－11歳がKS　2，11－14歳がKS　3，14－16歳がKS　4である。なお，「歴史」はKS　1－3

　で必修になっている。

（9）School　Curriulum　and　Assessment　Authority，班STORy刀V　THE　N47YONAL　CσRRICσ乙σM

　DRAFT　PROPO5且五5，　SCAA，1994，　p．　i．

（1①1hd．

（11）　Ibid．，　P．　iv．

働　森分孝治・戸田善治「全英共通カリキュラム・歴史コース」（全国社会科教育学会『社会科教

　育論叢』第38集，1991年），p．44。戸田氏の「歴史的情報」の定義による。

⑯KS　3がイギリスの政治・経済史を中心的内容とするのに対して，　KS　2は，イギリスの生活・文

一126一



　化史を中心的内容としている。

（14）School　Curriulum　and　Assessment　Authority，研STORY刀V　THEハ乙4Tτ01＞A五〇σRRr乙肥σM

　D！ヒAFコ「P西～OPOSン4五5，　S　CAA，1994，　p．　iv．

㈲　Department　for　Education，　Hlb亡ory加亡he　Nヨ亡fonal　Cロrrfcロ1αm，　HMSO，1995，　pp．3，5，11．

（16）　Ibid．，　pユ5．

（17）　Ibid．

（18）　Ibid．
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〈第3部〉

資料編　文部省研究開発指定校等におけるカリキュラム研究

市川　博（横浜国立大学教育人間科学部）

栗原幸正（横浜国立大学大学院生・茅ケ崎市立茅ケ崎小学校）

目　次

　　1．横浜国立大学教育人間科学部附属横浜小学校

　　2．福島大学教育学部附属小学校

　　3．東京学芸大学教育学部附属大泉小学校

　　4．上越教育大学学校教育学部附属小学校

　　5．奈良女子大学文学部附属小学校

　　6．神戸大学発達科学部附属明石小学校

　　7．新潟県上越市立大手町小学校

　　8．横浜国立大学教育人間科学部附属鎌倉小学校

　　9．宮城教育大学附属中学校

　　10．福岡教育大学教育学部附属福岡中学校

　　11．鳴門教育大学学校教育学部附属中学校

　　12．千葉県館山市立第二中学校

　　13．岩手大学教育学部附属中学校

　　14．名古屋大学教育学部附属中・高等学校
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1．横浜国立大学教育人間科学部附属横浜小学校（平成10年度研究）

研究題目　共に学びをつくり上げる子どもを育てる教育課程の創造
カリキュラムの特色
　　　　　　・既存各教科領域の中でのカリキュラム開発
　　　　　　・教科横断的カリキュラム開発
研究の概要　自己決定力・自己責任能力・かかわりあう力の3つのカの育成を目指し、既
　　　　　　　　存教科の枠組みの中で、教科横断的な側面も重視しながら、カリキュラム開
　　　　　　　　発をおこない、横浜小プラン2を創出する研究
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一

社会科第4学年 （◎仕会的幽門力 ○問題傑究口 口仕会的畠忍識力） 『横小プラン6p』

1口

元

名

L艮

元

で

育
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た

い

カ

単

元

例

学

年

目

標

等

4　月 5月 6　月 7月 9　月 L　O月 乳　■　，月 t　2　月 1　月 2月 3　月

頭∵π1訂…l1臓：；糀「

一rr一一r→一〒〒r→

σ篇ττ簾高高　議1一で一’躍　’一’”御’‘’一”’』’”胃’一‘’響…即…ρ’一、C雛芳簾＝5三7高高τ1；高高ノ「

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll　　　　　（2L）　　i
i　　　横断く一国謳　　　　ii　　　　　l

i◎1禍小のあるまちは住みよいまちかとii◎地燃桧における人々の鰍や安全ll◎さらによりよい圭ち1こしていくための様・な取蝿みについて簸的甫舳燗ぺ躰的ii◎自分たちのまちでの醐点馳雌ではどのよ1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うに解決されているのかという魂胆意識をもつil　いう硯点で・積極的にまちに出てインii　を守るための諸活動について・実践il　なプランを計面し・堤案ずることができる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　li

i　タビューしたり調査活動に取り緯んだll　を通して問題点を把握し・学習したllO附属小のあるまちが住みよいまらになっていくためには・どのように関発されていくといいだli

i　りずる。　　　　　　　　　　　　　il　ことをもとに、地域仕会の成員としll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ10附属小のあるまちをパトロールした経U　　て自分なりに考え実践することがでll　たりしながら考えることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　U
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　験をもとに問題点を見つけ，聞き取りn　　きる。　　　　　　　　　　　　　奪1〔コ住みよいまちにするための未来の開発について地図や各踵資料を効果的に活用しながら考え、U
へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　

1　調査などを通して探究することができUO地域仕会における人々の健康や安全U　　住み良くなるための工夫や努力について自分なりの考えをもっことができる。
ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

亀　る。　　　　　　　　　　　　　亀1　を守るための諸陽動について問題意ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n
へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　へ

1〔コ附属小のあるまちの問題点をつかみ自U　　識を持ち、体験的な居動や問題解決ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l1

1　分なりの考えをもっことができる
襲

皇

’1

篭

竃

酋

i
茜

、

ll　的な活動によって探究することがでll

llきる。　　　　　　　　　い
ll口地域社会における人々の健康や安全U

llを守るための諸脛について調べそll
目・で行われてい・様・な工夫や努力ll

ll　について学んだことをもとにして　il

ll　自分なりによりよい行動の仕方につll

ii　いて考えることができる。　　　　il
、　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　、

て，他地域の人々と交流することができる。

ろうかということに問題意識を持ち、身近なモデル地区について調べたり・聞き取り調査をしllO自分たちの住んでいるまちと自然条件の異なろi

他地域の人々の生活の様子に関心を持ち、工夫i

や努力について探究していくことができる。　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、U口自然条件の異なる他地域における人々の生活の1

様子について学び，

ことができる。

uヘ　　へ
亀1
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1亀
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nヘ　　　へ
uヘ　　　へ
ll
ヘ　　　へ

lL＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

自分たちのまちと比較するl
　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　葛

　　　　　　　　　　　　毫

　　　　　　　　　　　　竜

　　　　　　　　　　　　奄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聖

　　　　　　　　　　　　專

　　　　　　　　　　　　聖

　　　　　　　　　　　　亀
　　　　　　　　　　　　蒋

　　　　　　　　　　　　、　　．

一｛一ゆ今。での学習をもとにして，。だ繍，ていないまちの問題について話、合，．　1ゆ今。での学習か、．、分た、のまち、こつい圃
へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

塾　生でまちのどのような点について調べU水などの健康面等について，それらをU②自分たちのまちがより住みよいまちになるために，自分たちのまちはどうあったらよいのかにll　り返る。　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

1　るか括し合う。　　　　　　　　n保持するための取り組みについて一つll　ついて，実際にまちに出て調べる活動を通して考えることができる。　　　　　　　　　ll②自分たちのまちと違うまちについて，今まで訪1
へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

1②まちに進んで出て前時で考えた棍点でllずつ選択し，学習計画を立てることがい③公園・緑地・町並み・等自分たちにとって身近な問題について調べ，人々のまちをより良くしい　れた体験などを元にして，違いを話し合う。　l

l　視点でまちの問題点について調べる。いできる。　　　　　　　　　　　　U　　ようとする取り組みを検証していく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い③自分の知っている他地域に絞り，自分たちのまl

l③問題点を整理し，細かく学習していくい②ゴミの収集や　②火事を防ぐためのい④よりよいまちづくりのために，自分たちが取り組んでいくことを計画し，プランづくりに取りll　ちで今まで学習してきたことを伝えながら，そl

l　ための計画を立てる。　　　　　　　Uリサイクルに取　人々の取り組みにっU　組む。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll　の地域の小学生と仲良くなる方法について考え1

1④実際に問題解決のために取り組んでいllり組んでいる人

1る人々に話を聞いたり澗題点（ごみll々とふれあいな
、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　u
i）等の解決に・実際に馳組んだりしllがら・その様子
i　ながらさらによウよい方法を考える。iiを探究する。

i⑤バトp一ルの結果を基にして，1年間li③これからのよ

i　の学習の計画や指針を立てる
這

き

聖

王

liりよい環境つく
も　　へ

llりのために自分
へ　　へ

uたちでできるこ
へ　　も

Uとについて話し
ヘ　　へ

U合い実践する。
し，一，一．，＿．，一，，躍．一，一，，」r，一，」，．4r，”，2し．一》一，」r，，．

謙ぎ騰掌ii欝1毒1織＝1灘慧麓二1二繋灘ii禽講垣τ蘇轡一i
③これからのよりよil⑦まちがより住み良くなるためには，人々の努力が必要で，そのことが社会を変革するカになつい⑤交流の中で浮かび上がってきた．自分たちの生i

い環境づくりのためll　ていることを，自分たちのまちに実際に出て調べ活動をしていくことによって，考えることがll　活との違いについて問題意識をもち謂べる計画i

に自分たちでできるllできる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll　を立てる。　　　　　　　　　　　　　　　1
ことについて話し合ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll⑥調べた結果を基にして，よりよい方法で自分た1
　　　　　　　　　も　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

い実践する。　　　ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n　　ちの生活について伝えるようにする。　　　　亀
　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　　　　　　　　U　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　U⑦「自分たちの友達マップ」を作り他地域の暮ら1
　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　　　　　　　　ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀亀　しについてまとめる。　　　　　　　　　　1
．．ワ，，r，＿響＿r，＿，2し，＿，＿．＿＿＿，＿，＿＿，＿．”．，加，，」＿一．，＿＿．＿，＿，＿．＿＿＿＿，＿＿．＿＿，＿，．岬，＿一．，2し1コ．＿．＿＿，＿，ρ＿＿，，＿げ，＿」r，4r＿．＿2

身近なまちにおけるくらしを維持したり，豊かにしたり，高めたりする人々の営みや，現代までにおける人々の生活やまちの変化の様子について・実際に体験したり，行動的に探究したり諸活動に参加したりすることを通して，自分との関わ

りで問題をとらえ探究し，まちの人々の生活をよりょくしょうとする智恵に学び，様々な人々と共に生きるまちの実現に向けて自分なりの行動の仕方やあり方を考え，実践するカを育てる。

4年テーマ「まちのくらしを見つめよう」
〈子どもたちの意識の流れ〉

○パトロールで問題を　　○環境にやさしく安全な町にしている人々に

　探そう。　　　　　　　　　学ぼう。

もっとより良いまちをつくり出す人々に学ぼう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○他のまちに学ぼう。
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聖

亀○私た：らの生活を支える生産物についてll
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　、

1◎自分たらの生活を欺ている生産物をii◎自分たちの蠕とつなげながら鰍ヒ濫つil◎自分たちの生融支える工業生産と環境との齢りについて学習したことい◎鮒ボランテ・アについて調べたことを元にして旧本のi

i
i
i
i
へ

聖

き

蓮

亀

i
i
、

行動的にまちに出て実際に調べたり・1

聞さ取り潤査をしたりすることができi

る．　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　、

自給や，環境保護等の問題点を見出しU

追究していくことができる。
、　　　、

、　　、

　いて宏ちに出たり、インタビュー店動をしたli

◎自分たちの生店と，安全な食：料との関わりにii

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を元に，資源の傑護について考え、自分なりに胸脚すろことができろ。

りしながら行動的に・調べることができる・iiO工業生産と環境との関わりについて問題意識を持ち・環境保護を志向したll

工業生産のよりよいあり方を追究することができる。

ついて学習したことを元によりよい食生店のUロ工業生産と自分たちの生活との関わりについて調べ，環境保護を考慮したU

．あり方について考え実践することができろ．， ii　工蒸生魔のあり方について理解ずることができる。
、　　、

UO食生活と安全な食料生塵の関わりについて悶ll
、口自分たちの生活を支える生産物を自分U
　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ
との関わりでとらえ，自分たちの生活U

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　へ題意識を持ら，まちの人々や生産者に聞き取ll
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りながら，追究することができる　　　　　竜亀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　、をより良くしていくために，自分たちll口食料生産や流通に取り組む人々は，安全で質ll

のあり方を考えることができる。 ll
い
ll
ll

い
ll
い
ll

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ものよい食料を消費者に届けるために，様々なll

工夫や努力をしていることを理解することがい

できる。　　　　　　　　　　　ll
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ii
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1①自分たちの生活にあふれるものについU①食料の安全性や環境に対する配慮等の混点かll①紙と私たちの生活という視点から，離々な調べ活動を実際にまちでしていU①今までの産業を通した学習から，環境との関わりについて1
ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

1　て話し合い，その実態について調べるU　　ら，まちで調べ濡動に取り組む。　　　　　U　　くことを通して，洋紙や和紙という種類があること，消費量も生産量も鰻n考え，学習の視点をもつ。　　　　　　　　　　　　　　亀
へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

1　計画を立てる。　　　　　　　　　U②実際に稲や野菜を栽培することを通して，自ll　登りに増え続けていることに気づく。　　　　　　　　　　　　　　　U②紙の生産や，森林の伐採がもたらす自然破壌について考え1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

亀②まちで生産される物はどこからどのよU　分たちと生産現場を身近に引き寄せ，調べ活ll②紙と自分たちの暮らしについて考え，自分たちでリサイクルに取り組んだn話し合う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ1　うに来るのか，という挽回でまちに調U　動に取り組む。　　　　　　　　　　　　い　　り，実際に紙を減らす活動に取り組んだりしながら，問題点を焦点化して1・1③森林と自分たちの生活との関わりについて調べ，話し合うl

l　ぺ活動にでかけ，ものの過剰供給や自ll③生産者と交流をしていく中で今の日本の抱えい　いく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll④森林資源の保護に取り組むボランティアの人々の取り組みl
l　給などの問題点や，環境に対する問題ll　る生産現場の間題点に気付くことができる。ll③紙をリサイクルし，生産している会社に実際に取材しながら，人々の工夫llについて調べる。　　　　　　　　　　　　　　　　　l

l　点を見出すことができる　　　　　い④現在の食料生産が抱える問題点と，人々の努い　や，リサイクルに取り組む人々の意気込みについて気づく。　　　　　　ll⑤森林ボランティアに参加し人々の願いを知る。　　　　　l

l③灘季纏鞭より詳iiカ　まとめる・　il④1谷雛離夷農麟響留サイク　　ii　幽　　　i
l④1年間の学習厚面を立てる。　　　　li　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い⑤和紙の紙漉きに挑戦し，人々のくらしと和紙とのつながりについてとらえll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　li．る・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

l　　　　　　　　　　　　　　　　　li　　　　　　　　　　　　　　　　　　　il⑥頼紙の生産を続けている人々に取材し，生産に取り組む人々の工夫や努力li　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

噛　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀篭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀1　についてとらえる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

亀　　　　　　　　　　　　　　　ll　　　　　　　　　　　　　　　　　n⑦これからの自分たちの生活と紙の生産について考え，自分なりの方法で紙U　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀
へ　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

l　　　　　　　　　　　　　　　　　U　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n　の節約等の活動に取り組む。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　U　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀
へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

い　　　　　　　　　　　　　　　　　u　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　u　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l亀　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　建
1＿‘r，＿伯＿r，．r，＿，．酬」萌＿＿4，＿＿♪し，ワ＿，＿一＿r，＿，」r．，四冨，＿，＿．」r＿＿＿2し，＿，＿，一，一．＿．コ，＿．r，＿＿＿＿，＿，＿，＿一．，＿加．，＿置，＿＿．＿一r，2し，響，＿＿．＿．躍，．剛．岬加＿r，」の躍個r，．r，置，＿＿＿＿，＿2

1i　環境高商について考え，自分たらでできることを高鍋するi

　　　ことができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

llO森林資源を守るための人々の働きについて悶題意識を博っi

”　　て調べ，その意吹と自分たちの暮らしとの関わりについてi

ll　考えることができる。　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

ll口森林を守るために様々な人々学風や努力を重ねていること1
へ　　　　　　リ　ロ　の　の　ロ　サ　リ　リ　　の　ロ　リリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

ll　を理解し，自分たちのあり方について考えることができる亀
も　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

u　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
ヘ　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀
へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

n　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀
へ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

u　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

n　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一　　　1
ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　1
ヘ　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
ヘ　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
ヘ　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀

我が国の国民生活を支える産業の様子や国土の様子について，身近なまちにおける人々の営みを具体的に調べたり，実際に活動に参加したり，行動的に探究したりすることを通して，自分との関わりで問題をとらえ探究し，これらの産業が，

環境保護に配慮し，よりよい国際関係の上に成り立ちながら，自分たちの生活を支えていることに学び，様々な人々と共に生きる仕会の実現のために自分なりの行動の仕方やあり方を考え，実践する力を育てる。

5年テーマ「環境と産業のよりよい関わりを求めて」
＜子どもたちの意識の流れ＞

0「物」はどこから来るのか探ろう。　　○人にも環境にも優しい食べ物を探ろう。　　　　　　○環境に優しい工業のあり方を探ろう。　　　　　　　○人と環壌の温かい関わりを求めて



社会科第6学年 （◎祉会的実践力 ○問題探究力 口詮会丁丁識力） 『横小プラン8p』
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4ノ刃 5月 6月 7月 9天】 1．0月 ■　：L　月 ■　2月 1　月 2月 3fヨ

1　　　　　　　　　　　　（33）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll　・戦争と横浜　・開港と横浜

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
1’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い

蕪孫簾訂π罵τ；篇τ二郷7副副副劇副御副劇酬7酬、‘繍難r副一副副副副πτ詳劃酬副酬酬副副副劇副副副副劃副、癒篇安；解；纂丁副副酬副副副儒’

・細新田　．鎌倉みら・緑が暇塚　　　　ll　　　（【5）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll

、

i
i
這

、

ミ◎購響等等子猫穿霜灘；留の二尊ことをli◎嘉留雰灘鵬等等緊要碧や観望をしたりして．身近に歴史をii◎様割増も達と仲良くする一とをi思してr

lO自分たちのまちは様々な人々にとって優しいのかという問題意識をもって追究活ilO地域素材を中心として歴史事象について問題意識を持って追究することができる・　　　　li

i　動に取り組み，人々にインタビューしたり，観察活動をしたりしながら，行動的ii口昔から人々は，様々な工夫と努力をしながら自らの生店をよりょくしてきたことに気づくこii
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

亀　に取り組むことができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　U
ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ

馳0様々な人々が安心してまちで暮らすことができるように，人々の願いを市や国にu
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ

1　生かすための様々な方法があることを理解することができる。　　　　　　　　い
ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　も

亀口基本的人権の尊重の考えを元にして，様々な人々が共に生きていくための政策をい
ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ1　行っていることを理解することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　U
へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ1　　　　　　　・年間を通してボランティア活動に取り組む　　　　　　　　ll
竜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　へ

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

亀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

陶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ

亀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　u
ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ

亀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　u
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ

亀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　亀、
ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ

亀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀

とができる。

　・戦争時代の人々の生活と人権

　’開港と日本の暮らしの変化

　・吉田新田開発と江戸時代の米を中心とした人々のくらし

　’鎌倉道と武士の生活

　・緑が丘貝塚と大昔の人々のくらし

　　　国や地域によって多様な考え方があること，人々i

　　　が仲良くするためにはそれらの違いを乗り越えてi

　　　いく必要があることに気づき．交流することがでi

liきる。　　　　　　　　　　　　　i
へ　　も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ璽隔◎世界にはまだ戦乱や貧困などによって，悲惨な状麹
へ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

U　況に置かれている子ども達がいることを知り，そ亀
へ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

U　れらの国々には日本からもたくさんの人々がボラ亀
へ　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

U　　ンティアとして派遣されていることについて調べ亀
へ　　ヘ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へll　自分たちのできることについて考えることができl

llる。　　　　　　　　　　　　　　l
llO世界の子どもたちと交流するに当たっての問題点l

il。繍齢驚導難ll撫l
iiとに気づくことができる・　　　　i
ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

u　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竜
へ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀
、　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

i①私たちのまちは「全ての人に取って優しいまちか」という視点で，実際にまちにい①地域の昔探しを通して，まちが歴史と．結びついていること．人々の生活の智恵が，今でも息n①横浜にある様々な外国の人々が通う学校と実際に馳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

亀　出て調べ括動をしていくことを通して，まちには様々な立場の人々が生活していll　ついていることに気付くことができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　U　交流活動をしていくことを通して人々の生活の違1
ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

亀　ることに気づく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n②まちのお年寄りに聞き取り調査などをしたりすることを通して戦争の頃における人々の生活U　いや考え方の違いが分かる　　　　　　　　　竜
へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

亀②「全ての人にとって優しいまち」になるためには，施設面での一層の充実が必要U　の様子などを実感的に理解しようとすることができる。　　　　　　　　　　　　U②違いを乗り越えていくために自分自身の行動の仕亀
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

1　であることに気づく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　U③開港の頃の横浜の町の様子について調べ，開港が人々に与えた影響や，そのことによる日本U
l③施設面で足りない部分を補うだけでなく，自分たち自身も優しさをもって生活すll　の発展に気づくことができる。

1　ること，そしてボランティア活動などの実際の行動に出ていくことの大切さを感い④吉田新田の開発の経緯と意味について調べ，米を中心とした軽済の様子や人々のくらしについ

1　じ取ることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　U　いてとらえることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll

l　　　　　　l灘雛灘激21灘畔　・　轡とli
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い⑥緑が丘の貝塚を中心にして・大昔の人々の暮らしについて調べ・狩猟を中心としたくらしゃil

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll　米の栽培による生活の変化についてとらえることができる。　　　　　　　　　　　　　ii
ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　へ

奄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　u
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　　ビ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ

亀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　u　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　u
ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ

亀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　u　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l亀
へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ

陶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　u　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　u

方を考えていくことができる。
聖

ll③三界で見られる悲惨な状況に対処するためにはた1

らく人々の存在を知り，じぶんたちにできること1

に取り組む。
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　地域の具体的な事例や様々な人々との交流を通して，　r基本的人権の尊重」という憲法の基本理念や，どの時代にも様々な人々が生活をよりょくするために努力を重ねてきたことこれからのよりよい国際社会を目指して，正しい国際理解が

大切であることを，具体的に調べたり，実際に活動に参加したり，行動的に探究したりすることを通して自分との関わりで問題をとらえ探究し，様々な人々の人権を尊重するための地方自治を初めとする政治の働きや，様々な人々と共に生き

る祉会の実現のため尽くすボランティア活動に学び，自分なりの行動の仕方やあり方を考え，実践するカを育てる。

6年テーマ「共に生き抜く社会を目指して」
〈子どもたちの意識の流れ〉
○全ての人にとって優しいまちは？　　　　O私たちのボランティアをしよう　　0まちの歴史と，人権尊重の今に至るまでの人々の歴史をさぐろう。　　O世界の人々と手をつなごう



2．福島大学教育学部附属小学校（平成7年度研究）

研究題目　21世紀に生きる心豊かな人間を育成する教育課程の創造
カリキュラムの特色
　　　　・新教科「表現科」・「地球科」・「人間科」の創出
研究の概要　　　　　　全学年に「表現科」、低学年に「生活科」、中・高学年に「地球科」・「人間
　　　　　　科」を新設し、特別教育活動の内容を教科教育の中に取り組み、新たな教育
　　　　　　課程を構想していく研究

〈資料抜粋〉

　　　　　　　　　　人間科単元一覧、表『報告書54P』

3　　年 4　　年 5　　年 6　　年

楽しい学校 楽しい学校 楽しい学校 楽しい学校

友だちのわを

@　　　広げよう
高?くしゅでなかよし

Aいつもお肋になっている凝ち

なしを作る人売る人
撃撃撃ﾈし面のひみつ1

Fだちのわを
@　　　広げよう
窓ﾃちの捷ぜかいへ

わたしたちの

@くらしを見つめて

P11ご凋題を考える

ﾘくらしを守るために

�ｭらしを豊旅した事々

畑からわたしたちの

H卓に

cビニルハウスを鋤て

A買鋤硝に

o翻難肌、た艇を修う

見つめよう

@　人間の歩み

cわたしたちのまち再親

A奈良半

cわたしが賊をもった賦

楽しい学校 楽しい学校 楽しい学校 楽しい学校

なしを作る人売る人
ﾖなし作りのひみつ皿

ﾘスールマケットのひみつ

自分でできたよ
撃戟zできることは加かな

}自分たちでやってみよう

曹ｱんなこともできそうだよ

世界の人と

@　手をつなごう
高謔閧謐?髄儲人々

A置旧国々となかよく

みんなの願いを

@実現するために
cみんなの恥を筋う

ﾘ砧なの恥と囎

楽しい学校 楽しい学校 楽しい学校 楽しい学校

家族といっしょ
oll雛っていいな

A自分でできたよ

ぼくらのともだち

鵠��ﾌともだちといっしょに

A掴のともだちといっしょに

高齢者の生きる姿を

ｩつめて
o9離甜魏見つめて

A老人雛臓を鋤て

曹墲ｽしたちにできることは

家庭生活に

@　うるおいを
ﾆ鱒要なものは

lく・わたしができること昔の人々から学ぼう
Qじいさん・甜あさんといっしょに

楽しい学校 楽しい学校 楽しい学校 楽しい学校

昔の人々から学ぼう

撃ｶいさん・お嚇さんといっしょに

Aわたしたちの町のうつりかわり

ollれきし刻んだわたしたち

いろいろな土地に生

ｫる人々

o11鶴景のくらし

A躰のくらし

伝統の中によさを見

ﾂけて

高ｨ正月に楽しかったことは

A「織の日」をつくろう1

わたしたち地球家族．

鴻?ニセフって潮？

A闘の国々観つめて

3　　月

楽しい学校 楽しい学校 楽しい学校 楽しい学校

一134一



学習内容の系統
『報告書50P』

内　容 3　　　年 4　　　年 5　　　年 6　　　年

簡単な調理を通 簡単な調理や被 調理や被服製作 住まいの働きや
して、家族の一員 服製作などの活動 などの活動を通し 意味について翻べ
として家庭生活を を通して、家族の て、よりよい家庭 ることを通して、
楽しくしょうとす 一員として家庭生 生活の在り方を考 よりよい標野生活

家庭生活 る。 活に関わろうとす える。 の在り方を考え、
● る． 関わろうとする。
学校生活 自分たちの学級 自分たちの学級 自分たちの学級 最高学年として

を楽しくする活動 や学年を楽しくす や学年、学校を楽 の自覚をもち、自
に進んで参加する る活動に進んで参 しくする活動に進 分たちの学級や学

加する。 んで参加する。 年、学校を楽しく
する活動に進んで
参加する。

地域の消費生活 地域の資源や廃 我が国の産業や 世界の国々との
生　産 や生産活動を調べ 棄物の様子につい 国土について調べ 産業や経済の関わ

● ることを通して、 て調べることを通 ることを通して、 りについて調べる
消　費 人々の努力や瞥力 して、地域の人々 環境の保全や資源 ことを通して、環

● について考える。 の健康な生活の在 の重要性について 境の保全や資源の
環　境 り方を考える。 考える。 重要性について考

える。

昔の道具を実際 地域の発展の様 伝統的な行事の 先人の営みや文
に使ったり、お年 子を見学や調査活 意味や方法につい 化遺産について調

文　化 寄りと交流したり 動によって調べる て調べることを通 べることを通して、
● することを通して、 ことを通して、先 して、昔ながらの 当時の人々の生き
伝　銃 昔の人々の知恵や 人の考え方や努力 考え方や習慣が、・ る姿や社会の様子

努力によって時代 をとらえる。 今の生活にも息づ をとらえる。
が移り変わってき いていることに気
たことに気付く。 付く。

お年寄りとの交 障害をもつ子供 地域の高齢者と 障害をもつ人々
流を通して、お年 たちとの交流を通 の交流を通して、 との交流を通して

公　共 寄りの生き方を感 して、障害をもつ 高齢者の生きる姿 障害をもつ人々の
■ じ取る。 た人々への理解を や支える仕組みを 生きる姿や支える
福　祉 深める。 追究し、自分なり 仕組みを追究し、

の考えをもつ。 自分なりの考えを
もつ。

遊びを中心とし 生活文化を中心 貿易面から我が 国連の活動の様
た交流を通して、 とした交流を通し 国と諸外国との関 子を調べたり、国
外国の人々に関心 て、外国の人々の 連を調べたり、国 連活動に従事して
をもつ． 生活と自分たちの 際協力機関の活動 いる人の体験談を

国際理解 生活との共通点や に従事している人 聞いたりすること
相違点があること の体験談を聞いた を通して、世界の
に気付く。 りすることを通し 中の一人としての

て、外国との協力 役割について、自
の在り方について 分なりの考えをも
考える。 つ。

出典　福島大学教育学部附属小学校　平成7年度研究開発実施報告一
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3．東京学芸大学教育学部附属大泉小学校（平成8年度研究）

研究題目　：豊かな学力の育成一総合学習の創造一
カリキュラムの特色
　　　　・教科＋総合学習＋心の教育＋集団活動・児童会活動・クラブ活動・学校行事と
　　　　　いう4領域のカリキュラム構成
　　　　・内容知、方法知、自分知の3っの「知」を基にした総合学習の再構成
研究の概要　　　　　　内容知・方法知・自分知の3つの「知」による学力概念を基に、各教科学習、
　　　　　　総合学習、心の教育活動、特別活動の捉え直しと、再構成を目指す研究

く資料抜粋〉

教育課程構造図（案）

　　　　　　　　　　　クラブ活動・児童会活動要21p』　　　　　　　　　　　’一一層一一”鱒一鱒’一鴫’卿一一一曽噛一一’一一一一一’一”

@　　　　学校行事●生活団濡動
…

…

糸窓　　　合　　　学　　　習
：

（広め）　　　　1
…

…

各　　教　　留学　　学　　習
（削み）

・し・の日座間

心の教育活動　　………一………一一＿．
学級のロ寺間

ぐ一一低学年→←中
授業時間数

学年一→・←一高学年一→

第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年

国　　語 182 227 227 227 163 163

社　　会 70 70 70 70

算　　数 153 158 158 158 162 162

『各

ｳ科学習

理　　科 70 70 70 7層 O

音　楽 60 60 60 60 60 60

図画工作 60 60 60 60 60 60

家庭科 60 60

体　　育 68 70 70 79 70 70

総合学習 136 140 70 70 70 70

心の教育の時間 34 35 70 70 70 70

総授業数 693 750 855 855 855 855

※1　学校行事、クラブ活動、委員会活動の時間数は含まれていない。

※2　国語、算数には朝のはげみ学習（朝自習）の時間を含んでいる。

一136一



一
ω
刈

総合学習中学年年間指導計画 『紀要38p～39p』

第 3　　　学　　　年
学期 月

単元名 時数 単元のねらし、
円顕O身のまわりにはさまざまな野箪があり、それぞれが生活
環墳をもっている．

4 O野草は雑草という呼び方は、人間の都合でつけたもので
ある．

方瀬○タンポポと自分との関わりを探るために、遊んだり、食

タンポポって べたりすることを通して親しみ、自らタンポポに働きか

ざつ草？ 14 ける．

一 Oタンポポへの見方を広げるために、友運と共に活動をし
5 たり、自分なりの表現で伝えたりする．

自頒○タンポポを含めた野草を命あるものとして受けとめ、自
分の考えをもって関わっていこうとする。

掌 ［環墳＋人間］

囎堕○私たちの身の回りには、いろいろな人が生活し、関わり
6 をもっている。

期 みんな：で作ろう 方瀬○欲しい材料を手にいれるために、情報を集める．

カ　レーライス
i学級の人間関係をつくる）

7 ○問題解決の糸ロをつかもうとするために、友遅と共に活
動ずる．

a頒○自分一人ではできないことも、友遅と協力すると、
［人間］ できることに気づく。

7

円額○学校のまわりには、この地域ならではの自然や歴史など
があることに気づく。

方溜O調べたいことをはっきりさせるために、身近なものの中
から、輿味を持った素材を見つけ、関わる。

9 大泉フリータイ ○自分なりの追究をするために、自分に合った調べ方を見

ム学習 20 つけたり、必要な本や資料を探したりする。

自鯛O自分は何が知りたいのか、はっきりさせようとする．
O身の回りのことで、自分が興味を持ったことについて、

二 自分から進んで調べていこうとする．
10

学 円貌0外国の生活や習慣、文化には、日本とは遠うものや同じ
ものがある。

○私たちのくらす日本には、特色ある生活や習慣、文化が
11 ある．

期

日本を 方潮O視野を広げるために、異文化と接したり、外国の人とコ

とびだそう 13 ミュニケーションしたりする。
O日本と外国のよさをつかむために、自分の立場や相手の
立場で見たり考えたりする。

12

§頒○日本と外国の這いの中に、互いのよさを見いだそうとす
［国際＋人閻］ る。

内繭Oコミュニケーションする方法はさまざまなものがある。
Oコミュニケーションは、その状況や目的・対象などによ

1 って違ったり、馬脳しないでも伝わったりするものがあ
る。

三 どうやって 方韻○コミュニケーションするために、その障害となるものを

伝えようカ、 11 いろいろな視点から考える。
O相手とコミュニケーションするために、相手の気持ちや
その目的・方法などを考える。

学 2 皇頒○自分は、いつも友達に何かを伝えようとしていることに
気づく．

［人聞］ ○自分のことを相手に正確に伝えたい。

期

富浦フリータイ3 ム学習 5
（活動は第4学年へ継続する） （25）

第　　　4　　　掌　　年

単元名 時数 単元のねらし、

冨ラ甫フリータイ
?学習i活動は第3学年からの継練） 20i25）

内闘○言浦の自然、歴史、産業、伝統、風土等の凝晴らしさや巧みさに気
@　　づく．

繒ﾃ○頷べたいことをはっきりさせるために、様々な素材に触れる中から
@　　興味が持てる素材を見つけ、関わる。
@　○自分なりの追究をするために、試行鰭閉しながら自分に合った調べ
@　　方を見つけたり、必要な本や資料を探したりする．
@　○自分の追究の足どりを聞き手にわかってもらうために、工夫して発
@　　表する．

ｹ舶○自分は何が知りたいのか、はっきりさせようとする．
@　○身の回りのことで、自分が興味を持ったことについて、深く詳しく
@　　調べていこうとする．

学校にニ
gンボを呼ぼう

@　　　　　　〔環壌＋人闇］

12

角舘Oプールや池の中には、さまざまな生き物が生きている。
@　○ヤゴ（トンボの幼虫）は、水の中の環墳と深く関わりをもって生き
@　　ている。
@　○トンボは自分のくらしにあった理壇を求めてやってくる。
R嶺○自分と環填との関わりについて考えるために、トンボの視点から遭
@　　境を見つめる。
@　○トンボの生きる理境を考えるために、身の回りの環境に自分から働
@　　きかける．
?頒○自分なりの考えをもって、生き物に関わっていこうとする。
@　○自分のまわりの自然には、さまざまな生き物が命を育むための優れ
@　　た仕組みがあることに見つけようとする．

おもちゃって@　　　　何だろう

@　　　　　　　　　［人間］

14

醒観Oみんなが遊んでいるおもちゃにはいろいろな特徴や這いがある。
@　Oみんなのおもちゃには一人一人の思いや願いがある。
@　○あまり遊んだ事のないおもちゃにもそれぞれのよさがある。
菶ｭ○おもちゃのよさを追究するために、おもちゃの遇び方（流行．新旧、
@　　自分の成長）に目を向ける．
@　O自分のおもちゃに対する考えを深めたり広げたりするために、自分
@　　と這うおもちゃを選んだ友達と交流する。
ｩ艘Oふだん、何気なく遊んでいた自分のおもちゃには，いろいろなよさ
@　　があることに気づく。
@　Oいろいろなおもちゃに浸ったり、それを使って遊んだりすることを
@　　通して、自分が成長していたことに気づく。

みんなの名前i学級の問題への取り組み）

@　　　　　　　　［人間］

8

内翻O名前には家族の思いや願いがあることに気づく。
@　O友逮にもみんな家族があり、一人一人が大切な存在であることに気
@　　づく．
菶ｭOよりよい人間関係を築くために、相手の気待ちや立場をよく考えた
@　　り、確かに自分を伝えたり、自分を振り返ったりする。
ｩ頒O人擢を大切にし、よりよい人間関係を蒔いていこうとする．
@　O自分の生き方について見つめ直そうとする．

今、　わたしたち
P二できること

@　　　　　　〔国際＋人間］

11

円翻O私たちの身の回りには：、さまざまな人々が関わりながら共に生きて
@　　いる．

荢Z○「してあげる」　「やってあげる」の考え方から、　「なすことによっ
@　　て学ぶ」の考え方で接する。
@　○自分にできることを見つけるために、さまざまなコミュニケーショ
@　　ンを通して相手の気持ちや立場を考える．

ｩ頒○身の回りに生きる人々は誰でも、よりょくの願いをもって共に生活
@　　している。

箱根フリータイ
?彗全習
@（活動は第5学年へ継続する）

@．＼

5（20）

角審知　O篇橿の自盤、幽幽庵鋲、曇薮◎1土暮の毒嘱らしさや巧みさに盟つく．

菇@知　Oヨ分のテーマをはっきりさせるために、携々な素材に融れる中から、翼篭や疑昌ぷ重てる素貫を見つけ、罰わる●　O直分なりのヨ交を

@　するために噛自分に合った訓べ方を見つけたり、賦しを捧って澱な讐の革傭山山5鷹藁O白蝋を行う．　O自分の凱の足どりを円き

@　手にわかってもらうために、エ更して莞義する．　O自分の這究方法や喪塁方まを菖めるとめに、友運のヨ翼や斐麦からよさを見い団す●

荿ｪ鐘　O自分Oこだわっている毒や考え方に気づき、そhらに寓幽することについて．瀦に置Oを博とうとする．　O各盈昌・劉で孚んだこと

@　やこれまでの旦分の瑳験を生かし、躰1：討し違んで孚習を深めていこうとする．
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　総合学習単元一覧
く5年半の総合学習単元一覧表〉 『紀要46p～47p』

単元名 単元のねらい

「箱根フリータイム学習」 内容知：箱根の自然、歴史、産業、伝統、風土等のすばらしさや巧みさ
※目分の興味・関心ある対象に児 に気づく。

童自ら働きかける活動を通して 方法知：自分のテーマをはっきりさせるために、様々な素材に触れる中
テーマを設定し、見通しを持つ から、興味や疑問が持てる素材を見つけ、関わる。

て追究し続ける学習。 自分なりの追究をするために、自分に合った調べ方を見つけた

★4年生3学期からの継続 り、見通しを持って必要な物の準備や資料情報の収集を行う。
自分の追究の足どりを聞き手にわかってもらうために、工夫し
て発表する。

自分の追究方法や発表方法を高めていくために、友達の追究や
発表からよさを見いだす。

自分知：自分のこだわっている物や考え方に気づき、それらに関連する
ことについて、常に関心を持とうとする。
：各教科、領域で学んだことやこれまでの自分の経験を生かし、
物事に対し進んで学習を深あていこうとする。

「びん、缶、ベットボトル 内容知：社会にはリサイクルの仕組みがあり、その仕組みにうまくのっ
君ならどれを選ぶ？」 ている物とそうでない物があることがわかる。

※物は巡り巡っていて、そのサイ 方法知二日分が選択するために、情報を関係機関へ問い合わすなどして
クルからはみ出た物は自然にも 集め、情報を比較しながら多くの視点から判断していく。

有害になるという「物の循環の 自分知：リサイクルの視点で自分の生活を振り返ったり、リサイクルの
視点」を意識した学習。 仕組みに自ら関わったりして生活をしていく。

「アッチャー　手で食べよう」 内容知：外国の食事の習慣と日本の食事の習慣との違いや類似点を探

※自国文化と異文化の間に共通性 り、各国の食文化を知る。

普遍性、独自性を見いだし、相 方法知：その国の文化（生活習慣やその背景）を知るために、日本の文

手を受け入れて共に生きていこ 化と比較したり、その国の人を通して文化を探っていく。

うとする「共生の視点」を意識 自分知；違いの意味を捉え、自国文化、異文化のよさを見つめ、共に認

した学習。 め合おとする。

「自分らしさとは」 内容知：人には様々な長所、短所があり、価値観も多様であることがわ

※自分をとりまく文化などについ かる。

て考えることを通し、自分らし 方法知；自分のあり方を探すために、身の回りの文化、価値観を整理、

さや自分のよさを見つめ、自分 比較しながら自分について考えていく。

の生き方を探っていく「人間関 自分知：お互いのよさに目を向けながら、自分らしさや自分のやりたい
係の視点」を意識した学習。 ことを大切にしていこうとする。

「自分にとっての土とは」 内容知：自然や生活の中で土は重要な役割していること、自然を取り戻

※自然と人間の関わり方やバラン すには時間がかかることがわかる。

スを考えていくという「自然と 方法知：自然をよく知るには、様々な立場から対象を見たり、関連づけ
人間の共存の視点」を意識した て考えたり、直接関わっていくとよいことがわかる。

学習 自分知：因由のすばらしさを感じ、豊かな環境にしていこうとする。

「日光フリータイム学習」 内容知：日光の自然、歴史、産業、伝統、風土等のすばらしさや巧みさ

※自分の興味・関心ある対象に児 に気づく。

童自ら働きかける活動を通して 方法知：自分のテーマを深めたり、絞ったりするために、これまでのフ

テーマを設定し、見通しを持つ リ一心イムとの関連を考えながら、興味や疑問が持てる素材を
て追究し続ける学習。 見つけ、関わる。

★6年1学期まで継続 自分なりの追究をするために、自分に合った調べ方を見つけた
り、見通しを持って必要な物の準備や資料情報の収集を行う。
．自分の追究の足どりを誰にでもわかってもらうために、聞き手

に応じて工夫をして発表する。
自分の追究方法や発表方法を高めるために、友達の追究や発表

からのよさを見いだす。
自分知：自分のこだわっている物や考え方に気づき、それらに関連する

ことについて、常に関心を持とうとする。
各教科、領域で学んだことやこれまでの自分の経験を生かし、

物事に対し進んで学習を深めていこうとする。

〈6年生総合学習単元一覧表〉

単元名 単元のねらい

「日光フリータイム」 ★5年生の単元に同じ
★5年3学期より継続する

「わたしと環境」 内容知：生き物を通して、自然の営みを人間との関わりでとらえる。

※目然と人間の関わり方やバラン 方法知；自然と人間の関係をとらえるために、立場を入れ替えたり、

スを考えていくという「目然と
l間の共存の視点」を意識した

　　　　実体験を恨拠にして考えていく。
ｩ分知：共存の視点を通して環境に対する望ましい関わり方や人間の生

学習。 き方を考えていく。

「英雄像を考える」 内容知：英雄とは自己変革の中で夢をつかみ、自分の生を精一杯生きた

※目分の夢やあこがれを考えるこ 人物であり、人によって英雄は様々であることがわかる。

とを通し、自分らしさや目分の 方法知：英雄の英雄らしさをはっきりさせために、情報を集めたり、自

よさを見つめながら、自分の生 分自身と英雄との生き方を比べて考えていく。

き方を探っていく「人間・人間 自分知：自分や友達、英雄の中に共通点を見いだし、自分も高まってい

関係」の視点を意識した学習。 こうという気持ちになる。

「外国の友達と交流しよう」 内容知：その国の人々の歴史や文化とその特色、日本とその国との交流

※自国文化と異文化の間に共通性
@普遍性、独自性を見いだし、相
@手を受け入れて共に生きていこ
@うとする「共生の視点」を意識

　　　　の様子がわかる。
@　　　その国の子どもたちや在日外国人の方との交流を通して、確か方法知：　　　　な理解の上に立ったコミュニケーションの大切さに気づく。

ﾚ分知：その国のよさや日本との共通性に目を向け、両国の友好や交流

した学習。 を進めていける自分に気づく。

「卒業に向けて 内容知：自分と友だちとの願いや考えには違いや共通点があること、そ

～オペレッタで伝えよう～」 れそれが様々な持ち味を持っていることがわかる。

※一人ひとりの個性を生かしなが 方法知；自分たちの思いを伝えていくために、自分にあった表現方法を

ら、学級の枠を越え、自分たち
ﾌ夢や願いを実現していこうと
ｷる学習。

　　　　選択し、友だちと協力しながら自分の役割を果たしていく。
ｩ分知：持ち味を発揮できた自分や友だちのよさに気づきながら、一つ
@　　　のことに向かってカを合わせて創り出していくことのすばらし

★音楽の時間との関連 さを感じ取っていく。

「静岡フリータイム学習」 内容知：静岡の自然、歴史、産業、伝統、風土等のすばらしさや巧みさ

※自分の興味・関心ある対象に児
@童自ら働きかける活動を通して
@テーマを設定し、見通しを持つ

　　　　に気づく。
菇@知：自分のテーマを深めたり、絞ったりするために、’これまでのブ
@　　　リータイムとの関連を考えながら、興味や疑問が持てる素材を

　て追究し続ける学習。

嘯U年1学期まで継続

見つけ、関わる。
ｩ分なりの追究をするために、目分に合った調べ方を見つけた
閨A見通しを持って必要な物の準備や資料情報の収集を行う。

自分知：自分のこだわっている物や考え方に気づき、それらに関連する
ことについて、常に関心を持とうとする。
各教科、領域で学んだことやこれまでの自分の経験を生かし、’物事に対し進んで学習を深めていこうとする。

（※は単元の学習のイメージを表している。）

出典　東京学芸大学教育学部附属大泉小学校　平成8年度研究紀要



4・上越教育大学学校教育学部附属小学校’（平成8年度研究）

研究題目　豊かな学力の育成一総合学習の創造一
カリキュラムの特色
　　　　　　　・発達特性に即した教育課程の段階的編成
　　　　　　　・教科活動＋総合教科活動＋心の活動＋集団活動
研究概要　　　　　　　　1年生は教科＋総合単元、2・3年生は教科＋総合単元＋集団、4・5・6年
　　　　　　　　生は教科＋総合教科＋心の活動＋集団活動という子どもの発達特性に合わせた
　　　　　　　　教育課程編成を行う研究

く資料抜粋〉

『
q
O
H
誤

黒

ミ
』

一り

肇

團

舞

〈

1卜

d

⊃

廿

r
oり

£
苺

A

霧

α

ミ

F

窃
κ
需

這
弱
。◎

閥

F

8

－

F

『

o
F

璽

5

9

富
の

騎

冨

ご
。◎

卜

9

合

6

8

碇

r㌧繭匪

セコ9瞬
一己」3

、d4　r㌔

輔聖・【

をコ即
祠さ最。
｝　一

二．旨頃
」駆u
o●一・一
幅○塁△鴫

eo
綴兎N
ぐミb一

贋闇9
と2一
琳・・r・一

→ゆ胸

5
胃　ロ
山
川：二

瞬悉2
t“・い

る砲囑

bぐ2
eい
綴鴫韻

く

破ミN
lllk一

溝恐＝
ニ・ヒ1，い

轟卵▲る

則，o

穐曾ぐト

二巴

心。一

抽G
斗く縄£

囲
鷺鴫①
，め

轟eo

9い

却な。。

照』

e
獄鷺
　　oな。
委b

9掴
旨・いト

か網
桑晶n健

却
4卜

，o

鰯
マ

則

殴
罵

e

N
一

却

鯉

8

oい

電

訓

。◎

　N，o．一
心

如
ト

“

炉

ム

1

ミ

，い。自

刃

ヒ

桑oo

山

M

田

刃

9

”

⑩

e

9

り

Y二n帆

賃マ

渥o如鷹馨り

似マ

ﾛ粂
鞭

伽

o一）嶽

95」 ・　● 似い

y⇔
�

＝

即劉〔溢

訟鄭要

魔P1
D）貨w

’“ ●　・

回 o マ

o 蟹 奴
，、KK

¶00 庫 鰯
甲 拳

。λ
」 1マ 　いQ） 椅 腰

1 、

加 患 e
辱 拶 K 佃・い

V燃

＝

曜

量1

ｯ’”

e
お

塁鐸

ト，

n＝馳

h拳

申0 嶺侭

マ

喫 〉 」 幌訟 e螢 ’

隔
兎

弔P＝：● 」 栂 拳
，ゆ ト’ レ 対 駆
　　●?　　灘 o

や層一く三

臼
ホトr 駆o脚

穏

§屡 　準
苒ﾎ・ 阜o

刃榔

コ 駝
へ1

A　　l かあJ
凝
u K §り

山　　：叩　　＝

，」
皿　＝

“ 曽
《　　1 』二

「
“ 似

l　　l

^　　1
Clid　　l

，、喫

刻N
fλト’

遜拳桜
ｨ藁、oユ u 1マ

ｺヤ

鮒n申露⇔

ト 拳．

ｻ

，，，　1　　●

や ’　ト ド
・　● 竃ト」一

n　　l Il， 祭。 ⊃ ・　・
脚似o

節 ▼

刃 州＝も 酬 麗 幌
機i護価　山

〃’喫

窒P一）

轟世．．　噂

甲 ・　●

な切斑 晋o
�

佃皿 拳製

、蟄 ”瓢 竃鎖
刃 e

§　禦

n箪
　麗

ｨ即
」発

，」

i
椅
齪n

昏　　＝ 弩矩 5 ●　．
櫓

”…候田

AjO貼

閨@o
p’

5e M口
謇?ミ1皿1

弓　い」麗ψ・い 脚．ず即選叶〉

」顧製奮轄

さ｛却

@，jKP
k妄為礁如賦　　《一）小ll

蚕義
割り喫融O　oド即」二

n
eiipii脚1言

・偽’

妻容：ゆ　　長　　P

ヤト’

ﾊトの

ﾛ埋
ﾗ寮

帽n
ﾎrい

]ゆ

編：o 材世蝦

餐13
　　按侮さ 帽　　凶

撫
　e・」

ｻ申

姻】へよ
即却 いず

ﾁ
1い

n
§

怒●r嵐　嘘■o遭

F蝿　噂噴　9

騨：欝
1華 rく爪

　oﾗ腰o

枯§ 奴畿製

ロ晴雛」●噂哩劇

：o
o 鴎

§絡

ヤ心

ヤ＝藁箆埋　ヨ畑

蝶1
’　蝦●ヤ慧至賦ヨ

・　，

蜀啄 5～眠・ぐ護

t翻

似o留

巡．

@
わ《n

濫 鐸 畿
⊥ 　●R　埋
　臨・
沂E　ミ想1し　”・騨　隊，

　笹…纏 藍1
・　●

製eと

　曽
g1
C、rl

р

帽n
･，い

Zρ

e緒
蝦

ヤ
儲 田

ll

1卜
Pぎε

刃 旧ξ
＿⊃頃

ｮ・6

釈服 わ《n

揄ﾚ

OO ◎
⊥ 怒 皿駅 御弓｝J

＝しo

e
u

る⑩

二

唖

如
旧ト’

，ど

卵

婆の
麻。い

L2弓
蝶：塗

惚；匡

蝋o
P“
御申

PN
4属一
嫁・い

徽r
l卜」

ト螂
祷駅

　曽
⊃

一・一ｭ
含、やσ

，、1

ム姑

争1
ホロ

　o
　ミ

，、，、

医わ

po5
くo

訟。6

桑ρ

bj
睦嫁

｛旗o

誓嫌
黙緬

風〇
二・い

ゆ鍔
留督

＝・o

ト堵
o」も＝し

祷回

嘱。。

†雫

h為
湊†

09
マ

トめ

，擬
喫↓
ド「

聾驚

e喫

増o
b
ひ

塾鞘
響一）

　◎o
』

含貞

点1
、→6

£

謬o
幣

・ぐ

註

．1 E
∫

＝ミ鴫

三．1

緊盤

トくト

A
袈

㍉ON
奪一

｝鐸
3そ

一1
吊o・R

船“
一わ

P卜
艇
a・い

e叩
雌窓

個①

o

唾〕婁〔i動唖〕・
儀く卸塒賦鰹固・慶田晦躍

鴇

何
厘玉〕§ ∈亟）ミ〔璽〕調

一139一



這

○

4年1組　年間カリキュラム 年間総時数1082＝ 1023．5 クラブ35十学校行事23，5

月 4　　　　　81 5 97 6 109．5 7

（377）

89．5 9 101．5 ¶◎ 111．5 11　　　　100

　　　（399．5）

ｱ2　　　　86．5 ¶　　　　　78 2　　　　　98

　　　　（247）

R　　　　　　71

⑳憎憎砒
ﾘよう、角10

いろいろ姻鱒

�ｧ齪う8

大きな大き姐を大ま

ｩ二二う18

筆拗助状きな難の

ｩけ算・bり算＿’19

記号鯛いた式と

v算の工夫10

盤蝉校砿さ

艪ﾗ　10

小盈の仕組みと計算の肪

�ｩ1はう23

生罰特儀

uぺよう5

頒の鵬と講の仕

福�dよう15

靴をグラ

tで裁う6

発見、いろいろな

W關10

靴するきま

g1発見13

モろ駄礎

ﾁて　5

賜アイデアブッ

Nを作ろう　7

畷や光の嚇旙ぺよう

@　　　11

生き物と人の罰砒べ

謔､　　　10

緬す厩と眠え

@　12

ものの重さとてんびん

@　　9

r・．噌噂一一．一一．噂吻、

P冬の生き髄調べよう　l

戟@　　（7）　lL一一＿＿＿」

物備たたま肪と鰍

@　　　12

生き籍の1日を測

}って　8

r・．．．亀一ロー一「

獅ﾌ生き髄調べようl

戟@　　（9）lL＿＿＿．ノ

@1くらし破え愁

r”一’．．’口卿、　r’．口．日”吻．噛’’”、　　r”一”一一鴨．’、
P夏の生き物を謂ぺ　　l　　l流れる水の働きを調ぺよう　　l　　　l秋の生き物を調ぺ　　　l

@　　　　　　　　　　　　　　　lよう（6）　　llよう　　　（6）l　　　　　　l　　　（15）　l　　　　　　　　　　　　　　　　L一＿＿＿ノL＿＿＿ノ　　　　　　L＿＿＿＿＿ノ

@　　　　　　　　　　　r一’一一’一”囎一”一●噂、　　r一一一一卿．．●一一一噂暉．、

@　1くらしを支える水　　（13）　l　　　　　l関川水漂の開発に努めた人々　（20）　1　　㌧一一一＿＿．一一一一＿ノ　　　㌧一一一一＿。一一＿＿一一一．．ノ

r鴫雪．一一一一・一一一一一一噛一、

@　　　　（11）　1㌧一一r．燭．＿．＿輌＿．軸．ノ 新潟県お††めガイドブックを作ろう　　15 安全なくらし　18 さまざまな土塊のくらしを調査しよう　　　28

今の関川と人の姿を追う　99　（99＝26十理15十社21十国15十図22）　今の関川と人の姿を考える　　　昔の関川と人の姿を追う　　　　　未来の関川を考える　27（27＝20十理7）
@　　　　　　　　　　聾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（101＝26十理21十社23十国15十図16）・各流域で、特徴的なことを調べる。　　　　　　　　　　　　　　・各流域を調べる。　　　　　　・昔の関川と人について調べたい「・他地域の川情報を収集・整理し、関川を見

ﾖ川中流～下流（高田～直江津）　関川中流（新井）上流域（妙高　高原町～笹ヶ峰）　　　　　　　　ことを整理する。　　　　　　　　つめ直す。・現地ではわからなかったことを資料で調べたり施設に問い合わせた　・これまで調べてきたことをも　・水害の歴史、災害復旧工事など　・建設省、土木事務所の計画を調べる。りする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とに現在の関川の姿を整理す　　水を治める人の歩みを調べる。　・関川と人間のかかわり方について自分の意・見たこと、感じたことなどをもとに自分のとらえた川の様子を文章　　る。　（ホームページ、ガイド　・発電や農業用水など水を利用す　　見をまとめる（提案書づくり、ポスターづ

ﾅ書きためる。絵に表す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブックづくりなど）　　　　　　る人の歩みを調べる。　　　　　　くり、ホームページづくり…　　文章表現・川と仲良くなる活動を行う。・各流域での親しみ活動を試みる。　　・秋の親しみ活動　　　　　　　・必要な施設の見学を行う。　　　　・造形表現の両面で）

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・初冬の親しみ活動　　　　　　　・冬の親しみ活動

〈組立を考えて書こう（9）〉　　　　〈メモをとりながら　（6）〉

納容舷と脈6）〉 〈鑓を立てて書こう話そう9）〉

音読で気持ちを伝えよ

､　　12

文載正監銚う

@　　15

招介し合おうすてきな

蜷l公　　14

ものの舗欄ぺよう

@　　12

勧の闘を

Llfよう12

賭の考え儘みとろう

@　　15

講の闘砿げ

謔､　13

脇と脇に溢

ｵて12

椴をうかべて

@m

r一一一．一…一一．一、
ｫ訪竈韓（16）ll　　　　　　l

k．一＿＿＿．ノ

脇と脇に注

dして12

勧礎界を

Llfよう12

方諦べ

P0

@4＞
W＞

〈醗瀬の嵐坊8＞

〈言難戯よう（7）〉

＜謝のまど　　5＞　　・　　　　　　　　　　　　＜ローマ字カルタを作ろう　10＞

D＜書写　13＞ 〈言葉転慧う（11）〉

〈謙のまど5＞

ヲﾕ　　14＞

〈灘のまど

ｭ謁

自分の夢を文や絵に表す

こんな自分見つけた　一生い立ちの記一　22　　　　　　　　こんな自分見つけた　一〇　な自分一　　38　　　　　　　　　　　こんな自分見つけた　　14・生い立ちの記のレイアウトを決める　　（20量13＋国7）　　　・友達から自分についての情報をもらう　　（38＝17＋国13＋図8）　　　　　　　一生き方を学ぶ一（国14）・家族などに取材したことを書き込んでいく　　　　　　　　・これまでの生活の中から、自分の性格や行動で特徴的なもの　　　　・伝記や物語に出る人物と自分を対比する。・「生い立ちの記」を作る活動を通して、様々な自分の姿に気　　を書き出す。「『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・10歳のぼく・わたしについてまとめる。付いていく　感想を交換し合う。　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20歳の自分に手紙を書く

227
i72＋155）

Q16（＋30）

i＋34）

V2
i30＋42）

}工

Q4（苧38）

@　（＋8）

@　70

@　105
ﾞ　　11．5

異次元へ

ﾌ旅　4

r一一一’．一一一囎囎一一一．一門一一．．一、　　　r一層一鱒一一’一一一一一、

Pわたしの伝えたい関川　l　lうかべて　　1

ｵ＿＿＿＿鯉一」灘三一！191コ
材料は生きている

@　　　　8
かがやく

｢界　8

r．卿一一一一一卿電一．一●・一一一一一一．．一●、　r一。一．一．．一一一一唱．一、

Pこんなことしたよ　　　　ll空想を広げて　1
T1聖±塁」：璽た一但りし無卿り！璽」

思いを伝えよう

@　　　　4

ひびきをつけて馳

､　　　6

鍵比べて紬う

@　　　　8

眠賭楽ペインター

@　　　6
アンサンプルプロフ

Cール　　　　6

オ→’ストラ殴

Yろう　4

ポプラ音楽会で
ｭ表しよう　12．

ぼくは作曲家

@　　　　7
感じの違いを

Tろう　　6
拍子の違いを
Tろう　　6

畑ディ儲ったリズ
Y奏をつくろう’ T

打難アンサンア麗り

ｭろう　　　4

動きでお
bをつく
?う　6’

ツーワイド
Sールサッ
Jー　　9

○秒間、短
覧｣・リレー　　　　9

できる擬楽しも

､、マツト調

@　　6

醐への私の

?構
@　9

リズムよく

桙?う鰭走

@　6

駅ら伽ン

g’ペース

z㌔ル6

できる搬楽

ｵもう跳び

ﾐ融6

ダンボー

距｣び高・

ｵび　6

計子飴わせ

mろう持

求@6

バラン

X擬楽

ｵもう6

できる擬楽

ｵもう縦び

@　6

できる技を

yしもう
Xキー　9

円形ゴール

|ートボー
求@　　9

できる技を

yしもう
S棒運動6

新学期

Xタート　3
新学期

@スタートー2
新学期

@スタート2
さよなら一組
@お楽しみ会4．5
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『カリキュラム表14p』
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5年1組 年間カリキュラム 年㈱108塒間＝同系クラブ35十学校行事23

月 4　81 5　　97 a　　　111 ？88、5（377．5） 9　101。5 雪⑪　11L5 11　100 1286．5（399．5） 1　　78 2　　97 曾71（246）

轍と樋の甑11 人賄倣きさ印紡う日 樋の鮒算・b鴨22 離、図駒倣12 比べてはう18
面積講ぺ21

頒のたし算・ひ鱒四 朔形の嚇つ陥 割合の妻し方13　　　　　　　　　1年間のまとめ8

圓1慧　科93＋（12）　縫　会55＋（50）

気温と天気

@の変化11

植物の発芽．

@　と成長15
魚のたまご

@　　の成長　12
自由研究

@　　　8
花粉の

@はたらき6

動物と人

ﾌ誕生田
太陽と

@月の動き6
ものの

@とけかた博

r．輪．”．．’一●一’．の’’’”一’一’「

Pてこのはたらき12　　1
堰Dいろいろなエネルギーi

＿」
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1工業生産をささえる人々　25　　1
堰E工輔域．公書朋と遭填朋　i

o　．　・　●　．　●’’’’’”暉’弓”、

黶D．．＿＿＿＿り

変わっていく稲作27
E自然を生かした農桑

変わりゆく水産朶15
Eこれからの食鮮生童

r．”一．一’一’噌’畳’．喝’．一’‘一顧一呵’「

Pくらしを緒ぶ仕事10　　　1
@・運翰．日本の賜　　ik一一＿．＿＿＿．L．＿一＿．．一一＿ノ

くらしと通信13

総科

ﾉ爾
i財

　生き続けるために　　　　　　　　　　　152（！52＝44十国34十社50十理72十家12）　市街を歩いたり・関川を歩いたりする活動を通して、身近にある瑠境問題に気付く．いろいろな理境問題を子供は取り上げて来るが、繰り返し町を歩いたり、インタビュー活動を行ったりするなかで自己課題を設定していく．1、2学期はエネルギー問題やゴミ問題を中心に活動を行う．2学期後半以降は自己課題をもとに活勤していく。

r一●．．一一一一曜．一騨一一．●．．一一一一一一．●一一一一一一．一一一層一、

P　　　住まい方を見直す12　　　　1

152（44十

@　108）
ﾞ58＋（12）

オリジナルおやつ9 台所から見える私の家族12 生活を楽しく11 L＿＿ 噂　・ 躰
一＿＿＿一．＿」 オリジナル野菜料理12 チヤレンジミシン8 生活チェック6

見学記録　10 狂言「清水」7 詩を読む5 作文・短作文5
国　　語

物藷を読む20
uすずめのおくりもの」

u大造じいさんとがん」

説明文を読む　18
u色や形とわたしたちの暮らしj

駐ｮ物の体」

r噌．’’”．”噂鴨’’”、

Pみんなで考え　l
奄謔､（珈il「一秒．が地壕を　量i二わす」　　　iL＿＿＿一一一＿．．ノ

読書に親しむ　7 読書に親しむ8

r．．．．．．，’．一’一一’『、

P伝記を読む筐；
奄苧�f｛ン先　　　　　　　…1との出会い　　1～一．．＿一。＿＿＿ノ

秩D．．’一一…．一．．’●一、

塩|文を書く6iし．＿＿＿＿＿ノ

宮沢賢治を読む25
鋳黒ｶの多い料理店
窒謔ｾかの墨」ぽか

説明文を読もう13
衷ｬ学生新聞記事」

125十（85） 詩を読む6 作文・短作文10
SFを読む　8
窒ｨみやげ」 作文・短作文10 伝記8

諭理的作文
曹ｭ8

心の酒励

o　　　・ ・●

自分を見つめて　竃31（106＝35十国51＋集団35＋体10）◎様々なふれ合い活動や読書、日記、話し合い活動などを通して、他者を思いやる心と自分を見つめ続ける心と育てる。

4’”一’．”一．．’’” 噂

14年の自分を紹介しよう　　・鰍始分を紹介しy；宿ぼ羅安；ζ訂……’……．rr夏休みφ自分を紹介しよう・鰍な自分を紹介しよう
堰恣`記を閥ぺよう　　　　　　　　・伝記から学んだことを紹介しよう　　　　　　　　　　　　　1；・’映回や伝記を使って、偉人の生き方を蟹べよう

　一■■一一■響一〇■一〇・．
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●　　　●　　　脅　　　噂

、
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一●o撃T年1組物語　35（係活単、ゲーム・集会活動、百人一首、学級新聞活勤、学級内のトラブル解決のための話し合い活動など）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曾

囎 ． 一一．●　・o ． ●　●の　● 噂 o o．　一　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
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侠ア1三竃写ぞ’、

s。庄馳L＿り
挑戦！体操
Eマット14

記録への挑戦

Z距離走13
記録への挑戦
?泳雪2

記録ぺの挑戦

瘧Q走6
サッカー8 記録への挑戦

@マット・鉄棒　12

一アイスコ6 ストレス

�lえる3
スキーを楽
ｵもう9

バスケット

{ール．15

　131
i35＋96）

ﾞ　（35）趣の95十（10）図工讐圃1113

遊びの絵を描こう10 私たちの学校案内6 私たちの焼き物8 くらしの中から10 アルミ缶の変身！ポプラ祭16 思い出作品集8 コンピュータで作品作り12

響き合って6 音を探して6 自分の高さ4 リコーダー4
ポプラ音楽会を開こう14　　　　　＼

本のふしを作ろう9 アンサンブル8 昔話に音楽を8 一年の思い出3

『カリキュラム表18p』



6年1組 年間カリキュラム 年間繍数
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鼎

鯛
　374．5
（113．5＋

　　26D

、。繧P

圃1蕩）

魎54（＋16）
囎）

囮

1082＝囮　＋クラブ35＋学校行事23．5

481 597 3　111 789．5（379．5） 910t5 ㈹　111 細　100 1璽　　86．5（400）

分数をかけたり割った

りしよう
　　　　　　29

発見、対称

な図形
　　　16

割合で表わ
そう
　　　8

比で表わそ
う

　　ll

大きさを変え

て表わそう14

ともなって変

わるきまり22

立体を

作ろ

　　12

場合の数を

調べよう　10

グラフで

表わそう11

178 297 q　　71　　（246）

単位ブック

を作ろう11

算数のまとめをしよう

31

●　　　　　　　　5

nタハタ スケフチ トリックアート 森の 土のおく
i
生まれ変 夢見る旅人 写楽 ぼくらが伝えたい上越の芸

造形表現「ゆめ」

アレ？4 トーク 4 6 おくりもの8 りもの6 iわる材料
4

8 8 術家 10 一6年間の思い出一 12

〈らし 発見 一人と食一

とξ鵬亀讐獄監腿を雛鞭や利用方法などを
22 くらし　　　発見一人の衣一

@衣類の購入のし方を見直すこ
ﾆから有効な活用方法を探る。

15 くらし　　　発見一人礎一

ﾈ住まい方の工夫を探る。
住環境を見直しながら、快適

15 くらし発見

ｩ見つぬ
人にとっての家族がどんな存在である

@　　自分にできることを探る。

「ゆめ」一人の家族一 18

5

歴史 発見 一人と社会一 私の生活と政治 未来社会の
人物をクロース’アップ’していくことで、その人の行為を生んだ社会を ：明らかにしていく。 i 日本人と

・歴史概観・高田城・謙信・親鷺・戦国武将・徳川家康・明治時代
1

11弓5年戦争・野ロ英世・聖徳太子・源頼朝・藤原氏 等 83 i 12 世界10

1

用 生、 5帽 鰯

人’人’人宰（人との出一験を c隷緊撫繍i人・人・人・（人醐る経験の集積から社会礪蹴膿体1。i人・人聯塞葎麟轟蘇離）

a輪鱗講鍮灘灘鶉藩難響灘芸襲雛購鰹難i簸羅騒鰹欝静黙盆鵜鵜欝磁朧翰欝馨ぎ嚢萎籍騨灘繊鐵鵠総i蓼簿襲邑騨難欝綴蕪

供く照 て、＜。 で 顛 ま一 1

植物とテ’ 炎の秘密 からだの不思議
植物とでんぷん さぐろうぼくらの大地 星空のひみつ 水溶液のひみつ 電磁石のひみつ 全ての命を包む

ンフン14 1310 10 15 10 13 14 地球理境「ゆめ」12

、4診、噂 な の λ つ こ　ば を の研九レ 噂 について ンル　　ロー こ こ己

を音読で 9
レ’・一ト　『

主人公を追って 文化 iう 10 自然と人12 語ろう 10 2 研究レポート 10 れた思い　11
1 10 69

言葉のカ●イドブヲク 五・切リズムを黍しもう 書写6
詩を読もう8 璽猛〕書写12 ．．、諾の を作ろう 『12 を追う 8

書写　14

この人を紹介します4
6

ひびきをつけ 作曲者を 伴奏を作ろう！ 日本の節と 私たちの合奏 ポプラ音楽会で パンドをや．ろう口0 リコータ’一二重 音楽表現・組曲fゆめ」

て歌おう 6 知ろう 6 8 世界のリス’ム6 7 発表しよう 12 奏を作ろう 5 10

記録に チャレン 記録への私の みんなで 記録への私の挑 記録への サツカ
パスケッ

記録への これが私 エイズ＊　私 得意技を楽しも 得意技を 得意技を楽
チャレンジ ジ体操を 挑戦

ティーホ’一ル

戦一水泳一　12 私の挑戦 剛 8
トポール

私の挑戦 の走り方 と　　　生活 う一スキー　9
楽しもう

しもう
5
つくろう 短距離リレー

8

障害走
6
走り高跳 持久走

闘う　　調査人6　　　4 ・マツL跳び箱一

@　　　　　9

鉄棒運動　　6

5 9 6 ぴ 6 6

＊生命教育との関連単元及び活動 『カリキュラム表22p』



5．奈良女子大学文学部附属小学校（平成10年度研究）

研究題目　「総合的な学習」の提案
カリキュラムの特色
　　　　　・奈良ブラシの「しごと」「けいこ」「
研究の概要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なかよし」のカリキュラム構成
「しごと」「けいこ」「なかよし」のカリキュラム構成に基づく学習の積み
上げによる、総合　　　　　　　　　　的な学習を内包する「奈良の学習」の発展を目指す研究
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『文献92P』

■　第3学年「しごと」学習の展開例　　　　　　　　　　　　　　　（平成41F度より）

◇ここでは，平成4｛蒋度に実践した「羊のいる学校」の事例を紹介することにする。

・「代診に羊がやって来る」…前‘F度日月下旬に，ある保強者を通じて羊をもらい受けることになった．

・「名前はメリーちゃんj…メリーらやんと名づけられて．学校の人気者となっていった．世話は，飼育グループ。

・「メリーちゃんの出産」…‘Fが明け．2月に3頭（内1頭は死産）の子羊が産まれた．

　※新しい学年に鵜画して，．3年月組で羊の世話をしていくことに決め，学級での取り組みが展開していった．

1　学　期 2　学　期 3　学　期

・羊さんたちにごあいさつ ・羊をあげてもいいか（絶対，反対） ・羊さんで学習したことは何かな

・当番を決めよう ・どの革をあげようか ・「国作り1の原稿を書こう

・子羊に名前をつけよう（メーちゃん・ ・お別れ会をしよう ・メーちゃんのお誕生会をしよう

リーちゃん） ・（鎌田小に子羊を1頭あげる） ・もうすぐ．4年生

・どんな世話をしたらよいのだろう ・リーちゃん．元気かな（手紙を出
（羊の世話を，． ﾇうしたらよいか）

・どんな餌が好き（よい）だろう す） ・「本作り」の原稿仕上げ

・「リーちゃん」の目．おかしいよ ・冬に備えよう ・リーちゃんに会いに行こう

・汚れている毛を洗ってあげよう ・餌にする草刈り（干し草を作ろう〉 （鎌田小学校に行く一春休み中）

・「めいめい牧場」の見学に行こう ・わらを集めよう

・「めいめい牧場」はどこにあるの ・羊さんの家は．これでいいのか

かな ・羊小屋の改修作業

・「めいめい牧場」の見学 ・メリーさんの一周年のお祝いをし

・羊さんの毛を刈ろう よう

・羊の毛で。毛糸を作ろう ・羊さんの学習の本を作ろう

・夏休み中の当番を考えよう ・冬休みの世話を相談しよう ※「羊のいる学校」の本の印刷発行

・リーちゃんの病気（こちょう症） （冬休みの羊当番，お正月） （平成5年8月完成）
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■　第4学年　総合的な学習の展開例

年間テーマ《水を探る》

『文献94P』
　　　　（平∫戒5町…度より）

　【1学期】

俸の、蜆1一�A研；濡－，，、1・F’L卵の齪の1、1的、蝋二喰蟷彊、1、にある・赤［1四1．八滝、とな，．この」≒通順を

　　　　　　吐
　　　　　　　　　　　　　　　　出発蕉として．聡合的な学習を切り側いていくこととした．〕

P一
@　｝’｝めのり一一・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

：’欄一「→相とは拙κ滝のでき方

：引・の横と類→川の名船液（河細べ）一一一一一一→川のはたら・

1噸・i凱錨　鞭齋｝→r態募1㌘

I

I

I

l

I

l

1・国立．

」　　一　　一

【2学期】

1ヴムー」→画 ・川の長さ はσこから

・奈良県って．どんな県？

・国竃公園について

・奈良の親光客

・年中行事

【3学期】

〔ひとり贋べと交流1

・水葬水の温まり方

・温度の上がり方

・食塩水とさとう水の愚まり方

・水燕気を冷やずと

「楽良は．いなかか？」　　　　　　・ ・渦のわき方

奈良県のお寺鋼ぺ ・巨水の薫発

奈良の名所調べ ・「ふっとう1とは？

奈良県には．マンションが多いのか？ アワの正副？j

奈良の．主な伝統工芸品 ・アワを集める

奈良の特産物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　． アワの正体一→［醜
奈良の地名調べ ・その起こるわけ
空港謂ぺ ・「真空？」

褒良県の川

・奈良県のダム．湖．池

・奈良県の山

・古墳や天皇陵について

・奈良県と長野県の違い

・奈良県の幽幽測ぺ

・奈良県の農産物

・奈良県の水遵　　　　　　　　　　　・

・奈良県を他の県と比回する　　　　　・

　　　　　　　　　　　学習記隊の〔まとめ！

　　　　　　　　　　　　　　　　圃
　　　　　　　　　　　　　　　　　・対流現象

　　　　　　　　　　　　　　　　　・空気の対流

　　　　　　　匹9コ←一一一一対流が起こるわけ

　　　　　　　・氷のでき方　　　　　　（水や空気の膨張⊃

　　　　　　　・寒剤　　　　　　↓’

「織．鷺㌘
※5革「水に物を溶かす」につながっていく。
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■　第5学年　総合的な学習の展開例

『文献96P』
（平成6年度より）

レ・岱伴武　　の’　では，年間の中心的なテーマが「私たらのくらしと疲黛1であった．桝めは身の回りから始め，だんだんと視

　暫を広げていくように図らった．・［1本δ地．そして緒外国と．迫究の範囲を広げていった．

　・ヒな内容は．望診・地理・地彫・心境’公害・賢易・自然災害・巖陣破壌・過葭1期附・人口「川風などであり．多樋な醐㎎につい

　　て，同時並列的に駁り岨まぜていった。

　・「ひとり側ぺ’と兄浸による「集同学習」を暦π所り縄ビながら．遭めていった．

レ雌に関しては．4学年からの縦続で．L学期中は「水玉に閏幽し1た覗鍛や，その追究から派生した兄展的な悶題が取り扱わ

　れていった．

　・年間の主な内容を列記すれぱ．「＞kをIFろうj「ミクロの1吐界を探ろう」「物が「容ける1「天気の予想1「私たちの体と斉ら」「てこ

　　の原理1「ふりこのきまり’などとなっている．

　・あまり大きな里元を構成することは．していなかったようである．むしろ．口団緬学習と聞迷させたり，振生した悶題にみんなで

　悶わったりして．柔候で幅広く．話し合いを承視した展聞を図．ってきたように思える．

　祉会的事象の追究の導入法

　「私たらのくらし」（4／且8》

①「私たらがくらし．主きていく上で必要な物」を恩いつくままに列記させる．（達想法）

②列挙されたf物」を．「沖問分け1してみる．（個人で，グループで．学級全体で》

　［仲間分けした例1

「くらしに必要な物」

お金で質っている物・…食べ物（食博品・飲み物，．飛り物（交通機関，．インテリア，衣瓢．

（商晶．品物．製品）　　　薬品．文例具．機械．ペット．案具．這物．土地など

買わないでもある物・…太陽（日光）．親兄弟．窒気

（？どっちでもない物）・…お金．友だち，勉強．学校，愛など

③この後．括し合いを童ねて，r産貰」の分瓢まで進める．

④日本の白地図．「国勢図会ジュニア版」f資餅集」などを紹介ずる．

⑤子ども各自にf調べる問題」を決めさせ．「ひとり調べ」に移って入っていく．

　　　「ひとり凋ぺjで取り組む問題の例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5月30日の時点

f農業について」……野口を中心に，谷県の博産物を鋼ぺ．気候や愉入との関係を調べる．

「水産業について」……私が．あまり知らないから．お料理によく使われているので璃べたい。

「工窯地帯ユ……工漢がさかんで．集まっているのはなぜか．どれくらい生童があるか調べたい。

「野物の取れ高」……パンのできるまでが短りたい．今掌期中は．かかる．

「米の生産について」……米不足で外国から輸入している．米の取れ高を調べる．（等など）

自然¶【象の追究の膨み

匡1学帽

※4学革での「水を深る1が．まだ逮続している．

一→「氷を作る」

！

●寒剤（食塩水》一一一一一→r物が溶ける」

【自然界での水の循環1

｛グルグル回っている》

（パ．ノラマ絵図に表す｝

↓

結晶→rミクロの世界を探ろう」

　　　　・花のし．くみ

　　　　・メダカの卵（兄生）

　　　　・プランクトン

　　　　・葉の気孔を見る

　　　　・種の中の様子

　　　　｛何でも．頒四鏡で見る）

　　　　　・溶ける物．溶1ナない物（溶けると11？）

　　　　　・浴ける嗣子

　　　　　・「熔ける」と「溶かず」（溶け方と溶かし方》

　　　　　’r溶けたか」r溶けなかったのか」？

　　　　　。「小麦粉は熔けると書えるのか？」

　　　　　・ろ過の方法について

　　　　　・熔解度（㈲

・　　　　・「物の熔け方」について．自由研究をしよう

　　　　　・（自由研死で得た結果を展示発表をした｝

＼

■　第6学年　総合的な学習の展開例

　　　　　　《ジャガイモの科学》の実践経過
「郵．モの植えつけ

『文献98P』
（平｝茂7年度1より）

　一伴休み中に，哩軽段桝圃と質薩の花壇にジャガイモの械えつけを†る．（3／29，

②1学期始業式後に，春休み中にジャガイモを植えつけたことを話す。（・げ8｝

③探究意欲を盛り上げ，活動を方向づける。
　一「ジャffイモについて㎞っていること」を．・みんなで出し臼う．（4／2ω

　→「たねいもの殴票」をする。（4／17，

　一「今．土の中では？1【採掘り起こして．上中での様子を鋼べる．（5／2，8．10）

　一・「緬しいイモに．デンプンがあるか？1（5／ll｝

④生長を見守り，ジャガイモを科学する．（5／ll～川　　　　　　．、
　一「箭しいイモのヂンプンは．どこから襲たのだろう？」と．目通課題が設定される．

　一「光合琉とは？」を明らかにする。（5／18）

　一光a成しているジャガイモから驚下して．f正木のつくりと働ざ」を解明していく．

　一f二物と杓と題して．ここまでの檬究を竃括ずる．（5／31）

　　膨酸素や二酸化炭溝に関心が向けられていく．

⑤「酸素や二酸化炭素」に迫る。
　一「酸溝や二醒化炭講について期っていること∫を出し合い．製法や補回方法を畑る．（6／D

　一酸瑞や二日化炭素の性翼や働きについて．実験を通して鋼べていく．（6／2～1⑳

　　〔物の燃え方．戯さ．呼吸との関係、水に～容ける．光合成．空気の組成など｝

⑥再度，「ジャガイモの育ち」を調べる．

　一「あれから1ヵ月1今町圧の脊ちの檬干を確かめる．（6／13）

　　r日当たりによる生πの賜いの大きさに驚く．

　噂f空気と動物・機物との関係」と題して．自分の考えをまとめる．（6／1・D

　　ぴ斬しい追究の方向を探る．　　　　　　　　　　　　　　’

⑦光合成・呼吸・爆焼・発芽を結ぶ「空気」
　　α’これまでの追究活勤を腰り返り．噺たな追究の方向を定める。（6／14｝

　一「醒素は．体のどこを通って．二醒化炭素に変わって出てくるのだろうか？」を共通の問題にして語し合う．（6／15）

　　αヒトの依の仕組み．酸素の通り遵を調べて。兄表し合う．

　　σ’f体の中で．「物が選えるような変化」が起っているのではないか？∫

　一「食べた物1が燃えると．二醒化炭素ができることを確かめる．（6／16．［9｝

⑧ヒトの体とジャガイモ
　哺ひとり鋼ぺが続けられる．（6／19、）

⑨「ジャガイモパーティ」をしよう。（6／19～）
　一「学級なかよし∫時に提案があり．その後断続的に。帽韻と串徽が進められていく．

　　αL軍主星組（兄弟学級）を沼旧して，7月5日目実施と決まる．

　一ジャガイモの料理法と必要な材料．パーティの会場づくり．出し物．買い物．予算等の櫓鎮や分担が遷日続けられる。

　一洪水警報発令．楽雨の中でジャガイモ厩りを行う。（7／4｝

　一ジャガイモパーティを実施。（7／5》

⑩「今調べていること」を確かめ，夏休みを迎える。

⑪「もっと調べてみたいこと」について話し合う。（9／12）

⑫ジャガイモの「実」の観察
　ぎ北海週中標津の知人より届けられたジャガイモの「実」を．みんなで覗察する．（9／14｝

⑬何か新しい提案はないか，話し合う．（g／15）

⑭学習記録の製本
　一「ジャガイモの僻学」の実矧を通して用いてきた学習記鋤を．製本する．（2学期末｝



6．神戸大学発達科学部附属明石小学校（平成7年度研究）

研究題目　学習主体としての子どもを支援する12か年の教育課程の開発
　　　　　　　一総合・探求学習を核にした幼稚園・小学校・中学校の連携研究の試み一
カリキュラムの特色
　　　　　　　・幼稚園、小学校、中学校の連携
　　　　　　　・総合学習を核とし、4領域の教育課程の創造による教科再編
研究の概要 「身体健康」「心の表現」「環境探求」「数理表現」の4領域で教科再編を行

い、幼稚園では総合的な遊び、小学校前期では総合学習、小学校後期・中学
校では教科＋探求学習を軸にして、子ども中心の教育課程の創造を目指す研
究

〈資料抜粋〉

『紀要12p』

「総合的な遊び」一「総合学習」一「探求学習」を中心とする教育課程の側面図
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教科学習i

l一一
誧叙{を蜥した「購習」一一一遷

i蹴臨生醇醐桧・瞭き・i≡

：基壷・基本とな麟や臨関心・鱒・i≡

・撃度を見極め、小学校での単元掌習との連快：…

・を濃めて、より縞選された内容を自らの同訓：≡

：で鞭監充できる基召と嬢とを目指す：≡

探　求　学　習

　【環境・国際理解学習】

0　塘一入として自覚すべき「珊填jと「国際理解」につ

いて、教榊の輿門性を生かしながら9冥冥を通して学ん

でい儲

クロスカリネ，ラム単元二二

【人間学習】
O　国際化において不可欠と思われる「豊かな人間性」を

培う教柵を邑えた生き方や傷魑暖を学ぶ鳩

　　　偉験を含む甲元学習

選i

択1
馨i

書i

生

活

実

践

学

習

　　　　　　　　　　i一合…一一一・4｝喜羊一
鼾㊧黶ｫ嬉撮i≡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

選択

．総　　　合　　　学　　　習

　　　　単　　元　　学　　習
@　　　　　　　（学びの場としての単元）　　　　　　　　1
?壁誰　…　ii…i　灘｝1ゴ…i。1一　　　　　　　　　　　：・生醜己・在り方を臨㍊し・うと僻元：1：難翫撫鞭二幽：鰍ji糖鰯・鋪購島繭嗣ii艇欝一一i弊繍綴ll鍵ii

（領域や各学習を越えた単元　　：納容の縞選化祈い鵬跡基本の見極め）　：　　≡；ム：…

　　。学年独自の単元の成立）L＿＿＿一一一．＿＿一＿一＿＿＿＿」　　　≡　L。」　≡

総　合　的　な　遊　び

ヨ，ll“【選択総合学習】川llMMII”1冒と

当　教科的認知・技能・情意面で≡
葦の高まりをより主体的に深化拡…

葦充発展させていく学習者による≡

≡個別選択学習のスタイルをとる葦

…場　　　　　　　　　　　　§
≡○　多様な教科・領域にまたが…

ミ　る生徒選択による講座制学習葦
＝1川岡1騨閥1脆1川，10118111I巳馳1重811，IllO闘闘11111巳1肺，＝

ヨ”1，1【生活実践学習】　lll川ml川川1』

葦　自治的活動・健康安全活動・妻
…行事などとそれらを円滑に運営…
≡し参加するための準備・会議、…
…各種実践などが行われる場　　≡
＝川1川81181川川，8川1附11川州1鴨川1置llllll川州●F

謹11川【探求単元】”1川“川1鱒lmllI」

≡　これまでの総合学習の学び方…
…をふまえ、中学校の探求学習の…

…課題に対応した6学年独自の単≡
≡元学習の場　　　　　　　　　≡
≡○　人間・環境・国際を核とし≡

≡　た単元構成　　　　　　　≡
聲川llI，川ll鱒附置1811111曾m991川lllIl匿川911119111鷹

詔川・1【選択活動】8川1川川川rl川rgl』

葦　新学習が本来もち合わせてい≡

ぎる学習・文化本来の面白さや深§

≡まりを、支援者の専門性を生か…
濁しながら、子ども自らが選択し葦

…追求していく学習の場　　　　　≡

≡0　異学年交流、生涯学習に対…
星　応ずる選択的学習活動　　　茎

＝川l11川ll1811曾■四9mI川駒9川川lm匿11111川ll川，2

ゴ川”【生活実践活動】　”1川”川川lll’」

…　子どもたち自らが自治的な活…
≡動の計画を立て準備や運営を行≡
≡っていく活動の場　　　　　　…
葦0　学校行事との連携、小中児§
≡　童生徒の交流、学級会活動　量

一，巳11111川川闘1置1，1川川鱒1置鱒1川闘1，lll重川鯉l18，冒轟

一146一
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第3学年　年間単元計画

学
穿

ア
5

マ

ガ

ツ

ツ

で

た

ん

け

ん

1

4月 5月 6月 7月

ガッツで飛び出せ／探検隊 わたしは計算博士1 数えられるか ア

0　かけ算ビンゴ な 検
○　探検隊の本部をつくろう『 0　かけ算博士 O　大きな数を o
・探検隊の約束 0　わり算博士 数えよう し

・探検隊の歌 ○鉋誰を測ろう ●

・探検グループ ○時閲を計ろう ●

・解義隊だけの暗号 ●

食品加工工場1
．

Oなかよし！探検隊員 探検に行こう1
○　食品加工工

@場をつくろう
●

・隊員何でもベストテン

（趣味・誕生月・血液型…）
0　春見つけ

寞宸ﾌ棚探検
・加工食品

�モﾟる

●

・表とグラフで表す ・働く人にインダピュー ・作り方を調

○学校の周り探検 べる
○探検の計画を立てよう ○小さな探検 ○　ごつくん！野草茶
・探検の目的地 （虫めがねで） ○　チャレンジ！煉製
・もって行く物 O地図探検 O　おいしい！漬け物

O明石川探検 ○　変身！小麦粉
○探検グッズを作ろう
@・コンパスでデザインした

@かっこいい隊員パッチ
@・探検隊の旗

○絵の具で描こう
@・探検スケッチ
@・隊員の似顔絵

n探検発表会

○成功パーティーン
@・作った加工食品を

@持ち寄る

・隊員証

育てよう／夏野菜 （キェウリ・トマト・ピーマン・トウモロコシ）

　9月

アリス・ワールドを探

検しよう1
　数を使ったゲームを
しよう

・迷路ゲーム

・計算パズル

・ぴつたんこゲーム

・タングラム

・デザイン展

　　暗号

　探検に行こうH
O　秋見つけ
O　秋の食べ物
O　明石公園探検

○探検で見つけ
　たものを、地図
　に表そう

○見つけたもの
　て飾ろう

　・石ころアート

　・落ち葉のスタ

　　ンプ

　上手に読めるよ
O　楽しいお話
O　おもしろい詩の
　世界

　小さな詩人
○　まね詩を作ろう

○詩で家族を紹介しよう

O詩巣を作ろう
O詩の発表会を開こう

　わたしは漢字博士
○　漢字を分解

○辞典を探検
○　暗号漢字を作ろう

　お話大好き
○　お話を読もう

○　お話を作ろう

○　お話の絵を描こう

○　ミニ発表会を開こう

み

ん

な

で

発

見

霊

こんにちは／リコーダー リコーダーとなかよし 愉快なバンブーダンス

毛筆で遊ぼう 毛筆となかよし 点・画に気を付けて

　ガッツでスポーツ

○　リレーをしよう

○がんばるぞ！スポフェスの練習

　こんにちは／わたしのからだ

0検査を受けて健康状態を知ろう

　ガッツでボール1

0　球技を楽しも
　う

　・ド1ソジポール

　。バレーボール

　　ゲーム

ガッツでスイム

O浮こう
O進もう
。　クロールで

　きるかな

O　いろいろな
　泳ぎ方に挑載

ガッツでオリンピック1

0　陸上競技に挑戦
　・立ち幅跳び

　・走り幅跳び

　・リレー

　・ハードル走

（1年生を迎える会》（スタート集会）（スポーツフェスティバル）（あじさい集会）（ガッツ集会）

『文献144P～145P』

10月 11月 12月 1月

アリス。ワールドを探検しようll

O　ゲームをつくろう
○　，汁算機をf吏おう

　・電卓
・そろばん

・，ぐソコン

2月 3月

わたしは計算博士II

O　わり算の筆算
O　かけ算の筆算

　分けられるかな
O　分数で友そう
○　分数で計算

　小さな数の世界
O　・1・数で長そう

○　小数で評口

　わたしのから
　だ探検
○　錯覚を楽し
　もう

0　手探りで当
　てよう
O　l1｝1いて当て

　よう

○　ガイコツマ
　ンになろう
○　筋肉を探ろ
　う

○　　ドキドキハア

　ハアを探ろう

○　からだ探検
　レポートを書
　こう

発見／か
くれた数

○口の式

凸凹探検をし
よう

○　触ってみよ
　う

○　点字探検を

　しよう

○　視覚障害者

　の生活につい
　て考えよう

○　視覚障害者
　と交流をしょ
　う

食品加工工場II
O　粉で作ろう
　・　パン・ナン

＼

　出発／タイムトラベル
○　昔のものを探そう

0　昔の話を聞こう
　・学校の百年
　・明石の昔

O　戦争中の幕らしを調
　べよう

○　昔話や民話を読もう

○　昔の暮らしは？
　・昔の食べ物は？
　・昔の遊びは？
　・昔の服は？

O　昔の世界へ出発！
　・昔を再現したら…
　・昔の暮らし体験
0　昔物語を作ろう
　・発表会

探検に行
こうlil

O　冬兄
　っけ
○　冬の
　暮らし

食品加工
工場IH

O　たく
　あん作
　り

。　干物
『作り

育てよう／冬野菜（ダイコン・ニンジン・キャベツ）

　ようこそ／サイエンス
　ワールドへ
○　　「なぜなに」を白め

　よう
○　「なぜなに」の答え

　を調べよう
○　調べたことを実験な
　どで確かめてみよう
○　科学工作三を作ろう

○　分かったこと・不思
　議に思ったことをみん
　なに説明しよう
○　科学展を開こう

　探検新聞発行
○　見つけたことを新聞に書こう

　・季節新聞　・からだ新聞　・昔新聞
・食べ物新聞

　説明できる？サイエ
　ンス
○　身の回りの不思議
　を調べ、説明しよう

ボディパーカッション

音を呼ぶ絵

・図形楽譜

　探検発表会
○　一年間の探検の思い
　出を話し合おう
○　探検アルバみを作ろ
　う

　・思い出の絵を描く
　・写真の説明文を書こ
　　う

O　お礼の手紙を出そう
　・交流学級へ

　・6年生へ

楽器を作って、楽しもう

のびのび書こう 書き初め大会 いろいろな筆を作ろう

　ガッツでオリンピックII
O　体操競技に挑戦
　・鉄捧
　・跳び箱
　・平均台
　・床（マット）

　ガッツでなわとび
O　一人で跳ぼう
　・長く跳ぼう

　・新しい技
○　みんなで跳ぼう

　・何人続くかな
　・みんなで何回跳べるかな

　ガウツでマラ

　ソン
O　遠くまで行
　こう

○　速く走ろう

O　タイムを記
　録しよう

　ガッツでボールII

O　ルールを決めて球
　技を楽しもう

　・サッカーゲーム
　・バスケットポー

　　ルゲーム

（もみじ集会）　（ガッツ集会）　（ふれあいフェスティバル）　（ファイナル集会） （6年生を送る会）
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第4学年　年間単元計画

4月 5月 6月 7月

学
年

ア

マ

わ

た

し

に

つ

な

が

る

も

の

わ

た

し

発

人

間

ネ

ツ

ト

ワ

夢の一億円札を

つくろう

0　’摩しの仕樋みを深ろう

O　億や兆の大きさ比べをし

　よう

○　どっちが便利7

　・漢数字VSアラビア改字

○　夢の一億円托を作ろう

　・お札のデザインを決める

わたし大図鑑

　をつくろう

○　自分の自慢を紹介し合おう

○　自己紹介しよう

○もう一人の自分をつくろう

　。等身大の自分を描く

　　体と心のなかを探ろう

　・体力調べ．体の晋深し

O　自分の成長を麦そう

　・グラフを生かして

O　発願会をしよう

O　ぼく詩わた詩をつくろう

　・詩を生かした言薫遊び

いい土を

　つくろう

O　深のネーチャーゲームに

　’』カ、‘ナよう

O　儀の我が家をつくろう

O　いい上を探そう

　・上と砂の大実験を†る

O　コンポストを段立てよう

　・畑づくり

O　野菜や草花を育てよう

O　砂文字を描こう

9月

　デザイナーになろう

○　しiろいうな形の角度を

　比べよう

O　分度欝扇子を作ろう

明石川探険に出かけよう

｛隅石IU物語をつくろう）

　　砂や上のルーツを探ろう

　・地層の見学

　　地図の面白さを探る

　・ミニ地図探険

○　　明石川探検に出力、けよう

　・流水、産業．等高線調べ

　・いかだ作り

　・生物や環境の調査

O　水這科金の謎にせまろう

○　水道のルーツを探ろう

　・浄水場や下水処理場の見学

　・おいしい水のコンテスト

O　水道の冒用科を表そう

　・水道料金の表を使って

O　水道使用量をグラフにする

O　マンホール探検に出かけよう

Q　川の廃材やゴミを生かして作

　品展をしよう

　・ソーラー・、附属浄水場

ク

を

結

ぼ

つ

　春の詩画集をつくろう

O　詩の工夫を味わおう

0　絵の具模様を生かし

　て詩画集をつくろう

点画で想像世界

を表そう

O　自分だけの文

　字を作ろう

O　絵巻物を作ろう

作家になろう

「木琴物語」

0　好きな物語や詩を撮そう

O　にせ話をつくろう

林閥学校大作戦

O　高炉の鐸らしを想僚しょ

　う

　・食物。気腫，Fどもの遊

　　びや生活など

O　禦内地図引1検をしよう

　・県内地名探し

　・山地・高地．川

O　明石と比べよう

　・気候．産叢．地形

○　地図の大きさを比べよう

　・縮尺による地必の連いを

　　兄つける

　・およその距離を測る

　・標高を小改で・長ず

O　高原の暮らしを隈ろう

　・方言．伝説．

　・産業や交通

0　林間学校の計画を立てよ

　う

　・自分の課題

　・生活の決まり

　・地名の由来

　音のリレーをしよう

O　l∫ズムをつくろう

O　手のパーカッションを演奏しよう

O　お話発表会をしよう

　・音を加える

O　絵本をつくろう

　・ちぎり絵、立体を活かして

　・心の言葉を広げる

　　（簾態語・擬音語）

O　高原の自然にふれよう

　・ネーチャーゲーム

　・森林浴

O　林闇学狡の思い出を紹介

　しよう

　・演劇や遺形．新閏など

　漢宇博士になろう

O　こんな漢字があったら

　いいな（夢の漢字をつく

　ろう｝を話し合おう

○　辞興の使い方を学ほ1う

　。漢字辞典と国藷辞典の

　　使い方に慣れる

O　わたしを表す漢字をつ

　くろう

自分の体力の

髢ｧを探ろう

スポーツフェステ

Bバルに●加しよ

､

（一年生を迎える会｝

　あったらいいな

　こんな発明？

O　地球にやさし

　いマシンを想像

　しよう

O　自分のマシン

の紹介をしよう

　・紹介文

・パンフレット

スクリーン

パフォーマンスをしよう

・表現や表情の美しさ

コーンをぶっとばせ

　・ポール運動

1スポーツフェスティバル》

水泳記織会をしよう

　・速く泳ぐ

　・息を長く泳ぐ

セミナー決定 セ　ミ　ナ　一　タ　イ　ム

『文献166P～167P』

10月 11月 12月

　測■士になろう

0　宅地の運脚計画

O　L地の測1此に出

　かけよう

0　いろいろな広さ

　を面積で友そう

1月 2月

　買物名人になろう

O　即日の特産品リストを作ろう

0　広吾の硫段比べをしよう

O　一万円びつたんこγ一ムを

　しよう

O　単価と個欺の関係を探ろう

3月

　小数や分数の世界を広げよう

O　小教と分改の使いηを比べtう

　・U露生活のなかでの使いノ∫を潤べる

0　小改や分数の計算の仕組みを深ろ’｝

○　分改レースをしよう

0　分欺の便利さを昧わおう

　スクエアデザイナー

　になろう

O　l風配と「F｛「を使つ

　でデザfンしよう

（）　四角形をデザでン

　しよう

0へんてこ・淋を作
．ろう

数字マジック

に挑戦しよう

O　艇わり’f

　ノ）附1を探

　ろう

0計πγ一
　ムを作ろう

　食物に学ぼう

○　夏の食中毒駿朔を思い出そう

○　好きな食物リストをつくろう

O　安全rな生活を守る人々に学ぼう

　・保健所の方を招いて

O　食べ物の文化に学ぼう

　・扮の文化を進って．

O　食物のゆくえを深

　ろう

　・ゴミのゆくえを追

　　って

○　 ニコ」一スキャスター

　になろう

　・謂べたことを紹介し

　　よう

発明王になろう

○夢の自動車

　をつくろう

　・電気を使って

○附属サーキ

　・アトを作ろう

O電気の決ま

　りを探ろう

O　ソーラー電気を役立て

　よう

○　バランスモビールを作

　ろう

こんな恐竜かいたらいいのにな

O　恐竜・快獣図鑑をつくろう

O　恐竜の持性を説明文で紹介

　しよう

O　恐竜の摸型を作ろう

　しゃれ名人になろう

○　同音異義語を使った小話を

　作る

O擬音語・凝懇譜を使って迷

文を作る

0　早山言葉を作ろう

　読魯案内をしよう

O　自分の読書自慢

　を紹介しよう

　疏書量
　。好きなジャンル

　・好きな作家など

O　素敵な作品の自

慢をしよう

　・惟薦文を作る

　当るざとネットワークを結ぼう

O　ふるさと自慢を調べよう

　・明石を調べる

　・兵庫県の市町村

O　ふるさとネットワークをつくろ

　う

・・ ﾒ産品比べ・自然比べ

　・方言比べ　・観光地紹介　など

O　明石を紹介しよう

　㌦映像を作をう

　・明石のCMを作ろう

O　全国の友達と交流しよう

　・通信手段を使って

　・品物を届けよう

O　空想日本旅行に出かけよう

　・ガイドブックを作ろう

　・時刻表を楽しもう

O　方言ネ・7トワークを桔ぼう

　・全国方言マ・ソブをつくろう

　ミュージカルをうくろう

　一もしもの世界を題材に～

O　シナリオを考えよう

　・行事や出来事から

O　音楽を作ろう

　・りズム　・テーマソング

O　ダンスやパフ窄一マンス

　を演出しよう

　県内テーマ簾行に出かけよう

O　県内の小学校と交流しよう

　・パソコン通信を使って

○　時間表の不思議を探ろう

　・時間と距蓬の関係を探る

　・債稜表を比べよう

O　県内の硯光ガイドを巣めよう

　・市町村の観光パンフレ・アト

O　県内旅行のテーマを孝えよう

　・予めぐリ・異国情緒

　。塩つrくつ・お城めぐり　など

0　旅行記にまとめよう

　・費用や見学の紹介

　もうすぐ

　5年生

O　こ’しまで

　の学習を活

　かして体験

　しよう

O　ミニコン

　サートを聞

　こう

　科学者になろう

O　水の手品師になろう

　・霧をつくる　　　・雨を降らせる

　・水の変化を利用して

O　テー？別「生活のなかの不思議を探ろう」

　・水の三態　・気象　。電気　・動力　など

O　博士論文を紹介しよう

民話作蒙になろう

O　民話や方言を紹介しよう

　・いろいろな作品に親しむ

O　物語の構成を調べよう

O　にせ・続き話をつくろう

　もうひとつのアトランタを開こう

O　オリンピックの感動を紹介しよう

O　ミニオリンピックを開こう

　・器械運動　。走跳の運動

　・力試しの運動　・用具を操作する運動

O　あったらいいなこんな種目？

　思い出文躍をつくろう

O　文庫やカルタに麦そう

ゲームパズルをつくろう

　ポートポールを楽しもう

O　ゴールのあるポールゲ

　ームを考えよう

O　作戦を立てよう

。　ゲーム大会をしよう

6分閣竃をしよう

トライアングルサッカー

（ふれあいフェスティバル1

　心と体のバロメータ

・一�Tろう

O　霞環の意味を孝え

　よう

Q　心の変化と俸謂の

関係を深ろう

｛総合表現発表会）　1ファイナル集会）（6年生を送る会）

セ　ミ　ナ　一　タ　イ　ム セミナータイム発表会
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第5学年　年間単元計画
『文献182p～183p』

4月 5月 6月 7月 9月

　計算フロを目指そう

○　改の仕組みを探ろう

　。整敗、小数の十進位取

　　り記数法
○　見当付けをしよう

　．暮らしのなかの小数

　・偵、商の範囲

　・積、商の見績もり

　体積調査冒になろう

O　立方体を比較しよう

　・1構の概念と単位
O　「かさ」比べをしよう

0　身の回りにある立方体と

　　直方体の体積を求めよう

　・水櫨、教蜜．プール

○　およその三二を求めよ

　う・ランドセル、筆1箱

　きらめきライフ【

　～食物とわたし～

O　一日の食物調べ
　をしよう

O　食物の問題点を
　探うり

　・添加物、農薬

O　食物と体の関係
　を調べよう

　・塩分、櫨分

O　無農薬栽培に挑
　戦されるおじさん

　に会いに行こう

○　無農薬穀培と農薬

　栽培を比較しよう

O　野菜の産地とル
　ートを調べよう

　図形デザイナ→こなろう

○　合同な三角形、四角形

　をかこう

〇　三角形、四角形の内角

　調べをしよう
○　図形でデザインを作ろう

　きらめきハート＆ボディー

　～わたしの誕生調べをしよう

○　様々な「いのち」の選生を見

　つめよう

　・値物のつくりと役割

O　わたしの謎生を調べよう
　・「いのち」の謎生の仕組み

　　　（受情から麗生まで）

　・ビデオ（生命の誕生）

O　H年間のわたしの成長ドラマ
　を図鑑に表そう

　・母子手帳、父母の記録

　・身体計測グラフ、父繰の思い

　’記録写真、心に残る思い出

ミニ西陽を開こう

心もう一つの探検隊物語～

O物語を読もう
　・ヤドが1探検隊
O　比喩表現のよさを調べよう

O　想像物語を著こう

O物語を表そう
　・寸劇・朗読、べ一プサート

　きらめきライフH
　～海とわたしたち一

〇　サマースクール（鳥取

　県東浜海岸）の計画を立

　てよう

　・エキスパート活動

　　　（目的別活動｝

　・3日間の暮らし作り
○　明石の海を調べよう

　・海岸ゴミ調査
　・海水から塩f乍り

　・プランクトン調査

○　全国の海を調べよう

　・資料収集とアンケート

O　海に関する研究テーマ
　を決めよう

O　ペットボトル筏を作ろう

　・リサイクル

　・筏の設計図．ペイント

きらめき詩人大薬合

○詩を読もう
0　5年生になった詩を作ろう

○詩を筆で表そう
O詩集を作ろう

　きらめきハート＆ボディー

　～わたし発見をしよう～

O　友達から見たわたし像

　を知ろう

O　わたしのコンプレックス

○心と表情の関係を探ろ
　う・わたしの表慣研究

ポデイサウン

　ドを楽しもう

。体全体でリ
　ズムを表そう

O　発表しよう

　ことば大研究1
’O　ペンネーム

　を作ろう
○　アナグラム

　を楽しもう

アルトリコーダ→こ挑戦しよう

　きらめきハート＆ボディー

　一わたしの体を探ろう～

O　わたしの体をチェック

　しよう

エキスパート漢字学習

　・身長、体重、胸囲、視力、歯科検診など

O　わたしの体力チェックをしよう

　・走力、ジャンブカ、握力、投力など

O　心と体の舞踏会を聞こう

　・きらめく心を体で表現しよう

スポーツフェ

スティバルに

参加しよう

O自分の体を
　表現しよう

O説明文を書こう
　・海に関する研

　　究テーマ

　・説明文と物語

　　文の疑いを見

　　つける

　・自分の好きな

　　文体で説明文

　　を書く

O海文字を作ろう

　・海のイメージ

　　を創作文字に

　　表す
　・海文字を筆で

　　表す

Oサマースター
　ルに行く準備を

　しよう

　・シェノーケル

　・長く泳ぐ練習

　・浜辺の集会

　・ピーチフラッグ

　・トライアスロン

　・健康で安全な3日間
　　のルール作り

O東浜海岸ヘサマース
　クールに行こう

　数の斐身ゲームをしよう

O　 整数を｛禺故と・奇・数：‘こ

　分類しよう

　・仲間わけ
O　倍数ゲームをしよう

　・倍数と公倍数探し

O　約数ゲームをしよう

　・約数と分約数探し
○　分数の大小をケえよう

　・約分と通分
○　分数を変身させて計

　算しよう

　気象博士になろう

0　9月の気候を調べよう

O　天気用語を調べよう

　・気圧、アメダス

O　お天気博士になろう

　・雲の種類、台風

O　天気図を読み取ろう

お米の大研究

O　お米の歴史を調べよう

○　お米の一生を調べよう

　・農家の見学
O　お米料理に暁戦しよう

　・お米の栄養素

Q　レポートを発表しよう

　ケチャを楽しもう

O　パリの音楽、．リズム

　にふれよう』

O　ケチャに挑戦しよう

　・集会で発表しよう

ルポ／一枚の写真

O　写真から想像できる

　ことを発表し合おう
　（ルワンダの子どもたち）

O討論会を開こう

毛筆で大ぎな字を書こう

O筆の特性を生かそう

　ソフトボールを楽しもう

O　ソフトボールの楽し
　いルールを考えよう

O　グループに分かれて、

　り一グ戦をしよう

（1年生を迎える会｝（スタート集会》（スポ「ツフェスティパル）（夏の集会）（サマースクール）

セミナーガイダンス セミナー決定 セ　ミ　ナ　一　活　動

lo月 11月 12月

形の変身を見確ろう

〇　三角形の面積を求

　めよう

O　いろいろな図形の
　面績を求めよう

O　変形した身の回りの

　形の面槙を求めよう

　きらめきライフm
　一アースケア大作戦一

〇　 り「ナイクルについ

　てサえよう

○　ゴミの再利用を孝

　えよう

　・倖らしと生ゴミ

O　EMの仕組みを調
　べよう

　・EM菌の謎
　・EMで土を作る　り
　・花を確える

O　省エネ大作戦を展
　眠しよう

　・リサイクルアート

O　アースケアの輪を
　広げよう

1月

『読書月刊大作戦を

展開しよう

O　読書：について話

　し合おう

○　本に親しもう

　・大払じいさんと

　　ガン
　・麦畑　など

○　自分が感動した

　この秋の一冊を紹

　介し合おう

O　読苔案内をしよう

　ダイヤグラム

　をつくろう

O　逮さの意昧
　を理解しよう

O　電車の速度
　調べをしよう

0　1日1万円
　の地図旅行

　・指定コース

2月

　円の秘密を探ろう

O　マンホール調べを
　しよう

　・円の周と直径
　・円周、直径．同周

　　率の関係
O　円の面積を求めよう

O　多角形、扇型の作

　図をしよう

3月

．買物名人になろう

O　パーγンセールの
　意味を学えよう

　・！廓1引の意味

　・バーゲン広告

。　身の回りから百分

　睾歩合など，調合の

　表現を探そう

　・割合計算

　ゲームワールド

　を創ろう

O　教や図形、量
　を使って、ゲー

　ム広場を創ろう
　・！ぐラド・ソクス

　・ロジ・ソク

　。おもしろ，汁算

O　大会を開こう

　明石発／きらめきブリッジストーリー
O　明石海峡大橋の学習計画を立てよう

　・橋にかかわる〈ひと・もの・こと＞

O　世界に架かる様々な橋を調べよう

　・レポート発表（橋の目的・持徴）

O　フォトコンテストを開催しよう

　・自分が好きな明石海峡大引
○　明石海峡大橋を追跡しよう

　・架橋の歴史、問題点、メllットなど

O　明石海峡大橋を科学しよう

・嫉と安錐・1／10000の鯉制作
○　橋に対する様々な人々の思いを閃こう

　・架橋労働者、近隣住民、船舶関係者

　・漁業関係者、行政　など

O淡路や四国の5年生と、橋に対する
　　　　　　　　，思いを交流しよう

推理劇場を開こう

O推理のおもしろ
　さを話し合おう

O推理小説の特
　徴を調べよう

O学校を舞台とし
　た推理小説のシナ

　リオを書こう

O　劇に表そう

O椎理劇をふれあ

　い7エスァィバル

　のステージで発表

　　　　しよう

　ことばの大研究H
O　ことばの辞典を作ろう

　・複合語、多義語　など

エキスパー

ト漢字学習

　・淡路石屋小学校
　・鳴門教育回附小
　　　（アンケート）

　　　（FAX通信）

0　1998年3月の開
　通日を想定した報
　道番組を制作しよ

　う
　・ビデオ制作計画
　馳・役割分担

　、シナリオ作成

　・演出効果
　・内容検討会
層O報道番組をビデ
　オに収録しよう

O・お世話になった

　人々にビデオを見
　ていただこう

オーケストラI
O　「新世界」を連合音楽会で発表しよう

　サイエンスワールド

○　サイエンスワー

　ルドの学習計画を

　立てよう

　・実験してみたい

　　こと
O　実；験に書兆戦しよう

　・暮ら『しのなかの

　　科学を探ろう

　・結晶のひみつ

　・暮らしとふりこ

　・物と物との衝突

○　サイエンス報告

　会を聞こう

　ウエディングベル

　を購らそう

O物語を読もう
　・藁靴の中の神様

　・時代背景

O　様々な結婚問題に

　ついて話し合おう

O　「おみつさん」と

　大工さんの緒婚式

　を創造しよう

　・結婚スピーチ

　・役割分担

O　結婚式を開こう

　・アトラクション

　・演奏　など

　きらめきライフVl

　～太隠とわたしたち～

O　太陽のイノージを
　表そう

　・学習計画を立てる

O　太陽のデータファ
　イルを作…成しよう

　・太陽の身体検査

　。太陽の正体、家族

O　太陽ウンチク纂を
　作ろう

　・f云説、　ことわざ

　・古代人と太陽

O　ソーラー発明王を
　目指そう

　’ソーフーシスァム
　・アイデア機器

O　発明商品のCMを
　作ろう

　・期間隈定商品

　・保障期間　など

　6年生に向かって

0　 6年生から様々な
　役割を受け継ごう

思い出自粟を作ろう

古典の世界を探ろう

O　百人一首を表そう

［璽i］［國

ことば大研究m

オーケストラ【皿

O　卒業式を琴ぎでよう・

　器械運動に挑戦しよう
O　器具や道具に慣れよう

O　体の美しさやしなや

　かさを表現しよう

　附小NBAを開こう

O　バスケットボー
　ルを楽しもう

O　 」，一グ戦をしよう

おなかの

リズムを

調べよう

わたしのベース走

O　持久力を試そう
O　駅伝に撲戦しよう

○　記録会を開こう

　学年オリンピックを開こう

O　おもしろ種目を考えよう

　。ポール運動、器械運動

O　オリンピックを間こう

（ふれあいフェスティバル）　　　　（連合音楽会）　　（総合表現発表会）　　（マラソン記録会）　　　　　　　　　　　　　（卒業式）
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第6学年　年間単元計画

4月 5月
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炎の逆転分数ゲームをしよう

6月

　1・6なかよしほんわか大作戦
O　入学式の準備をしよう

O　l年生を迎えよう
O　入学式を成功させよう

O　朝のほんわかタイムを楽しく過
　ごそう
O　ほんわか給食タイムを楽しく過ごそう

O　　l年生を迎える会の計画を立てよう

O　l年生を迎える会を成功させよう
0　1年生の先生になって一緒に学翌
　しよう

　・生活づくり先生
　・なんでも運動先生

　・いろいろアート先生

　・春見つけ先生
○　仲良しほんわか出会をしよう

　・なんでもゲーム

　・ケーキ作り

7月

生活のなかの

　比を探そう

O　生活のなか
　ヵbら1ヒを3四つ

　けそのよさや
　意味を探る

O　比を使って
　麦す

　地球誕生の謎にせまろう

Q　地球誕生について調べよう
○　人類誕生までを調べよう

　・生命誕生の秘密
　・恐竜の繁栄と滅亡

　・旧人類と新人類
O　化石調査に出かけよう
　・炎の化石調査隊

9月

割合を使

　って表そ
　う

O割合の
　和や差を

　使って問

　題をつく

　る

不思議な形

　をつくろう

。　線対称

O　点対称
○　多角形と

　対称

○　拡大と縮

　小を使って

こちらは

炎の探偵財務所

。　冗字や記号・

　や言葉の丁丁
　を楽しもう

　火事を科学しよう
O　火の秘密を調べよう

O　燃焼の桑件につい
　て淵べよう

O　火事の原因と防止
　について調べよう

　・消防署見学

　・梢火器作り

人類誕生の謎にせ
まろう

O　古代の人々の暮
　らしに学ほrう

　・古代服作り

　・土器作り

　・火おこし

　・狩猟三具
　・祭り

O　人類誕生の秘密を探

　ろう　　　　　　　　O　古代村で一日過
　・遺跡を訪ねよう　　　　ごそう

O　古代食VS現代食そ　O　古代村の報告害
　れそれの秘密を探ろう　　をつくろう

　秀吉0一ドを
　歩こう

O　激動の戦国時

　伐を調べよう

　・戦国の武将
　・贋はどのタ

　　イブ

　　信長・秀吉

　　・家康

O　秀吉の伝説
　ロマン見つけ
　大1乍戦を考え

　よう

　・探す目的

　・探すもの

　・場所

　・まとめ方

　・情轍収集

　歴史解説者になろう

O　人間の歩みを知ろう　　　　O　歴史解説者になって歴史上
　・古代から戦国時代にかけて　　の人物を紹介しよう

　・歴史上の人物を調べよう

　ティスカバー・マイ・セルフ

0　6年生になった今の思いを作文に
　表そう

0　6年生になった今の思いを詩に表
　そう

○　自分の好きな言葉（字）を書こう．

　その文字にふさわしい絵やデザイン
　をしよう

O　自分たちのリズムをつくろう、自
　分たちの歌をつくろう

0　6年生の生
　活をつくって
　いこう

O　顔を探そう

O　漫画で表情を表そ　O　自分の表情を考え
　う（喜怒哀楽｝　　　　よう（表情豊かに表
　　　　　　　　　　　　現しよう）

いろいろな書体に

親しもう

創作三一・俳句に挑戦し
よう

木片サウンドをつくろう

　スポーツフェスティ

　パルを域功させよう

O　プロジェクト活動
　企画・計画・運営

O　集団行動

　自分の体を見つめ

　よう～成長と心一

〇　身体計測から

O　体力測定から
O　健康診断から

　応援合戦

。　走運動

O　ゲーム
　ギネスに挑戦
。　競争遊戯

。球技
O　フ才一クダンス

O　パダーンミュー
　ジッタを楽しもう

O　木片の音楽づく
　りをしよう

　・「木片」の音楽の

　　鑑貰
　・わたしたちの木

　　片サウンド

　ことわざ絵本を

　つくろう

○　慣用句・こと

　わざ

　わたしのなか
　の宮沢賛治を

探ろう

O　宮沢賢治の
　作品を読もう

　一情景や描写の

　　変化に気をつ

　　けて一
〇　読んだ作品か

　ら宮沢賢治とい
　う人にせまろう

体操名人になろう

。　体操

Q器械運動
　（個人選択）

飼人メドレーに

挑戦しよう

Oクロール・平
　泳ぎをできるだ
　け長く泳ごう

。　背泳ぎ・バタ

　フライの25mに
　挑戦しよう

，O　短距離走

O　陣害走

O走り幅跳び
。　走り高跳び

けが（事故）の

三要因を探ろう

（入学式）　（1年生を迎える会）　（スタート集会）　（スポーツフェスティバル）

セミナー決定 セ　ミ　ナー　タ　イ　ム

『文献198p～199p』

10月 11月 12月

こちらは

炎の探偵事務所

　・惟理クイズに
　　挑戦する

　・惟理クイズを
　　つくる

　○　推理作家に
　　なろう

　　・椎理小説を
　　　紹介する

　　・惟理小説に
　　　ついて譜リ
　　　合う

　　・短編推理小

　　　説づくりを

　　　する

　O　惟理ドラマ
　　をつくろう

1月

　遊びの殿堂「カジ

　ノザウルス」をつ
　くろう

Q　一捜千金の世界
　を調べよう

　カジノ、競、i語弊

　くじ、クイズ番組

　ゲームセンター
○　附小のみんなが’

　楽しめる遊びの殿
　堂をつくろう

O　粗み合わせを考
　えよう

O　資科の整理をよ
　り効率的にしよう

O　パソコンと友達
　になろう

　・作図

　・プ。グラミング

酸性雨は今／
O　水溶液の性質を利用

地隈の予知速
報をしよう

2月

不思議な立体を

　つくって表そう
○　角柱と円錐、

　角柱と角錐、体
　積と表面積

3月

　量の測り万を工

　思しよう

○　長さ、かさの

　測定の工夫

判子シンポ

ジウムを開

こう

　平和について考えよう

O　人悶の歩みを知ろう
　・戦争から戦後

O　核という言葉から
　・核問題を考える
O　修学旅行に行こう
　・修学旅行について考える

　・目的地について調べる
　・修学旅行に行く

　・平和公園でレクイエムを奏でる

　・修学旅行をまとめる
O　「平和資料館（ピーススクエア）」

　をつくろう

電気の発明
・発見をし

よう

O　「宮沢賢治生誕
　100年記念館」をつ

　くろう

コスモト

ラベル

未来のわたしを求めて

一卒業に向かって一

O　卒業のテーマを考えよう
○　襲業までの足跡を残そう、表来

　の夢を描こう

　・アルバム　・二二　・二二

O　口出の卒業論文に挑戦しよう

　・学習してきたことの築大成とし

　　て

O卒業制作に取り組もう

　日本を紹介しよう

O　世界の出釆事を
　紹介しよう

O　生活の中の外国
　を見つけよう

O　外国の人との交
　流会を開こう

O　国際見本市を開
　こう

　一文化や生活を比
　　べよう一

〇　いろいろな国の
　食生活を探ろう

O　外国語から日本
　の文化を探ろう

O　世界の音楽を聴
　こう

　一各地の民族音楽

　　を聴こう一

言葉を大切に

O　敬語、漢語、和
　語、漢字の形と意味

○　木版画で読書
　案内をしょう

いろいろアンサン
ブルを楽しもう

　オーケストラに挑

戦しよう

O　総合表現発表会

日本語の知恵

を見つけよう

大会を開こう

O　リレー

。競歩
Oマラソン
〇三段跳び
O　ソフトボール
　投げ
。　エアロビ投げ

○　衣服を大切に着ていく工夫

衣服の知恵
○　ファッションコ

　ンテスト

　　　　O汚れの落

　バスケットボールを楽しもう

O　競技B程・ルールを決める

O試合をする

とし方

O　世界のなかの日本人と

　して考えよう

　・日本と世界の関係を調

　　べる
　・アジアの国々や太平洋

　　近隣の国々を紹介する

　・暮らしのなかの日本国

　　憲法を紹介する

　・一日国会議員になる

O　今自分にできることを
　考えよう

　・いろいろなボランティ

　　アを調べる
　・ボランティアに携わる

　　人の願いを探る

・ボランティア活動に参i

加する

　・ボランティアをみんなiO
　　に呼びかける

O　わたしが好きになった；O
　人物を紹介しよう

　・世界のなかで
　・歴史のなかで
　・年表や新聞記事にまとi

　　めて’

O　チャレンジ学習をしょ

　う．6年聞の経験を生か
　して自分がやってみたい

　ことにチャレンジ

　。科学者にチャレンジ
　・科理の嵩置にチャレン

　　ジ
　・歴史評論家：にチャレン

　　ジ
　・俳優にチャレンジ

’・ ﾔ組作りにチャレンジ
O　未来の家庭生活を考え

　よう
　・将来の家庭生活を楽し

　　くするために

　卒業表現発表をしようi

　　卒業表現発表の計画：
1　を立てよう　　　　i

．　　卒業表現発表の準備i

i　をしよう　　　　　i
：　・家の人への招待状　　：

：　・卒業制作の完成　　　：

：O　卒業表現発表をしょ1

○　未来のわたしの伝記をi

　つくろう　　　　　　i
　・伝記を通して人生の生・i

　　き方にふれる　　　　i
　・作者や主人公の心情にi

　　せまる　　　　　　　l

O　未来のわたしヘメッセi
　一ジを送ろう　　　　i
　・毛筆で表そう　　　　i
　・纂刻で表そう　　　　　i

つ　　　　　　　　　　　　　・

・チャレンジ学習の発：
表をする　　　　i
・卒業表現をする　　i

（6年聞を紹介する）i
（卒業演奏をする）　　i

・卒業制作を披露するi

・自分たちの卒業式をi

する　　　　　　　：
・門出をともに祝う　i

・胸を張って卒業するi

わたしのベース走

O　一定の速さを保ちながら走ろう

病気の三要因を探ろう 健康な生活について考えよう

（ふれあいフェスティバル）

　世界の昌技に批回しよう

O　世界のスポーツ文化に
　ふれよう
　（個人選択）

（総合表現発表会｝ （総まとめ集会｝　　（卒業式｝

セ　ミ　ナ　一　タ　イ　ム セミナータイム発表会



7．新潟県上越市立大手町小学校（平成9年度研究）

研究題目　自分を開発し続ける子どもを育む教育課程の創造
カリキュラムの特色
　　　　・7単元群で構成されるカリキュラム
研究の概要　既存教科の枠組みを、7単元群に再編し、「生きるカ」としての自立・創造
　　　　　・共生するカを育てる教育課程の編成を目指す研究

〈資料抜粋〉
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経営の基本方針

○主体的な追求活動を生かす息の長い総合的な活動を構想する．

O地域を見つめ、地域の事衆や人と出合う活動展開を図る．

○テーマ性や内容、活動など、具体的な活動の方向を明確にする．

発　　達　　特　　性
生活・環境単元群

〈1・2年〉 〈3・4年〉 〈5・6年〉

経営案 ・様々な事象を主観的 ・具体的な事実を多角 ・様々な事象の関係

にとらえ多くのこと 的にとらえ、関心を を総合的にとらえ
に興味を抱く。 もつ。 考えようとする。

『報告書23p』 ・自分のしたいことに ・自分なりのやり方を ・活動の方向性や見

夢中になって取り組 考えたり他の考えを 通しを考えながら
む。 取り入れたりしなが 取り組もうとする

ら、試そうとする。

自 自らの思いや問いを基に 様々な事象を感覚的 様々な即功に興味や 活動の方向性や課
事象に働き掛け、試行錯誤 にとらえ、夢中になつ 関心をもち、継続的に 題解決の見通しをも
を繰り返しながら自分の願 て活動する。 対象に働きかけようと って、計画的に活動 学

山且 いを自分の力で実現してい

ｱうとする資質・能力

する。 を進めようとする。 年に

創 　多面的に対象を見つめ、

ｩ分なりの方法を考えたり

　興味をもったことに

ﾎして、これまでの経

願いを達成するため

ﾉ、いろいろなやり方

　課題解決に必要な

D情報を収集し、自分

おける

必要な情報を収集したりし 験を生かし、自分なり を調べたり工夫したり の考えを深めながら 期

造 て、自分の考えを深めてい

ｭ資質・能力

の思いをもって取り組

ﾞ。

して活動に取り組む。 活動に取り組む。 止す

n皿ハ 　事象のもつ意味をとらえ

ﾄ自分の考えをまとめたり

友達とかかわりなが

轣A遊びその中で様々

　自分の生活を見つめ

ﾎ象のもつ意味を多面

　自分の在り方や生

ｫ方を見つめ、対象

る子ど

立場が違う人の考えを認め な事象への気付きを深 的に探っていこうとす のもつ意味を総合的 も

生 たりする中で、対象とのか

ｩわりを深めていく資質・

めていこうとする。 る。 に探り、自他の考え

�福闖繧ｰていこう

像

能力
とする。

諸感覚を動員した具 身近な地域の生活に 自分なりの視点か

単元構想の視点 体的・直接的にかかわ

驫?動を構威する。

触れたり、目的をもっ

ﾄ対象に働き掛けたり

ら事実を集積し、対

ﾛのもつ意味を総合
して、対象のもつ意味 的に探り、自分の考

を多面的に探る活動を えを練り上げる活動
構成する。 を構成する。

・子どもの思いが生き、豊かな発想が生まれ 実 ● 多様な活動の組合せにより、多面的な追求
条 る学習環境や教材教具を準備する。 践 を促す。

件 ・子どもが思い切り活動できる時間の運用と の ● 自分なりのとらえや思いを重視し、体験活
整 活動エリアを確保し、意識の連続を図る。 方 動や思考活動を結び付ける。
備 ・地域の素材や人材を開拓し、 追求活動に取 策 ● 他の単元群と関連を図り、意識の連続や学

り込む。 びの広がりを生かす。

一152一



営の基本方針

・多面的な気付きが生まれる事象の提示が可能な単元を構想する。

・情報活川能力の育成を図る学習活動を位澱付ける。

・国際理解教育に立つ地域の歴史や伝統文化を活川する。

総口△科学単元群 発　　達 特　　性

経営案
〈3・4年〉 〈5・6年〉

○身近な事象に興味や関心をもち ○事象を時空的な見方でとらえ、

『報告書28p』
一つの観点から追求していくよ 観察や実験、調査を通レて得た

うになる。 ことを整理し、意味付けられる

O事象を多面的にとらえることが ようになる。

でき、それがもつ意味を考えて O事象の意味を多而的、または関

いくようになる。
連させて考え、得た情報を活川　　　　し

する。

事象の中から二分なりの課題 身近な事象に興味や関心をもち 身近な二三とのかかわりの中か 学
自

を見付け、解決しようとして取 白分からかかわろうとする。 ら問題を見付け、白分なりに追求 年

占
り紐む資質・能力 しょうとする。 に

呈 お

事実や情報を客観的にとらえ 身近な事象の違いや共通点をと さまざまな事実や情報をもとに

ける

創
総合的に整理したり判断したり らえ、自分なりに解決していく。 事実をとらえたり関係を整理した 期

造
して課題を解決する資質・能力 りして、考察していく。 待す

これまでによりよい社会を目 活動をもとに、自分の身の回り 活動したことから、白分の生活

る子

什六

指して新たなものをつくり出し の生活に目を向ける。 や社会に目を向ける。 ど

てきたことに気付き、自分の生 も
生
活や社会を振り返る資質・能力 像

単元構想の視点
　身近な事激や離れた地域と、主

ﾌ的に繰り返しかかわる活動を組

　より広い視野に立って考えたり

燉eを相互に関連させて考えたり

織する。 できる活動を紐織する。

：ユ
一一

一一T一一一『一一一一

条　・自由試行の場を設定するなど、一人一人の子ども

　　　の追求活動を保障する。

件・教材．教具の補充や整備をする。

　　・地域素材の教材化を一層進める。

整・上越市や新潟県などの地域資料を充実する。

　　・コンピュータ活用に伴う環境整備と、一人一人の

備　　子どもが扱う時間と場を確保する。

実

践

の

方

策

・問題別、方法別などによる複線型活動の

構想と展開

・追求する視点の拡大と促す情報メディア

の活用

出典　新潟県上越市立大手町小学校　平成9年度報告書

一！53一



8．横浜国立大学教育人間科学部鎌倉小学校（平成9・10年度研究）

学校の研究概要については4年3学期の項に掲載

〈資料抜粋〉

4

月

5

月

6

月

3年1組 1いっぽいっぼ1のあしあと

7

月

1997年度
3年1　　いっ1いっ1」
O旧しいなかま・阿もない搬窒
　3年、絶をつくろう　　　　　（謹η

O出会いと別れ
O自”の紹介・友だちを知ろう

03年生でやりたいこと
Oやりたいことをやりだそう
04年生といっしょに・・
　・「十二三二場よろしくね」の会

鎌倉の生活へ．

　　　むけていっぽ｛m
O行きたい所・やりたいこと
Oグループ作り・齢暫

O餓倉学薗を燦そう隔脚鱒帥

石倉の生活㈹
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iil”79”穿艸’liil穿’7●’●’艸「；

02日間の摺酒二丁

繊倉の生活を
　　　ふりかえって⑥
O融んなでとまるよさ

　こくと　間　ω
O計凹の見鋤し・時関の
　感覚（1・30分間・1時間》

O二二の時こくと所蟹瞬間
O「一にかかった瞬間，

，じ・塾

あたらしいいっぽ①②③
0「臓倉の州県」を匂え．　　　〔2η

　次のやりたいことへ
。蜘，ている場醗・知らない場所

　・懊諏に馳Uへ票ぴ出し体駿する
O蕨しいグループ柞り一・駈曙尋

　寅掃一・与りかえり

O薄いて楽よう・馴ぺよう・

　曜話をかけよう曾電踏幅
。酷い襲曹9たい・→蜘らセたい・

　鎖しい中州・蹟ち帰，たもの・
　肥隔った人　・裳超ち・お亨餓

地図をつかって
O「騨倉の生屠を‘1η
　作ろう」

　・巨大立体鮭地図作り
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Zはどう
ｷればい
｢かな
ｬ数のか
ｯ算
ｬ数のわ
闔Z
?まりのあ
骼桴ｬ数
ﾅはどうな

驍ﾌ？

ハサ
奄激

hキ
泣c
Sト
忠^
�ｨ
gに
ﾂ挑
ﾄ戦
@パ
@1
@ト
@2

冒・で縦覗

自動車工桑から環填
�lえるパート3・CO2をだすもとを考

ｦよう・CO2を探る！

bO2って何だ？資料
ﾅ調ぺてみよう

ぼくの

墲ｽし

ﾌ漠字
ｫ典」を

?ろう2

土から

ｶまれ
ﾏわっ
ﾄ・どんなも

ﾌを作る
ｩな？・形を作

?う

2学溜i雲ふヴかえづτ
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1997年度5年3組「あしあと」

み！偏ぐで　ぎる7の CO2　　　4 3学期の学習醤画
�ｧてよう（2）CO2が出るもと

　分らし

ｭ表会を
Jこう（2）

車の対

mーマイカー
fーみんなで

　手の

ｧ場に
ｧって

　とロ

}ンを
≠ﾟて

忠F宙

ﾌ仲
ｴ」
i12）

分数の

｢界2
i7）

ｽし算
墲闔Z

旬の

ﾘ物を
lえる
i2）

小なポー

汲�

gっ
ﾄラケットペースポー轟

ガ（iどづ“◆；

いの
ﾌ学”（7）

ノート1

jと女

　　こ　’

叝岦ｶ居でのCO　2
ﾎ策1（3）

日本の

ﾓし

坙{の
ﾓしに
ﾈれ親
ｵもう

i8）

礼　正
ｵさ

ｶσの
ｸ重

調理

Kの準
��ｷ
驕i2）

インタ

rューで
蜷ﾘなこと

　　まし　　ノ　　　コー　　鐙倉で大船で

uやっていますか？澱環化対簾」　く4）

・学習問

閧�ﾅ’
謔､・話

№ｨう
’一ト2
R億分の　　　△

1？ 調理
K（3）

　ε
ｽちの
剔qの
?は 父母へ

ﾌ敬愛

X使つて

ｮを作っ
ﾄみたら

ノート3
命の麗生そし

グルー

v対
Yリーグ戦 ふりか

ｦり（1）

　　　．　　　二　　｝

ｿにできること
ﾍ？・日常生活での工夫　　（4》ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

夢を

ﾌせよ
､！

＜Kフ
香[ト

　ノート4
?なたが生ま
@たと　に

オリジナル
f画を作ろ
､（14）

口って

ｽだ？
i6）

　　ので　るこ
ﾆは何だろう！　　つ、　　　㌧．

墲ｽしたちの思い　　　一

へ長

ﾆ爾名
ﾌ世界
s2》

お　れ

?。5年生の
ﾚくたちが中　●

　　的

ﾉ貰任
�ﾊた
ｷ

　ロットを
lえて　　一 遮さ

lえる
i6）

　　にや　しい
ｨ弁当の日（4）・実践のために射回を立てる・やってみて

小なホ’一

汲�

gっ
ﾄパート

Q卓域選手権（6）

　　亀■　　　　　　　　脳騨　　　　　㌔■

｢をテレビ局の方に伝え
謔､1（10）・台場「フジテレビj見学・わたしたちはこう考えていま　騨　　　　　　　　　　　　　　し

　現して．

ﾝよう、工

vして

より

｢目
?へ

含夷

ﾌ響
ｫ（4）

6　　カ　　ちよ
ｭ卒業できるように

ｲ桑式を作ろ
､．みんなの手
ﾅ（8）私たちでできること

正多

p形
i6）

’ソコン．

p紙、レポー
g．まとめてい

Q　　物

1くのったしの
Aジエンダ211’自分のアジェンダ21

�lえる

ﾖ

　層　　幅　　二

�P

謔ﾑかけ新聞。校内～％（1） お
思い
竄

1 の　　め
覚褒会
i1》3　　をぷヴ〃，えつτ

1998年度6年3組第1・学期の「あしあと」

4月

5月

6月

さあ6年生だ気持ちを新たに6年3組の出尭！

始某式
　　　入掌式

ノーσ

く

o某式一入学式に向けて：自分の役割を果たそう入学式準備’係分担
〈6年生としての立場、位凝、期持：自覚＞
　　　　　　　　　　　　　　　　q4イ）

6 がり　｛5）
り

・臼学期の席盲えを決めよう」6年3組のスタート慈学椴のテーマ」について括し含おう！

・「学級の係を：何が必竪？」 一2×

6年の学習を始めよう1何をやっていこうか

實綴薬

め・課題

　め3

租を・日喧を潮剛の会の次第6年3組学級テーマ rみんなて行こう

つばさを
くだきい

鯛らがに《

桜割リ活勤：縦

割りグループ

を綴戒しよう

1年生との「きょ

うだい」関係を2

櫃浜小
との交

歓会：紹

介ずる

場所を

検分しよ

ソ
宋来に向かって」

これからの学習活動やってみこいこ

）

リー気威めざし、重と

めよう＝フγイルで・パ

ソコンで・塞で｛5，

千倉に行く5年生へ
贈る言葉（5｝

生との当

会い（2）

駈たな！診賢壱｛2，

調外活動
（8）

計画表作
成（2，

語を

横i其小

学校と

’の交散

会グ．

ループ

落動

（612一σ

4－r6）んで劇シ
　　　ナリ才を
　　　作ろう
　　　・勘豚を腿く置
　　　・ゲルーピング
　　　・シナワ才
　　　　　・賄駅11》
お別　会
5
　瑛字力だめし4．5川1：

　んだ物語を
とに劇を作り上

げよう㌔

・劇紋晋　’

・発表　　（6）

ること

6年生の社会科を考えよ
う

一●日索の慶史を脚ぺていこう「つ

未来に向かう私たち、な　歴史
　　　｛　　オ　　召　馳

体育学習何を
やろう（2）

　　　　　’　ノ　　　　　　」
；醍史のテープ●饒代をテープで虫環

9埴球翼生から璃代・生■賀生から贋‘t

こ　2
3

の

しよこのの，　へ

”　し・　　　・石
　　．　　　匙～

＝　　の　へ　　3

よっこそ　文ワールドへ

つ

印　　」　　鴨●，＿　　＿

分敗
．の計

算2
かけ算
1葦鳳酸

処曝

クイズを

・使って

（9，．

誤宇力だめし6ハ　‘1：

サッカー

ゲームルー
ルを（3）

つこ

々1　ん3　いで
について　へ

＿　の

一サツカー

ゲーム暫定
．チームリー
グ戦（5）

隆上競岐記
走り鎌大会に向

高　けて各個
ぴを人煙目向上

経を（6玩r2

，「八髪岳∫∴．・

して

よう

（1）

分数の計

算3
・文竃彫用

fjを

・まとめ（6L

二‘亨，．
3

サッ

カー

ゲーム

1年生　ようだい学
揺」といっしよに横牙i

糾学館に行こう（8｝’

「！鷺講蘇囎嘉賊講≧．。話甜
い、想いを出し合おう・「八ヶ岳の生活」ひとっの言葉で表すとすれ

7月

2イ’

1年生の
はっぴ作

りタ食作

りのお手

　い4
、

◎切＝直」兜
との鳳6量，せ

・£検鷲職　　15｝

’の役親労壇・i醤はどの位置で、どの段割で・そしてグループ庚め

八ヶ岳め生活」に向けてパート2（10）
・八ケ岳のテーマを決定しよう・係サ・委員は伺が必要？そしてあなた

「八ケ岳の生活」に向けてパート3塀累会・a瑚1（24）
・各係、委員の活動：冊子作戒歌マズコットTシャツ情組整理旗

　　　　　　　レクし一シ3ン保樋　シーッ整厳　食事（10》
学級；グループ活動行動計回決定冊子作成　　　　　　　（14）

4チー
ム対
1武

リーグ

戦
（4）

水泳学習

・カためし

・泳法を確

紐して．．

・希望グ

ループごと

に
（6》

て育つとは　’

家庭の役割『

（2｝　　一3

学習計画を立
てよう（4｝

生活に母
立つもの
をつくろう
（↑2）

何を作ろう

‘セ戒図作
し

材料の選
尿

作品作り

作品力一

ド9

腰示

地球の
不思議
（21｝

大地のし
くみ

甜画を立
てよう

（2》・

闘べ活勤
（3）

石の魅力
（5）

見学に仔
こう

濫｝画（3）

見学まと
め（3）

ふりかえ
り（2）’、’

．　3－o

宇宙の
不思諾，・
（5）

オリエン’

テーリング
焼べ活動
（2）

VTRを見て
天文学者遅．
の活躍，
（1）

　　3一ω

いろい

ろな材

粒をつ

かつて

∫ぼくの

わたし

のこだ
わった：

もの

は」

　（8）

6の39
むOGO
フ》ギア

（10）’

　　　れる
ような微現方法

互いの壌牌に
関心・を梼ちなが

　たしのポ
’ニーリコー

ダー巽
なめらかにふ（

ために　（2｝

ラテンのリ

ズムに
親しも
う

サンバ購霜の’

リズみを大す匡・

に／塑々の蛮
器の沢異疑…に

ついても一鮫

的な形にはこ

だbらない意
置姓で’

本場の鎌子を
イノージしなが

も　　（3｝

赤

い

根

の一

帽景

を3㌃

い爆

かべ．

て

1（2｝

　　の工一丁ルワ
イズ
O恰子のリズム努
曲彰を弩えながら

の2飾8唱
策欺での歌唱、
リコーダーの2箕異

映瑚の上映会．・

　（4｝

八ケ岳テー
マソング
（3）

1 学　贈『の　，ふ ダ　か　え グ

｝一一一一一 ﾝ噂
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1998年度6年3組第2学期の「あしあと」

9月

10月

11月

12月

ち　ガろフ、2 の6　－3　　一殿の7一朔恥【支配　と人々」

匿
一r7ノ夏休源同で毛三一匝巫：発i譲…日照作り一興腋一肺体刑より一手作りおもち。一’紙駄で作。た

ジオラマ～旅出体験を絵で短歌

つ　　　　　　　　　　　　7

に向けて

　　　　目しよ鴨

っん　っ旗　　し

上げるために！

実行委員として
係りとして（4）

6
員リレー

を戒功さ

せるため

こ　　　　」に

　向けて（18》

　チニ7ク

　ルー
プ劇の

発衰会
；体育館

のス
テージを

使って

●負霞亀1亀隔霞　　　　貞附の・廣職自の凶，覧

。

鵬■o「風”　　　　門墨と糞儀”り

鴨6

属u口

卿膠艮OD

3人の　代　　へよっ

ヨ百iF～ヲ5天’7ηii琢「口驚コFlJτ三どスア『’

気持ちで参加したのだろうか‘3｝

，　の

42セン，o門促Ωμ軌御んウ。髄，τ鳳．る

．［＝＝＝コ

藪現～新』い動力～置物制作～原爆について～居合い実践発表等など
　　　　　　　　　準備（2）第1回よリ第4回まで（8）

田E」

身近
なも

のか
ら（6）

　えよつ

すもぴあ

　・　　て・テー
マ（2⊃

のこ
（3）

　鹿み　」
で怜銭‘4⊃

愚　　　図を
検霞1（3）

鎮めて2》

こ　　　　で

ん」．習し
3セr田【了四丁切り遙じ丁ほTF

られたのだろう｛3｝

η三品
縮図」

縮尺を
知ろう

98

飛榔
（4》

り

6
年

生

と

し

て

⊂4）

ラップ改ファンタ

ジー」3日間

・ノ 嚇」∫研

運勤会に
向けて：自

分の目撫
を！（16）

陸上蝕｝支

’ていこうか（2）

9月
チェ

ック

（1）

に向け
て
（5，

こ、から

私たち

がやる
べきこと

そう、何

を作ろう
（2）

團

；

字

10

月

チ

ツ

（1

　　で
もやろ

う音楽

会縁習
（5）

2　．

のお楽
しみ会
（3）

む

「風の強

い日」．

　して
も賢2）

　習問届
や感遡を
カードに

富いてみ
よう

問題につ
いて禽え

語し闘お
う（6》

，

宇

11

月

チ

エ

ツ

なぜ銭倉に胴府が？だれがどのよう
に？

一己朝の戦略として・海山文通の璽

　　」　　　　　　　　　　こ
だけの　的で作ったのだろうか

貸葛を

使って

源氏池を
使って
（5｝

．四三．

固を立て

3
を旗

て

　めの
感想（1）

』軸装一’

句

種田　　の　　．餓賊
粟・キリスト教・木願脅への攻躍・

峡一への議そして正順専の爽〔2｝

夏引廟：金国歓一・太周験憶・刀隔り・キリ

スト織繋」上・大飯城瞳蹴・

2

レ1ン

教科寳に添つ

子　3　数・

俳句を選ん
で朗絞しよう

’リジナル

を作ろう

r

冨賑蔵あ
関や鳳の戦い・大籔の同展真大潤

虞く7冒一偶人嘱凱員塁

症戸1酬罐】町ス〔双ス

ターセッションで発表

ぺ：い

グルーピング咋粟

8児の暁股・日国・殉闘図醍A民⑦文
ゆ　ロアのほゆスにロサロコタロロロロサ

で・ス　　　ツノヨン

　L　　　＿＿，

C蒲面
形」

　　　～
g近なも
のから傑ろ
一

、．・ ﾌ～
線対称との

違いを

『一一 m一
u「郵」璽コ

　9’　の
から

　’い」の

日並

カだめ1［7一て2丁．

ラケ7ト

ペーλ

＊’一ル

を楽し
もう

ルール
を確認

一リー

グ戦
（8）

ポート

ポール

のゲー
ムを通
して

ルール
確認

第1
リーグ

戦～

ふりか

えり～

第2
リーグ

戦

「より　に
近く小さなオ

リジナルの世
界」（10）

　　裂し；

紙粘土木材
べニヤプラ

アイテア

生かして制

一コ＝
衷て辛いこど

を立体で義
す

「新感覚

3組バズ
　享

えて；木

材・ブラ

板・ベニヤ

表現し

てみよ
う

立休で

2学期の学習を始めよう（2）

計画の見直し～食生活を見
つめて～どんな学習をしたい

私二　の 」かb
る世界を追求しよう

にいい　の

奄ﾗたいよb．
o盆なしのを負べたいb．負

　二　の
烽ﾌはどうμっている

�ｾるう．どこに栄異

へてい

蹴って由ないら があるのだろう．”

しいよ．臓入負 鎮一橘物を口べたら
aゐ¢亀ない・噂 分かるかな．食べた

私璃∂頂
ｶ活を見つ

齢羨πを探ろう

めて…rウソ」 （12》
「ホント」「ウ

皇臣が法ぞ…腎一

ｦる；どうやつ

’ノ｝」 て脚ぺよう．何

入　品・ が分かる？計

ポストハー
画を立ててみ　一

ペスト・食

Y加物・
@農法・

暑（9）

　ヒのし

ﾝを探ろう
　の
ｵく

ﾝ葉
のし

こ、、b　　し

｢いか．自分にでを
：b 胃の働 〈み

みことほ7 き～消 光合

脛篇咽
化の櫛

q～
戒と

生活を見つ
めて…「食文

化」について
考えよう（1

．7一

研　テーマ
決定

とめ

発

　・　の反
応を利用し

て02とCO
2をつくろう
（5）

　　の
について（水

上置換）化学

反応でできる

2学｝卿のふ　61かえ　グ

情景を思
いうかべ
て、ひび

きを感じ

て
（4）

おんがく

会にむ
けて
（16）

合唱rていぐ
さぬ花」

沖縄のしら

べ

合奏ブラー

ムスr交響

曲繁1蓄箪
4楽寒」より

荘厳な響き

亀ん　くπ

　　（5）

ふtかえり

再…リコー
ダー

1998年度6年3組3学期の「あしあと」（見通し）

1月

2月

3月

総口口　　♪ こplて」み ま で

私たちの生活；「生きること」～人　を再

中学
校進
学1三

向け
て

名前を
　・」　　　　1・　　　　　・
保有する権利・教育を受ける権利・ブライパジ『

　の
實

伺をやろ
う

駄見明文

「舛來旙

と日＊
化」

12
月

7け
，

　　　　こ
は一アイデンティ

ティ
　基木的人権を考える

一日木国憲法の理愈

を乗り　え

の

3つの原則

国民主権

心願していく私たち

今できること今やっ

てみたいこと

をまとめてみ

」 」

平和主蟹

iしと憲∂5”

：文集を　l

i作ろう　1

∫率渠記’”

；愈旅行

1企固・立
コのロ　ロロロ　　コ

∫率藁デi
lルバムを；

1作ろう　1
9　　　　　　　　　　　●

願￥冠3．；

1楽しみ金1
．　　　　　　　　　　　・

●　　　　　　　　　　　u

o　　　　　　　　　　　　巳

　　　　I
16年

目　　　塞
1最後1
曹の　　1

1「自　l

l分らl
Iしさ

1発表
5ム。

1πi

一逃

　、で　｝へ¶　つ二つこ
　う「B本国憲法」と「大日本帝国

法」を比べてみよう

今ま

での

学習
から

繍τ腱胃　平和主戟
、3組1日勤～帝劇会～夏蚕三三噺

　　　　　　　　　　　　差5

背

比

と反

比例
生活

の中

の比
例

間　　力　いた時代があっ

平均
とち

らば
り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　ロロマ
　　　　　　　鐸圭漁烈灘罷i’i騰論議ll’ii華年i

　　　　睡磯墾蚕巌磁事蕪1二懸

　　　鞍。そ駅粧慌琴凱㍑∵∴＝＝∴環認i
量：：：：：季：：：：：簿甥三『評：響三：ガ穫…

一プ略　ノ脚

体育学
習

私たち

に回転
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出典

・『心の育ちを願う総合学習』

・横浜国立大学教育人当科学部鎌倉小学校
　　　平成9・1．0年度『指導案・資料・あしあと等ファイル』

明治図書　1998年刊
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9．宮城教育大学附属中学校（平成7年度研究）

研究題目　新しい教育課程の創造一関連・統合化を図った教育課程の開発
カリキュラムの特色
　　　　　　　・新教科「芸術科」「生活文化科」の創設
研究の概要　音楽・美術を統合しての芸術科。技術・家庭、保健体育科の保健分野、社会
　　　　　　　　科と理科の一部を統合して生活文化科を創設。各教科間のカリキュラムの連
　　　　　　　　携の研究。

〈資料抜粋〉

平成8年度　関連・統合化を図った　　　　　　　　　　r報告書64p～65p』

題材（教材）配列表1年（行内は特に生活及び学年間・教科間の関連・統合化を図った魎材である。）

三

月

社

A云

生
活
文
化

4　（3） 5　（3） 6　（4） 7　（7）

地

理

　　　　人々の生活と環境
く例〉・ゲルでの生活　　　・ロングハウスの生活

　　　・イヌイットの生活　・ペルーの生活
　　　。世界の人々の生活について調べよう（生・生文）・

8　（1） 9　（3）

歴

史

生
活
技
術
分

野

生
活
健
康
分
野

様　　々　　な 地　　域

〈例〉 アメリカ合衆国（生・生文）

人類のはじまり

日本のはじまり

　（生・生文）

古　代　の　文　明

　　（生・国・芸）

日本の国のはじ
まり． 律令国家 の形成乏展開

　　　　（生・生文）

平安の都と武士のお

こり由

〔生産技術と生活〕鰯

　　　　　　　　　亟
・生活を支える植物を栽培しよう鱒

〔食べる〕（社・理）

〔動く〕囚

・身体を支える骨　　・体を動かす筋肉

　　　　　　　　　國
・飲む㈹　　　・食べる㈱

　　　　　　　　　　函●…’…
・循環する働きの向上
　　　　　　　　　　〔命を救う方法〕
　　　　　　　　　　・着衣の水難体験

〔眠る〕㈹

・眠りの中身

〔食べる〕圓

・排泄する

10　（3） 11（3） 12　（4） 1　（7） 2　｛n 3　（3）

様　　　　　　々　　　　　　な　　　　　　地　　　　　　域
世　　界　　か　　ら　見　　た　　日　　本，

〈例〉・中　　　国 ・申・南アフリカ　（生・国）

武家政治のはじま 古代から中

｢の仏教文
ｻ

内乱と下む

繧ﾌ時代
世界の中の

?ー。ツパ
@　　　（生・芸）

戦国の世と

翠ﾆの全国統一 江戸幕府’の　政　治　と　産素
@　　　　　　　　　　（生・生文）

〔置無隻活〕

　　　　　　　　　　　　　　生　活　の　技　術

D＿＿《1よ∴麩≧．＿．．二』鯉処勲曇塩ゑ然2肱勲．．＿＿＿＿，．．．＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，・．，…　　　噂．．・●o．．，9，・・膠，・●7．．，，，．●■●．，●，，■．o●曜■，o，o一，り，噂冒。，●．，・■．．…　　　一．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　常　生活

k着る〕曲・あたたか．く着る樋・繊維から糸へ・糸から布べ・布から衣服へ・着こなし．
圏。．層・o■・，r．o・7．■■．層．・，…　　9層9響・
ｧ亟董］　　．〔けがへの対応〕・倒れたとき

応急処置の意義・方脚
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題材（教材）配列表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『報告書66P～67P』

2年（［コ内は特に生活及び学年間・教科間の関連・統合化を図った題材である。）’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀

4　（3》 5　（3） 6　（4｝ 7　（2》
8　　｛1｝　　　　　　　9　　（3）　　　　　　　　　　　　　冒

H本の南西郎地理 身　　　近　　　な　　　地　　　域
E地図の約束　　　・地図作東

E身近な地域の翻査（生・芸・生文・理・数）

日　　　　本　　　　の　　　　北　　　　　東　　　　　酪

E東北地方　　・北海遭地方（生・生文・理） ・九州地方
i理・生文）

社会

歴史 ヨーロ　ッパの近代化と世界

@　　　　　　　　　　　（芸・生文）

近　　　代　　　国　　　家　　　　へ　　　　の　　　　歩　　　み

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（生）

日本の大酸

N略
@（生。国）

生活文化

　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　生　活　の　岐　術

k遭具と生活｝（社・芸）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔生産技術と生活〕（社）

@　・遵貝の進歩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・工業技術と生活の関連を調べよう
@　・生活に役立つものを作ろう

籍護馨

10　｛4） 11（4） 12　（3）
1　（2）■■．．一．i

2　（4） 3　｛2）

日　本　の　南　西　部

E申国。四国地方

日　　　　本　　　　の　　　　申　　　　央　　　　部

E近畿地方　　・中部地方　　・関東地方歯

世界の

jびつき

日　本　の　大　腔　侵　略

@　　　　　（生・国）

社会の変

ｻと文化
j99

第　　一　　次　　世　　界　　大　　戦　　と　　日　　本

@　　　　　　　　　　　　　　　閨
第二次世界大戦と　日本
@　　　　　　　　（生・国）

…i　〔住ω（社．理．芸）

堰@　　・いろいろ姓まい

　　　　　　日　　常　　生　　活

E安1全で快適な住まい鱒　　　・住まいの役馴

購”1．＿＿i　｝＿　　．＿．．一

題材（教材）配列表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『報告書68p～69p』

3年（［コ内は特に生活及び学fF問・高欄の関述・船化を図った題材である。）

4　（3｝ 5　（3》 6　（4） 7　（2） 8　（1） 9　（3》

民主政治と三権分立
経済のしくみと生活

@・くらしと経済　　　　　　・貨幣と流通

@。企業と生産　　　　　・国民生活と福祉

@・国民生活と環境　　　　　（生・生文）

人間の尊重と日本国憲法

@・人悶の尊さと憲法　　・日本国憲法と基本的人権

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　（生・生文）

・住民の生活と地方

ｩ治（生・生文）社会

國・・… 1唾コ（吐・理） 團（社・英）
生活文化

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　…

@　　　　　　　　　　　…る　　　　　　　　　　　　…

@　　　　　　　　　　　…

@　　　　　　　　　　　…

@　　　　　　　　　　　…

@　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　…

10　（4） 11　（4） 1213） 1　（2） 2　（4｝ 3　②

民主政治と三権分立

@　・選挙と政覚　　・国会　内閣　鍛判所

現代社会と日本経済

国際社会と平和主義
@（公民と歴史の統合）

社会斜を学習して

人間と自然環境
團　　　i團　　i　（層層土、理、芸、ス、健）　　i　・体温調馬と変化を　i

撃撃月吹@i：講劉i　・まとめ　　　　　　　　　i　・成人病　　　　　　　；・発表　　　　i　　　　　i　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　i

・人間の生産活動と環境・生活廃棄物と環境

・社…　　i［調ω　　　　　i　　　　　　　　　i・覇　　　　　　　　　　iま　　　　　　　　　i　・子の挺生と成艮　　　　　　　　　　　　　　i

出典　宮城教育大学附属中学校 平成7年度研究開発実施報告書
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10．福岡教育大学教育学部附属福岡中学校（平成9年度研究）

研究題目　豊かな人間性を育む教育課程の創造

　　　一「生き方」と「学び方」の統合を通して一

カリキュラムの特色

　　　　・教科学習＋総合学習＋特別活動の3領域

　　　　・総合学習は、生き方学習・WORLD　TIME・卒業研究の3つから構成

研究概要　従来の教育課程を総合学習の視点から見直し、新たな教育課程の編成を目指す

　　　　　研究。

〈資料抜粋〉

【本校の三つのタイプの総合学習の特徴】 『報告書11P』

生き方学習 WORLD　TIHE 卒業研究

実施学年 全学年 全学年（合同） 第3学年

年間実施単位時間 70（3年は35） 35 35

主な活動形態
学級
w級内グループ

個人
ﾙ学年グループ
w年内グループ

個人
w級内グループ
w年内グループ

主な指導・支援者 学年担当教師 講座担当教師 全教職員

罵言醐所の 教師と生徒 生徒 生徒

体験活動場所への
�ｦ

原則として必ず
ｳ師が引率する

特に引率は行わない
ｪ，連絡が必要な場
鰍ﾍ事前に教師が連
高�謔ﾁておく

特に引率は行わない
ｪ，連絡が必要な場
鰍ﾍ事前に教師が連
高�謔ﾁておく

【第・3年次】
　　　　　　　『報告書13P』

’（年間総授業時間数　　1015時間）

’区　分
総　合　学　習 特活

国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保体 技家 英語 WT 生き方 卒研

157 123 87 88 70 70 105 70 105 35 70 ／ 35
1　　年 本校

4．5 “3．5 2．5 2．5 2 2 3 2 3 1 2 ／ 1

2　年 本　　校

123 122 ］23 87 52 53 105 70 140 35 70 ／ 35

3．5 3．5 3．5 2．5 1．5 1．5 3
乞 4 1 2 ／ 1

本校 123 87 123 122 52 53 105 70 140 35 35 35 353　年

3．5 2．5 3．5 3．5 1．5 1．5 3 2 4 1 1 1 1
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i

δ
膳
1

「生き方学習」の実施形態の変遷 『報告書71p～72p』

f生き方学習」の目標 設定した主題 活動計画と活動時間数 学習計画作成上の考え方 指導体制と活動を支援する手だて 評価の仕方

1㎜η画（現f生き方学習」） （Dl年前期「私の世界を見 ①導入の道徳α） 基本的に1主題を17～i8時． ○道徳，学級活動は，学級担任が ○生徒が活動のまとめで行
平 ○様々な人々との出会いを体 つめて」（全主題の概観） ②導入の学級活動（D 間で扱い，大きく三つの段階か 行い，体験活動は，原則として う文章表現による自己評

成 験し，その人々の「生き方」 （2）1年後期「人と人との輪 ③体験活動の計画立案（D ら構成した。また，体験活動を 学年壷口教師が引率する。 価

7 に学びながら，生徒一人一 を広げよう」（福祉） ④体験活動（3×3回） 主題展開の中核に据え，「道徳 ○専門的な内容については外部か ○活動の途中で記入してい

年 人がこれからの「人間とし （3）2年前期「身近な自然・ ⑤体験活動のまとめ（3） の時間」「学級活動」との関連 ら講師を招諭する。 る学習プリントの分析

度 ての望ましい生き方・在り 環境を考える」（心心） ⑥収束の道徳（D を図りながら，幅広く生徒一人 ○「体験活動の手引き」で活動の ※生徒のまとめにおける自

方jを探求する。 （4）2年後期「伝統ある福岡 ⑦収束の学級活動（1） 一人の「望ましい生き方」への 概要をとらえさせ，探求活動の 己評価を通知表（所見）

0「生き方」に対する見方・ ・博多の街」（伝統文化） 計17時間 自覚を深めていくようにした。 目的を明確にさせる。 に記載する。

考え方を体験活動を通して （5）3年前期「情報化社会を ※（　）は時間数を表す。

広げたり深めたりしながら 生きる」（情報） 3回の体験活動（「㎜（HπME」） ○道徳，学級活動は，学級担任が 平成7年度に同じ

生徒一人一人が自己の「生 （6）3年後期「国際人として」 後に総合学習を位置付けた。 行い，体験活動は，原則として

き方の指針」をつかむ。 （国際理解） また，生徒に身に付けさせた 学年担当教師が引証する。

い力を・事象の変化の様子や実 ○総合学習は，教師の特性や教科

○自分を取り巻く自然や文化 （1）1年前期「F点cnds証p　m ①体験活動の事前指導（2） 態を的確にとらえ，問題を把握 との関連を考慮して，学年担当

平 社会や人々と積極的にかか 時法」（仲間） ②体験活動（3×3回） する力 教師を中心に分担する。

成 わりをもち，お互いが共存 （2）1年後期「高齢化社会と ③体験活動のまとめ（3） ・自然や文化，社会や人々と共 O専門的な内容については外部か

8 ・共生できる状態を創り出 私たち～お年寄りのため ④体験活動の報告会（3） に生きる道を考えるカ ら講師を二二する。

年 していく資質や能力を育成 にできること」（福祉） ⑤体験活動の振り返り（D ・自分たちにもできることを計 O「創造」の段階で，学級や学年

度 する。また，いろいろな人 （3）2年前期「水と人聞」（環 ⑥課題を把握する（6） 画し，解決に向けて行動する での発表会，文化祭での発表な

の生き方を通して自分なり 境） ⑦課題醇決の方法を考える カ ど発表の場を多様に設定し，活

の生き方を見いだしていけ （4）2年後期「伝統ある福岡 （5） ととらえ，学習過程の段階を「変 動の意欲を高める。

るようにする。 ・博多の街」（伝統文化） ⑧実行に移し，課題解決を行 化」，f共生」「創造」と位置付

（5）3年前期「地球の未来は う　（6） けた。

大丈夫？～世界の食糧問 計35時間
題について考えよう」（国 ※①～④＝体験活動1 それぞれの学習過程の段階を O主として学年担当教師による協 ○学習の事前・事中・事後
際理解） ⑤～⑧＝総合学習 「問題を把握する段階」，「問 働体制で指導する。、 の生徒の変容や活動の様

①～⑧で「生き方学習」と 題解決の方法を探る段階」，問 ○専門的な内容については，外部 子の観察じ

呼んでいた。 題解決に向けて実践する段階」， 講師や保護者などの協力を得る ○各活動後の学習プリント

※それぞれの時間数は大まか と位置付けた。 ○体験活動の後に活動のまとめ， の分析

な目安である。 また，生徒に身に付けさせた 振り返りの時間を設定し，体験 ○生徒が活動のまとめで行
いカを したことに知的な省察を加えさ う文章表現による自己評

○自分を取り巻く環境である （1）1年前期「仲間の輪を広 ①問題を把握する（10） ・事象の変化の様子を多面的に せたり，自分なりの意味付けを 価　　一

平 自然や文化，社会や人々と げよう」（仲間） ②問題解決の方法を探る（12） とらえ，自分の問題としてと 行わせたりする。 ※以上の項目を学級担任が

成 積極的にかかわりをもっこ （2）1年後期「お年寄りの住 ③問題解決に向けて実践する らえる力 ○体験活動で得たものを補充・深 総合的にとらえて，生徒

9 とを通して，現代社会にお みよい社会をつくろう」 （13） ・自然や文化，社会や人々と共 化・統合するために，体験活動 の「よさ」を見いだし，

年 ける今日的・人類的な諸課 （福祉） 計35時間 に生きる道を考える力 の前後に道徳の時間を設定する 肯定的に評価したものを

度 題を多面的かつ自分の問題 （3）2年前期「環境のために ・自分たちにもできることを計 ○学習のつまずきや障害を取り除 通知表（所見）に記載す

として認識し，共存・共生 私たちができること」（環 ※各段階（①～③）の時間数 画し，解決に向けて行動する くために学習プリントや自己評 る。

を目指す態度や資質を育む． 境） は主題によって多少異なる カ 価表を基に相談活動を行う。

（4）2年後期「伝統ある博多 ととらえ，それぞれの段階に体

の町を再発見しよう」（伝 験活動を位置付け，さらに認識

統文化） と行動の統合が図れるように主

（5）3年前期「アジアの一員 ．題展開を考えた。

として」（国際理解）
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rWORLD　TIME」の実施形態の変遷 『報告書101p』

瀞

函

覇

畷
鱗
雲

丑
母

（o

認

D住

平　成　7　年　度 平　成　8　年　度 平　成　9　年　度

「ロOl～LD↑【ME」 これからの21世紀を生き 生涯学習の視点に立ち， 平成8年度に同じσ

の目標 抜くために求められる愈 21世紀を生き抜くために

造力．探究力，表現力， 必要となる学ぼうとする

指導力，専門二等を育 意欲，主体的に学ぶため
る。 の技能，豊かな表現力，

学習したことを生かそう

とする態度といった「

ぷ力」の育成をねらいと

する。

位　置　付　け 選　択　教　科 総　合　学　習 総　合　学　習

対　象　学　年 2・3年 1～3年 1～3年
講座設定の特徴 理科と家庭科の異教科T 指導者の人数的な問題力 前年度と同様の形態で

及び指導形態 Tによる講座「生活の中 ら教科をペースとした 施し各自のテーマに沿っ

の不思議にチャレンジし 科内TTを中心に．全正 て複数の教科にまたがる

よう」をはじめ，全8童 講座で実施した。 ような内容も積極的に曇

座で実施した。 めるようにした。

実施時間 事前の講座案内等は別と 平成7年度に同じ。 講座案内・訪問等の事1

して，35時間で活動を’一 の活動や打ち合わせの

つた。 間も含めて，35時間で璽

動を行った。

保護者の参加 指導者と学習者の二つの 五つの参加スタイルで 参加スタイルは継続し，

スタイルと参加 参加スタイルで参加を 加を募り実施した。 テーマに沿った指導者の

者数 り実施した。　　20名 88名 呼びかけを行った。95名

外部人材・校外 留学生・保護者 平成8年度に同じ。
．　．　o　一　一　〇　．　・　．　．

施設の活用 市立総合図書館他

校外活動先が広がってい 新しく，総合図書館が 福祉プラザや書店，蓄只

て，資料活用が十分に きたことで，活動先がし 一ト等ができたことによ

きていなかった。 ぼられ．内容面での充 り，活動の質・量ともに

が図られた。 広がりが見られた。

評価の観点と評 「課題意識，学び方，自 観点は前年度と同様で 平成8年度に同じ。

価の仕方 己表現，生活・価値化」 つた。総合学習としての

の4観点から3段階の‘ 実施にともなって，特に

対評価を行うための基 「学び方」のとらえ方に

表を作成し，評定を行っ ついて，講座毎に明らカ

た。また，異学年合同 にすることを心がけた。

の実施にともない各講 また，指導計画・評価。

毎に，その学年の発達 画表の効果的な活用を，

階に配慮しながら評価 識しながら実践していく

行った。 ようにした。

「卒業研究」の実施形態の変遷 『報告書128p』

平成7をβ度 ≦耳成8年∫・寛 耳z・成9年度
「卒：艇研究」

ﾌ目標

　中学校3年聞のすべての学習やこれまで個人的に取り組んできたことを振り返り，さらにそれらを深めさせるとともに将来にわたって生きてい

ｭ上で大切にしたいことや専
蜩Iに学びたいことを追究さ
ｹる。

平成7年度に同じ。

@　　　　　　「，曾，．7

　中学校3年間のすべての学
Kやこれまで個人的に漁り組
�ﾅきたことを振り返り，そ
黷轤ﾌ中からさらに学びたい
ｱとに取り組むことを通して，
ｱれまでの　び　をさらに深
めさせるとともに，これから
の　　の　き　を　1癖
りよ　　　　ようと　　る．　　や

；　・　　』　む。

　「生き方」と「学び方」を
搓№ｳせ，これからの「自分
?し・自分創りの旅」の始ま
閧ﾌ場として位置付けた。

実施時期と活
ｮ時間数

9月29日～12月ユ6日

@第1年次とあって，企画が
xれ，9月からの取り組みと
ﾈった。

6月29日～12月5日
v19時間

@教育課程上は35時間の設定
ﾅあうたが，19時間しか時間
m保ができなかうた。

6月26日～11月19日
v35時間　　　　■，．，，．・，・・．．

@進路決定の時期を考慮し，
I了時期を早めた。

活動計画 ①オリエンテーション
Aテーマ棺談一・決定

B二二活動（計3回）
C論文執筆（原稿用紙10枚）
D学隼発表会
E活動のまとめ

①オリエンテーション
Aテーマ相談一・決定
B探究活動（計3回）
C論文執筆（原稿用紙10枚）
D学年発喪会
E活動のまとめ

①オリエンテーション
A遵徳
Bテーマ相談一・決定一交流
C夏休みの探究活動
D傑究活動（計3回）
E論文の書き方指導一・執筆
@（原稿用紙10～20枚）
F学級発表会一学年発表会
G活動のまとめ一学級活動

指導体制 　学び方の指導は学級担任が
蛯ﾉ行い，専門的な指導は全
ｳ官で行う。

平成7年度に同じ。 　学び方の指導は学級担任が
蛯ﾉ行い，専門的な指導は全
ｳ工員，保護者，専門家や地
謔ﾌ人材を積極的に活用する。

自標の遂成や
ｶ徒個々の活
ｮを支援する
ｽめの手だて
ﾌ工夫

・　「1「ORLD　TI翼E」　や　「TOUGH

@T工HE」（現「生き方学習」）
ﾌ活動記録VTRの視聴・教官の専門分野・趣味・特

Zリストの提示

　・「卒業研究ノート」の作成
m前年度の卒業研究テーマや
@論文の提示
@・サブテーマの設定による研
@究内容の具体化

・「卒業研究」ノートの充実・「卒業研究」の趣旨の徹底・道徳，学級活動の組み込み・保護者への協力依頼，人材パンクの作成・学級発表会で全員に発表の

黷�m保・活動の節目ごとの自己評価

ﾆ教師のミーティング・テーマにより論文の枚数に

y重・1年生からの段階的指導

評価の観点と
]価の仕方

　選択教科として位置付けて
｢たため，　「πORLD　TI蟹E」と

ｯじく，「課題意識，学び方，
ｩ己表現，価値化」の4観点
ｩら3段階の絶対評価と評定
�sった。

平成7年度に同じ。 　「生き方」と「学び方」の
搓№ｩら，次の4観点を設定
ｵ，これらの槻点から読めら
黷髏ｶ徒のよさを，教師がメ
bセージ（所見）に託して返
ｵ，指導のための個人内評価
�?心とする。
@「自分の生き方への関心・
ﾓ欲・態度」
A「活動や体験における豊か
ﾈ学び方」
B「学習成果の豊かな表現」
C「活動や体験による知識や
Z能の獲得」



11．鳴門教育大学学校教育学部附属中学校（平成8年度研究）

研究題目　「未来総合科」の構想と実践
　　　　　一新しい時代に生きるカを養う新教科の創造一
カリキュラムの特色
　　　　・新教科「未来総合科」の創造
研究概要　基礎学習、領域別学習、領域総合学習の3っの学習を核とした「未来総合科」
　　　　　の創造の研究

く資料抜粋〉

未来総合科のカリキュラム 『紀要8p』

（1）授業時数（週当たり）

必修教科の授業時数 選択教科

区　　　分

国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保健体育 技術●家庭 未来総合科

道徳の授業時数 特別活動の時数

英語 音楽●美術 音美体技家 国数社理

総授業時数

第　1学年 4．5 3．5 3 3 2 2 3 2 2 1 1 3 30

第2学年 4 4 4 3 1 1 3 2 2 1 1 3 1 30

第3学年 4 3 4 3 1 1 3 2 1 1 1 4 1 1 30

②　年間指導計画

第　　1　学　　年 第　　2　学　’年 第　　3　学　　年

1学期 2学期　3学期 1学期　2学期 3学期 1学期 2学期　3学期
G書 G C2 G2 C3 Al G3 A2 A3

基礎学習 領域別学習 領域別学習 基礎学習 領域別学習

領域総合学習

基礎学習
領域総合学習 領域総合学習

一166一



学習内容（基礎学習の例） 『紀要9p』

区　分 時間 単　元　名 ね　　ら　　い 主　　　な　　　活　　　動

G1 8

価値観が対立した問題

ﾉついて話し合おう

・コミュニケーション能力

E表現力

E情報収集力

身近な生活の中で，価値観が対立した問題につ

｢て資料を収集し，それをもとに話し合う。
基　礎　学　習

G2 4
ディベートをしよう ・コミュニケーション能力

E情報収集力

ディベートのルールを知り，クラスごとに国際

ｻの問題に関する論題でディベートを行う。

G3 2
アドバンストに向けて ・領域総合学習のイメージ

E情報収集力

咋年度の領域総合の記録ビデオを視聴し，学習

ﾌ進め方・方法について知る。

指導計画（例として国際化領域のみ掲載する）

領域 国　　　　　　際　　　　　　化　　　　　　領　　　　　　域

領域目標
o　異文化が共存していること，人々が相互に密接な関係をもって生活していることを理解し，互いの存在を認めよ

@うとする態度を培う。

潤@国際的諸問題を見つめ，自分のあり方について，自分の考えや意見を積極的かっ論理的に表現しようとする態度

�|う。

潤@グローバルな視点に立ち，世界平和を希求し，基本的人権を尊重する地球市民として必要な知識技能，態度を

@身につける。

学年

第　　　　1　　　学　　　　年 第　　2　学　　年

区分

Cl C2 C3

時間

4 8 10

単元 正しく伝えよう

рｩらのメッセージ

私たちから見た国際化 地球市民としての生き方を求めて

ねらい ・ステレオタイプからの脱却

E主体的な表現

1・ステレオタイプからの脱却

E多面的な見方・考え方

E体験と認識の調和

・総合的な見方・考え方’

E論理的な表現力

E地球市民的資質

E国際社会の一員としての自己認識

主な学習活動 　ゲームを通して自らのステレオタ

Cプに気づく。

@ロールプレイを通して自分の考え

�蜻ﾌ的な表現で相手に伝える。

　写真を見たイメージから発展途上

曹ﾉ抱いているステレオタイプに気

ﾃく。

@貿易ゲームにより相互依存の関係

�揄�ｷる。

　国際貢献的活動について調査し，

u世界に果たす日本の役割」を中学生

ﾌ視点で議論する。

スキル

・状況の分析と判断

E主体的な対応の仕方

・情報の分析と処理

Eシミュレーションを通した現状認識

・資料・情報の収集と分析・処理

E論理的かっ説得力のある表現方法

系　　統　　性

一167一



12．千葉県館山市立館山第二中学校（平成8年度研究）

研究題駐轍装講型幅犠蓑羅響礫講禦開発
カリキュラムの特色

研究概要
・総合的な学習の時間の立ち上げ

二途難卑屈柔灘羅鵜灘倉騨燃薪
〈資料抜粋〉

〈　第　1学年　〉

生 き 方　　ヰ驚　　義鼠　　図

〈　第　2　学年　〉

『報告書55P』
〈　第　3　学年　〉

主たる

　ねらい

・〈行事〉

始業式

人学式
賃姓オリエ万

一シ，ン

小遠足

修学旅行

学年合宿

中闘テス
ト

朋末テス
ト

醐総体予選
夏季休業

始業式

鵬

中間テス
ト

文化祭

期末テス
ト

繊欄綴
泄轍修了式

立 志
夢を持ち、「めざす自分」について考え、

「めざす自分像Jをえがき障る。

切　　磋　　…啄　　磨 自　　己　　契　　現

　学級・学校・毒舌動集団の一員として生きる

中での「めざす自分像」を磨き高める。
　地域面会、国際社会の「員として生きる中で

の「めざす自分像」の確立と進路選択g

〈中学：生として、新しい自分発見の学習〉

［〈　夢を持ち、語ろう　〉新し㌧ぜ豊ゴ舌への希理・意欲］

灘副＝π漏，

1く船を磨き献ちを磨き・欺高める学習・

　　　　〈　みんなの願い　〉

一　　　　rl堅ぞ岩トとしての泡負
一〔CW↑：
　　　力をあわせる〕

〈「自分を生かす」ための進路観確立の学習〉

雌墨音翻〉

　　　　　　覗
ｭ　冒険、そして総見

1
〉一　　　〈　夢合宿　　〉

?学生活の抱負や自分の夢を語り合う

Fだちの良さの発見と認め合い
地域の文化と自然に触れ、そこに生きる

l々との関わりと自己への振り返り

・自分槻の露n＞日光の自依歴史を探るそこに生きる人々の文化と自分

祉　会　貢献括動　（ボランティア活動）　；　地域に坐さる一員としての活勤、人を思いやる行動

一　〔此分を知る」一　　　　　　〇

@　く夢を拡げよう

　　　　　　　一疋GWT：友人からi
@　　　　　　　　見た自分を知る〕：

@　　　　　　　　　　　　　　　：@　　　　　　〔先人に学ぶ⊃〉・夢を追い、実現した人の生き方・こ鋤・らの自分の進路

〔能力繭性と進路〕一

@　　自分の個性
@・進路の悩み、不安の克服

@・先蜘こ榔曲路選択
@・自分を見つめ直そう

@・中学卒婁後の進踏絵計

・す道〉

1’’’’’’”層層…’”『’’’’’”

，■■，

黶k1学期の反省・
@　夏休みの生活設計｝

C’●rr■．・■，，，，r．■・．o■．・層．，9　．．層

……＝7

「，■■層一層P，．．．．■，．■■，．■P7P層，層．

・一 k1学期の反省・

@　夏休みの生活設計｝

D・．　「’「　　．F「，．　「，　．　　P　圏．．　，，　’，　．●■9　，．．

〔三欄）彊一嚇

k1学期の反省・

@夏型みの生活設計｝

f■o■，　．　‘，層，　，・，層　■r　P■　■，　．9　，r　　　．

県総合鉢肩大会予選

’：二二二工’
　　　他との競い合いの中で自己のカを高め発揮する
………’… ﾛ一”二二二工一…　　層”］［’……

夏季休業、地区祭礼 家庭・地域の一員としての自己の生き方をみつめ、積極的に生活する

運動会 〔切磋琢爵の鳩｝ 学級・学校組織の中で協力し合い、磨き合い、高め合う

＜身近な職業

一JVE①アイマスク

弓打情穣を組み立てる

調べよう〉
・父母や身近な人の職業

・調べたい臓業をインタビュー
・「人は何のために働くのか」

・一i犯②車椅子
申・o訂”セ：弓λの良さを

　　学ぶ

〔自分の倒匪を探る｝輔

嚇 人閥　〉・将来、何のために働くのか
・職業人としての生き方に触れよう

・r職場体験学習」（名三業所）

・自分は何のために生きるのか

　　　　　（私の人生設計）

〔自分を生かす進路〕

・高校説明会

・高佼体験入学

・体験人学で碍た

　もの

　　ともに手をた
・自害とともに生きる人々

僚似体験＝獺捧害、高齢化）
・みんな同じ人閥

。私たちにできる橿趾活動

自分の文化の創造と拡がり 日本に生きる私から世界の中で生きる日本人としての私へ

郷土の文　・伝統を知ろう〉

・安房の文化、伝焼を知ろう

・伝統文イヒ継承の大切さ

・文化、｛一こ生きる人々と自分

＜自分発見の旅・1＞
・先輩の実践に学ぶ
・価臆ある修学旅行を求めて’

・日光伽トツを探る
・広げよう、創り合おう、私の自主プラン

めざす進路に向けて〉
・目標達成に向けて努力しよう

・新年の抱負と決意を語り合おう

・舛欄との臨軸

力を合わせ、ともに頑張ろう

新 年 の 抱 負 と 決 意

〔私の特微と進路〕鴨　　給質情假を組み立てる

　　　　　　夢深めて2年生へ　〉
　　　　。1年生の生括を振り返る
　　　　・中堅学年《の抱負

　　〈　輝く3年生へ　〉
・2年生を終える今…・・1年を振り返る
・最羅旨学5影を辺夢しるために

選

択

履

修

n

環境

旧祉

鴎
聯

ボラン

ティア

生涯ス

ポーツ

　
5

領

城
■

7

講
座
）

卒業、そして新しい人生に向けて〉

・15年閥の自分を見つめて
・新たなる出発

2犀生での生き方学習への発展 3年生での生き方学習への発展 新しい生活におけるあり方・生き方

出典 千葉県館山市立館山第二中学校 研究開発学校二年次報告書
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13．岩手大学教育学部附属中学校（平成10年度研究）

研究題目　新しい学びの構想

　　　　　　一次代の可能性を拓く総合的な学びの創造一

カリキュラムの特色

　　　　　・既存教科の枠組みにおける総合的学習の創造

研究概要　現行の教科の枠組みの中で、生徒を中心とした総合的な「学び」を重視する授

　　　　　　業創造の研究

　　　　　　特に社会科においては、問題解決のための解決方法を合理的な判断で選択でき

　　　　　　るのカとしての、社会的判断力の育成を目指し、「社会的葛藤場面」を取り上

　　　　　　げた学習を組織する。また、3分野の総合も視野に入れた研究を行っている。

〈資料抜粋〉

『紀要79p』

他の

ﾌ域A

他の

ﾌ域

「 一一■■嘘一一 ■ 噛一辱｝一

　　　　　　　　’i

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

l　環境問題などの　　　1
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

・　　総合単元　　　1
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　ベースとなる領域

《総合単元の構想事例　　》

…一… ?「総合的な学び」の場
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一
同
○
1

社会科全体学習計画表 『年間学習計画35p』

　　猷E

　　隷

画1馨
　　羽珪

　　雲

　　丑

判車
蔦器
一識
。燗

煕臓
　　〉
醤〔弊

醗識
緑　1
皿彊紬

摯
国

月 4　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　　　　　11　　　　　　　　　　　　　　12　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　3

．単元 世界の国々： 世界に栄えた文明 ：さまざまな地域i　　　　l　　さまざまな地域　　　：　　　　　　i世界から見た日本i
学習項目 国の名前　：

蛯ﾈ国々　：　　　　　， ～騒詩轟鴇冒～ 1アメリカ合衆国1　　　　：中国　　　　　　　　　　　：　　　　　　：国土のなりたちと1：東南アジア　　：　　　　iEu　　　　　　　　　　　i　　　　　　i自然　　　　　　i

時間 6　　　：　　　1 18
1　　　　　　　12　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　18　　　　　　　　　　　　　　；　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　10　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

地　　理

学習活動 ・国名しワ：
@とり　　i・七言や形：・二本とのiつながり：

ﾌ深い国：　　　　　，

・学習の大要・調査計画をグループ

ﾅ作成L調査活動・資料をグループで作

ｬ・発表、質疑応答、評価・まとめ

：・拳銃所持を　1　　　　　：・「中国が経済的に成長する：　　　　　　：・日本の位鯉　　　：

堰怩P蕪轡i●鮮欝欄i；…1輸
単元 ：文明 古代日本と東アジア：　　　　　　・中世社会1　　　　　　　　　　　　：世界の動き　；　　　　　　　　1近世日本の動き

掌習項目 ：文明の，1おこり

F

国の成り立ち　　　　：　　　　　　：鎌倉幕府　：　　　　　　　　　　　　：世界の動き　　：　　　　　　　　：江戸幕府の成立

ｦ避治　　i　　　i室町欄i　　　　　　i童の全鰍i　　　i離魏揺歴　　史

時間 i　2 13　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　i　　　　23　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　g　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　16

：学習活助
i難疑i　ii灘　　　i；誰i　i：蹴繍・院政と平氏　　　　1　　　　　　：・戦国大名：　　　　　　　　　　　　　：・桃山文化　　：　　　　　　　　：・幕府の改革　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

月 4　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　　　　　11　　　　　　　　　　　　　　12　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　3

単元 身近な地域 北東部i　　　　　　　　　　　　i日本の南西部：日本の中央部：　　日本の中央部　　　：　　　　　　　：　　　　　　　　　：　日本と国際社会

学習三日 「21世紀の盛
ﾔプラン」 発熱　　　　　i実鷺　i　　i暗黙　　i　　i　　　i灘顯碁

時間 18
10　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　12　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　19　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　10　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

二　　　　年

地　　理

二二活動

単元 世界の変化

～総舎的な
wびの場～
E共通学習・調査1汁画

@をグルー
@プで立案・アポとり・訓査活動・発衷資料

@づくり・発表と質

@疑応答・評価・まとめ

1　　近代日本のあゆみ　　：　　　　　　1二度の世界大戦：　　　　　　　　　：二度の世界大戦：現代の日本と社会　：

掌習項LI ヨーロツノζ
ﾟ代の成立
坙{の開国

：明治政府：日清・日露戦争と：　　　　　　　：第1次1｝堺大戦：　　　　　　　　　　：第2次世界大戦　：大戦後の世界　　　　1

ﾞ法の制iアジアの隅・i　　　i奨ζ難ラi　　　　i　　　i世界の多極化　i歴　　史

時間 12 i　　　1（♪　　　i　　　　　　　　lo　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　8　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　12　　　　　　　　：　　　　　　　　　13　　　　　　　　　　i

学習活動
・市民，、’‘命・巌築⊃II「‘命・天保の改・Y‘。1用国と・解

{の滅じ

月
4　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　1⊂l　　　　　　　　　　　　　l1　　　　　　　　　　　　　　12　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　3

単冗 オリ：現代の百会生活：　　　　　　　　　わたしたちの生活と政治　　　　　　　　　：　　　　　　　　わたしたちの生活と経済　　　　　　　　i　　平和と相互協調

掌習項「1
i現代の社会生活i会ll、耀礁1　　　　　　　　　　　：法 　1腰≧r〒ガr勺な”ンなびの駕｝l

券ｷ’本ゴ1勺人亭配ってfl・∫！？1～附oll人椒相．淡所は傑る～
駐政治と三権分立 @　i繍の欄みと蛎　i臨急盤騨欝驚く耀屡蟻総竪灘和と安

時間 1：　　　　8　　　　：　　3 19
20　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　18　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　lo　　　　　　　　　　i　　　　　5　　　　　　i　　　　　5　　　　　　i　　　　　　『5公　　民

学習活動 ：・文化と情報　：・人権尊1π
ﾘと社会i・騰崇i　　　　i的人権：　　　　　　　　　　　　：

：馨手護碧臨　　i：魏罐鑑　　i：螺護翫齪　1●麗鍵甥灘書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：・世界の平和と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i軍縮・行政のはたらき　　　　　：・企業と生産　　　　　　：・グループ結成　　　i済　　　1発展　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：・世界の平和の●白雪野　縄重み＿i遂二色めi’勢騰濁騨実現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1



14．名古屋大学教育学部附属中・高等学校（平成7年度研究）

研究題目　自分の人生を自覚的に選択していくカを育てる教育課程の開発
　　　　　　一「総合人間科」設置の試み一
カリキュラムの特色

研究顯’ 蝸軏Q拙魁て、中学・高等学校教育の在り方を捉え直す研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『報告書7p』
　　　総合人間科と教育課程
　　たとえどのような生き方をしょうと、人間は社会や自然の問題から逃れることはできない。生命、

　環境、平和、民族、開発など21世紀に向けた課題は、世界的、地球的規模の問題であるgこうした

　課題を解決していく力量を一人目とりの未来の主権者につけることこそ今の教育に求められている。

i鴎理解、平和、環境愚才、人権、生命・性洪生、進路、生き方などi

　これらは、人類の課題であり、このような課題を正面から取り上げる教科はなかった。この課題を

学ぶことは、学習本来の意味（なぜ学ぶのか）を生徒自身が理解する糸口になる。

『
q
H
の

網
棚

』

嵩

嘉

藁

竺

世『っ餐
　りA⊥葎＿i1　却レ

奄戟?き

憲R　慶
撃圏黷P鯉　　）　　．卜・！2訳

蒙3　麟
．醤

怜Y
　爵　蜜ミ．撞ごり

麟昏乱QlP1トニ

1蝶

　i小ﾋ｛i躰
鞠長　　老
g芝鴨蕊砲宇lN　　　・・　Klト

^瀦§占

馴匝 羽腫

　馬’

@馨@・窒）　ソ　罫
卜　　　小

f1寒騨鎌
刈匝

li睡濃灘購 聾1糠 藩ll蓼
Pぎ耀誰

器藻
ヘトノ

Pを）

ﾐ⇔
Dとムu
~しト

．↑睾i譜P脂く・i選題ま・憲…櫓じ墨

　8
P騨

　εな　　・ト

?殺害
阯齡X

　　馳X｝；lr1　￥1ト＞　　1か。く　十 勲誓

P響・
1蕪‘

矯ε皆1腫℃

圃　　（　　　　　　　（

Gilll難 蓼融善
e難1餐

欝癬　一1ト　ト　一・1罵蚤よ　ミ 一類護一曇　　・穂勾　o

d妻鑑撫

雛1 ll回

塁ll

i瀞 レ　く二
恆I1　　「

唄匝 唱匝 覗這

耀籍

m　皿

回　田　一一振　〔疋　▼ 回　田　ωN骸長　興　の 回器ぐり蘇　ロ＝　の 回・理曽臓　ロミ　o 回　田uう　　　一

氈@ロ：　o

回　田　一〇糠　瓜こ　ト 回田トー　　　一

}　嘆　ト

一171一



1

嵩
卜O

I

’圧

醤

叶

母
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管

長

刈

雲

ロ住

｛2｝　2学期指導過程 『報告書32p』

月　日 中学1年 中学2年 中学3年 高校些年 高校2年 高校3年

夏休み澗査活勤 二学期に向けて 沖縄研究旅行 卒業研究
夏休み自由繰題 （7‘一ルFワーク） 二二・二藍の 夏休み活動報告 研究テーマ検討 自分史まとめ①

第8回

糊
暑

初エンテーカン （指導教官別） ③
中間一飛書提出 グループテーマ 進路選択の動機

9月16日 ・（クラス別） 教官への報告 インターネット フィールドワーク 個人テーマ 自己の性格能力
↓

ホームページ 実施報告 当面の目標計画
中間発表会酪備 の解説文作成 親告書作成・提出 教官グループから

① 指導・助言 スピーチ原稿

夏休み自由裸題 中間発表会準備 広島研究旅行 野外学習実施計画 沖縄学習について 卒業研究

第9回

醐
② フィールド ① 自分史まとめ②

ワークについて ・メンバー ディベート準備

9月30日 （クラス別） 提示資料・実物 ・訪問先絶唱遡定 ・役割分担と スピーチ原稿

の準傭 班別にテーマと
↓

内容、留意点 の検討

役蜜扮坦の決定 次回までに ・討論の流れ

発表方法検討 覗i腔依頼 時間配分

野外学習の 中間発表会準備 フィールド 　　　　　・?外：学習実施計画 第1回 卒業研究

第10回 事前学習① ③ ワーク事前学習 ② 〔自分史と進路］

ディベート授業

10月7日 各クラス 方法について インターネット 実施計画書作成 スピーチ①

4グループ 指導教官との による資料検索 （面角目的・内容） 〔沖縄の米軍基地
（テーマ91D 個別二二 は徹廃すべきか〕 生徒間の相互評

12日提出締切 価（批評）

10／7～ 10／11，18．24 インターネット 10／21

遡 を使う酒査のた （中間蹴終日）
’学括・道徳で 中間発表会準傭 めのアンケート 野外学習実施計画 ディベート準傭

醐 ㎜ 嘱 ③
（授業後・道徳） 質白状作成・送付

野外学習 卒業研究
野外学習の 10／26～28 実施計画報告会 第2回 ［自分史と進路1

第11回 事前学習② 中間発表会① 広島研究旅行

指導教喜別 ディベート授業 スピーチ②

10月26日 各クラス A組・B組 フィールドワー （7グループ）

4グループ 各3組の発表 クと現地での発 〔沖縄の米軍基地
（テーマ男の 飴 訪問先と二二内容 は撤廃すべきか〕 生徒間の相互評

生徒間での助言 価（批評）

第3回
野外学習の 中間発表会 個人研究 ディペート授業 卒業研究

第12回 事前学習 中間発表会② 中間発表会 3クラス合同 ［自分史と進路1

纈
広島の班男関野

縦1i月2日 A組・B組 およびインター ・テーマとねらい
（クラス9の 各ぴ組の発表 ネットの利用状 ・研究研究 〔沖縄の米聴地 スピーチ③

況 ・野外学習計画 は搬廃すべきか〕

野外学習の 11／9事前指導
事前学習 聞き取り四望 11／15～11／18 卒業研究

第13回

㈱
中間発表会③ 名古屋市千種区 11／16野外学習 値分史と進路1

老人クラブ 実施当日 沖縄研究旅行
11月18日 （クラス別D A組・B組

各3組の発表 戦争中の暮らし 事後指導 スピーチ④

野外学習 について ・訪問先への野伏

12月6日　実施 ・実施報告書作成

『報告書33p』

月　日 中学1年 中掌2年 中掌3年 高校［年 高校2年 高校3年

中間発表会④ 電子メールによ 野外学習報告会 沖縄研究旅行 卒業研究

第14回 野外学習の る文通（12／2） （指導教官別） ［自分史と進路

事後指導 A組・B組 グループワーク

12月7B （クラス別） 各3組の発表 インターネット 生徒間の相互評価 発表会

と竃子メール スピーチ⑤

中間発表会⑤ 広島 野外学習報告会② 沖縄研究旅行 卒業研究

剃5回 野外学習の 「フィールド （指導教官別） 〔自分史と進路］

事後指導 A組　6組 ワーク 個人研究

12月16日 （クラス別） B組　5組 個人研究のまとめ 発表準備

嚥
研究集録の にむけて スピーチ⑥

㈱
（研究論文の撫恥

冬休みの計画

｛31　3学期指導過程

月　日 中学1年 中掌2年 中掌3年 高校1年 高校2年 高校3年

沖縄研究旅行

野外学習の 個人研究の 班別 個人研究論文作成 個人研究発表会①

第t6回 事後指導 まとめ フィールド ① 総合人間科の

ワーク 各クラスごと

1月20日 発表会準傭 ガイダンス 研究集録纏菓 輪文の書き方指導 自己評価

（作戦、留意事項

騨
授業の感想

パソコンで 指導教官からの

文章作成① コメント

野外学習 班別 個人研究論文作成

第1徊 贈
個人研究 フィールド ②

ワ」ク 同上
2月3日 研究結果の 論文の作成① 醗究集録編集 指導教官からの

グルーフ別発表 アドバイス ②

パソコンで （絵文締め切り

文童作成② 2月13日）

野外学習 広島学習の 個人研究論文

第18回 個人レポート 個人研究 研究発；褒準備 最終チェック 同上
の仕上げ （指導教官）

2月17日 論文の作成② （2年生への ③

一年間の反省 報告会） グループ内

とアンケート 相互批評・評価

〈晴天〉

東山動物植物園 3月7日～ 総合人間科の

第19回 （出会いを

輌
広島学習 発表会準備 まとめ

求めて） （原稿・資料）

3月16日 研究集録作成 研究発表会 徹
〈雨天〉 個人研究発表会 アンケート

体育館で球技 （学年全体） 討論会

※　総合人間科の授業は中学1年から高校3年まで6：学年すべてで土曜Bの3・4限で展開した。
※学：校行事と関連させて実施したので、この時間以外（おもに放課後）にも指導が行われた。


